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週 1年 2年 3年 4年 5年 6年 行事　（予定）

1 4/3 ～ 4/7 春季休業 春季休業 前期授業開始 ユニット1 4/7(金）第73回入学式

2 4/10 ～ 4/14 前期授業開始 前期授業開始 前期授業開始

3 4/17 ～ 4/21

4 4/24 ～ 4/28

5 5/1 ～ 5/5 IST（GW） IST（GW）

6 5/8 ～ 5/12 ユニット2

7 5/15 ～ 5/19

8 5/22 ～ 5/26

9 5/29 ～ 6/2

10 6/5 ～ 6/9 ユニット3 IST 6/8（木）～11（日）大学祭

11 6/12 ～ 6/16 ※1～4学年 全日休講

12 6/19 ～ 6/23 6/25（日）大学記念日

13 6/26 ～ 6/30

14 7/3 ～ 7/7 ユニット4

15 7/10 ～ 7/14 IST

16 7/17 ～ 7/21

17 7/24 ～ 7/28 (16週) (16週) (16週) (17週)

18 7/31 ～ 8/4 夏季休業 夏季休業 夏季休業 ＩＳＴ 夏季休業

19 8/7 ～ 8/11 (2週)

20 8/14 ～ 8/18 臨床入門 ユニット5

21 8/21 ～ 8/25

22 8/28 ～ 9/1 Pre CC OSCE

23 9/4 ～ 9/8 夏季休業

24 9/11 ～ 9/15 (7週) (7週) (7週) ユニット6 IST

25 9/18 ～ 9/22 後期授業 後期授業 後期授業 (3週) 夏季休業

26 9/25 ～ 9/29 CBT （2週）

27 10/2 ～ 10/6 医学概論４ 　Post CC OSCE　

28 10/9 ～ 10/13 ユニット7 10/12(木)～14(土)体育祭

29 10/16 ～ 10/20 ※1～4学年 午後休講

30 10/23 ～ 10/27 卒業試験

31 10/30 ～ 11/3

32 11/6 ～ 11/10 ＩＳＴ ユニット8

33 11/13 ～ 11/17 （9週）

34 11/20 ～ 11/24  基礎配属 （3週）

35 11/27 ～ 12/1  ユニット1 12/1(金)文化芸術祭

36 12/4 ～ 12/8 ユニット9 事後講義 ※1～4学年 午後休講

37 12/11 ～ 12/15 (13週） (13週） (4週）

38 12/18 ～ 12/22 冬季休業 冬季休業 冬季休業 （12週）

39 12/25 ～ 12/29 冬季休業 冬季休業 冬季休業

40 1/1 ～ 1/5 （3週） （3週） （3週） （2週） 　　　　（2週）

41 1/8 ～ 1/12 後期授業 後期授業 後期授業 ユニット2 （3週）

42 1/15 ～ 1/19 ユニット10

43 1/22 ～ 1/26

44 1/29 ～ 2/2

45 2/5 ～ 2/9 ユニット3 2/3(土)・4(日)

46 2/12 ～ 2/16 ユニット11 ＩＳＴ 医師国家試験（予定）

47 2/19 ～ 2/23

48 2/26 ～ 3/1 (8週） (8週） (8週）

49 3/4 ～ 3/8 春季休業 春季休業 春季休業 春季休業

50 3/11 ～ 3/15 春季休業 3/15(金)卒業式

51 3/18 ～ 3/22

52 3/25 ～ 3/29 （4週） （4週） （4週） （4週） （3週） （11週）

（臨床実習）
必修選択5

医学概論１
 （早期体験実習）

医学概論２
 （施設体験実習）

医学概論３
（地域実習）

２０２３年度（令和５年度）　医学部学事予定
期　間

（臨床実習）
必修選択1

（臨床実習）
必修選択2

（臨床実習）
必修選択3

（臨床実習）
必修選択4
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巻巻 頭頭 言言

コロナ禍が始まりかれこれ３年経過しました。患者さんを守ることが最重要課題であり、そのため学

生教育が web になり、部活動が休止になる時期が続きました。学生諸君には我慢を強いる時期が約２年

間続きましたが、ワクチン接種ならびに学生個々の行動制限により学内で大きなクラスターが発生する

こともなく、昨年度からは規制も徐々に解除され、現在はほぼ正常化することができました。コロナも

悪いことばかりはなく学生に医療者としての自覚を目覚めさせる一つのきっかけとなったと考えてお

ります。 
2022 年には新キャンパスが完成し力一杯勉強する器ができました。2026 年には附属病院の改装工事

も終了し大学すべての施設がリニューアルされます。あとは中身です。良い医療を提供するためには、

知識のみではなく様々な医療スタッフとチームを組み、最善の治療方針を決定してゆかなければなりま

せん。医師はそのチームの中では常にキャプテンである事を求められます。そのためには学生時代から

部活動、ボランティア活動などを通じ、判断力やコミュニケーション能力を養う努力は必要です。有意

義な学生生活を送るためのソフト・ハード面のサポート体制も整備されております。あとはエネルギー

にあふれた学生諸君により札幌医科大学が新しい時代に向けて発展出来る事を確信しております。 
 

医 学 部 長

「「医医学学部部カカリリキキュュララムム」」ににつついいてて
 

本学は、建学の精神に掲げられた「進取の精神」と「地域医療への貢献」に沿って、学修成果基盤型

教育を重視し、卒業時のコンピテンス、コンピテンシーに立脚した、主体的な学修や自主性を配慮した

教育プログラムを 年度の新入生から段階的に導入しています。こうしたカリキュラム改訂により

これまで実施されてきた内容を以下に示します。

・基礎医学系、臨床医学系の専門教育の講義を第 学年で終了するように再編成（ 年度）

・教養教育を中心としてきた第１学年において、解剖学や医療行動科学などの専門教育科目を開始

（ 年度～）

・共用試験 と の合格をもって、第 学年後期の臨床実習に参加（ 年度）

・臨床実習期間を合計 週間として編成（ 年度改訂）

・地域包括型診療参加臨床実習を必修化（ 年度）

・定期試験期間の撤廃と休業期間の増加（ 年度第 ～ 学年）

・卒前学生医用オンライン臨床教育評価システム（ ）の導入（ 年度第 ～ 学年）

全国の医学部では、日本の医学教育を国際基準（ ）に合致したものにするため、

年度までに世界医学教育連盟（ ）が定める医学教育の国際基準に準拠した「医学教育分野別評価基

準」に基づき、日本医学教育評価機構（ ）から「医学教育分野別評価」を受けることになっていま

す。 年 月に、本学はその受審を無事に終えることができました。これからも全学的組織である内

部質保証推進委員会のもと、将来を担う医師や研究医の育成のための教育プログラムの改革に取り組み

ます。

その他、患者に寄り添う早期体験の機会を増やし、学生のカリキュラム委員会への参画、教員のみな

らず外部の教育関係者のカリキュラムへの関与を促すなど、建学の精神に基づく医学教育の改善を継続

的に推進しています。

 
医学部カリキュラム委員長 
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授授業業科科目目履履修修要要領領 

医学部の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いについては、「札幌医科大学学則（以下

「学則」という。）」及び「札幌医科大学医学部の教育課程、授業科目履修方法、試験及び進級取扱いに

関する規程（以下「医学部進級規程」という。）」その他諸規程に基づいて定められています。所定の単

位を修得し卒業するためには、教育課程を修めなければなりません。履修にあたっての要点を以下にま

とめていますので、諸規程（学則、医学部進級規程、学生通則）と併せて確認するようにしてください。

 
１１．．デディィププロロママ・・ポポリリシシーー（（学学位位授授与与方方針針））

医学部では、所定の単位を修得し、以下の要件を修得した学生に学位を授与します。

① 倫理観・社会的責任、プロフェッショナリズムに関する内容（態度）

高い倫理観・責任感を備え、医療者としての使命感をもって患者の立場を重視するとともに、研

究マインドをもって医学・医療に生涯を通じて貢献できる。

② 地域医療、研究、国際貢献に関する内容（関心・意欲）

幅広い視野をもって積極的に地域医療を担う意欲を育み、先駆的研究に関心をもって国際的な医

学・医療の発展に貢献する。

③ 基本的医学知識と基本的技術、コミュニケーション能力に関する内容（知識・技能）

基本的な医学知識と技術を習得し、協調性と指導力をもって診療や保健指導、医学研究を実践で

きる。

④ 問題解決・課題探求能力に関する内容（思考・判断）

現状に潜む問題点を課題として提起し、科学的根拠および適確な方法に基づく論理的思考を通し

て自ら解決できる。

２２ ココンンピピテテンンスス、、ココンンピピテテンンシシーー（（学学修修のの到到達達点点））

前項のディプロマ・ポリシーで設定した四つの能力の具体的な評価項目は下記のとおりとします。

プロフェッショナリズム

高い倫理観と使命感をもって患者中心の医療を提供し、生涯にわたる学修意欲をもって医学・医

療に貢献できる。

医療倫理と生命倫理の原則を理解し、具体的状況に応用できる。

法的規範の根底にある倫理的考え方を説明できる。

生と死に関わる倫理的な問題を多角的に認識した振る舞いができる。

人の命と健康を守る医師の使命と職責を自覚し行動できる。

医師の法的責任と各種規範について説明できる。

人間の尊厳と患者の立場を尊重した、思いやりのある態度を身につけている。

医学知識

医学・医療およびそれらの基礎となる科学的知識を十分に理解し、修得した知識を統合した形で

問題解決に応用し、臨床や研究に有効に活用できる。

医学の基礎となる自然科学の幅広い知識を有し活用できる。

基礎医学、臨床医学、社会医学の知識を有し活用できる。

人体の正常構造や機能、生命科学に関する基礎知識を疾患病態の解明に応用できる。

疾病の病因・病態・治療につながる医学的な要素を説明できる。

医学の進歩と発展のために自己研鑽する重要性を説明できる。
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医療の実践

全人的医療を提供するため、統合された医学的知識と技能に基づいた診療計画の立案、ならびに

診療を実践できる。

病歴を正しく聴取し、身体診察を適切に行い、病状を判断できる。

病歴や身体所見から必要な検査を選択し、結果を評価できる。

臨床情報を整理して臨床推論を行い、診断することができる。

根拠に基づいた医療技術を個々の状況に応じて正しく実践できる。

医療安全、感染症対策を実践できる。

災害時の医療について説明できる。

問題対応能力

新たな展開に向けて健全な批判力をもって現状に潜む課題を明確化し、科学的根拠と適確な方法

に基づいて問題を解決できる。

医学・医療において既存の知識や技能では対応できない問題を抽出できる。

問題の解決に向けて、関連する情報を収集して分析できる。

最新の情報を探索し、問題解決に向けた構想を示すことができる。

問題解決のための構想を科学的根拠に基づいて実行できる。

問題解決と課題探求能力を高めるために、生涯学習が重要であることを説明できる。

コミュニケーション

人々の多様な価値観や社会的背景を理解し、信頼関係の構築に努め、常に他者に敬意を払って接

することができる。

礼儀と礼節を重んじ、相応しい身なりと振る舞いができる。

信頼関係を意識し、患者やその家族と対話を重ねることができる。

医療チームの一員として多職種連携を円滑に図り、相互理解の構築に努めることができる。

指導力と協調性をもって診療や保健指導の基礎を実践できる。

人々の価値観や社会的背景が多様であることを理解し、常に他者に敬意を払って接すること

ができる。

科学的探求

研究遂行のための基礎的素養と探究心および研究倫理をもって医学研究に参画し、医学の発展に

寄与することができる。

先駆的な医学研究は社会全体の幸福につながることを説明できる。

医学研究を遂行する意欲と基礎的素養を有している。

科学的思考に基づいた探究心を身につけている。

医学的知見を獲得するための科学的な理論や方法論、研究倫理について説明できる。

個々の症例に新規性が含まれていることを理解し説明できる。

地域医療

幅広い視野をもって地域医療の役割と課題を説明できる。地域医療に意欲的に取り組む姿勢とと

もに、実践に必要な基礎的知識と技能を身につけている。

地域社会の健康の向上および増進の重要性とそれに向けて果たすべき役割を説明できる。

社会経済における地域医療の位置付けについて説明できる。

プライマリ・ケアを実践するための基礎的な知識と技能を示すことができる。

地域における医療専門職の役割を理解し、協調して医療を実践できる。

地域医療の中で国際化に関する課題を説明し、価値観の多様性を尊重した医療の実践に配慮

できる。
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病歴や身体所見から必要な検査を選択し、結果を評価できる。

臨床情報を整理して臨床推論を行い、診断することができる。

根拠に基づいた医療技術を個々の状況に応じて正しく実践できる。

医療安全、感染症対策を実践できる。

災害時の医療について説明できる。

問題対応能力

新たな展開に向けて健全な批判力をもって現状に潜む課題を明確化し、科学的根拠と適確な方法

に基づいて問題を解決できる。

医学・医療において既存の知識や技能では対応できない問題を抽出できる。

問題の解決に向けて、関連する情報を収集して分析できる。

最新の情報を探索し、問題解決に向けた構想を示すことができる。

問題解決のための構想を科学的根拠に基づいて実行できる。

問題解決と課題探求能力を高めるために、生涯学習が重要であることを説明できる。

コミュニケーション

人々の多様な価値観や社会的背景を理解し、信頼関係の構築に努め、常に他者に敬意を払って接

することができる。

礼儀と礼節を重んじ、相応しい身なりと振る舞いができる。

信頼関係を意識し、患者やその家族と対話を重ねることができる。

医療チームの一員として多職種連携を円滑に図り、相互理解の構築に努めることができる。

指導力と協調性をもって診療や保健指導の基礎を実践できる。

人々の価値観や社会的背景が多様であることを理解し、常に他者に敬意を払って接すること

ができる。

科学的探求

研究遂行のための基礎的素養と探究心および研究倫理をもって医学研究に参画し、医学の発展に

寄与することができる。

先駆的な医学研究は社会全体の幸福につながることを説明できる。

医学研究を遂行する意欲と基礎的素養を有している。

科学的思考に基づいた探究心を身につけている。

医学的知見を獲得するための科学的な理論や方法論、研究倫理について説明できる。

個々の症例に新規性が含まれていることを理解し説明できる。

地域医療

幅広い視野をもって地域医療の役割と課題を説明できる。地域医療に意欲的に取り組む姿勢とと

もに、実践に必要な基礎的知識と技能を身につけている。

地域社会の健康の向上および増進の重要性とそれに向けて果たすべき役割を説明できる。

社会経済における地域医療の位置付けについて説明できる。

プライマリ・ケアを実践するための基礎的な知識と技能を示すことができる。

地域における医療専門職の役割を理解し、協調して医療を実践できる。

地域医療の中で国際化に関する課題を説明し、価値観の多様性を尊重した医療の実践に配慮

できる。

国際貢献

疾病の臨床や研究の世界的動向を把握し、国際社会の一員として活動するための基礎を身につけ

ている。

国際交流に関心を示し、多様な文化を理解することの重要性を説明できる。

健康増進や疾病予防の活動を国際的視野に立って実践する基礎的能力を身につけている。

医療・保健に関わる国際協力の役割を説明できる。

疫学、疾病予防、福祉、医療経済などの社会医学の知識を国際医療活動に応用できる。

国際社会における医学的な諸問題を説明できる。

３３．．カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー（（教教育育課課程程編編成成・・実実施施のの方方針針））

前項のディプロマ・ポリシーを達成するために、以下のカリキュラム・ポリシーを基に教育課程を

編成し実施します。

① 倫理観・社会的責任、プロフェッショナリズムに関する内容（態度）

・多様化する医学・医療の進歩に対応し、変化する社会の要請に応え生涯にわたって学修を継続する

医療人としての人間性を涵養する。

・立場や背景の異なる他者、弱者を理解し共感する力を身につけるため、ロールモデルによる演習や

一般社会の中での実習を組み込んだ教育を行う。

・人文科学の視点からの健康・疾病についての考えや、社会における疾病の複合的な面を理解できる

よう教養教育、基礎医学、臨床医学の各科目間の連携を重視する。

② 地域医療、研究、国際貢献に関する内容（関心・意欲）

・患者と家族を取り巻く社会状況、社会制度、法制度を理解するための実習プログラム、地域拠点と

連携した臨床実習を編成して、地域医療に貢献できる人材を育成する。

・研究が必要な課題の存在を理解し、先駆的研究に自ら貢献する意志と情熱を昂揚させるよう環境と

機会を設ける。

・国際的な医療の現状と課題、国際貢献の様々なあり方について理解を深める。

③ 基本的医学知識と基本的技術、コミュニケーション能力に関する内容（知識・技能）

・医療行為や保健指導に必要とされる専門領域での知識と技術を体系的に学修し、獲得した成果を主

体的に実践する機会を設ける。

・リーダーシップを醸成し、多職種の尊重・共感・協調等を促すための課外活動や社会活動を支援す

る。

④ 問題解決・課題探求能力に関する内容（思考・判断）

・ （ ）チュートリアルや （ ）などにより能動的

学修を促し、基礎医学実習や診療参加型臨床実習における自己学習、自己評価の過程や結果を重視

した教育を行う。

・疾病の原因に個人要因以外に社会的な問題も含まれていることを考察し、問題発見・解決型の自己

学習ができる教育環境を設ける。

４４．．アアセセススメメンントト・・ポポリリシシーー

札幌医科大学医学部では学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げる知識、能力、態度を身

につけるための教育の質向上を目的として、教育評価の方針（アセスメント・ポリシー）を以下に定

めます。目標設定および評価の方法や実施方法を教務委員会で企画し、評価の結果の情報収集を統合

部門が行い、信頼性や適切性などの評価、改善方法の検討を医学部教育プログラム評価委員会が行

い、医学教育を継続的に改善します。

① 評価体系

・教育プログラムで設定した科目ごとの評価のほかに、学年、および教育段階ごとの評価を行います。
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② 授業科目ごとの評価

（１）各授業科目の到達目標をシラバスで示します。

（２）各科目の評価内容、評価方法をシラバスで示します。

（３）評価をうけるために、科目ごとの出席状況を審査要件とする場合があります。

（４）科目ごとに、評価方法における評価基準を示します。（再試験などは、評価方法の中に含まれ

るとして、ポリシーには示さない。）

（５）個々人の判定結果を本人に通知するほか、個人情報を除いた全体成績を公表します。

（６）個々の判定結果に対しての異議申し立てを受け付けます。

（７）到達目標に達しなかった場合の再履修方法を科目ごとに定めます。

③ 学年および教育段階ごとの評価

・科目ごとの評価のほかに、学年および教育段階ごとの評価を行います。（学年制運用を可能とするた

めの宣言）

④ ②、③の評価方法制定にあたっては、教務委員会にて全体の調整を行う。

⑤ 医学部教育プログラム評価委員会が行う評価、改善方法の検討には、外部有識者および学生が参

加する。

５５．．カカリリキキュュララムム（医学部進級規程第 1条・第 2条）

医学部カリキュラムは、前項のカリキュラム・ポリシーに基づき、医学教育モデル・コア・カリキ

ュラムに準拠した授業科目編成となっています。また、多様化する医学・医療の進歩、向上に応じた

ものとなるよう随時カリキュラム改正を行なっています。

６６．．科科目目のの履履修修方方法法（医学部進級規程第3条）

学生は、教育課程において、現に在籍する当該学年の科目を履修しなければなりません。また、原

級留置となった場合は、翌年度に当該学年の全科目（実習科目を除く。）を履修することとしていま

す。

７７．．選選択択科科目目のの履履修修（医学部進級規程第4条）

選択科目の履修は、選択科目履修届により学務課へ提出しなければなりません。

なお、履修届を提出した科目を他の科目に変更する場合、又は履修を取消す場合は、選択科目履修

変更（取消し）届を提出しなければなりません。提出の時期についてはその都度掲示により周知しま

す。

８８．．授授業業方方法法・・単単位位（医学部進級規程第5条・第5条の2） 

授業には、講義、演習、実験、実習、実技があり、各授業がいずれに該当し、何単位になるか

は、進級規程附則別表・別表の教育課程表やシラバス各科目の科目区分や単位数に記載されてい

ます。

９９．．試試験験等等

（１）試験（医学部進級規程第 7条・第 10条、附則第 2項、附則別表第 1）

試験には、定期試験、中間試験、追試験及び再試験のほか、共用試験 ・ （第４学年）、

（第６学年）、卒業試験（第６学年）があります。

ⅰ）定期試験は、学年末又は各科目の所定の授業終了後に行われます。（令和 年度第 ～ 学年）

ⅱ）中間試験は、必要に応じ随時行われます。

ⅲ）追試験は、定期試験等の受験資格を有する者が、病気その他の事由により当該試験を受験でき

ないとき（病気による場合は診断書が必須）に、あらかじめ定期試験等欠席届を提出した者で、
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② 授業科目ごとの評価

（１）各授業科目の到達目標をシラバスで示します。
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・科目ごとの評価のほかに、学年および教育段階ごとの評価を行います。（学年制運用を可能とするた
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⑤ 医学部教育プログラム評価委員会が行う評価、改善方法の検討には、外部有識者および学生が参

加する。

５５．．カカリリキキュュララムム（医学部進級規程第 1条・第 2条）

医学部カリキュラムは、前項のカリキュラム・ポリシーに基づき、医学教育モデル・コア・カリキ

ュラムに準拠した授業科目編成となっています。また、多様化する医学・医療の進歩、向上に応じた

ものとなるよう随時カリキュラム改正を行なっています。

６６．．科科目目のの履履修修方方法法（医学部進級規程第3条）

学生は、教育課程において、現に在籍する当該学年の科目を履修しなければなりません。また、原

級留置となった場合は、翌年度に当該学年の全科目（実習科目を除く。）を履修することとしていま

す。

７７．．選選択択科科目目のの履履修修（医学部進級規程第4条）

選択科目の履修は、選択科目履修届により学務課へ提出しなければなりません。

なお、履修届を提出した科目を他の科目に変更する場合、又は履修を取消す場合は、選択科目履修

変更（取消し）届を提出しなければなりません。提出の時期についてはその都度掲示により周知しま

す。

８８．．授授業業方方法法・・単単位位（医学部進級規程第5条・第5条の2） 

授業には、講義、演習、実験、実習、実技があり、各授業がいずれに該当し、何単位になるか

は、進級規程附則別表・別表の教育課程表やシラバス各科目の科目区分や単位数に記載されてい

ます。

９９．．試試験験等等

（１）試験（医学部進級規程第 7条・第 10条、附則第 2項、附則別表第 1）

試験には、定期試験、中間試験、追試験及び再試験のほか、共用試験 ・ （第４学年）、

（第６学年）、卒業試験（第６学年）があります。

ⅰ）定期試験は、学年末又は各科目の所定の授業終了後に行われます。（令和 年度第 ～ 学年）

ⅱ）中間試験は、必要に応じ随時行われます。

ⅲ）追試験は、定期試験等の受験資格を有する者が、病気その他の事由により当該試験を受験でき

ないとき（病気による場合は診断書が必須）に、あらかじめ定期試験等欠席届を提出した者で、

正当な理由として認められた者に対して行います。ただし、やむを得ない事由によりあらかじめ

届け出ることができなかったときは、その事由を付して直ちに届け出なければなりません。

ⅳ）再試験は、定期試験等または追試験において不合格となった者に対して、当該不合格科目につ

いて行うことがあります。ただし、再試験実施の有無は、当該科目コーディネーターの判断に

委ねられています。

ⅴ）共用試験 及び は、臨床実習に参加する学生に必要な基本的知識の理解度及び

診察、技能及び態度の到達度を評価するために、共用試験実施前の第４学年前期までの必修科

目全単位（「医学概論・医療総論４」、「臨床入門」は除く。）を修得した者に対し、別表第 に

定める第４学年科目「臨床入門」の所定の授業終了後に行います。なお、試験問題は公益社団

法人医療系大学間共用試験実施評価機構の共用試験により実施します。

ⅵ） 及び卒業試験は、卒業時に必要な臨床上の知識と技能の到達度を評価するため

に、附則別表第 に定める第６学年科目「総合講義」の中で行います。なお、 に

係る試験問題は公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構の共用試験により実施しま

す。卒業試験は別に定める方法により２回行います。

ⅶ）共用試験 、 及び に係る受験料は、個人負担となります。

（２）履修の制限について（医学部進級規程第 3条の 2）

次の授業科目については、履修条件が設けられており、条件を満たさないときは当該科目の履修が

制限されます。

ⅰ）別表第 に定める第４学年科目「臨床実習」の履修条件は、第４学年科目「臨床入門」、「医学概

論・医療総論４」の全単位を修得していること。

（３）講義の出席について（学則第 15条第 2項、医学部進級規程第 8条、学生通則第 12条）

医学部における単位の授与及び授業科目修了の認定は、試験その他の審査によって行われますが、

試験その他の審査を受けるために必要な所定の期間は次のとおりです。

ⅰ）講義および演習は、授業時間の３分の２以上出席していること。

ⅱ）実験、実習および実技は、授業時間のすべてに出席していること。

試験等の受験資格を失うと単位認定されません。授業の出席については、授業科目毎に授業時

間数が異なるので、必ずシラバスを確認し、学生個人の責任で管理してください。

３日以上連続して欠席するときは、事前に欠席届（学生通則別記第 号様式）を学部長に提出

しなければなりません。やむを得ない事情により事前に欠席届を提出することができなかった

ときは、その理由を付して登校の際、速やかに提出しなければなりません。また、疾病による欠

席が７日以上にわたるときは、医師の診断書を添付する必要があります。

特に、実験、実習および実技科目において、忌引や疾病等のやむを得ない事由で授業を欠席す

る場合には、必ず事前に授業科目コーディネーターへ事情を申し出て、補講等について今後の指

示を受ける必要があります。事前に申し出ることができなかった場合は、学務課へ連絡してくだ

さい。

（４）不正行為の取扱い（学則第 40 条、医学部進級規程第 9条・第 12条第 1項第 7号）

試験において不正行為を行った者は、当該科目の再試験を受験することができません。また、当該

科目の選択・必修の如何を問わず、進級は認められません。

懲戒処分は、学則第 条の規定に基づき医学部教授会および教育研究評議会の議を経て、学長が行

います。

（５）成績評価の基準（学則第 16条、医学部進級規程第 11条）

優 ８０点以上

良 ７０点以上 ８０点未満

可 ６０点以上 ７０点未満

不可 ６０点未満
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優・良・可は合格、不可は不合格となります。

共用試験 は、全国医学部長病院長会議あるいは公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機

構が提示する最低合格ラインに基づき判定します。

、 は、試験で実施する全ての分野において満点の６割以上を合格としてい

ます。なお、公的化された場合は、公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構が提示する最低合

格ラインに基づき判定します。

卒業試験については、総合点６割以上を合格としています。

再試験において、合格した場合の成績・評点は６０点となります。

１１００．．進進級級のの制制限限（医学部進級規程第 12 条・第 15条、附則第 2項、別表第 1、附則別表第 1、第 2）

第１～５学年までの学年間の進級判定において、以下に該当する者は進級できません。

（１）出席不良等の理由により、定期試験その他の審査の受験資格が得られない者

（２）実験、実習及び実技科目が不合格の者

（３）定期試験の再試験（別表第 に定める第１学年の人文社会科学系の選択必修科目群で必要単

位を満たしている場合および自由選択科目は除く。）において、１科目以上不合格の者

（４）別表第 に定める第１学年の人文社会科学系の選択必修科目群において、同学年中に所定の

単位数を修得していない者

（５）別表第 に定める「臨床入門」「医学概論・医療総論４」のうちいずれかの科目が不合格の者

（第５学年への進級時）

（６）学年ごとの修学および出席状況から、進級後の修学が困難と判断される者

（７）試験において不正行為を行い、当該科目が不合格の者

１１１１．．同同一一学学年年のの在在学学年年限限（学則第 9条第 1項･26条･40条、医学部進級規程第 14条）

同一学年の在学年数は２年を超えることができません。（同一学年を２年以内で進級できない場

合は退学処分になります。）ただし、学部長が特別の理由があると認める者については、医学部教授

会の議を経て延長を認めることがあります。

１１２２．．退退学学、、休休学学、、転転学学、、再再入入学学及及びび復復学学（学則第 21･22･23･24･25条、学生通則第 13条）

退学、休学、転学、再入学又は復学の許可を受けようとする者は、必ず学年担当教員等の面談を

受けたうえで、退学願（学生通則別記第 号様式の ）、休学願（学生通則別記第 号様式の ）、

転学願（学生通則別記第 号様式の ）、再入学願（学生通則別記第 号様式の ）又は復学願（学

生通則別記第 号様式の ）を学長に提出しなければなりません。

１１３３．．卒卒業業（学則第 15・27 条、医学部進級規程第 11 条・第 13条・第 15条、附則別表第 1）

附則別表第 に定める第６学年の全必修単位を修得し、教育課程を修了認定された者は、卒業証

書・学位記が授与されます。その後、医師国家試験に合格し医師免許証を取得してはじめて医師と

なることができます。

１１４４．．既既修修得得単単位位おおよよびび英英語語検検定定試試験験にによよるる単単位位認認定定（学則第 13条・第 14条、医学部進級規程第 6条、

別表第 2）

（１）既修得単位認定

他の大学、短期大学又は高等専門学校を卒業した者又は中途退学した者が当該大学等で修得

した単位のうち、医学部教授会で承認された場合は、 単位を超えない範囲において本学で修

得したものとして認定します。既修得単位の認定を希望する者は、入学時に、既修得単位認定申

請書を所定の期日までに学部長に提出する必要があります。また、手続の関係上、認定結果の通
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優・良・可は合格、不可は不合格となります。

共用試験 は、全国医学部長病院長会議あるいは公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機

構が提示する最低合格ラインに基づき判定します。

、 は、試験で実施する全ての分野において満点の６割以上を合格としてい

ます。なお、公的化された場合は、公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構が提示する最低合

格ラインに基づき判定します。

卒業試験については、総合点６割以上を合格としています。

再試験において、合格した場合の成績・評点は６０点となります。

１１００．．進進級級のの制制限限（医学部進級規程第 12条・第 15条、附則第 2項、別表第 1、附則別表第 1、第 2）

第１～５学年までの学年間の進級判定において、以下に該当する者は進級できません。

（１）出席不良等の理由により、定期試験その他の審査の受験資格が得られない者

（２）実験、実習及び実技科目が不合格の者

（３）定期試験の再試験（別表第 に定める第１学年の人文社会科学系の選択必修科目群で必要単

位を満たしている場合および自由選択科目は除く。）において、１科目以上不合格の者

（４）別表第 に定める第１学年の人文社会科学系の選択必修科目群において、同学年中に所定の

単位数を修得していない者

（５）別表第 に定める「臨床入門」「医学概論・医療総論４」のうちいずれかの科目が不合格の者

（第５学年への進級時）

（６）学年ごとの修学および出席状況から、進級後の修学が困難と判断される者

（７）試験において不正行為を行い、当該科目が不合格の者

１１１１．．同同一一学学年年のの在在学学年年限限（学則第 9条第 1項･26条･40条、医学部進級規程第 14条）

同一学年の在学年数は２年を超えることができません。（同一学年を２年以内で進級できない場

合は退学処分になります。）ただし、学部長が特別の理由があると認める者については、医学部教授

会の議を経て延長を認めることがあります。

１１２２．．退退学学、、休休学学、、転転学学、、再再入入学学及及びび復復学学（学則第 21･22･23･24･25条、学生通則第 13条）

退学、休学、転学、再入学又は復学の許可を受けようとする者は、必ず学年担当教員等の面談を

受けたうえで、退学願（学生通則別記第 号様式の ）、休学願（学生通則別記第 号様式の ）、

転学願（学生通則別記第 号様式の ）、再入学願（学生通則別記第 号様式の ）又は復学願（学

生通則別記第 号様式の ）を学長に提出しなければなりません。

１１３３．．卒卒業業（学則第 15・27 条、医学部進級規程第 11 条・第 13条・第 15条、附則別表第 1）

附則別表第 に定める第６学年の全必修単位を修得し、教育課程を修了認定された者は、卒業証

書・学位記が授与されます。その後、医師国家試験に合格し医師免許証を取得してはじめて医師と

なることができます。

１１４４．．既既修修得得単単位位おおよよびび英英語語検検定定試試験験にによよるる単単位位認認定定（学則第 13条・第 14条、医学部進級規程第 6条、

別表第 2）

（１）既修得単位認定

他の大学、短期大学又は高等専門学校を卒業した者又は中途退学した者が当該大学等で修得

した単位のうち、医学部教授会で承認された場合は、 単位を超えない範囲において本学で修

得したものとして認定します。既修得単位の認定を希望する者は、入学時に、既修得単位認定申

請書を所定の期日までに学部長に提出する必要があります。また、手続の関係上、認定結果の通

知が５月になるため、それまでは、通常どおり授業に出席してください。

（２）英語検定試験による単位認定

国際教育交換協議会が認定する （ ）と公益財団法

人日本英語検定協会が認定する （ ）におい

て一定の得点を取得している者について、医学部教授会で承認された場合は、所定科目の単位が

認定されます。英語検定試験による単位の認定を希望する者は、英語検定試験による単位認定申

請書を所定の期日までに学部長に提出する必要があります。

１１５５．．大大野野賞賞（学則第 39条）

大野賞は、故大野精七名誉学長の御遺族から、本学の医学教育の振興に寄与することを目的とし

て寄せられた基金をもとにして制定されたものです。

毎年度、札幌医科大学医学部を卒業する者のうちから、人物、学業が優秀で他の模範となる者を

選考し、卒業式の席上で表彰します。

 
１１６６．． ププロロググララムム

札幌医科大学医学部医学科・大学院医学研究科 （医師）及び （博士（医学））プログラム

（ プログラム）は、大学院教育を医学部在籍時から開始するプログラムです。医学部第２学

年から基礎研究に携わることができ、基礎医学研究者を目指す学生にとって大変有利なプログラム

です。 

― 9 ―



旧カリキュラムからの変更点

・基礎医学系・臨床医学系講義を全体的に前倒しで開講
・アウトカム基盤型教育を重視した医学教育カリキュラム
・主体的な学修や自主性を配慮したプログラム構成

【教養・基礎科目】 人間性豊かな医療人となるための全人的基盤をつくり、専門科目学習のための基礎をつくる。

【基礎医学・生理系科目】 人体の基本構造、および、基本的な生命現象を学ぶ。

【基礎医学・病理系科目】 構造と機能の変化、および、疾病を通して人体の生命現象を学ぶ。

【臨床医学・内科系】 内科系臨床医学の理論と基礎知識を学ぶ。

【臨床医学・外科系】 外科系臨床医学の理論と基礎知識を学ぶ。

【基礎医学・社会医学系科目】 人間社会と医学・医療の関係を学び、人間性と倫理を理解する。

【臨床医学実習】 基本的な診療技術を修得し、鑑別診断の考え方、治療指針の立て方、および、患者との接し方を学ぶ。

札幌医科大学医学部医学科　カリキュラム概要

新カリキュラム　【令和5年度第1～4学年適用】

入学 卒業

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

教養・基礎科目

基礎医学・社会医学系

臨床医学実習

SD(Student Doctor)章授与

Post-CC OSCE

卒業試験

医師国家試験

基礎医学・生理系

基礎医学・病理系

臨床医学・外科系

臨床医学・内科系

Pre-CC OSCE

共用試験CBT
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旧カリキュラムからの変更点

・基礎医学系・臨床医学系講義を全体的に前倒しで開講
・アウトカム基盤型教育を重視した医学教育カリキュラム
・主体的な学修や自主性を配慮したプログラム構成

【教養・基礎科目】 人間性豊かな医療人となるための全人的基盤をつくり、専門科目学習のための基礎をつくる。

【基礎医学・生理系科目】 人体の基本構造、および、基本的な生命現象を学ぶ。

【基礎医学・病理系科目】 構造と機能の変化、および、疾病を通して人体の生命現象を学ぶ。

【臨床医学・内科系】 内科系臨床医学の理論と基礎知識を学ぶ。

【臨床医学・外科系】 外科系臨床医学の理論と基礎知識を学ぶ。

【基礎医学・社会医学系科目】 人間社会と医学・医療の関係を学び、人間性と倫理を理解する。

【臨床医学実習】 基本的な診療技術を修得し、鑑別診断の考え方、治療指針の立て方、および、患者との接し方を学ぶ。

札幌医科大学医学部医学科　カリキュラム概要

新カリキュラム　【令和5年度第1～4学年適用】

入学 卒業

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

教養・基礎科目

基礎医学・社会医学系

臨床医学実習

SD(Student Doctor)章授与

Post-CC OSCE

卒業試験

医師国家試験

基礎医学・生理系

基礎医学・病理系

臨床医学・外科系

臨床医学・内科系

Pre-CC OSCE

共用試験CBT

共用試験について

・臨床実習開始前に全国の医科大学・医学部の学生を対象に行われる評価試験

・以下の２試験から構成される。

コンピューターを用いた、知識・問題解決能力を評価する試験

２)OSCE(Objective Structured Clinical Examination)

態度・診断技術を評価する客観的臨床能力実技試験

・「医学教育モデル・コア・カリキュラム：教育内容ガイドライン」に準拠して行われる。

・臨床実習履修前(４年次)に実施し、合格した者のみ、臨床実習に参加できる。

Post-CC OSCE、卒業試験について

１）CBT(Computer Based Testing)

・Post-CC OSCEおよび卒業試験に合格した者に卒業が認定される。

旧カリキュラム　【令和5年度第5～6学年適用】

入学 卒業

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

教養・基礎科目

基礎医学

生理系

基礎医学

病理系

臨床医学・内科系

臨床医学・外科系

基礎医学・社会医学系

臨床医学実習

SD(Student Doctor)章授与

Post-CC OSCE

卒業試験

医師国家試験

Pre-CC OSCE

共用試験CBT
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教養教育科目 ☆選択必修

頁 単位 開講期
科目
区分

心理学 前期 講義 高橋　義信 （医療人C 心理学）

医療倫理学 前期 講義 船木　祝 （医療人C 哲学・倫理学）

法学 前期 講義 旗手　俊彦 （医療人C 法学・社会学）

哲学 ☆ 後期 講義 船木　祝 （医療人C 哲学・倫理学）

文学 ☆ 後期 講義 グレゴリー・ウィーラー （医療人C 英語）

言語と人間 ☆ 前期 講義 山口　和彦 （医療人C 英語）

社会学 ☆ 後期 講義 旗手　俊彦 （医療人C 法学・社会学）

人類学 ☆ 後期 講義 永石　歓和 （解剖学第二講座）

数学 前期 講義 加茂　憲一 （医療人C 数学・情報科学）

応用統計学 後期 講義 加茂　憲一 （医療人C 数学・情報科学）

基礎医学物理 前期 講義 鷲見　紋子 （医療人C 物理学）

基礎生化学 前期 講義 白土　明子 （医療人C 化学）

基礎生命科学 前期 講義 佐々木　泰史 （医療人C 生物学）

放射線物理学 後期 講義 鷲見　紋子 （医療人C 物理学）

生命科学 後期 講義 鈴木　健史 （医療人C 生物学）

自然科学実験 前期 実験 鈴木　健史 （医療人C 生物学）

医学英語１ａ 前・後期 演習 佐々木　香織 （医療人C 英語）

医学英語１ｂ 前・後期 演習 佐々木　香織 （医療人C 英語）

英会話 通年 演習 グレゴリー・ウィーラー （医療人C 英語）

ドイツ語 ☆ 前期 演習 山口　和彦 （医療人C 英語）

フランス語 ☆ 前期 演習 山口　和彦 （医療人C 英語）

ロシア語 ☆ 前期 演習 山口　和彦 （医療人C 英語）

中国語 ☆ 前期 演習 山口　和彦 （医療人C 英語）

スポーツと健康 ☆ 後期 講義 寺本　篤史 （整形外科学講座）

情報科学 前期 講義 大柳　俊夫 （医療人C 数学・情報科学）

行動科学実習 後期 実習 加藤　有一 （医療人C 心理学）

医学史 後期 演習 渡邊　智 （法医学講座）

基本的事項

医学入門セミナー 通年 講義 医学部長

新入生チュートリアル 後期 演習 鵜飼　渉 （医療人C 統合IR部門）

初年次セミナー 前期 講義 杉村　政樹 （医療人C 教育開発研究）

医学概論・医療総論１ 通年 実習 久野　篤史 （薬理学講座）

地域医療合同セミナー１ 通年 演習 磯山　響子 （医療人C 教育開発研究）

医療行動科学１ 後期 講義
大西　浩文
加藤　有一

（公衆衛生学講座）
（医療人C 心理学）

死生学 後期 講義 船木　祝 （医療人C 哲学・倫理学）

基礎医学系

肉眼解剖学 後期 講義 永石　歓和 （解剖学第二講座）

細胞・組織学１ 後期 講義 大﨑　雄樹 （解剖学第一講座）

分子生物学１ 後期 講義 鈴木　拓 （分子生物学講座）

免疫学 後期 講義 一宮　慎吾 （フ研 免疫制御医学部門）

免疫学実習 後期 実習 一宮　慎吾 （フ研 免疫制御医学部門）

社会医学系

国際医療 通年 講義 杉村　政樹 （医療人C 教育開発研究）

科　目 科目コーディネーター（所属）

第第　　１１　　学学　　年年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

心理学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 高橋 義信 （医療人育成センター教養教育研究部門 心理学 ）

【授業科目の学修教育目標】

心理学の基本概念と方法論を学習し こころの世界を説明 解釈するための基礎知識を獲得する。

【到達目標】

科学的な心理学の方法論を理解する。 知覚・認知の諸概念を理解する。 動機づけと情動の心理学的問題を理解する。 人格と知能の諸概念を理解す

る。 記憶と思考の原理を理解する。 心理学の様々な応用を知る。 心理学と医学の関連性を考察できる。

【授業の概要および学修上の助言】

心理学は「経験と行動の科学である」と言われています。心理学を学んだことのない人にとって この言葉が意味する内容は 皆目見当のつかないことかも

しれません。いわゆる面白心理学は 学問的な心理学とは似て非なるものです。本講義では この点を強調しながら 心理学の何たるかを多面的に論じます。と

くに 心理学の基礎全般と 医学への応用が重要です。本講義を通して 心理学の基礎を理解すること また 医学と心理学のつながりに理解の深まることを望み

ます。本講義は医学部と保健医療学部の共通合同講義となっています。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

心理学とは？ ガイダンス 心理学とは 高橋 心理学

行動の生物学的基礎 心理・行動の脳内基礎課程の概説 加藤 〃

知覚・認知 知覚の“見える”と認知の“見る”の違い 〃 〃

注意 注意の類型とヒューマンエラー 〃 〃

意識 覚醒・アウェアネス・メタ認知と睡眠 〃 〃

学習 条件付けと社会的学習 高橋 〃

記憶 記憶の つのシステム 〃 〃

記憶 忘れる、思い出すとはどのようなことか？ 〃 〃

知能 知能の個人差と発達、遺伝と環境 〃 〃

思考 人間の思考の特徴： 重過程モデルから 〃 〃

思考 原因帰属：人間は何に原因を求めるか 〃 〃

動機付けと情動 動機付けとは何か、情動とは何か、その主なものはなにか。 〃 〃

パーソナリティ パーソナリティとは・パーソナリティの測定 〃 〃

臨床心理学 心の健康とは 〃 〃

臨床心理学 心理臨床の現場 橋本 神経精神

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

レポート課題に小テスト、出席状況を加えて総合的に評価する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

「心理学」の予備知識はほとんどないのであるから 講義を受講して自己学習の契機としてください。教養とはそれぞれの

自由と責任で身につけるものであり 自己学習は各自に任される。

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項： 授業中に課せられた課題の提出がない場合は、学生証による記録では出席となっていても、その授業は欠席し

ているものとみなします。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

配布資料
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医療倫理学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 船木 祝 （医療人育成センター教養教育研究部門 哲学・倫理学 ）

【授業科目の学修教育目標】

【到達目標】

医師として必須の医療倫理に関連した宣言等「医の倫理」の基礎知識を概説できる。

医療現場で出会う様々な出来事の中で、いったい何が倫理的問題であるのかを明らかにでき、国際的視野に立って、医療の問題の多様性、文化相対性を説

明できる。

医療人にふさわしい人間性のある医師になるために、医療における患者及び家族の多様な価値観、社会的背景を理解することができる。

患者及び家族との良好なコミュニケーションをすることができる。

【授業の概要および学修上の助言】

近年、医科学や医学的治療はめざましい進歩をする一方で、患者は幸福を願って、よい治療を求める心の問題を抱えている。こうした人々が期待する恩恵と

同時に、直面する問題点を理解するために、以下の点を学習する。

医療倫理の歴史とその意味を概説できる。

医学研究の倫理及び個人情報の適切な取り扱い方について説明できる。

人生の最終段階における不治の病、延命、また生命の誕生段階における不妊治療などをめぐる日本および世界の動向を説明できる。

話題になっている医療記事をとり上げ、ビデオ教材を使いながら倫理的問題点を指摘し、海外と日本の現状を比較し、課題の発見、解決方法の提案をする

ことができる。

最先端の再生医療や遺伝子解析の取り扱いにおける倫理的問題を説明できる。

各人は自分の意見を持つだけではなく、グループ討論をする中で、多様な意見に配慮でき、課題の発見、解決方法の提案をすることができる。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

導入 倫理とは何か、医療になぜ倫理が必要なのか 船木祝 哲学・倫理

生命倫理 生命倫理が創始された背景 船木祝 哲学・倫理

生命倫理 生命倫理と伝統的倫理学との違い 船木祝 哲学・倫理

医療倫理 古来の医の倫理と、 年代以降の医療倫理の違い 船木祝 哲学・倫理

臨床研究の倫理 臨床医学の現場での医療倫理の理念 船木祝 哲学・倫理

動物実験の倫理 適正な動物実験の実施とは何か 船木祝 哲学・倫理

終末期医療 安楽死をめぐる国際的議論 船木祝 哲学・倫理

終末期医療 尊厳ある死とは何か 船木祝 哲学・倫理

生殖医療 人工妊娠中絶、体外受精をめぐる問題の概観 船木祝 哲学・倫理

生殖医療 代理母の問題点 船木祝 哲学・倫理

再生医療 ヒト胚の地位 船木祝 哲学・倫理

再生医療 細胞・ 細胞研究とクローン技術 船木祝 哲学・倫理

臨床における生殖医療 生殖補助医療の実際 馬場剛 産婦人科学

講座

遺伝子技術 ゲノム解析と着床前診断 船木祝 哲学・倫理

遺伝子技術 エンハンスメントと人間改造 船木祝 哲学・倫理

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

その他：授業中に行うグループ討論への取り組み。

成績は「筆記試験」 ％として評価し、 点以上を合格とする。

点に満たない場合は再試験により評価する。再試験は 回のみ実施する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前学習：医療倫理に関する記事・ニュースに目を通しておくこと。

事後学習：各学習内容について、教科書や参考書、配付資料で復習すること。

出席確認方法 ○ 固定式 カードリーダー ○ 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（
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補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 新版医療倫理 関東医学哲学・倫

理学会

太陽出版 ・ 円

参考書 生命倫理学講義スライドノート 粟屋剛、宍戸圭介、

加藤譲

ふくろう出版 ・ 円

参考書 響き合う哲学と医療 船木祝 中西出版 ・ 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

法学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 旗手 俊彦 （医療人育成センタ－教養教育研究部門 法学・社会学 ）

【授業科目の学修教育目標】

①法の種類を説明できる。

②医療資格と医療提供の法的根拠を説明できる。

③医師と医師以外の医療職との法律上の業務の違いと協力関係を説明できる。

④医療における自己決定の倫理的および法的根拠について説明できる。

⑤患者の自己決定と医療者の専門的裁量の関係を説明できる。

⑥刑事司法における医療の役割を説明できる。

⑦病院等の医療施設の法律上の種類とそれぞれの役割、協働関係を説明できる。

⑧医療事故、医療過誤、医事紛争 含む医療訴訟 の関係を説明できる。

⑨安全な医療の実現のために導入されている各種制度を説明できる。

⑩先端医療を実践するうえでの法令・ガイドライン・倫理指針を説明できる。

⑪危機管理における法の現状と課題を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

講義は、担当教員がスライド資料を用いながら行う。教科書は指定せず、毎回、担当教員が 上にて資料を配布する。この資料が教科書代わりとなる

ので、毎回必ず講義前にダウンロ－ドし、適度に講義内容のメモ書きを加え、大切に保存されたい。定期試験の勉強としては、講義資料の復習が中心となる。

参考書は、購入・参考することが必須ではないが、講義内容を整理したり、深く学習する上では大きな助けとなる。講義中では、前半の 分程度は、毎回の

テ－マに関する医療と法との概説的な説明をするが、その後の後半 分程度は、かなり専門的な内容に踏み込むので、講義資料をダウンロ－ドしても、その

内容の解説を講義で聴かなければ理解は困難であり、毎回の講義に集中して臨まれたい。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

法学総論 社会規範としての法の意義と特徴、現代法の傾向と特徴、法の体系・種類、医療と法 旗手俊彦 法学・社会

学

医療資格と法 法律上の医療資格、医師法概説、医師法と歯科医師法、医師の働き方改革と 制、

医学生の臨床実習の法的制約

〃 〃

医療における意思決定と法 自己決定の倫理的根拠と法的根拠、自己決定を保障するガイドライン・倫理宣言、医

学研究における自己決定のあり様、実臨床における自己決定のあり様と自己決定困難

な場合の対応

〃 〃

刑事司法と医療 刑事法の体系と刑法の位置、刑法の構成、刑法改正の内容、個別の刑事法規、刑法と

医療との関係、特に責任能力と精神鑑定、心神喪失者医療観察制度

〃 〃

医療資源の配分と法 医療法における医療提供体制の概要、各種病院の種類と受診方法 受診制約、医療法

等と根拠とした医療への公権力の介入の類型

〃 〃

医療訴訟と医療安全 医療事故・医療過誤・医事紛争 含む医療訴訟 との関係、医療事故の法的責任、安全

な医療を目指した各種制度、医学生の臨床実習と医療安全

〃 〃

先端医療と法 臓器移植・がんゲノム医療等の先端医療実践の仕組み 施設認定、法令・ガイドライ

ン、倫理委員会等 、先端医療実践の具体例

〃 〃

危機管理と法 現代社会の主な危機：安全保障、災害をめぐる日本の法令体系の概要とその問題点、

安全保障をめぐる国際状況と日本の対応

〃 〃

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

成績は、定期試験にて評定する。定期試験は、多肢選択方式と論述式の組み合わせとする。目標点数は、 点満点で

点とする。点数が 点に満たない者を対象として、再試験を実施する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前学習：シラバスに記載されている事項に関する新聞を中心とする報道をよく読むこと。分量・時間は特に問わない。

事後学習：講義のはじめに示す「ねらい」の項目に即して、配布プリント内容をレポ－ト形式でまとめること。毎回 分

分程度。また、講義資料で示した参考 は、自分で確認することが講義の理解にとって有用である。
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出席確認方法 
〇 固定式 カードリーダー 〇 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：カ－ドリ－ダ－による出席確認と出席カ－ドの提出の一致をもって出席とする。

注意事項

教科書は指定しませんので、配布資料が教科書代わりになります。 で配布された試料は自分の端末にダウンロード

していつでも復習できるように準備して下さい。講義では、配布資料には盛り込めなかった講義時点での最新情報を多く取

り上げますので、講義で新しく提示した内容をよくフォローして下さい。参考資料、 等は講義資料に記載しますので、

より深く学習したい際には、是非参考にして下さい。参考書の『ポケット六法』は必ずしも購入する必要はありません。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 『ポケット六法』令和 年版 佐伯・大村等編集 有斐閣 令和 年、 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

哲学 講義 年 後期 選択必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 船木 祝 （医療人育成センター教養教育研究部門 哲学・倫理学 ）

【授業科目の学修教育目標】

【到達目標】

患者が必要としている医療を提供するために、患者が多様な価値観、社会的背景の下、抱える問題を理解することがができる。

患者を深く理解できるために、古今の哲学思想家の人間、生命、死についての考え方を概説できる。

現代社会に生きる人たちの多様な人間観、生命観、人生観、死生観を学び、患者及び家族との良好なコミュニケーションを築くことができる。

【授業の概要および学修上の助言】

私たちが生きる現代社会は、複雑化、多様化にともない、その全体像をつかむことも、ひとりひとりの人間を理解することも困難なものとなっている。それ

ぞれの社会や個人を支配している人間観、生命観、人生観、死生観を根底において支えていものが、哲学といえる。古今の哲学思想を学ぶことは、私たちの

社会、周囲の人々を理解するための礎を築いてくれるものとなる。授業では、古代から、中世、近代、現代に至る代表的な哲学者の思想を紹介する。その中

で、学生は次のことを学習する。

多様な価値観を築く土台となる、人間の知識、幸福、愛、悪、自由、対話といったテーマについて、思想家たちがどのように考えていたのかを理解するこ

とができる。

近代以降発達していった科学技術、そして人間性、さらにはケアの思想、生と死に関わる問題について、哲学思想家がどのように考えていたのかを概説で

きる。

各人は自分の意見を持つだけではなく、グループ討論をする中で、多様な意見を配慮でき、課題の発見、解決方法の提案をすることができる。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

導入 哲学とは何か、医療になぜ哲学が必要なのか 船木祝 哲学・倫理

古代ギリシャの哲学 ソクラテスの「無知の自覚」と対話術 船木祝 哲学・倫理

古代ギリシャの哲学 アリストテレスの自然観、「徳」についての考え方 船木祝 哲学・倫理

中世キリスト教の哲学 アウグスティヌスの「愛」、「悪」についての考え方 船木祝 哲学・倫理

近代の哲学 ベーコンの「知」についての考え方 船木祝 哲学・倫理

近代の哲学 カントの自由論 船木祝 哲学・倫理

近代の哲学 ベンサムとミルの功利主義 船木祝 哲学・倫理

現代の哲学 コールバーグの「人間性の発達」とギリガンの「ケアの思想」 船木祝 哲学・倫理

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

その他：授業中に行うグループ討論への取り組み。

成績は「レポート」 ％、「その他」 として評価し、 点以上を合格とする。

再評価 レポート は 回のみ実施する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前学習：各学習内容について下記の参考書で予習すること。その他、担当教員より事前に課題が出ることがある。

事後学習：各学習内容について下記の参考書や紹介された図書、配布資料で復習すること。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー ○ 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 西洋哲学の 冊 左近司祥子 岩波書店 ・ 円

  

  

― 20 ―



 

科 目 名 科目区分 学年及び単位数

文学 講義 年 後期 選択必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 グレゴリー・ウィーラー （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

【授業の概要および学修上の助言】

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

コンビニ人間

あこがれ

火花 グレゴリー・

ウィーラー

英語

旅猫リポート

八

日目の蝉

八

日目の蝉

容疑者 の献身

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

出席確認方法 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート
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移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 コンビニ人間 村田 沙耶香 文藝春秋 ・ 円

教科書 あこがれ 川上 未映子 新潮社 ・ 円

教科書 火花 又吉 直樹 文藝春秋 ・ 円

教科書 旅猫リポート 有川 浩 講談社 ・ 円

教科書 八日目の蝉 角田光代 中央公論新社 ・ 円

教科書 容疑者 の献身 東野 圭吾 文藝春秋 年・ 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

言語と人間 講義 年 前期 選択必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 山口 和彦 （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

言語学の様々な考え方が理解できる。

言語類型論的視点から日本語と英語を相対化できる。

講義から英語学習のヒントをつかむことができる。

【授業の概要および学修上の助言】

言葉は全ての知的活動の基礎です。言葉がなければ講義も医療活動もできません。しかし、言葉の様々な側面は一般にはあまり知られていません。この講義

では、言葉の持つ多様な側面のうち、 英語を含む 外国語学習などに役に立つかもしれない話を中心に進めます。ひょっとすると、なぜ日本人が英語が苦手

なのか、外国語学習のコツも学べるかも知れません。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

言葉を遡る 日本語や英語に親戚の言語はあるのでしょうか。 山口和彦 英語

英語を遡る 英語の昔の姿を見てみましょう。 〃 〃

世界の言葉 英語は標準的な言語なのでしょうか。 〃 〃

世界の言葉 日本語は特殊な珍しい言語でしょうか。 〃 〃

言葉と認知 メタファー 比喩 は文学だけの表現でしょうか。 〃 〃

認知と文化 もし右と左がなかったらどうしますか。 〃 〃

英語の特徴と日本人の英語習得 ネイティブは絶対で、受験英語は役に立たないのでしょうか。 〃 〃

母語習得と外国語習得と英語教育 子どもはどうやって言葉を習得するのでしょうか。外国語習得と同じでしょうか。 〃 〃

※学習主題のテーマ・順番、学習内容は受講者の理解に応じて変更する場合がありま

す。

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

この講義は皆さんと一緒に考えながら進めていきます。

質問も色々投げかけますので、積極的に授業に参加して下さい。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

特別な事前学習は必要ありません。まず、授業をよく聞き、理解し、疑問点があったら質問することです。授業中の質問は

大歓迎です。プリントを利用して、十分に復習して下さい。そして、興味があるところを調べたり、本を読む等して深めて

下さい。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 授業では毎回プリントを配布しますので、教科書はありません。参考書は随時紹介します。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

社会学 講義 年 後期 選択必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 旗手 俊彦 （医療人育成センター教養教育研究部門 法学・社会学 ）

【授業科目の学修教育目標】

①医療保険制度の概要と問題点を理解でき、問題点の改善策を提案できる。

②介護保険制度の概要と問題点を理解でき、介護・福祉を必要としている人に適切な助言ができる。

③様々な事情から医療のアクセスできない人に対して、その原因を考察し、適切な助言ができる。

④格差社会の原因を考察するとともに、困難に直面している人が利用可能な各種制度を理解する。

⑤今日のメンタルヘルスに関する問題、特に若者が直面している問題状況を把握するとともに、当該問題に直面した若者に適切な助言ができる。

⑥疾病や障害に対する差別の原因を考察するとともに、その解決策を提案することができる。

⑦医薬品の種類について説明できるとともに、医薬品の供給体制について説明できる。

⑧新薬の開発のプロセスを説明できるとともに、市民・患者が新薬開発に参加する方法と意義を説明できる。

⑨医薬品による健康被害の全体像を把握するとともに、安全に医薬品を使用するための制度と方法論を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

①教科書は指定しないため、毎回 を通して配布する資料が教科書代わりになるので、資料を毎回ダウンロ－ドし、復習・レポ－ト作成に用立てられた

い。参考書は、授業のみでは理解しにくい点、授業内容に関してさらに知識を広げたり深めたりしたい場合には大きな助けとなるので、必須ではないが、購

入等により積極的に利用されたい。

②資料は、第 回目の講義終了後一定の時間をおいて閲覧不可とするので、必ず毎回の授業時に各自ダウンロ－ドされたい。

③「広報さっぽろ」は貴重な資料となるので、入学時より保存し、授業の予習・復習に用立てられたい。

授業では、上級学年で学習する内容も取り上げるので、適宜図書館で参考書等、関連インタ－ネットサイトを調べる労をいとわないこと。

④参考書は必ずしも購入する必要はないが、講義の理解に必要な情報を厚生労働省の 等で適宜確認することが必要である。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

医療保険制度 医療保険制度の仕組み、国民医療費の意味と動向、医療保険制度の問題点、いわゆる

資格証明書、医療保険制度の維持を目指す諸政策

旗手俊彦 法学・社会

学

介護保険制度 高齢者福祉総論、介護保険制度の仕組み、介護保険制度の動向と問題点、介護保険制

度の改革動向、介護保険と認知症

〃 〃

医療福祉制度 医療福祉総論、公費医療制度、ソーシャルワ－ク、ステイグマ、セルフネグレクト、

アウトリ－チ

〃 〃

生活困窮者を支える制度 生活困窮者自立支援制度、生活保護制度、民生委員制度、「貧困の連鎖」の意味とそ

の解決策

〃 〃

メンタルヘルスと社会 今日の重要なメンタルヘルス問題である自殺対策、ひきこもり対策について対策の具

体的内容を知るとともに、問題の根源について考察する

〃 〃

疾病・障害と差別・偏見 ハンセン病の歴史、ハンセン病後の差別・偏見例としての 、疾病・障害に対す

る差別・偏見の原因の考察、 にまつわる差別・偏見

〃 〃

医薬品総論 医薬品の種類と特徴、医薬品供給の仕組み、医薬品に関する資格制度、新しいかかり

つけ薬局制度、地域包括ケアシステムにおける薬局・薬剤師の役割

〃 〃

医薬品の開発 医薬品の開発過程、新薬の臨床試験のプロセス、新薬開発の倫理的側面、新薬開発を

めぐる国際状況、新薬開発への患者・市民参画：

〃 〃

医薬品による健康被害・薬害 医薬品による健康被害の諸概念の整理、日本の薬害の歴史、薬害の背景、薬害・副作

用 副反応 被害の防止と救済の仕組み、 ワクチン問題等今日の健康被害問題

〃 〃

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

授業の学修教育目標に挙げた事項全体に関して、 点満点のレポ－ト課題を課す。

そのレポ－ト課題の到達度が ％に満たない履修生に関しては、再レポ－トを課す。

再レポートの到達度が ％に満たない履修生に関しては、再々レポ－トを課す。
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自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前学習：講義テーマに関する新聞記事、「広報さっぽろ」を読む 分程度 。入学時よりシラバスに関する記事を切り抜

き等で保管し、事前学習に役立てること。 これらを含めると総合的に 分程度 。

事後学習：授業中に示した「ねらい」に沿って、配布資料をレポ－トとしてまとめる。また、適宜図書館等で参考書を調べ

る ～ 分程度

出席確認方法 
〇 固定式 カードリーダー 〇 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：固定式 と出席カ－ド等の提出物との一致をもって出席とする。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 『国民の福祉と介護の動向 』 厚生労働統計協会 年、 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

人類学 講義 年 後期 選択必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 永石 歓和 （解剖学第二講座）

【授業科目の学修教育目標】

人類の起源と進化を形態学と遺伝学の観点から理解する。

【授業の概要および学修上の助言】

本講の人類学は、ヒトの身体を自然科学の側面から探求することを目的とする 生物人類学 を扱います。 万年におよぶ人類

進化の過程について、形態学や遺伝学の観点から理解を深め、その変異や多様性から、現代に生きるホモ・サピエンスの進化、移住拡散、環境適応などのプ

ロセスを明らかにしようとする学問分野です。 年次で学ぶ人体解剖学の学習の素養となるような内容としています。また、国際化社会を生きる医学生の意

識を高められるよう、ヒトの形質や遺伝的特性の多様性と環境適応についても理解を深めてもらい、人種や民族の問題も含めて「人間とは何か」を深く考え

られる人材の育成を目的としています。とりわけ、北海道には先住民であるアイヌの人々も居住しており、臨床現場では患者として接する機会もあることか

ら、アイヌ民族を正しく理解しておくことも道内で活躍する医療人にとって必須と考え、こうした内容も包括しています。さらには、医学研究において複合

的視点から深く真理を追究できるよう、集団遺伝学等にもとづく進化医学 ダーウィン医学 もテーマとして導入し、疾患の原因とメカニズムといった至近要

因からの説明ではなく、そもそもなぜ病気が存在するのかについて人類進化の視点から論じます。

【非常勤講師】鈴木大輔教授 千歳リハビリテーション大学 健康科学部

長田直樹教授 北海道大学大学院 情報科学研究院

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

人類進化学 魚類、両生類、は虫類から哺乳類への進化：比較解剖学と古生物学の視点から、地球

環境の変遷にともなって、どのような身体形態の適応をたどってきたのかを概説しま

す。

鈴木大輔 医・解剖学

第二講座

非常勤

人類進化学 霊長類の進化系統：我々ホモ・サピエンスの身体形質には、様々な霊長類としての特

徴と直立二足歩行という独自の歩行様式に特化した形態を備えています。樹状適応と

いう他の哺乳類とは異なった霊長類の進化の過程やバイオメカニクスの観点から人

類のロコモーションを概説します。

鈴木大輔 医・解剖学

第二講座

非常勤

人類進化学 初期人類の出現： 万年前に遡っての直立二足歩行に至る猿人の出現と進化から、

万年前以降のホモ・エレクトスに至るまでの道のりを化石というハードエビデン

スをもとに概説します。

松村博文 保・理学療

法学第二

人類進化学 ホモ・サピエンスの拡散： 万年前に出現したホモ・サピエンスがその後アフリカ

を出て、先住のネアンデルタール人やデニソア人との交替・混血を経て地球上に拡散

したプロセスを概説します。

松村博文 保・理学療

法学第二

人類進化学 古人骨から探る日本人の起源：縄文人から弥生人、古墳時代人、歴史時代の人々を経

て、私たちはどのような形態の変遷をたどってきたのか、アイヌ民族も含めて、日本

人の起源についての最も有力な仮説となっている二重構造モデルを紹介します。

松村博文 保・理学療

法学第二

人類進化学 古代ゲノムからたどる人類史：ゲノムデータをもとに人類の多様性や移住史や絶滅人

類 ネアンデルタール人やデニソア人 との混血など、最新のゲノム人類進化学に関す

るトピックスを紹介します。

長田直樹 医・解剖学

第二講座

非常勤

人類進化学 疾患についての進化学的考察：人にとって病気とは何なのか、集団遺伝学の理論に基

づくデータ解析をもとに進化という面から病気を考えてみます。

長田直樹 医・解剖学

第二講座

非常勤

人類進化学 人類進化史に関係するトピックスの補足紹介とレポート作成について 松村博文 保・理学療

法学第二

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前学習：教科書の通読。

事後学習：参考文献にアクセスしてみる。最後に講義に関連したレポートの提出を求める。
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出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項
「その他」は出席点。

教科書は講義内容と一致しないテーマも含まれているが、人類進化学の理解を深めるために通読をすすめる。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 人間の本質にせまる科学 井原泰雄・梅崎昌

裕・米田穣

東京大学出版会 年、 円＋税

参考書 各教員の参考文献は以下 を参照してください

鈴木大輔

参考書 長田直樹

参考書 松村博文
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

数学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 加茂 憲一 （医療人育成センター教養教育研究部門 数学・情報科学 ）

【授業科目の学修教育目標】

本講においては、「微分積分学」と「数理統計学」の基礎的な内容を習得することを学習教育目標とします。

・統計学の理論的な理解において必要な微分積分学に関する知識を獲得できる。

・基本的な統計学に関する理論が理解できる。

・後期の「応用統計学」の学習準備ができる。

【授業の概要および学修上の助言】

本講においては、微分積分学と数理統計学の基礎的な内容を講義します。後期に展開される応用統計学に対する準備教育としての位置付けです。後期に開催

される講義や実習への橋渡しを視野に入れた講義を行います。最初の 回では、微分積分学に関連する話題を取り上げ、 変数における微分積分の概念を多

変数へと拡張します。後半の 回では、数理統計学の基本的な内容を講義します。確率の概念・基本統計量・確率分布・回帰分析などを学習した後に統計学

的仮説検定に踏み込みます。これらは後期の応用統計学に直結する内容です。

各講義の最後には、その日の講義内容をソフトウエアを用いて反芻します。ノート を所有している学生は持参して下さい。 を持参できない学生は講義

資料に基づいた独習をして下さい。また、習熟度を確認するための筆記式演習も毎回行います。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

微分積分学① 微積分の復習・高階導関数・ニュートン法 加茂憲一 数学

微分積分学② テイラー展開・広義積分 加茂憲一 数学

微分積分学③ 多変数関数の微分 偏微分 ・極値問題 加茂憲一 数学

微分積分学④ 多変数関数の積分 加茂憲一 数学

微分積分学⑤ 確率積分・ガンマ関数 加茂憲一 数学

数理統計の基礎① 確率の考え方とデータの集約 加茂憲一 数学

数理統計の基礎② 基本統計量とデータの視覚化 加茂憲一 数学

数理統計の基礎③ 相関と単回帰 加茂憲一 数学

数理統計の基礎④ 偏相関 加茂憲一 数学

数理統計の基礎⑤ 離散型確率分布 ベルヌーイ分布と二項分布 ・正規分布と中心極限定理 加茂憲一 数学

数理統計の基礎⑥ 統計学的仮説検定の概念 加茂憲一 数学

数理統計の基礎⑦ 区間推定 加茂憲一 数学

数理統計の基礎⑧ 平均に関する検定 分散既知 加茂憲一 数学

数理統計の基礎⑨ カイ 乗分布・適合度検定 加茂憲一 数学

数理統計の基礎⑩ 分布・平均に関する検定 分散未知 加茂憲一 数学

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

数学や統計学は積み上げ式の学問です。講義で理解できなかった点については復習をしっかり行い、次回に持ちこさないよ

うに注意して下さい。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：なし

注意事項 不合格者に対する再試験は「最大」 回まで 回の再試験を保証するという意味ではない 。再試験範囲は講義の全内容。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 なし 毎回プリントを配布

参考書 医療系のための統計入門 景山 三平 他 実教出版
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

応用統計学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 加茂 憲一 （医療人育成センター教養教育研究部門 数学・情報科学 ）

【授業科目の学修教育目標】

本講においては、統計学的仮説検定と一般化線形モデルに関連する内容、特に医療系のテーマにおいて多用される手法に特化した内容を講義します。

・前期に習得した「数学」の内容を深めることができる。

・統計学の応用的な内容について理論的な背景を理解できる。

・統計ソフトウエアを利用して「実際に手を動かす」形で統計学を実践できる。

【授業の概要および学修上の助言】

本講では、前期の「数学」の内容を理解していることを前提とし、統計学の応用的な内容 特に医学テーマにおいて頻出の手法 を取り上げます。内容的に

は、仮説検定を取り扱う前半部分と、一般化線形モデルを取り扱う後半部分の二部構成となっています。各テーマにおいて、理論的な背景から応用的側面を

取り扱います。これらの学習内容を実践的に活用するためには、ソフトウエアを活用することが必要となります。実データを用いたデータ解析のハウツーを

習得するために、学習内容を統計フリーソフトウエア「 」を用いて反芻する実習を行います。前期に比べて難易度が上がります。習得した知識を定着させる

ために中間試験 筆記試験 を行います。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

仮説検定① 群での平均に関する検定 等分散・異分散・対応のある場合 加茂憲一 数学

仮説検定② 独立性に関する検定・イエーツの補正 加茂憲一 数学

仮説検定③ フィッシャーの直接確率法・比率に関する検定 加茂憲一 数学

仮説検定④ 相関に関する検定・仮説検定のまとめ 加茂憲一 数学

一般化線形モデル① 重回帰の概念・ベクトルと行列 加茂憲一 数学

一般化線形モデル② 行列の演算と重回帰への適用 加茂憲一 数学

一般化線形モデル③ カテゴリカルな説明変数の扱い方 加茂憲一 数学

中間試験 第 回までの内容に関する中間試験 筆記形式 加茂憲一 数学

一般化線形モデル④ 最尤推定法と漸近正規性 加茂憲一 数学

一般化線形モデル⑤ ロジスティック回帰 加茂憲一 数学

一般化線形モデル⑥ ポアソン分布とポアソン回帰 加茂憲一 数学

一般化線形モデル⑦ 情報量規準によるモデル選択 加茂憲一 数学

一般化線形モデル⑧ 相乗効果モデルと成長モデル 加茂憲一 数学

一般化線形モデル⑨ 回帰分析の適用事例① 加茂憲一 数学

一般化線形モデル⑩ 回帰分析の適用事例② 加茂憲一 数学

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

「試験」とは、第 回目に行う中間試験の事です。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

前期の「数学」の復習をしっかりとしておくこと。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：なし

注意事項
不合格者に対する再試験は「最大」 回まで 回の再試験を保証するという意味ではない 。再試験の範囲は、講義全

回分の内容全て

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 なし 毎回プリントを配布

参考書 医療系のための統計入門 景山 三平 他 実教出版

参考書 第 版 データ解析環境 の基本技・グラフィックス

活用集

舟尾 暢男 オーム社
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

基礎医学物理 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 鷲見 紋子 （医療人育成センター教養教育研究部門 物理学 ）

【授業科目の学修教育目標】

科学における数値の扱いの基本を身につける。

自然現象を数式化したり、数値化する基本能力としての数学の活用を身につける。

古典物理から現代物理までの基礎と医学応用の基本を理解できる。

人体の物理を考察するヒントを得る。

【授業の概要および学修上の助言】

医師を目指す学生のための物理学教育として、基礎医学物理を講義する。医学物理を概観した後、力学、熱力学、波動力学、音、光、電磁気学、原子核物理

学、放射線物理学、物理と診断技術、複雑系科学を講義する。この目的は、医学物理における物理学の概念や方法論の理解である。特に、物理量の数値的理

解は重要である。これは、化学、生物、そして医学における定量的理解のための必要条件となるからである。そのため、小テストを随時行い、理解を促す。

主な講義内容は次の通りである。

医学物理序論

現代物理の体系と医学応用の概観。物理量と単位、有効数字、近似計算等の基本、微積分による運動法則

力学

静止している人体に働く力と身体パランス

骨や関節、筋肉において働く力とそのバランス

骨折の条件

血液循環や呼吸のメカニズム

温度と熱

人体での熱の流れを説明するために、熱力学と分子運動論の基礎を学ぶ。

波の運動

医療の現場で用いられる波を用いて、波動力学の基礎を学ぶ。

波の運動

波の表わし方：フーリエ級数、フーリエ変換

音と光

音と聴覚と発声、光と視覚について学ぶ。音と光を用いた診断技術について学ぶ。

電磁気学

人体と電磁気の関わりについて学ぶ。身近な電気現象を挙げて、人体との関係を考える。

原子と原子核

放射線医学の理解に向けて、原子核物理学の基礎を学ぶ

放射線と診断技術

放射線の測定の原理・装置・単位、そして生体への作用について学ぶ。

物理と生命

生物学への複雑系科学からのアプローチについて学ぶ。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

医学物理序論 医学における物理学 鷲見紋子 物理

力学 身体運動にはたらく力 高塚伸太朗 物理

力学 物を持ったときの力のつり合い 高塚伸太朗 物理

力学 物体の変形、骨の破壊 高塚伸太朗 物理

力学 流体力学と血液 鷲見紋子 物理

温度と熱 体温とサーモグラフィー 鷲見紋子 物理

波の運動 脳波、心電図、脈波、血圧 鷲見紋子 物理

波の運動 波の表わし方：フーリエ級数、フーリエ変換 鷲見紋子 物理

音と光 超音波診断とレーザーメス 鷲見紋子 物理
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電磁気 電気のエネルギー 高塚伸太朗 物理

電磁気 感電では何が起きているか 高塚伸太朗 物理

電磁気 電気はどうやって作られているか 高塚伸太朗 物理

原子と原子核 放射線医学の理解に向けて 鷲見紋子 物理

放射線 外部被ばくと内部被ばく 鷲見紋子 物理

物理と生命 複雑系と自己組織化 鷲見紋子 物理

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

基本的に、定期試験により評価する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

物理学を受験せずに入学した学生は、高校物理の教科書 またはそれに相当する参考書 を事前に入手しておくこと。

出席確認方法 
〇 固定式 カードリーダー 出席カード 〇 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 医歯系の物理学 第 版 赤野松太郎 他

名

東京教学社 年・ 円 税別
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

基礎生化学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 白土 明子 （医療人育成センター教養教育研究部門 化学 ）

【授業科目の学修教育目標】

【授業の主題と目標】

生体を構築する基礎分子の構造と性質、基本的な役割をを理解するために 化学結合や化学反応の特性を知る。生体の構造と機能に働く物質の多くは 特定の

単位構造をもつ物質のポリマーや集合体であることより 単位物質の構造と化学的性質を学んだのち 高分子化合物の構造と機能を理解する。生体内のダイナ

ミクスや化学反応の調節の理解に必要な 有機化学および熱力学の基礎的知識を身につける。これらの知識に基づき 生体の恒常性が維持される仕組みや 疾患

の化学的な理解を深める。

【学生の学修目標】

・生体を構成する物質名を挙げて構造を説明でき それぞれの機能が発揮されて生体恒常性が維持されることを説明できる。

・生体内の代表的な化合物および官能基を列挙し の規則に従って命名できる。

・代表的な化学結合を列挙し例をあげて説明できる。原子軌道と分子軌道の基本概念を説明できる。基本的な有機反応の特徴を概説できる。

・タンパク質を構成するアミノ酸を列挙し 構造に基づいて性質を説明できる。アミノ酸間の化学結合を説明するとともに タンパク質の立体構造を規定する

因子を説明できる。生体内での役割を説明できる

・代表的な単糖および二糖の名称をあげて構造と化学結合を示し 役割を説明できる。多糖の構造と役割を説明できる。

・ヌクレオチドを構成する糖 塩基 リン酸基の構造と種類を構造式で説明できる。ヌクレオチド間の化学結合を説明できる。 と の構造と機能を説明

できる。

・生体内に存在する主要な脂質の名称をあげて構造と水空間での性質を説明できる。脂質の機能を概説でき 脂質に由来する生体内物質の生物活性の例を説明

できる。

・ や の構造を構造式で示し、塩基対を形成する水素結合、塩基対間の相互作用を説明できる。 の遺伝情報がタンパク質に変換される過程を概説で

きる。

・酸・塩基平衡を説明でき 溶液の を求められる。緩衝作用について具体例をあげて説明できる。

・水の性質とコロイド 浸透圧とその調節を説明できる。

・生体のエネルギー エンタルピーとエントロピー 熱力学第一法則 第二法則を説明できる。

・自由エネルギー エネルギー代謝を説明でき 物質の状態および相互変換過程を概説できる。

・生体内触媒である酵素について代表的な例を列挙して構造と機能を説明でき その調節機構を概説できる。

・医薬品の構造と臨床で見られる医薬品の効果・副作用のつながりを説明できる。

・ を標的とする核酸医薬の原理を説明できる。治療薬がない難病の治療方法への核酸医薬の寄与を説明できる。

・高分子核酸の生合成阻害による抗ウイルス薬・抗腫瘍薬の例をあげて説明できる。

・創薬の候補化合物を得て その構造改変や機能解析を経て 創薬に結びつける例を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

【講義の位置付け】

生命は生体内で起こる様々な化学反応によって維持されている。その本質を化学的に理解することは、病的な状態を科学的に説明するための基本となること

は言うまでもない。生体内で生じている現象のダイナミクスや薬物治療を理解するためには 化学反応の理解が欠かせないことから 疾患と治療を念頭におい

て有機化学とその医療への応用を学ぶ。また 基礎医学や臨床医学の領域に関する技術を化学的視点から解説される。本科目の履修により 医学を学ぶ者に最

低必要な化学的な知識として 分析化学・物理化学・無機化学・有機化学を学び 病態等の実例により理解を深めることにより 専門教育の理解が深まる。

【学習の進め方】

教科書の該当章がある項目についてはこれを利用し 必要に応じてハンドアウトを併用する。

医学を学ぶ上で必須な化学知識を学ぶため 重要点を絞って講義を行う。一般化学 有機化学を包括する内容を本講義内で取り扱うことはできないため、種々

の資料や参考図書を随時紹介することで自主学習を薦める。定期試験、小テストは 原則として講義で扱った内容 教科書および配布資料の範囲を扱い 評価方

法については講義中にも示す。

オフィスアワーを設定し 講義中に指示する。また 高等学校での「化学」未履修者に対しては個別に学習支援を行なうので 教員に申し出ること。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

講義ガイダンス

分子の成り立ち

生体を構成する物質の構造と機能 白土明子 化学

分子の成り立ち 生体内の代表的な化合物および官能基とその命名 白土明子 化学
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分子の成り立ち 代表的な化学結合 原子軌道と分子軌道 基本的な有機反応 有木茂 化学

生体高分子 タンパク質 アミノ酸の構造と性質 化学結合 タンパク質の構造と機能 有木茂 化学

生体高分子 糖質 代表的な単糖および二糖の構造と化学結合

多糖の構造と機能

有木茂 化学

生体高分子 核酸 ヌクレオチドの構造と性質 化学結合 核酸の構造と機能 白土明子 化学

生体高分子 脂質 脂質の種類と性質 構造と機能 白土明子 化学

生体の恒常性 酸・塩基平衡 緩衝作用 有木茂 化学

生体の恒常性 水の性質と溶液の化学 コロイド 浸透圧 有木茂 化学

生体内反応 エンタルピー エントロピー 自由エネルギー 相馬仁 化学 非常勤

生体内反応 酵素の分類 酵素反応 相馬仁 化学 非常勤

生体内反応 薬物の化学構造と臨床作用 板垣史郎 産学・地域

連携センタ

ー

有機化学と医療 有機化学の基礎事項 や の構造と水素結合、塩基対間の相互作用 松田彰 白土

明子

化学 非常勤

有機化学と医療 核酸医薬の標的としての と治療 松田彰 白土

明子

化学 非常勤

有機化学と医療 抗ウイルス薬・抗腫瘍薬となる高分子核酸

候補化合物の改変等による創薬の化学的工程や事務的な手順

松田彰 白土

明子

化学 非常勤

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

講義形式が対面でない場合など 状況に応じて 試験や小テストの代わりに レポート等を評価に用いる場合があります。大

学からや講義時の説明を確認してください。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

学習目標を到達するためには 教科書の該当する章やハンドアウト範囲を読んで授業にのぞみ 授業中に説明された内容に

ついて確認します。この予習復習に求められる勉強時間は 時間です。

ハンドアウトは講義中に扱う内容のまとめではなく 講義の予習復習や 自己学習の参考にするための情報が含まれたもの

です。教科書と合わせて活用してください。また さらに深く学びたい方は 以下に紹介する参考書が 専門科目を学ぶ上で

役立つでしょう。各自の興味や学びたい項目により 自分にあったものを選ぶとよいと思います。参考図書や勉強のしかた

を担当教員に相談することも歓迎します。

「基礎生命科学」「基礎医学物理」「自然化学実験」は特に関連する内容を含むことから それぞれの講義実習内容と関連づ

けて知識を確認することも必要です。

出席確認方法 

〇 固定式 カードリーダー 〇 出席カード 〇 小テスト・レポート

〇 移動式 カードリーダー 点呼 ○ その他（ リフレクションシート

補足事項：学生証による電子出席確認の実施が難しい場合には 講義実施形式や履修環境に応じて 課題提出の利用など別の

方法で出席確認を行う場合があります。出席確認の不正は 依頼 企画 実施にかかわらず厳正に取り扱います。

注意事項
電子出席の不正 指示外の電子端末の利用など 悪質な受講態度には 定めに基づき厳正に取り扱います。教員の許可を得ず

に途中出入りした場合は欠席扱いになる場合があります。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 メディカル化学 医歯薬系のための基礎化学

第 版

齋藤勝裕 他 裳華房 ・

円

参考書 エッセンシャル細胞生物学 原書第 版

： 本学「基礎生命科学」等生物系科目

他著

中村桂子 他訳

南江堂 ・

円
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にも関連 生命科学を学ぶ上級学年 大学院にも有用

参考書 ベインズ・ドミニチャク生化学 原書 版

臨床との関係を豊富に解説 和英電子書

籍付

他著 谷口

直之 他監訳

丸善出版 ・ 円

参考書 理工系のための一般化学 第 版 ：

化学の基礎知識全般を扱い 程度の高い内容も平易に解説 高校

と大学の橋渡しも意識

鈴木隆之 編著 東京電機大学出版

局

・ 円

参考書 化学 物質の構造と性質を理解する ：

総合大学の全学共通基礎科目の化学履修を想定。北大でも全学の

基礎科目で利用

新しい化学教育研

究会 編

学術図書出版社 ・ 円

参考書 有機化学 改訂 版 ：

有機化学の教科書 本講義でも参考

奥山格 他著 丸善 ・

円

参考書 ストライヤー生化学 第 版

生体内の物質の代謝を 化学構造や反応に基づき解説 医療系学

部の採用も多い

他著

入村達郎他訳

東京化学同人 ・

円

参考書 演習でクリア：フレッシュマン有機化学 第 版

解説に続けて豊富な演習問題と解説が

あり 体系立てて自習しやすい。

小林啓二 裳華房 ・ 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

基礎生命科学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 佐々木 泰史 （医療人育成センター教養教育研究部門 生物学 ）

【授業科目の学修教育目標】

本科目は、医学科目を学ぶための生物学の知識基盤をつくるための準備兼導入教育科目で、高校生物の教育項目のうち医学に関連する部分について、大学

教養レベルの内容を含め講義する。毎回の講義では、まず高校生物未履修者が理解すべき基本事項について用語解説を含む丁寧な説明を行い、その上で大学

教養レベルの学習事項に移行し、さらに基礎医学科目につながる発展的な内容にまではなしを広げる。各回の学修目標は次の通りである。

第 回：生物とは何かについて生物の定義を含め説明できる。

第 ～ 回：生物を構成する物質について説明できる。

第 ～ 回：原核細胞と真核細胞の違いを説明できる。生体膜の構造と機能を説明できる。

第 ～ 回： 、染色体、ゲノム、遺伝子について説明できる。遺伝情報がどのように伝えられ、働くのか説明できる。

第 ～ 回：「遺伝する」とは何か説明できる。遺伝の基本的な法則を説明できる。

第 回：遺伝子多型、遺伝子の病的変異について説明できる。ゲノム、遺伝子の解析技術について説明できる。

第 ～ 回：ホメオスタシスについて説明できる。循環器系および腎臓 肝臓の構造と機能を概説できる。ホルモンや自律神経による調節について概説でき

る。免疫の概要とそのしくみを説明できる。

第 回：多細胞動物の初期発生のしくみを説明できる。

第 ～ 回：神経伝達と神経伝導のしくみを活動電位の発生機序を含め説明できる。各種受容器と効果器の構造と機能を概説できる。神経回路について反射

を含め説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

【概要】本科目は,① 生物の概要と定義,② 生物の物質的基盤,③ 生体膜の構造と機能,④ 遺伝と遺伝子,⑤ 基礎遺伝学,⑥ 遺伝子の多型と異常,⑦ 動物の

体内環境の維持,⑧ 初期発生,⑨ 動物の環境応答の つのパートに分けられる いずれも医学を学ぶための基盤知識として重要度が高いので 全ての授業回を

受講することが重要である。

【学修上の助言】

本科目は予習を前提とする。初見の学習事項は 講義で初めて聴くと用語の理解が間に合わずより難しく感じるが 事前に配布する講義資料を利用して少し

予習しておくだけで難度が軽減し理解も深まる。また 学習内容が多いので 配付資料などを活用した復習も必須である。復習する際は 配付資料に掲載する学

習課題やホームページ上の習熟度自己確認問題を活用するとよい。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

生物の概要 生物の定義 生命の歴史 生物の ドメイン 佐々木泰史 生物

生物を構成する物質 水 生体高分子 タンパク質 酸 鈴木健史 生物

生物を構成する物質 脂質 糖類 その他生体高分子 鈴木健史 生物

細胞 単細胞生物 多細胞生物 多核細胞 生活環 鈴木健史 生物

細胞 生体膜の構造と機能 細胞膜 鈴木健史 生物

遺伝子のはたらき 遺伝と遺伝子 半保存的複製 セントラルドグマの概要 コドン 佐々木泰史 生物

遺伝子のはたらき セントラルドグマ：転写 の加工 翻訳 遺伝子とタンパク質 遺伝子の発現調節 佐々木泰史 生物

基礎遺伝学 遺伝の法則 減数分裂 交差と組み換え 遺伝計算演習 佐々木泰史 生物

基礎遺伝学 組み換え価 遺伝子頻度 遺伝計算演習 佐々木泰史 生物

基礎遺伝学 突然変異と修復 突然変異が遺伝する場合としない場合 遺伝子の多型と異常 佐々木泰史 生物

動物の体内環境の維持 恒常性 体液 循環器系 肝臓 腎臓 鈴木健史 生物

動物の体内環境の維持 内分泌系 自律神経系 鈴木健史 生物

動物の体内環境の維持 免疫系 鈴木健史 生物

動物の体内環境の維持 動物の発生 免疫系 動物の組織構築 鈴木健史 生物

動物の発生 動物の系統発生 動物の発生のしくみ 鈴木健史 生物

動物の反応 神経系 活動電位 神経伝導と神経伝達 シナプス 受容器 鈴木健史 生物

動物の反応 受容器 効果器 鈴木健史 生物

動物の反応 神経回路 反射と反射弓 鈴木健史 生物
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評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験は原則 回だけ行う。ただし状況により 新型コロナウイルスの感染状況など 、再試験を 回行う可能性がある。再

試験は本試験の部分 全体の について行う。小テストは毎回の授業で 授業開始時と授業の中盤 終了時に 回に分け

て行う。特に開始時の小テストは前回分の復習テストとなるので 復習を怠らないようにすること。また 小テストの割合が

大きいで欠席しなように注意すること。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

【予習】高校の生物教科書 指定の教科書 ホームページ上で公開する配布プリントに目を通し、講義内容についておおよそ

の理解をしておく。高校の生物教科書は図書館に複数冊の蔵書があるので、特に生物非受験者は活用するとよい。

【復習】講義メモをまとめた講義ノートを作製し、理解が不十分な部分や疑問をもった部分を調べ、オフィスアワーなどを

利用して適宜教員に質問する。配付資料に掲載する学習課題やホームページ上の習熟度自己確認問題を活用して復習する。

【その他】生物非受験者向けに授業内容をよりかみ砕いて解説する補修コースも開催するので、授業で判らないことがある

場合は参加するとよい。

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：補足事項：固定式 カードリーダーによる出席登録と小テスト提出の両方を満たして出席とする。カードリー

ダーで出席と登録されていても小テスト未提出の場合は 登録記録を欠席に修正する。ただし 小テストを提出していても

カードリーダーで欠席の場合は 出席には変更しない 大幅な遅刻かどうか確認できないため

授業で指定する曜日の 講目の時間帯をオフィスアワーに設定する オフィスアワーでは 講義内容や生物学一般に対する

質問を受け付ける 個別指導や勉強法に関する相談も行うので積極的に活用してください

注意事項
定期試験の得点が 割未満の場合は再試験の対象とならないので注意すること 定期試験の成績のみで不合格が確定とな

る 。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

配付資料 講義ではプリントを配布する。

参考書 細胞生物学 南江堂 年・ 円

参考書 人体の細胞生物学【電子書籍付き】 坂井建雄 石崎泰

樹

日本医事新報社 年・ 円

参考書 ケイン基礎生物学 東京化学同人 年・ 円

参考書 講義外自己学習：高校の生物教科書 生物基礎＋生物 出版社はどこでも

よい

  

  

― 36 ―



 

科 目 名 科目区分 学年及び単位数

放射線物理学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 鷲見 紋子 （医療人育成センター教養教育研究部門 物理学 ）

【授業科目の学修教育目標】

放射線と物質との相互作用を理解できる。

放射線診療に必要な放射線防護学の基本を理解できる。

診療における核放射線機器の物理原理を理解できる。

【授業の概要および学修上の助言】

現代医療の診断・治療には、様々な物理原理にもとづく装置が利用されている。特に、本科目では、放射線を利用した機器の原理を学習する。

最初に、荷電粒子の人体への作用に係る物理を学び、次いで、 信号の画像化の原理を学ぶ。

医療診断において身体の断層画像を得る方法のうち、水素原子核の磁石としての性質を利用して 断層画像を得る 磁気共鳴イメージング 、様々な方向

からの 線画像をもとにしてコンピュータにより断面画像を再構成する 線 、体内に放射性核種を投与する核医学の診断と治療の物理的原理を概説する。

ライナックや、粒子線治療は、臓器温存治療として期待され、近年、線量の制御法の改善は目覚しい進歩がある。これら医学物理の基礎を学ぶ。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

放射線物理 荷電粒子の人体への作用 鷲見紋子 物理

放射線物理 荷電粒子の人体への作用 鷲見紋子 物理

放射線物理 信号の画像化の原理 高塚伸太朗 物理

診療における物理学 医療で使用される機器の原理 、 など 福島悠希 放射線医学

診療における物理学 医療で使用される機器の原理 ライナック、粒子線治療など 坂田耕一 放射線医学

診療における物理学 放射線治療における物理的背景 福島悠希 放射線医学

診療における物理学 臨床における放射線物理 坂田耕一 放射線医学

診療における物理学 小線源治療、放射線防護 染谷正則 放射線医学

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

配られた資料を事後に熟読する。

出席確認方法 
〇 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 全 回と講義回数が少ない分、各回の出席の重みは大きい。全出席とする姿勢で臨むように。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

生命科学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 鈴木 健史 （医療人育成センター教養教育研究部門 生物学 ）

【授業科目の学修教育目標】

本科目の学習教育目標は大きく つある つ目は 医学を学ぶための学習基盤をしっかり作り上げるために 生命科学諸分野のうち基礎医学科目に通じる知

識や考え方を身につけることである。 つ目は 医学生あるいは医師の教養として理解しておくべき生物学の教養を身につけることで 生物学の考え方を理解

し 医学・医療を生物学的視点や進化の視点で考察するための素養を身につけることである。それぞれの学習分野の目標は次の通りである。

【生物の増殖】生物の増殖様式の多様性について学び 以下の項目について説明できるようになる。① 性の生物学的概念,② 有性生殖と無性生殖の違い,③ 性

の意義と寿命。

【細胞生物学】細胞の機能について学び 以下の細胞構造について機能を含めその詳細を説明できるようになる。細胞核 細胞骨格 ミトコンドリア 細胞内膜

系 小胞体 ゴルジ装置 リソソーム 小胞輸送 プロテアソーム リボソーム。また 細胞間および細胞内シグナル伝達の基礎を学び 細胞が外部の情報をどのよ

うにして検知し反応するかについて説明できるようになる。

【エネルギーと代謝】生命活動を支えるエネルギーの流れについて学び 以下の代謝系について詳細に説明できるようになる 高エネルギーリン酸結合 還元

力 酸化力 電子伝達体 化学浸透圧 。① 独立栄養生物と従属性養成物。② 細胞が使うエネルギーのかたち。③ 電子伝達系のしくみ。④ 異化代謝 好気呼吸

嫌気呼吸 発酵 。⑤ 同化代謝 光合成 化学合成 。

【進化】生命起源や進化についてさまざまな考え方があることを学び 以下の事項について説明できるようになる。さまざまな生命起源論 化学進化説 化学進

化 分子進化 細胞進化 細胞内共生説 水素説 自然淘汰 適応 適応度 赤の女王説 進化的遺産 進化医学。

【授業の概要および学修上の助言】

第 ～ 回：鈴木健史 生物学教室

【概要】本科目では 有性生殖を含む生物の増殖様式と生活環や 各種細胞構造の機能 細胞間および細胞内シグナル伝達のしくみ 細胞内のエネルギー代謝機

構 および 進化について学ぶ。本科目で学ぶ内容はいずれも医学を学ぶための基盤知識として重要度が高いので 全ての授業回を受講することが重要である。

【理解を深めるために】本科目は予習を前提とする。初見の学習事項は 講義で初めて聴くと用語の理解が間に合わずより難しく感じるが 事前に配布する講

義資料を利用して少し予習しておくだけで難度が軽減し理解も深まる。また 学習内容が多いので 配付資料などを活用した復習も必須である。復習する際は

配付資料に掲載する学習課題やホームページ上の習熟度自己確認問題を活用するとよい。なお 年前期の「基礎生命科学」が基礎になる部分もあるので 適

宜「基礎生命科学」の配布資料やノートを参考にするとよい。生物非受験者向けに授業内容をよりかみ砕いて解説する補修コースも開催するので 授業で判ら

ないことがあった場合は参加するとよい。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

生物の増殖 細胞分裂 減数分裂 性の生物学的概念 有性生殖 無性生殖 鈴木健史 生物

細胞核 構造と機能 核小体 核膜と核膜を介した物質の輸送 鈴木健史 生物

細胞骨格 微小管 アクチンフィラメント 中間径フィラメント 鈴木健史 生物

ミトコンドリア ミトコンドリアの概要 エネルギー生産 脱共役と熱生産 活性酸素の発生機構 鈴木健史 生物

葉緑体 葉緑体の概要 光合成色素 共鳴エネルギー転移 光合成 鈴木健史 生物

その他のオルガネラ 小胞体 ゴルジ装置 細胞内膜系 リソソーム ペルオキシソーム プロテアソーム 鈴木健史 生物

その他のオルガネラ 細胞のはたら

き

リボソーム 細胞接着 細胞間および細胞内シグナル伝達 鈴木健史 生物

エネルギーと代謝 生物が使うエネルギーの形 細胞呼吸の分子回路 電子伝達系のしくみ 鈴木健史 生物

エネルギーと代謝 進化 同化と異化 好気呼吸と無気呼吸 化学合成 生命の起源 化学進化と分子進化 鈴木健史 生物

進化 化学進化の例 進化のしくみ 進化医学 有性生殖の進化 鈴木健史 生物

進化 ミトコンドリアと真核細胞の起源 葉緑体の起源 細胞質遺伝 ミトコンドリア病 鈴木健史 生物

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験 について再試験を 回おこなう。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

【予習】事前に配布する講義資料に目を通し 授業内容についておおよその理解をしておく。予習しておかないと理解が難

しい回が多いので 必ず予習してくること。

【復習】配付資料に掲載する学習課題やホームページ上の習熟度自己確認問題を活用して復習する。また 理解が不十分な

部分や疑問をもった部分を調べ オフィスアワーなどを利用して適宜教員に質問する。
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【その他】生物非受験者向けに授業内容をよりかみ砕いて解説する補修コースも開催するので 授業で判らないことがある

場合は参加するとよい。

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：補足事項：固定式 カードリーダーによる出席登録と小テスト提出の両方を満たして出席とする。カードリー

ダーで出席と登録されていても小テスト未提出の場合は 登録記録を欠席に修正する。ただし 小テストを提出していても

カードリーダーでの欠席を出席に変更しない 大幅な遅刻の有無を確認できないため 。

授業内で指定する曜日の 講目の時間帯をオフィスアワーに設定する オフィスアワーでは 講義内容や生物学一般に対す

る質問を受け付ける 個別指導や勉強法に関する相談も行うので積極的に活用してください

注意事項

定期試験の得点が 割未満の場合は再試験を受験させないので注意すること。小テストは毎回の授業で 授業開始時と授業

の中盤 終了時の 回程度に分けて行う。特に開始時の小テストは前回分の復習テストとなるので 復習を怠らないようにす

ること。また 小テストの割合が大きいで欠席しなように注意すること。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

配付資料 講義ではプリントを配布する。

教科書 人体の細胞生物学【電子書籍付き】 坂井建雄 石崎泰

樹

日本医事新報社 年・ 円

参考書 細胞生物学 南江堂 年・ 円

参考書 ケイン基礎生物学

他

東京化学同 年・ 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

自然科学実験 実験 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 鈴木 健史 （医療人育成センター教養教育研究部門 生物学 ）

【授業科目の学修教育目標】

【物理学実験】

測定、測定値の整理、計算、表・グラフ作成の基本を身に付ける。

電気回路測定法、光学実験法、超音波実験法、放射線防護法の基本を身に付ける。

【生物学実験】

解剖や組織・細胞の観察、 抽出・分析実験を通して、医学を専攻するうえで重要な生物学的センスや観察力を身につけることを目標とする。また、基

礎医学教育課程の組織学や微生物学、病理学などでは、生物顕微鏡を使う実習があり、顕微鏡の仕組みや原理、取り扱い方について十分に熟知しておく必要

がある。このため本実験では、生物顕微鏡の仕組みを十分に理解することも目的とし、動植物の標本観察によって顕微鏡の取り扱い方をマスターしてもらう。

また、組織構築など生物の形態的特徴を、観察スケッチにより把握し理解する訓練も行う。

【化学実験】

化学実験の原理を理解し、基本的な器具操作を正しく行うことが出来るようになること、及び得られた結果を整理しレポートを正しく書くことが出来るよ

うになることを目標とする。

【授業の概要および学修上の助言】

【物理学実験】

医療現場では、様々な物理装置が利用されている。この授業では、実験を通して物理的な測定法や研究手法の基礎を学習する。

物理測定の基礎では、物体の長さ・質量を測定し、体積・比重を算出して測定値の誤差の扱いを習得する。電磁気学では、 回路の時定数と周波数特性の

関連を学ぶ。光学では、内視鏡で利用される光ファイバーの原理と、画像解析の基礎を学ぶ。超音波では、医療で頻用の超音波の反射を測定し、超音波の物

理を理解する。

【生物学実験】

本実験では組織標本観察や解剖をおこない、生物の基本的構造やしくみについて学ぶ。また の抽出・分析実験を行い、遺伝子の本体である の特性

を学ぶ。このため、実験テーマは分子レベルから細胞・組織レベル、器官・系レベルのまでと幅広い。実験や観察は学生各個人が自ら実行し考察するのを基

本とするが、班員と議論し協力・連携することも重要である。特に、お互いの考えを説明し合うことにより理解を深めることができるので、積極的に議論し

疑問が残らないように努めるとよい。各自が主体性と協調性を発揮して、生物学実験を実のあるものにすることを期待する。

【化学実験】

緩衝力測定では化学実験の基本的な器具操作法を学びながら、様々な緩衝溶液の作用について理解を深める。分光光度計による生体物質の測定では、タン

パク質・核酸の吸収スペクトル、ランベルト・ベールの法則、分子吸光係数、比色定量について理解する。脂質の分析では、薄層クロマトグラフィーによる

分析を通してクロマトグラフィーの原理を理解する。化学反応速度では、乳酸脱水素酵素を例として反応速度の解析法について学ぶとともに、酵素の基本的

性質について理解を深める。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

【物理学実験】 コーディネーター：高塚伸太朗 物理

物理測定の基礎

光ファイバー

回路の周波数特性

心電計測

心拍変動解析

核物理量の計測と有効数字や誤差を考慮した統計処理

光線の屈折、全反射、ファイバースコープの観察

電気回路の周波数特性を測定と を使った計測値の処理

差動増幅回路の理解とそれを利用した心筋の電位測定

コンピュータを使った心電図の解析

高塚伸太朗

鷲見紋子

物理

【生物学実験】 コーディネーター：鈴木健史 生物

生物学実験ガイダンス・分裂組織の観

察

組織標本の顕微鏡観察

の抽出と分析

哺乳動物の解剖

血液標本の観察

生物顕微鏡の使い方。観察スケッチの描き方を学ぶ

マウスの組織標本を観察し、動物組織の基本構造を学ぶ

動植物の組織からの 抽出法と分析法を学ぶ

マウスの解剖を通して哺乳類の基本的体制を学ぶ

染色標本の作成法を学び、血液細胞を同定する

鈴木健史

佐々木泰史

生物

生物

【化学実験】 コーディネーター：有木茂 化学

化学実験ガイダンス ガイダンス・レポートの書き方・ピペット操作と秤量 有木茂 化学
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溶液の緩衝力測定

分光光度計による生体物質の測定

脂質抽出と薄層クロマトグラフィー

化学反応速度

測定法を習得し、様々な溶液の緩衝力を測定する

分光光度計を用いた生体物質の定量法を学ぶ

脂質の取り扱い方や分離法、分析法を学ぶ

様々な条件下での乳酸脱水素酵素の反応速度を測定する

平山 白土 明

子 化学

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

その他 は、受講状況（実験の原理を理解した上で実験手順を守り正しく実験しているかどうかや後片付けや廃液処理な

どを指示に従って正しく行えているか）によって評価する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

【物理学実験】予習：テキストの該当箇所に目を通すこと。復習：返却されたレポートとテキストを基に、理解を再整理す

ること。

【生物学実験】予習：配付プリントを読んでおくこと。復習：観察した器官や構造の名称について調べて理解しておくこと。

【化学実験】予習：実験テキストの当該項目を予習してくること。復習：実験後はレポートを書いて提出すること。

出席確認方法 

固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項： カードによる出席確認は行わない。授業開始時に全員の出席を確認した上で、レポートなどの提出をもって

出席とする。

注意事項

【物理学実験】実験テキストの当該項目を予習してくること。 レポート により評価する。

【生物学実験】白衣、解剖器具、色鉛筆 油性ペン 細字 中字 を各自持参すること。 実験では授業開始時に小テスト

を行う。スケッチ＋レポート 約 ％ と小テスト 約 ％ 、受講状況 約 ％ により評価する。

【化学実験】白衣、筆記用具、電卓を各自持参すること。 レポート と受講状況等 ％ により評価する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

配布テキストおよびプリント。
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医学英語１ （山口） 演習 年 前・後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 佐々木 香織 （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

英語が聞き取れるようになるにはどうすればいいかが理解でき、説明できる。

英文スクリプト中の重要表現を理解し、応用できる。

英文スクリプトから表現力・語彙力を向上できる。

【授業の概要および学修上の助言】

この授業では、 などの実際の英語や英検・ などの英語を素材にして、リスニング能力の向上を計ります。授業を通して、どのよう

な努力・方策を用いれば英語が聞き取れるようになるのかを理解して下さい。

授業はプリントを配布します。

授業の前半では、やさしい長めの英語 － 分 を聞いて問いに答えるリスニングテストをします。

授業の後半では、英検や などの形式のリスニング演習や、実際の英語を使用したリスニングのトレーニングをします。

授業は予習不要です。やる気を持ってきてください。授業外では図書館の音声教材やインターネットなどを利用して授業で習ったことを自分で試してみて英

語の実力をつけてください。

外国語を習得するのは長い旅のようなものです。特に日本人にとって英語は習得しづらい言語です。ですから諦めずに努力を続け、授業以外にも積極的に英

語に触れる努力をして下さい。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

オリエンテーション 授業の進め方・評価方法など 山口和彦 英語

リスニング演習 音の聞こえ方

リスニング演習 音の欠片から単語を復元する

リスニング演習 聞こえない音を復元する

リスニング演習 プロソディと音読

リスニング演習 発音記号の復習

リスニング演習 アクセントについて

リスニング演習 早音読

リスニング演習 クイックレスポンス

リスニング演習 シャドーイング

リスニング演習 リスニングのための英和辞典の使い方

リスニング演習 リスニングのための和英辞典の使い方

リスニング演習 脳内辞書と脳内文法

リスニング演習 外国語副作用

全体のまとめ 学習内容の順番や内容は習熟度に応じて変更する場合があります

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

遅刻 回で欠席 回とします。再試験は 回だけ実施します。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前・事後学習：図書館の音声教材やインターネットなどで、授業で学んだリスニング力を養成する方法を実践してくださ

い。

特に、音声を何回も聞く、何度も声に出して読む、スクリプト中の表現等を学習することを授業の内外を問わず実践して下

さい。

出席確認方法 

固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：※ カードリーダーでの出欠確認は英語関連科目では用いていません。

授業開始時に点呼による出欠確認をします。
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注意事項 授業では毎回プリントを配布しますので、教科書はありません。参考書は随時紹介します。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医学英語１ （ウィーラー） 演習 年 前・後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 佐々木 香織 （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

【授業の概要および学修上の助言】

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

グレゴリー・

ウィーラー

英語

グレゴリー・

ウィーラー

英語

グレゴリー・

ウィーラー

英語

グレゴリー・

ウィーラー

英語

グレゴリー・

ウィーラー

英語

グレゴリー・

ウィーラー

英語

グレゴリー・

ウィーラー

英語

グレゴリー・

ウィーラー

英語

グレゴリー・

ウィーラー

英語

グレゴリー・

ウィーラー

英語

グレゴリー・

ウィーラー

英語

グレゴリー・

ウィーラー

英語

グレゴリー・

ウィーラー

英語

グレゴリー・

ウィーラー

英語

グレゴリー・

ウィーラー

英語
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評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：※ カードリーダーでの出欠確認は英語関連科目では用いていません。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医学英語１ （佐々木） 演習 年 前・後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 佐々木 香織 （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

[Ⅰ] 健康・医療問題をはじめとして医療人として考えるべき諸問題に関して、さまざまな科学的なアプローチで対処した人たちが発表した「 」の

動画を視聴し、更に の内容に関連する英文を読解します。この演習を通じて、以下の力を涵養します。

医師そして教養人として必要とされる知的な英語の語彙や表現に慣れ親しみ、幾つかは身に着けらるようにする

異なるジャンルの読み物の読解を通じ、医師そして教養人として知っておくべき英文のスタイル・トーンに慣れ親しむ

医師そして教養人として身に着けておきたい、文学的ではない文章の英文読解に用いる様々な技法 文脈把握、速読、分析的な読み、文脈や構成

からの類推 を学ぶ

医師そして教養人として身に着けておきたい、知的な英語のプレゼンテーションにおける構成やスタイルを学ぶ

医師そして教養人として身に着けておきたい、知的な英語のプレゼンテーションや書き言葉の文章における、話の展開方法や論理構成、そして論証に用

いる図や表の使い方を学ぶ

医師そして教養人として身に着けておきたい、知的な英語のプレゼンテーションの効果や技術 身体の動き、音声、視覚的資料の用い方 を学ぶ

医師そして教養人として必要とされる、英語圏の創造的・批判的・論理的 な事象の捉え方を学ぶ

創造的・批判的・論理的に事象をとらえた内容を、医師そして教養人として必要とされる、英語で秩序立てて説明することに慣れ親しむ

[Ⅱ] 医療英単語をラテン・ギリシャの「語源」を学んだうえで覚え、それを未知の医学英単語に応用できる力を身に着けます。

【授業の概要および学修上の助言】

医療人として必要な読解力とプレゼン力を中心とした英語力を育成するような発展的な学習をします

予習をしてこないと授業に参加できない、理解できない状態になるので、注意しましょう

英和辞書、和英辞書は必携です。なお英英辞書もあれば使ってみましょう。

医療英単語の語源 個くらい の小テストが毎回あるので、必ず覚えて授業に臨むこと

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

講義の導入 佐々木香織 医療人育成 常勤

小テスト 同上 同上

同上 小テスト 同上 同上

同上 小テスト 同上 同上

同上 小テスト 同上 同上

同上 小テスト 同上 同上
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同上 小テスト 同上 同上

同上 小テスト 同上 同上

同上 小テスト 同上 同上

同上 小テスト 同上 同上

同上 小テスト 同上 同上

同上 小テスト 同上 同上

同上 小テスト 同上 同上

同上 小テスト 同上 同上

同上 小テスト 同上 同上

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

「小テスト」は医学の語源のテストです。

「その他」は、一般的には、授業中の貢献や提出物の状態。やむを得ない欠席などがある場合、小テスト成果発表そして定

期試験、そして提出物など総合的に加味する

再試験は行いますが、レポートや課題や動画スピーチの作成になります。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前 ＝ 教科書の指定個所の英文を読んだり、動画を視聴したりして、教科書にある質問の回答を用意します。

事後 ＝ 授業で習ったことを応用して、教科書の指定個所の英文の分析や、動画の分析をする課題を完成させます。

事前 ＝ 小テスト対策 ＝ 医学英単語の語源を覚えてくる プリント・参考書

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（ 授業の参加状況

補足事項： カードにだけ頼らない様々な方式 小テストが主 で出欠確認をします。

注意事項
「教科書」は授業で必ず使います。「参考書」は小テストに関連する内容です。医師になる皆さんにとっては、将来的にも

有益な書籍と思いますが、授業にあたって必要な書籍ではありません。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 年

参考書 語源で学ぶメディカル・イングリッシュ 平井美津子 南雲堂 年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医学英語１ （ホルスト） 演習 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 佐々木 香織 （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

・

・

・

・

・

【授業の概要および学修上の助言】

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

Watching and explaining a video:’The Common Cold’ & ‘Healthy Bones’

ホルスト 英語 非常勤

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃
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〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験

小テスト

成果発表

その他 一般的には、授業中の貢献や提出物の状態。やむを得ない欠席などがある場合、小テスト成果発表そして定期試験、

そして提出物など総合的に加味する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 ○ その他（

補足事項：補足事項：

注意事項
・Attendance is important for this class. If students miss more than 3 classes they can’t get a credit for the 

・非常勤講師のため普段は学内にいません。用事がある時は講義の前後に申し出てください。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医学英語１ （白土） 演習 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 佐々木 香織 （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

医学英語 は医療・医学を対象とした「読む」力をつけるための授業です。本講義では科学、自然、健康、医療等に関する「発見」を分かりやすく説明した

の医療コラム”Vital Signs”に掲載されたテキストに沿って正確に英文の構造を捉え、内容を把握する力を養成していきます。実話を

もとに医師が診断を下すことが困難な病気を紹介しているので、医師を志すみなさんにとって興味深い内容だと思います。基本的な医学的語彙や医療に関す

る表現を学びつつ、アメリカの医療文化についての知識も深めていきます。

【授業の概要および学修上の助言】

原則的に 回の授業で つの章をこなして行く予定なので、毎回しっかり語彙を調べて予習しておくことが大切です。教員はコメントを加えながら語彙や文

法上の解説・説明を行いますが、あくまでも学生主体の演習形式の授業です。受け身にならずに授業に参加することが求められます。

まず、本文を読む前にキーワードを調べ、 に収録されている の発音を良く聞いて下さい。次に本文の内容を把握し、

の問題を解く事により、理解を深めて行きます。さらに、各章に分野毎の関連医療語彙がまとめられているので、効率的に語彙を覚える事が出来ます。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

オリエンテーション 自己紹介 授業の進め方 自己紹介 白土 淳子 英語 非常勤

診療科及び臨床医 〃 〃 〃

アレルギー疾患 〃 〃 〃

臓器の名称と疾患名 〃 〃 〃

症状 感染症 〃 〃 〃

薬の服用 〃 〃 〃

薬の効果 〃 〃 〃

精神疾患 〃 〃 〃

治療・療法 〃 〃 〃

呼吸器系症状 〃 〃 〃

呼吸器系疾患 〃 〃 〃

痛みに関する表現 〃 〃 〃

生活習慣病 〃 〃 〃

免疫系疾患 〃 〃 〃

総復習 総復習 〃 〃 〃

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

「その他」は、一般的には、授業中の貢献や提出物の状態。やむを得ない欠席などがある場合、小テスト成果発表そして定

期試験、そして提出物など総合的に加味する。
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自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予定の章については、授業の前に必ず全員、 回は通読しておいて下さい。事前に担当を決めて本文の内容を発表してもら

いますので、担当になった人はしっかり内容を把握して出席してください。理解の及ばない文章については授業中に積極的

に質問して下さい。 の問題は毎週、小テストとして授業時間の最後に提出してもらいますので、必ず

全員、事前に考えて来てください。授業後には分野別のボキャブラリーを整理して覚えるように復習して下さい。

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：※ カードリーダーでの出欠確認は英語関連科目では用いていません。

注意事項
授業には必ず英和・和英辞書を用意して出席して下さい。

非常勤講師のため普段は学内にいません。用事がある時は講義の前後に申し出るか、もしくはメールにて連絡して下さい。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書

医系コラム「バイタル・サインズ」で学ぶ基本医学用語演習

大下 晴美

森 茂

南雲堂
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

英会話（前：ウィーラー、後：バロー） 演習 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 グレゴリー・ウィーラー （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

【授業の概要および学修上の助言】

前期

後期

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

ウィーラー 英語
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バロー 英語 非常勤

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

前期：

後期

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：※ カードリーダーでの出欠確認は英語関連科目では用いていません。

注意事項

※スティーヴン・バロー先生、デービット・ライト先生、エイドリアン・ケイン先生、ダニエル・オカス先生は非常勤講師

のため普段は学内にいません。用事がある場合は講義の前後に申し出てください。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

英会話（前：ケイン、後：シュガーマン） 演習 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 グレゴリー・ウィーラー （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

【授業の概要および学修上の助言】

前期

、

後期

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

ケイン 英語 非常勤
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～
授業開始前までに別途通知する。

シュガーマン 英語 非常勤

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ◯ 点呼 その他（

補足事項：※ カードリーダーでの出欠確認は英語関連科目では用いていません。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

英会話（前：バロー、後：デイビス） 演習 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 グレゴリー・ウィーラー （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

【授業の概要および学修上の助言】

前期

後期

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

バロー 英語 非常勤

デイビス 英語 非常勤
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評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

前期

後期

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ◯ 点呼 その他（

補足事項：※ カードリーダーでの出欠確認は英語関連科目では用いていません。

注意事項
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教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

英会話（前：シュガーマン、後：ウィーラー） 演習 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 グレゴリー・ウィーラー （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

【授業の概要および学修上の助言】

前期

後期

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

～
授業開始前までに別途通知する。

シュガーマン 英語 非常勤

ウィーラー 英語
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評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ◯ 点呼 その他（

補足事項：※ カードリーダーでの出欠確認は英語関連科目では用いていません。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

英会話（前：デイビス、後：ケイン） 演習 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 グレゴリー・ウィーラー （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

【授業の概要および学修上の助言】

前期

後期

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

デイビス 英語 非常勤
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ケイン 英語 非常勤
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評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験

自己学修 事前・事後 の

内容と分量
前期

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ◯ 点呼 その他（

補足事項：※ カードリーダーでの出欠確認は英語関連科目では用いていません。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

ドイツ語 演習 年 前期 選択必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 山口 和彦 （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

本講義ではドイツ語の基本的な文法を学び、簡単なドイツ語表現でコミュニケーションができるよう、「聞く」・「読む」・「話す」・「書く」能力の習得を目指す。

【授業の概要および学修上の助言】

【非常勤講師】トーラルフ ハイネマン 英語

基本的な表現が聞き取れる 単純な文を読んで理解できる 簡単な語句を使って話ができる、初歩的な応答ができる 簡単な文章が書ける、ことを

目指します。言葉の習得だけでなく、英語圏の文化とは異なるドイツ語圏 ドイツ、スイス、オーストリアなど という、もう一つ別の外国文化についても目

を向けられるようにします。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

課 人と知り合う 挨拶する、名前・出身・居住地・電話番号について話す

〃 〃

課 国、

言語、専攻

人を紹介する、専攻・言語・履修科目について話す

〃 〃

課 食事 好きな 嫌いな 食べ物・飲み物、外国料理、一日の食事について話す

〃 〃

課 余暇と趣

味

趣味、したいこと・出来ることについて話す、メールを読んで返事を書く

〃 〃 トーラルフ・

ハイネマン

英語 非常勤

課 家族と職業 家族の職業、容姿、性格、兄弟姉妹、年齢などについて話す

〃 〃

〃 〃

課 時刻と日付

け

時刻、時間、一日の生活、日付、誕生日、予定などについて話す

〃 〃

〃 〃

総まとめ 第 、 課の振り返り

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験の回数は 回とします。その他は、宿題、授業態度により評価します。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

その日の授業で習った内容を教科書と を用いて復習する。

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：※ カードリーダーでの出欠確認は英語関連科目では用いていません。

注意事項 非常勤講師のため普段は学内にいません。用事がある場合は講義の前後に申し出てください。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書①

［ ］付き スツェーネン

場面で学ぶドイツ語

佐藤修子・下田恭

子・岡崎朝美・

・

・

三 修 社 円

税
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教科書②

スツェーネン

場面で学ぶドイツ語

ワークブック

佐藤修子・下田恭

子・岡崎朝美・

・

・

三 修 社 円

税
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

フランス語 演習 年 前期 選択必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 山口 和彦 （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

フランス語の初級文法を理解することができる。 単純な会話文を聴き取り、それに対して簡単な応答ができる。 履修後も中級以上を目指して自主学習

を継続できる。

【授業の概要および学修上の助言】

【非常勤講師】大小田重夫 英語

コミュニケーションの場で使えるフランス語の習得を目指します。

簡単な会話文を音読しながら、発音練習する。

文法項目を学習する。

各課のテーマに関連する表現と語彙を音読して覚える。

小会話で学習した事柄を理解したり、実際に使えるようにする。

口答練習が中心の練習問題を行なう。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

フランス語の挨拶 アルファベ、発音、挨拶の基本表現 大小田重夫 英語 非常勤

フランス語の挨拶 数詞 、基本単語 果物と野菜

自己紹介 主語代名詞、動詞の活用etre, habiter, a’appeler

自己紹介 基本単語 国名、都市名

国籍や言語について話す 動詞の活用 、疑問文の作り方

国籍や言語について話す 否定文の作り方、男性名詞と女性名詞 人物

身の回りの物について話す 男性名詞と女性名詞 物 、数詞

身の回りの物について話す 動詞の活用 、基本単語 身の回りの物

家族について話す 所有形容詞、基本単語 家族に関する語、職業

家族について話す 数詞 、否定の

家族について話す 疑問形容詞 、形容詞 人物の特徴

好きな物事について話す 部分冠詞、動詞の活用

食事について話す 指示形容詞、不規則動詞の活用

旅行について話す 不規則動詞の活用 、近接未来

天候について話す 非人称構文、時間の表現

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験の回数は 回とする。その他は、授業態度により評価する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前に各課の単語の意味を調べておく。復習としてテキストの音声を繰り返し聴くこと。各々 分程度。

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：・ カードリーダーでの出欠確認は用いていません。

注意事項
遅刻 回で欠席 回とする。

非常勤講師のため普段は学内にいません。用事がある場合は講義の前後に申し出てください。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 『私だけのフランス語ノート 』 釣馨、武内英公子

著

朝日出版社 年、 ＋税

参考書 必要に応じて授業中に指示します。
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

ロシア語 演習 年 前期 選択必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 山口 和彦 （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

ロシア語の基本的な文法を学び 簡単なロシア語表現でコミュニケーションができるよう 「聞く」・「読む」・「話す」・「書く」能力の習得を目指す。

【到達目標】

基本的な表現が聞き取れる 単純な文を読んで理解できる 簡単な語句を使って話ができる 初歩的な応答ができる 簡単な文章が書ける

【授業の概要および学修上の助言】

【非常勤講師】鈴木理奈 英語

授業では言語の体系的特質だけでなく その背景にある文化や風習などにも触れ 幅広く学べる場としたい。使用教科書以外に補強教材としてプリントを随時

配布し 基本文法の理解の充実を図る。また 練習問題や簡単なテキスト読解により 応用力を養成したい。外国語の習得には継続的な練習が欠かせない為 授

業の積極的な参加や意欲的な取り組みを望む。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

ロシア語について ロシア語学習への導入 鈴木理奈 英語 非常勤

文字と発音 アルファベット 文字に形からアプローチする

文字と発音 文字に音からアプローチする 挨拶

簡単な平叙文 否定文 疑問文 「○○は△△です」 「○○は△△ではない」 「○○は△△ですか」 人称代名詞

名詞の性 名詞の複数形 男性・女性・中性名詞 名詞の複数形

所有代名詞 指示代名詞 所有代名詞「私の」など 指示代名詞「この」の用法

形容詞 形容詞の用法

動詞 動詞の第 変化・第 変化

ся動詞 前置詞と前置格 ся動詞 前置詞 名詞の前置格 場所の表現 ～について 人称代名詞の前置格

対格 名詞の対格 直接目的 人称代名詞の対格

対格 運動の動詞 名詞の対格 行き先の表現

生格 名詞の生格 所有 所属 否定 人称代名詞の生格

与格 名詞の与格 間接目的 人称代名詞の与格 動詞の命令形

造格 名詞の造格 手段 前置詞с), 人称代名詞の造格

総まとめ

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

定期試験のほか 小テスト その他 授業態度 出席状況 を考慮して評価する。

再試験の回数は 回とする。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習： 教科書の新出単語および本文に目を通しておくこと 復習： 既習の語彙や文法事項を確認し覚えるようにするこ

と

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：※ カードリーダーでの出欠確認は英語関連科目では用いていません。

注意事項 非常勤講師のため普段は学内にいません。質問がある場合は講義の前後に申し出てください。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 ニューエクスプレスプラスロシア語 黒田龍之介 白水社 年 円

参考書 「パスポート初級露和辞典」 米重文樹編 ウラ

ジーミル・タヴリ

ーノフ協力

白水社 年 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

中国語 演習 年 前期 選択必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 山口 和彦 （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

初級中国語の入門段階として、中国語の基本的な文法を学び 簡単な中国語表現でコミュニケーションができるよう 「聞く」・「読む」・「話す」・「書く」能

力の習得を目指す。 正しい発音ができる ピンインの読み書きができる 基本的な文法を説明できる 簡単な日常会話ができる。また、ある程度の

量の語彙を身につけ、読解やヒアリングの訓練も合わせて行い、総合的な中国語の言語能力の基礎を作る事を目標とします。また、中国語の学習を通じて、

異文化を理解し、国際交流に貢献できる人材を養成する。

【授業の概要および学修上の助言】

【非常勤講師】大沼尚子 中国語

前半 回のテーマ： 正確な発音＋一定量の語彙＋基本文型 の習得 初めの発音編では、正確な発音を目指して反復練習します。次に、発音と同時に、イ

ントネーションやリズムを先生にまねて何度も口にし、まずは発音としての中国語になじみます。

後半 回のテーマ： 一定量の語彙と基本文型のさらなる補強 基本的に前半 回の学習方法を継続します。しかし、前半よりさらに発展させ、簡単でか

つ自然な中国語日常表現を身につけさせ、その状況を自ら中国語で言ってみる回数を多くしていきます。

間違いを気にすることなく、ともかく中国語をお互いに積極的に言ってみる、それを楽しめるような授業展開をしていきます。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

第 回 中国語とは・発音 基本母音・声調・子音

第 回 発音 音節の構造・複母音・鼻母音

第 回 発音 子音 無気音と有気音

第 回 発音 子音

第 回 パーティーで 是・的・ などの用法

第 回 喫茶店で 動詞述語文・疑問詞疑問文・選択疑問文

第 回 昼休み 年月日・曜日の言い方・時刻の言い方・連動文

第 回 中間試験 大沼尚子 英語 非常勤

第 回 倶楽部かジムで 動詞“在”・動詞“有”・年齢の言い方

第 回 キャンパスで 形容詞述語文・助動詞“想”・時間量の言い方

第 回 街角で 動詞“有”・方位詞・前置詞

第 回 パソコンの前で 動詞の進行と状態の持続・助動詞“会”・助詞

第 回 観光地の店で 量詞・助動詞“能”“可以”・前置詞“在”

第 回 問答練習

第 回 総復習

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

その他は、授業態度、出席状況により評価します。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：テキスト付属の を聞いてくる。教科書を読んでみてわからない単語を調べていく。説明が載っている文法の部分

を読んでいく。

復習：その日の授業で習ったところを意味をよく考えながら音読しよう。ノートを見直そう。また、先生に積極的に質問し

ていこう。小テストや定期考査前には、再度、復習する必要があるので取り組もう。

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：※ カードリーダーでの出欠確認は英語関連科目では用いていません。

注意事項 非常勤講師のため普段は学内にいません。用事がある場合は講義の前後に申し出てください。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 『楽々学習・初級中国語 課』 陳 淑梅・胡 興

智 著

同学社 年 月 日定価

＋税

― 68 ―



 

参考書 『 ？にこたえる初めての中国語の文法書』 相原茂・石田知

子・戸沼市子 著

同学社 年 月定価

円＋税

  

  

― 69 ―



 

科 目 名 科目区分 学年及び単位数

スポーツと健康 講義 年 後期 選択必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 寺本 篤史 （整形外科学講座、スポーツ医学センター）

【授業科目の学修教育目標】

・基本概念 国民健康づくり運動、生活習慣病とリスクファクター、健康寿命の延伸と生活の質 向上、行動変容、健康づくり支援の

ための環境整備等 を説明できる。

・身体活動、運動を説明できる。

・喫煙 状況、有害性、受動喫煙防止、禁煙支援 、飲酒 状況、有害性、アルコール依存症からの回復支援 を説明できる。

・ライフステージに応じた健康管理と環境・生活習慣改善 環境レベル、知識レベル、行動レベルと行動変容 を説明できる。

・健康 健康の定義 、障害と疾病の概念と社会環境 機能障害、活動制限、参加制約、生活の質 、ノーマライゼーション、バリアフリー、ユニバーサル

デザイン等 を説明できる。

・社会構造 家族、コミュニティ、地域社会、国際化 と健康・疾病との関係 健康の社会的決定要因 を概説できる。

・仕事と健康、環境と適応、生体環境系、病因と保健行動、環境基準と環境影響評価、公害と環境保全が健康と生活に与える影響を概説できる。

・各ライフステージの健康問題 母子保健、学校保健、産業保健、成人・高齢者保健 を説明できる。

・スポーツ医学を説明できる。

・骨・軟骨・関節・靱帯の構成と機能を説明できる。

・脊柱の構成と機能を説明できる。

・四肢・脊椎外傷の診断と初期治療を説明できる。

・関節の脱臼、靱帯損傷の定義、重症度分類、診断と治療を説明できる。

・心臓の構造と分布する血管・神経、冠動脈の特長とその分布域を説明できる。

・運動器疾患のリハビリテーションを概説できる。

・呼吸筋と呼吸運動の機序を説明できる。

・性周期発現と排卵の機序を説明できる。

・月経異常・無月経を説明できる。

・歩行障害・転倒の評価、鑑別診断を行い、原因に応じた転倒予防・リハビリテーションを説明できる。

・疾患の病態や疫学を理解する。

・女性の健康問題に関する理解を深める。

【授業の概要および学修上の助言】

運動・スポーツ生理学に関する話題、健康づくりと身体運動の関係について学習する。さらに、健康づくりにおける運動の重要性について、心機能、呼吸機

能との関係から学ぶ。女性におけるスポーツの重要性や運動器の障害についての予防と対応も学ぶ。本講義の内容は担当教員が独自に組み立てたものである。

したがって、講義をよく聞き、配布資料を参考に学習、理解されることを望む。また、スポーツ医学センターの教員によって臨床に関連した講義を行い、自

らの健康づくりのみならず、周囲の人々のスポーツ活動についても興味を深めてもらう。

非常勤講師：寺本瑞絵 東日本札幌病院 、尚和里子 法人ふまねっと

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

スポーツ医学総論 オリエンテーション、スポーツ活動に伴う障害とその対応 寺本篤史 整形、スポ

ーツ医セ

老化と介護予防 歩行機能改善のためのふまねっと運動の新理論と導入方法 尚和里子 公衆 非常勤

運動と心機能 スポーツ活動が心臓機能に与える影響 橋本暁佳 循環内、ス

ポーツ医セ

呼吸と運動 呼吸機能や喫煙が及ぼす運動能力への影響 千葉弘文 呼吸内、ス

ポーツ医セ

女性とスポーツ 女性の身体的特徴とスポーツとの関係 寺本瑞絵 産婦、スポ

ーツ医セ

非常勤

スポーツ医学概論 スポーツ医学活動における健康維持からトップアスリートサポートまで 渡邉耕太 理学 、ス

ポーツ医セ
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運動学の基本 筋骨格系の構造特性と機能特性 谷口圭吾 理学

スポーツ医学総論 スポーツ外傷障害の予防 身体操作からみた安全なスポーツ動作 片寄正樹 理学 、ス

ポーツ医セ

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

本講義の内容は担当教員が独自に組み立てたものである。したがって、授業に出て、よく聞くことが大切である。出席の状

況も評価に加味する。

再評価は行わない。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

特別な事前学習の必要はない。授業での説明をよく聞き、配布資料を利用し、よく復習すること。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：学生サポートシステム

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書、参考書は特に指定しない。毎回、テーマに応じた資料を

配布する。
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

情報科学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 大柳 俊夫 （医療人育成センター教養教育研究部門 数学・情報科学 ）

【授業科目の学修教育目標】

・コンピュータシステムの構成要素と動作原理を理解し、コンピュータの限界を説明できる。

・コンピュータ内部での情報の取り扱いについて理解できる。

・ネットワークの動作原理を理解し、パソコンやスマートフォンの設定ができる。

・日常的に直面するさまざまな“トラブル”の予防や対応方法を理解し、実践できる。

・データベースの動作原理を理解し、データベースの構築や利用ができる。

・コンピュータシステムの医療分野への応用について説明できる。

・情報セキュリティについて理解し、自分のパソコンやスマートフォンのセキュリティを保つことができる。

【授業の概要および学修上の助言】

本講義では、コンピュータシステムとネットワークの基本について学習する。基本を正しく理解することとで、コンピュータやネットワークを安全に利用で

きるようになり、またトラブル発生時にも適切な対処ができるようになる。講義終了後は、講義のノートやビデオを公開するので、復習に役立てて欲しいと

思う。また、コンピュータシステムやネットワークに関して分からないことがあれば対応するので、分からないことを放置しないで、 つずつ解決して、情

報リテラシーを高めて欲しいと思う。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

情報科学概論 ガイダンス、情報科学とはどのような学問か 大柳俊夫 数学・情報

コンピュータの誕生から現在まで コンピュータの誕生からネットワーク社会：第一世代から第四世代のコンピュータ、

利用形態

大柳俊夫 数学・情報

コンピュータシステム コンピュータシステムの構成 大柳俊夫 数学・情報

ハードウェア ハードウェアの構成要素と関係、情報量の単位 大柳俊夫 数学・情報

ソフトウェア ソフトウェアの分類、オペラーティングシステムの役割・機能 大柳俊夫 数学・情報

コンピュータシステムの動作と情報

表現

コンピュータシステムの動作、数値データの表現 大柳俊夫 数学・情報

情報表現 文字データ、画像データの表現 大柳俊夫 数学・情報

情報表現 音データの表現、アプリケーション固有のファイル形式と ファイル 大柳俊夫 数学・情報

通信、インターネットの構成と仕組み 通信とは、 と 、インターネットの利用 大柳俊夫 数学・情報

プロトコル プロトコルとは、 アドレス、 大柳俊夫 数学・情報

電子メールのプロトコル 、 、 大柳俊夫 数学・情報

サービス： サイトの構築、ワンクリック詐欺の仕組み 大柳俊夫 数学・情報

情報セキュリティ 情報セキュリティとその対策 大柳俊夫 数学・情報

情報セキュリティ 、アプリケーシ

ョン開発

情報セキュリティ技術、アプリケーション開発 大柳俊夫 数学・情報

データベース、電子カルテほか データベース 概要 、日本の電子カルテを含む医療における情報化の取り組み 大柳俊夫 数学・情報

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験は 回実施する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前：授業は、学習内容に記載された順に進めますので、教科書等で記載内容について予習しておくこと。

事後：授業後に、講義ノートと講義ビデオを公開しますので、理解できなかった内容については講義ノート、ビデオ、教科

書等で復習しておくこと。

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー ○ 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：基本的に固定式 で出席を取るが、必要に応じて、授業中に行う演習への回答、点呼または出席カードで確認

を行う

注意事項 出席の不正行為は絶対に行わないこと。また、授業中の出入りは原則禁止である。出席の不正行為ならび授業中のに出入り
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が行われた場合は、着席位置を指定して授業を行う可能性がある。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 コンピュータ概論 情報システム入門 第 版 魚田 勝臣他 共立出版 ・ 円 税別
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

行動科学実習 実習 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

講師 加藤 有一 （医療人育成センター教養教育研究部門 心理学 ）

【授業科目の学修教育目標】

統計パッケージを利用し、課題を解決する具体的な方法を自身で選択・解決できる。

実験・実習の内容を決められた様式に従って文書の作成ができる。

質問紙の作成方法を理解し、パーソナリティの類型と特性を概説できる。

人の行動やパーソナリティに関わるストレッサーとその健康への影響を体験し、行動科学・医学に基づくストレス対処法を理解できる。

【授業の概要および学修上の助言】

情報処理、統計に関わる講義は、コンピュータ室で実際にパソコンを使用しながら行います。パソコン操作・本学ネットワークの理解を深めた上で、科学研

究に必須となる情報処理・統計手法を学びます。この際、表計算ソフト や統計パッケージを実際に使いながら学習することになります。パソコン作業

に慣れていない学生は、予習・復習を含めた自己学習が欠かせません。

行動医学実習では、さまざまな心理テストや医療検査を実践します。心理テストには 性格検査 食習慣などの生活習慣の測定も含まれ 質問紙心理検査法の

科学性 信頼性と妥当性 や心理尺度の構成法などの基本的な理解を深めてもらいます。さらに 前半で培われた知識・スキルを用いて、得られた心理・生理学

的データを的確に整理するための統計的手法を実践します。心理学や医療行動科学の講義で理解した心理学的ものの見方・研究方法の理解を深めるとともに、

実証的・科学的研究態度を養うことを目指します。

この実習は、自分の心身健康を客観的に知る機会ともなります。これを通して、自身の”健康”の理解とともに、将来の健康教育・健康支援に役立ててほ

しいと思います。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

ガイダンス

文書作成・表計算ソフトの操作

実習全体の目的および学習内容の説明

・ の基本操作

加藤有一 心理学

統計パッケージの操作 統計パッケージの基本操作 加藤有一 心理学

表計算・統計ソフトの操作 統計パッケージ等を使った生物標本のデータ処理法 加藤有一 心理学

記述統計学、クロス集計表 データの記述、クロス集計表作成 カイ 乗検定 加藤有一 心理学

検定と一元配置分散分析 平均値の差の検定 群間の対応あり なしを含む 一元は一分数分析と多重比較 加藤有一 心理学

回帰・相関分析 相関 偏相関 単回帰 重回帰分析 加藤有一 心理学

行動医学実験実習 性格検査 質問紙法による性格特性の査定と解釈の方法とパーソナリティの類型・特性の理解 加藤有一 心理学

行動医学実験実習 心理・生理測定 実験計画の策定と医療機器の使い方の説明 加藤有一 心理学

行動医学実験実習 心理・生理測定 ストレッサーとその健康への影響の理解 加藤有一 心理学

行動医学実験の統計分析 統計ソフトによるデータ解析実践 加藤有一 心理学

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

実習レポートでは情報処理・統計パッケージの利用が必要となる。従って 各回の学習内容に不安がある学生は 小テストお

よび実習レポートの到達基準に達するよう事前・事後に自己学習すること。特に パソコンの基本操作 および統計学の基本

的知識については 事前学習が必要不可欠となる。

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：実習なので欠席はできない。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 配布資料

参考書 バイオサイエンスの統計学－正しく活用するための実践理論 市原清志 南江堂 年・ 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医学史 演習 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 渡邊 智 （法医学講座）

【授業科目の学修教育目標】

これまでの医学の発展の歴史を通して、医療倫理、医療哲学、医療文化を理解し、医学史上の自分の位置を知り、今後の医学・医療のあり方を学ぶ。

到達目標

医学がどのようなことに挑戦してきたか 医の倫理、科学としての医学 を理解できる

過去の歴史と現在の自分との関係から今後の医学・医療を考えることができる

【授業の概要および学修上の助言】

オリエンテーション：グループ分け ～ 人； から まで 、課題提示と選択

資料の作成とプレゼンテーション技法について

医学史に関する本を読む。指定教科書のうち少なくとも 冊を通読 必須 する

医学史上の重要人物についてグループで調べ発表する

その人物、背景とテーマ 業績 、現代の医学との関係を調べる。

〇発表方法：レジュメ＋パワーポイント、 寸劇 〇発表後の質疑応答

レポートを提出する 毎回

・発表を聞いて生じた疑問 質疑応答の中で積極的に質問する

・医学史的な感想 学んだ内容、現在の自分、そして今後の医療と医学の考察

・発表の評価 グループのプレゼンテーションとレジュメ、質疑応答の対応を評価

受験に際して歴史を勉強した人もしなかった人も、歴史とは何か、歴史を学ぶことの意義を考えてみてください 歴史哲学 。この授業での指定教科書を通

読するだけで、医学の歴史哲学はおおよそ理解できると思います。加えて、医学史をよりよく理解するためには、医学以外のテーマの歴史について視野を広

げておく必要があります。高校の教科書を持っていたら、是非もう一度開いてみましょう。図書館や書店で、自分にとって、「いいな」と思える本を見つけ読

んでみてください

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

オリエンテーション

医学史概観

プレゼンテーション技法

オリエンテーション

グループ分け

プレゼンテーション技法

外科の歴史【モデル発表】

渡邊 智 法医

発表 ギリシャ医学

ローマ医学

ルネッサンス

血液循環の発見

実験医学

予防接種

細菌学

線の発見

日本の医学史 杉田玄白、華岡青洲、高木兼寛

自由課題：調べてみたい事象と人物

＊発表課題により学習内容は異なる

渡邊 智 法医

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

成果発表：教員による評価＋学生による評価 グループへ評価

毎回のミニレポートと出席状況 個人評価

指定教科書の通読 評価対象条件
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自己学修 事前・事後 の

内容と分量

－ 人のグループで グループ

分担作業と共同作業 グループ全員が集まる機会を多く持つこと

資料：教科書、参考文献等 引用元を明記すること、ネット情報は 表記

発表資料作成では、必要に応じて、指導教員のアドバイスをうけること

レジュメ 用紙 枚以内 内容は評価の対象となります

必須事項：タイトル、発表年月日、グループ名、グループ構成員の学生番号と氏名、内容

パワーポイント発表＋質疑応答 分以内 、レポート 分程度

出席確認方法 

〇 固定式 カードリーダー 出席カード 〇 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項： 固定 カードもしくは期限内の授業資料入手

ミニレポート 授業終了時回収 の提出

と どちらもそろって出席とします

注意事項 以下の指定教科書の少なくとも 冊を必ず通読すること

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 医学の歴史 小川鼎三 中央公論社

教科書 学術文庫 医学の歴史 梶田 昭 講談社
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医学入門セミナー 講義 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

医学部長 齋藤 豪 （産婦人科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

本学のすべての講座、研究室の代表者による先端医学の紹介を行います。医学の最先端でどのようなことが課題になっているか、それらの解決のためどの

ような取り組みが行われているか、また、医師として多様なキャリアがあることを学ぶことを目標としています。

【授業の概要および学修上の助言】

回の講義 分間 で 名の医学部医学科教員が 分ずつ講義を行い、医学研究と医療の最前線を分かりやすく解説する。学生は、どのような研究課題が

研究者に注目されているか、それらの課題はなぜ注目され、研究されているかについて理解すること。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

（火）

授業開始前までに別途通知する。

（月）

（金）

（金）

（木）

（火）

（木）

（火）

（水）

（木）

（水）

（水）

（水）

（火）

（木）

（水）

（金）

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験は 回（レポート課題）とする。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前学習としては、各講義のテーマについて自分の知識を整理しておくこと。事後学習としては、講義によって新たに得

ることができた問題意識を整理してレポートとしてまとめ、提出すること。

出席確認方法 
固定式 カードリーダー ○ 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 単なる感想文はレポートとして評価されない。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 担当教員の指示による。

参考書 セミナー中に随時紹介する。
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

新入生チュートリアル 演習 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 鵜飼 渉 （医療人育成センター統合 部門）

【授業科目の学修教育目標】

医師は生涯にわたり最新の医学知識と技能を習得し続けることが求められる。従って、医学部生のうちに能動的な学習態度を修得するとともに、自ら問題点

を発見し、学生同士で解決できる能力を身につける必要がある。新入生チュートリアルでは、チューター 教員 とともに少人数のグループ学習を行い、以下

の様な到達目標を設定する。

事例シナリオを通して、問題点を自ら見出すことができる。

学習課題を立て、医学を含むさまざまな知識を自発的に学ぶことができる。

科学的根拠に基づいた論理的思考により、問題を解決することができる。

コミュニケーション能力、積極性、および責任を発揮できる態度と技量を身につける。

自分の考えを分かり易く簡潔に伝え、また相手の意見を尊重・傾聴することができる。

他の学生と協調し、互いの学習に貢献し合う 教え合う ことができる。

【授業の概要および学修上の助言】

新入生チュートリアル授業は、 名の学生からなる小グループにチューターと呼ばれる担当教員 名が同席して行われる。教員が講義をする授業とは

異なり、 形式によるグループ学習が行われ、症例シナリオが提示されて行われる第 学年の チュートリアル授業の入門的

要素がある。事例シナリオより問題を抽出し、その問題点を手がかりに学習を進めていき、最終的にはその解決方法を学生自身が見出していく。チューター

はファシリテータ 学習支援者 の役割を果たし、学生は、必要なときにチューターのサポートを受ける。

チュートリアル授業 クールには、毎週 回の計 回 各 分 のコアタイムがあり 回のコアタイムにつき、連続した 講分の自己学習時間が与えられ

る。コアタイムでは、チューターがサポートの上でグループ討論を行う。各クールの 、 回目のコアタイムで抽出された問題点は、自己学習時間を利用して

調査を実施し、次のコアタイム前に調査レポートとしてチューターに提出する。各クール終了後、 週間以内にシナリオ全体を考察した総合レポートを授業

コーディネーターに提出する。各クールで、調査レポートを 回、総合レポートを 回提出することとなる。

自己学習時間は、コアタイムで抽出された問題点の個別調査やグループ調査に使う。自己学習時間は休みではないことに留意すること。学生、チューター

のグループ構成はクール毎に変更する。シナリオのテーマは医療に関するものを中心に準備される。

シナリオのテーマ例

・高齢者の要介護を防ぐ、フレイルとサルコペニアを理解しよう

・がん医療～基本から先端医療まで

・地域医療問題の解決策、北海道地域医療の中での医師の役割と関わり

・医療安全確保の重要性と、その方策

・人工知能と医学、医療分野におけるロボットの活用

・先端医療 細胞とは、 細胞を利用した治療、 細胞を利用した治療における問題点

・医療に関する時事問題 社会福祉政策、社会福祉における問題点と解決策

・遺伝子診断 出生前診断・発症前診断

・ゲノム医療

・医療と個人情報

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

オリエンテーション チュートリアル形式の学習を理解する。 鵜飼渉 統合 部

門

～ チュートリアル 第 クール 課題シート を用いた学習 医療人育成セ

ンター教員、

他

医療人育成

センター、

医学部

～ チュートリアル 第 クール 課題シート を用いた学習 医療人育成セ

ンター教員、

他

医療人育成

センター、

医学部

評価方法 
試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計
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備 考

レポート点を ％、その他 コアタイム時の討論へのコミット具合や意見の質を総合的に評価する を ％として評価する。

欠席した場合、欠席した回のコアタイム点が 点となる。遅刻した場合もコアタイム点が減点となる。不合格者 点未満

には難度の高い内容のレポート 大学教養レベルの専門書、または英字原著論文の要約など を課す。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

グループで出された課題について、図書館等を利用して自己学習することは大変重要である。自分の学習内容を人に伝える

ことを意識した事前準備も必要である。また、グループの他の学生の発表に耳を傾け、事後の自身の学習に生かすことも意

識しておく必要がある。

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 ○ その他（

補足事項：グループの担当教員・チューターがチェックする。

注意事項 欠席、遅刻、レポートの未提出、レポートの提出遅れは評価が減点になるので、注意すること。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

初年次セミナー 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 杉村 政樹 （医療人育成センター 教育開発研究部門）

【授業科目の学修教育目標】

医療人として生涯学び続けるために必要な基礎的コミュニケーションスキルを学習主題とし、その知識および態度を修得する。

社会人として求められる基本的コミュニケーション

医療職として求められる基本的コミュニケーション

様々な背景を有する人とのコミュニケーション

他者と関わりながら学ぶために必要な対話力

その他、正課外での取り組みとして、基本的なライティング技術、医師として具有すべきリーダーシップ力、成人学習理論について、オンデマンド教材を用

いた自己学習を求める。

【授業の概要および学修上の助言】

適切に情報を入手し理解すること、そして、文書を作成することや他者と円滑にコミュニケーションをとることは、講義や演習のほか、臨床実習においても

非常に重要な能力である。本講義では、こうした能力を高めるための基本的な知識と技術を身に付ける。とくに、医療系の学生は「生涯学び続ける能力」が

求められている。授業では、事前学修を前提に講義を行い、主体的・能動的に学ぶスキルの修得を目指す。

該当する医学教育モデル・コア・カリキュラム 改訂版 ： 課題探求・解決能力、 学修の在り方、 コミュニケーション、 生

涯学習への準備

非常勤講師 予定

神谷奈保子 本学客員教授 、中谷薫 北海道札幌視覚支援学校 、若浜ひろ子・藤井義子 札幌市視覚障害者福祉協会

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

オリエンテーション

コミュニケーション概説

医療職におけるコミュニケーションとは？ 杉村政樹 教育開発

医療面接概説・演習 医療面接とは？患者 医師関係について考えよう 杉村政樹 教育開発

視覚障がい者とのコミュニケーショ

ン

視覚障がい者の生活とコミュニケーション 中谷薫

杉村政樹

教育開発 非常勤

映画を用いたコミュニケーション演

習

映画鑑賞：「医療」を題材とした映画を用いて、様々なコミュニケーションを学ぶ ア

サーション・異文化

神谷奈保子

杉村政樹

客員教授 非常勤

視覚障がい者の生活とコミュニケー

ション

視覚障がい者とのコミュニケーション演習＜反転授業形式＞ 中谷薫

杉村政樹

教育開発 非常勤

映画を用いたコミュニケーション演

習

演習：課題を的確に表現する「構成力」について考える＜反転授業形式＞ 神谷奈保子

杉村政樹

客員教授 非常勤

聴覚障がいとコミュニケーション 聴覚障がい者の生活とコミュニケーション 若浜ひろ子

藤井義子

杉村政樹

教育開発 非常勤

視覚障がいとコミュニケーション

・総括

視覚障がい者の生活とコミュニケーション演習 若浜ひろ子

藤井義子

杉村政樹

教育開発 非常勤

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

レポート：提出レポートの他に、授業で記載するワークシートが含まれる。

その他：本授業では事前・事後課題の取り組み、質問や発言の積極性、態度が重視される。
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自己学修 事前・事後 の

内容と分量

多くの回において、授業外に行う事前学修・事後学修を指示する 詳細はオリエンテーション時に提示 。事前学修と事後学

修を合わせて、 分程度かかると想定される。面接 対面 授業では、事前学修を終えている前提で進むので、事前学修を

行っていない場合、授業についてゆくことが困難となるので注意すること。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 ○ その他（ ワークシートなど

補足事項： カードによる出席、指示された提出物の提出によって出席とみなす。

注意事項
・事前学習・事後学修を中心とした授業となるため、主体性・能動性が求められる。

・学習の主題・内容・方法、事前学習・事後学習は、学習の進捗状況、受講生の関心に応じて変更することがある。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 歳からの「大人の学び」基礎講座 向後千春 北大路書房

参考書 字の法則 伝わる文章を書く技術 向後千春 永岡書店

参考書 ヘルスコミュニケーション入門 石川ひろの 大修館書店

参考書 大学 年生のための 伝わるレポートの書き方 都筑学 有斐閣

参考書 話を聞かない医師 思いが言えない患者 磯部光章 集英社新書

参考書 医師と患者のコミュニケーション論 里見清一 新潮新書
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医学概論・医療総論１ 実習 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 久野 篤史 （薬理学講座）

【授業科目の学修教育目標】

本科目の学修到達目標 コンピテンシー は以下の通りである。

患者中心の視点、すなわち、治療等において患者及びその家族の背景を考慮しつつ、医療倫理を遵守し、医療が実施されなければならないことを説明で

きる。

社会における医療の多様性に関し、医療機関以外で行われている「医療」について列挙できる。

人々が生活する中で、病気あるいは健康がどのようにとらえられているかを概説できる。

科目の実習・講義を通して、根拠に基づいた自己の意見をもち発表するとともに討論で議論することができる。

【授業の概要および学修上の助言】

【授業の概要】

導入講義

・導入として、臨床医やコメディカルに求められる多角的能力の理解を促し、学ぶべき視点を明らかにする。

・死生観に関する特別講義 生命倫理・終末期医療 を通して、生命の尊厳について学ぶ。

・導入講義を通して、いわゆる「攻めの医療」のみならず、「守りの医療」を理解する。

刑務所見学

・犯罪や貧困の関連性 連鎖 を理解し、医療 医療者 の関わりを学ぶ。

・札幌刑務所における矯正医官の仕事を理解する。

特別講義

・医療者として関わる性暴力や性犯罪について学ぶ。

・医療者として関わる差別や偏見について それらが起こる背景を理解し、医療 医療者 の関わりを学ぶ。

・講義で得た知識を基に、グループディスカッションを行い、その内容を発表する。

【特別講師】

柴田岳三 緩和ケアクリニック・恵庭 、堀本江美 苗穂レディスクリニック 、他

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

心構え プロフェッショナリズム・専門職としての心構え 未定 未定

死生観に関する特別講義① 産婦人科からの講義 出産：生命の誕生 齋藤豪

杉村政樹

産婦

死生観に関する特別講義② 在宅医療・在宅ホスピス 柴田岳三 薬理 非常勤

刑務所見学ガイダンス 札幌刑務所見学のオリエンテーション

犯罪と貧困の基本的な考え方と医療の役割

久野篤史 他 薬理

刑務所見学 札幌刑務所見学と矯正医官の仕事

グループに分け、 回に分けて見学実習を行う

久野篤史 他 薬理

性暴力や性犯罪に関する特別講義

①,②

医療者として関わる性暴力や性犯罪について、医療 医療者 の役割を考える。 堀本江美 他 薬理 非常勤

差別や偏見に関する特別講義① 医療者として関わる差別や偏見について、医療 医療者 の役割を考える。 船木祝 哲学・倫理

差別や偏見に関する特別講義② 医療者として関わる差別や偏見について、医療 医療者 の役割を考える。 未定 薬理 非常勤

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

回の特別講義と刑務所見学事前講義を含む刑務所見学の計 回において、それぞれレポートを課し、 回分を ％で評価

する。レポートは、必ず提出期限を厳守すること。提出期限を過ぎたレポートは、一切受け付けない。刑務所見学の出席点

を ％、性暴力に関する特別講義で行う予定であるグループワークを ％として評価する。評価点の合計が、 ％以上を
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合格とする。この場合、 以上を優、 ％以上を良、 ％以上を可と分類し、 ％未満を不可とする。不合格の学生に対

しては、レポート総点 ％に対し、追加でレポート課題を課す。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

・各講義におけるテーマを良く理解し、自分自身の意見をしっかり持つ。また自身の意見は簡潔にわかりやすく伝えられる

ようにし、かつ文章にまとめておくこと。

・実習において体験したことや学んだことを振り返り文章にまとめ、明確にしておくこと。

出席確認方法 
〇 固定式 カードリーダー 出席カード 〇 小テスト・レポート

〇 移動式 カードリーダー 〇 点呼 その他（

補足事項：固定式・移動式 カードで出席の確認を行う

注意事項 レポートの提出期限を厳守すること 提出期限を過ぎたレポートは、一切受け付けない

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 臨床現場に臨む哲学 清水哲郎 勁草書房 第 刷

参考書 医療・介護のための死生学入門 清水哲郎・会田薫

子

東京大学出版会
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

地域医療合同セミナー１ 演習 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

助教 磯山 響子 （医療人育成センター教育開発研究部門）

【授業科目の学修教育目標】

北海道の地域性、地域に暮らす住民の生活を理解し、地域医療に必要な基本的な知識を獲得する

①北海道地域の人口構造と地域を支える産業構造を説明できる

②地域の特徴を踏まえ、医療・福祉の関連を説明できる

パートナーシップを形成する基本的態度を身につける

①自己と他者を客観的に理解することができる

②基本的信頼関係を構築できる態度をとることができる

③基本的なコミュニケーション技能を身につけ、良好なコミュニケーションが取れる

グローバルな視点を身に着ける

①世界の地域医療の現状と課題を理解し、説明できる

②世界事情に照らし合わせて、北海道の地域医療の特徴・課題を考え、説明できる

【授業の概要および学修上の助言】

本科目は、保健医療学部との合同カリキュラムである。地域医療を展開する上で必要となる基本的な知識と、パートナーシップを形成する基本的態度を獲得

し、北海道が抱える保健医療課題への理解を深める。また、講義、演習、地域医療基礎実習を通じて、地域における多職種連携と地域住民との双方向コミュ

ニケーションを実践的に学ぶ。学生同士や、地域保健医療スタッフおよび住民との関わりを通して、地域の特性や背景、健康課題について関心を持ち、深い

理解を得ること、他者の受容と共感的態度を身につけることを目標とする。本科目は 学年時の必修科目「地域医療合同セミナー 」につながる。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

オリエンテーション コースオリエンテーションとイントロダクション、北海道の地理的特徴と地域医療概

論

磯山響子 教育開発研

究部門

北海道地域のくらし 実習で関わる北海道地域の生活等に関する基礎知識 磯山響子 教育開発研

究部門

北海道地域医療概論 北海道地域医療概論 北海道地域医療 道東 の特徴、地域の医療政策につい 川本雅樹 市立根室病

院

非常勤

他者と関わる技法、チームワーク 他者と関わる技法、チームワーク 他者と関わる技法、チームワークについて演習を

通して学ぶ

磯山響子 教育開発研

究部門

世界の地域医療事情と多職種連携概

論

世界の地域医療事情と多職種連携概論 特に多くの地域医療課題を抱える国の事情と

多職種連携と実践について

淺井悌 利尻島国保

中央病院

非常勤

地域滞在実習準備 地域滞在実習準備 地域滞在実習で訪れる地域について事前に様々な観点から調べ、

実習の目標を考える

オンライン実習の場合 地域介入研究紹介

磯山響子 教育開発研

究部門

地域滞在実習 地域滞在実習

オンライン実習の場合 オンラインでのグループワーク等オリエンテーション

引率担当教員 医学部、保

健医療学

部、医療人

育成センタ

ー

地域滞在実習 地域滞在実習

オンライン実習の場合 北海道の地域医療について、学習進捗調査①

引率担当教員 医学部、保

健医療学

部、医療人

育成センタ

ー

地域滞在実習 地域滞在実習

オンライン実習の場合 北海道の地域医療について、学習進捗調査②

引率担当教員 医学部、保

健医療学

部、医療人

育成センタ
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ー

地域滞在実習 地域滞在実習

オンライン実習の場合 医療・福祉における多職種連携について

引率担当教員 医学部、保

健医療学

部、医療人

育成センタ

ー

実習振返り 実習振返り

オンライン実習の場合 地域の健康課題に対する取組み事例

磯山響子 教育開発研

究部門

多職種連携と実践 事例による多職種連携理解 岩永輝明 医療法人社

団一視同仁

会札樽・す

がた医院

地域医療介

護連携室

兼 リハビ

リテーョン

部

外部講師

報告会準備 報告会準備

オンライン実習の場合 地域保健医療スタッフへのインタビュー①

磯山響子 教育開発研

究部門

報告会 報告会

オンライン実習の場合 地域保健医療スタッフへのインタビュー②

引率担当教員 医学部、保

健医療学

部、医療人

育成センタ

ー

報告会 報告会

オンライン実習の場合 インタビュー総括

引率担当教員 医学部、保

健医療学

部、医療人

育成センタ

ー

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

地域滞在実習の記録は個人レポート提出、オンライン実習の場合もレポートがある。

「その他」は、毎回の講義および実習に取り組む姿勢・態度で評価する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前・事後学習については、各講義の前後にて指示を出すことがある

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー ○ 出席カード ○ 小テスト・レポート

○ 移動式 カードリーダー 点呼 ○ その他（

補足事項：学生サポートシステムを用いて連絡する機会があるので、確実に を受け取れるように設定しておくこと

グループワークの際、座席を指定する場合がある

注意事項

医学部は必修科目、保健医療学部は選択科目

実習を行う場合、受入れ人数上限があるため人数制限がある；実習に行かない学生は グループに入る

その他の社会状況により、実習がオンライン形式での実施となる場合がある。その際は学習内容欄下段の「オン

ライン実習の場合」の内容を参照すること。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 国試・改訂コアカリ対応 地域医療学入門 日本医学教育学会

地域医療教育委員

会・全国地域医療

診断と治療社 年・ 円
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教育協議会 合同

編集委員会 監

修

参考書 を学ぶ：利用者中心の保健医療福祉連携 埼 玉 県 立 大 学

編

中央法規出版 年・ 円

参考書 国際保健医療学 日本国際保健医療

学会 著

杏林書院 年・ 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医療行動科学１ 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 
 

講師 

大西 浩文

加藤 有一

（公衆衛生学講座）

（医療人育成センター教養教育研究部門 心理学 ）

【授業科目の学修教育目標】

健康行動や行動変容を行う医療現場からの動機付けを理解し、行動科学・社会科学の基礎を概説できる。

患者・家族 生活者 の社会・文化的背景は多様であり得ることを理解できる。

世界の医療における普遍性と多様性を説明できる。

行動と人の内的要因、社会・文化的環境との関係を概説できる。

ストレス－コーピング過程に関連する心理社会的要因を説明し、ストレス対処法を概説できる。

ライフステージや個人差に応じた健康管理と環境・生活習慣改善 環境レベル、知識レベル、行動レベルと行動変容 を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

国際医学教育連盟の医学教育グローバルスタンダードに準拠した新しい医学教育においては、基礎医学、臨床医学と並ぶ新しい医学教育内容の柱の一つと

して「行動科学」「社会科学」が位置づけられています。これに応じて、「医療行動科学」は 年間に渡り、臨床医学と地域医療の実践に必要な「行動科学」・

「医療人類学」・「医療社会科学」の理解を深める軸となるよう行われます。人の行動が関わる疾病・健康が対象となるため、心理学、行動科学実習、公衆衛

生学や精神医学をはじめとする他の講義内容との関連も深く、より広範な知識と理解が必要となります。

医療行動科学 では 医療心理学、行動医学、医療社会学 および、医療人類学の基礎について理解を深め、柔軟な視点と自身の医療観を養うよう構成され

ています。そして 年次以降の基礎医学・臨床医学・社会医学・地域医療の学習と、医師に求められる社会性の獲得につながる基礎知識を習得することを目

的としています。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

医療と行動科学 定義と概説 行動科学とは？ ：背景および関連領域の説明と、全体展望 加藤有一 心理学

医療と行動科学 ：臨床医学との融

合

脳卒中の臨床を通して臨床医学と医療行動科学のつながりを学ぶ 齋藤正樹 アドミッシ

ョン・神経

内科

医療と社会科学 健康と社会の関

係合

健康と社会 グローバル社会、国家、社会階層、ジェンダー との関係を考察し、日常

の臨床における患者 生活者 との接し方を学ぶ

道信良子 社会学・文

化人類学

医療と社会科学 世界の医療シス

テム

世界の医療の普遍性と多様性を学び、グローバルな保健医療活動における異文化との

接し方を学ぶ

〃 〃

行動医学 ：行動の生物学的理解 生活習慣と動機付けに関わる生物・心理社会的諸問題 加藤有一 心理学

行動医学 ：行動の心理学的理解 健康行動と個人差 性格・感情 に関する疾病別行動疫学 〃 〃

行動医学 ：ストレスの心理生物学・

心理社会的理解

ストレスの生理心理学と進化医学。心身相関・心身医学の視点 〃 〃

行動医学 ：ストレス対処法と行動変

容理論の理解

ストレス認知、評価法および対処法を軸とした行動変容理論 〃 〃

医療と行動科学 ：臨床医学との融

合

ストレス関連疾患を事例に臨床医学との融合の姿を示し、 ・ 年次につながる医療

行動科学の方向づけを計る

〃 〃

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

レポート 編程度の課題を総合して評価する。欠席回数に応じ総合評価を減じる。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前学習なし。レポート作成のための事後学習は各自に任される 分量指定なし 。行動医学の実習は「行動科学実習」で行

う。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項
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教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 行動医学テキスト 日本行動医学会編

集

中外医学社 年

参考書 ストレスに負けない生活－心・身体・脳のセルフケア 熊野宏昭 ちくま新書 年

〃 医療心理学の新展開 鈴木伸一編著 北大路書房 年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

死生学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 船木 祝 （医療人育成センター教養教育研究部門 哲学・倫理学 ）

【授業科目の学修教育目標】

多様な死生観及び個別性を配慮した、医師としての死への向きあい方の基礎知識を概説することができる。

死に直面する患者の多様な死生観、生命観、人生観、価値観を理解し、患者の言動を個人の人生史や社会関係の文脈の中で説明することができる。

高齢者の人生の最終段階における問題を医学的、倫理学的に概説することができる。

患者・家族の話を傾聴、共感し、全人的苦痛に配慮することができる。

【授業の概要および学修上の助言】

いかによく生き、良い死を迎えるかを、学際的に考える。将来、臨床の場面で生かせるように、死までの看取りや、末期医療、緩和医療についての医学教育

を重点的に行う。多様な死生観、スピリチュアルケア、家族を亡くした遺族のグリーフケア、高齢者を支える地域社会、緩和ケア、総合医療の実現、音楽療

法、死への準備などをテーマとする。死について考えることによって、生きることの尊さについての理解をすることができる。

【非常勤講師】西谷雅史 医療法人響きの杜クリニック 、宮嶋俊一 北海道大学大学院文学研究院 、藤戸善伸 函館五稜郭病院 、中山ヒサ子 法人和・ハ

ーモニー音楽療法研究会

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

導入 死生学とは何か、医療になぜ死生学が必要なのか 船木祝 哲学・倫理

終末期におけるケア 統合医療 西谷雅史 哲学・倫理 非常勤

死を支える倫理 共同体主義、徳倫理学 船木祝 哲学・倫理

グリーフケア スピリチュアルケア 、 患者家族の悲嘆ケア 船木祝 哲学・倫理

死生と宗教性 死生観、医療とスピリチュアリティ 宮嶋俊一 哲学・倫理 非常勤

医師からみた「死」 緩和医療、治らない病 藤戸善伸 哲学・倫理 非常勤

緩和ケアにおける音楽療法 音楽療法、スピリチュアルケア、ソング・チョイス 中山ヒサ子 哲学・倫理 非常勤

まとめ 死に向き合う個人、家族、社会のあり方 船木祝 哲学・倫理

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

成績は「筆記試験」 ％として評価し、 点以上を合格とする。

点に満たない場合は再試験により評価する。再試験は 回のみ実施する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前学習：死生学に関連する記事・ニュースに目を通しておくこと。

事後学習：各学習内容について、参考書、配付資料等で復習すること。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー ○ 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 テキスト臨床死生学 日常生活における「生と死」の向き合い方 臨床死生学テキス

ト編集委員会

勁草書房 年・ 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

肉眼解剖学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 永石 歓和 （解剖学第二講座）

【授業科目の学修教育目標】

医学の第一歩として習得すべき基礎科目の一つで、本科目で得られる知識は医学を習得する上での基盤である。病態を理解する上で必要な正常な人体の構造

を、その機能と合わせて理解することを目標とする。

【学習目標】

発生学

進化の基本的な考え方を説明できる。生物種とその系統関係を概説できる。

配偶子の形成から出生に至る一連の経過と胚形成の全体像を説明できる。

体節の形成と分化を説明できる。

体幹と四肢の骨格と筋の形成過程を概説できる。

消化・呼吸器系各器官の形成過程を概説できる。

心血管系の形成過程を説明できる。

泌尿生殖器系各器官の形成過程を概説できる。

胚内体腔の形成過程を概説できる。

鰓弓・鰓嚢の分化と頭・頸部と顔面・口腔の形成過程を概説できる。

神経管の分化と脳、脊髄、視覚器、平衡聴覚器と自律神経系の形成過程を概説できる。

個体の構成と機能

上皮組織と腺の構造と機能を説明できる。

支持組織を構成する細胞と細胞間質 線維成分と基質 を説明できる。

血管とリンパ管の微細構造と機能を説明できる。

組織の再生の機序を説明できる。

神経系

中枢神経系と末梢神経系の構成を概説できる。

脊髄の構造、機能局在と伝導路を説明できる。

脊髄反射 伸張反射、屈筋反射 と筋の相反神経支配を説明できる。

脊髄神経と神経叢 頸神経叢、腕神経叢、腰神経叢、仙骨神経叢 の構成及び主な骨格筋支配と皮膚分布 デルマトーム を概説できる。

痛覚、温度覚、触覚と深部感覚の受容機序と伝導路を説明できる。

視覚、聴覚・平衡覚、嗅覚、味覚の受容機序と伝導路を概説できる。

交感神経系と副交感神経系の中枢内局在、末梢分布、機能と伝達物質を概説できる。

運動器 筋骨格 系

骨・軟骨・関節・靱帯の構成と機能を説明できる。

頭頸部の構成を説明できる。

脊柱の構成と機能を説明できる。

四肢の骨格、主要筋群の運動と神経支配を説明できる。

骨盤の構成と性差を説明できる。

骨の成長と骨形成・吸収の機序を説明できる。

姿勢と体幹の運動にかかわる筋群を概説できる。

抗重力筋を説明できる。

循環器系

心臓の構造と分布する血管・神経、冠動脈の特長とその分布域を説明できる。
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心筋細胞の微細構造と機能を説明できる。

心筋細胞の電気現象と心臓の興奮 刺激 伝導系を説明できる。

興奮収縮連関を概説できる。

体循環、肺循環と胎児・胎盤循環を説明できる。

大動脈と主な分枝 頭頸部、上肢、胸部、腹部、下肢 を図示し、分布域を概説できる。

主な静脈を図示し、門脈系と上・下大静脈系を説明できる。

毛細血管における物質・水分交換を説明できる。

胸管を経由するリンパの流れを概説できる。

心周期にともなう血行動態を説明できる。

主な臓器 脳、心臓、肺、腎臓 の循環調節を概説できる。

血圧調節の機序を説明できる。

呼吸器系

気道 鼻腔、喉頭、気管、気管支 の構造、肺葉・肺区域と肺門の構造を説明できる。

肺循環と体循環の違いを説明できる。

縦隔と胸膜腔の構造を説明できる。

呼吸筋と呼吸運動の機序を説明できる。

肺気量分画、換気、死腔、換気力学 胸腔内圧、肺コンプライアンス、抵抗、クロージングボリューム を説明できる。

肺胞におけるガス交換と血流の関係を説明できる。

肺の換気と血流 換気血流比 が動脈血ガスにおよぼす影響を説明できる。

呼吸中枢を介する呼吸調節の機序を説明できる。

血液による酸素 と二酸化炭素 の運搬の仕組みを説明できる。

気道と肺の防御機構 免疫学的・非免疫学的 と代謝機能を説明できる。

消化器系

歯、舌、口腔、咽頭、唾液腺の構造と機能を説明できる。

咀しゃくと嚥下の機構を説明できる。

各消化器官の位置、形態と関係する血管、神経を説明できる。

腹膜と臓器の関係を説明できる。

食道・胃・小腸・大腸の基本構造と部位による違いを説明できる。

消化管運動の仕組みを説明できる。

消化器官に対する自律神経の作用を説明できる。

胃液の作用と分泌機序を説明できる。

小腸における消化・吸収の仕組みを説明できる。

大腸における糞便形成と排便の仕組みを説明できる。

主な消化管ホルモンの作用を説明できる。

消化管の正常細菌叢 腸内細菌叢 の役割を説明できる。

肝臓・胆嚢・膵臓の構造と機能を説明できる。

胆汁の作用と胆嚢収縮の調節機序を説明できる。

膵外分泌系の構造と膵液の作用を説明できる。

腎・尿路系

腎・尿路系の位置・形態と血管分布・神経支配を説明できる。

腎の機能の全体像やネフロン各部の構造と機能を説明できる。

腎糸球体における濾過の機序を説明できる。

尿細管各部における再吸収・分泌機構と尿の濃縮機序を説明できる。

水電解質、酸・塩基平衡の調節機構、腎関連ホルモン・血管作動性物質の作用を説明できる。

蓄排尿の機序を説明できる。
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生殖器系

生殖腺の発生と性分化の過程を説明できる。

男性生殖器の発育の過程を説明できる。

男性生殖器の形態と機能を説明できる。

女性生殖器の発育の過程を説明できる。

女性生殖器の形態と機能を説明できる。

感覚器系

眼球と付属器の構造と機能を説明できる。

視覚情報の受容のしくみと伝導路を説明できる。

眼球運動のしくみを説明できる。

外耳・中耳・内耳の構造を図示できる。

聴覚・平衡覚の受容のしくみと伝導路を説明できる。

味覚と嗅覚の受容のしくみと伝導路を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

まず人体発生学の総論および各論を学び、生体の形成に関わる構造的・細胞的・分子生物学的現象を理解する。

次に、正常な人体の肉眼的構造について系統的に学ぶ。肉眼解剖学は、人体を特定の機能を有する一連の構造ごとにいくつかの系 に分けてその構造

を明らかにする「系統解剖学」と、人体を頭部・頸部・胸部・腹部などの部位に分けて、各部位ごとに構造を明らかにする「局所解剖学」とに大別される。

局所解剖学は臨床医学において非常に重要であり、高学年においてはさらには臨床医学と関連付けて学ぶ「臨床解剖学」まで習熟することが望ましい。

第一学年では、まず解剖学の基礎知識として、系統解剖学を学ぶ。その中で各部位ごとの局所解剖についても横断的に理解する。また代表的な臨床関連事

項を講義に取り入れることで、各臓器の構造や機能が持つ臨床的意義を理解し、解剖学を習熟することの目的意識を高める。

系統解剖学では、発生学、運動器系、循環器系、呼吸器系、消化器系、腎尿路系、生殖器系、感覚器系の肉眼的構造及び機能を理解する。

【非常勤講師】秋田恵一 東京医科歯科大学大学院臨床解剖学分野 教授

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

解剖学総論 系統解剖学、局所解剖学の概論 永石歓和 医・解剖学

第二講座

発生学総論－ 生殖子形成から器官形成期までの初期発生 齋藤悠城 医・解剖学

第二講座

発生学総論－ 生殖子形成から器官形成期までの初期発生 齋藤悠城 医・解剖学

第二講座

発生学各論－ 各臓器・器官の発生 中野正子 医・解剖学

第二講座

発生学各論－ 各臓器・器官の発生 齋藤悠城 医・解剖学

第二講座

発生学各論－ 各臓器・器官の発生 北愛里紗 医・解剖学

第二講座

発生学各論－ 腹部臓器と腹膜 秋田恵一 医・解剖学

第二講座

非常勤

末梢神経 脊髄神経、自律神経の構造 中野正子 医・解剖学

第二講座

運動器－ 骨格・筋・関節の構造－ 齋藤悠城 医・解剖学

第二講座

運動器－ 骨格・筋・関節の構造－ 齋藤悠城 医・解剖学

第二講座

運動器－ 骨格・筋・関節の構造－ 齋藤悠城 医・解剖学

第二講座

呼吸器－ 鼻腔、喉頭、気管、気管支、肺、胸腔の構造 永石歓和 医・解剖学
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第二講座

呼吸器－ 鼻腔、喉頭、気管、気管支、肺、胸腔の構造 永石歓和 医・解剖学

第二講座

消化器－ 腹腔、口腔、咽頭、食道、胃、小腸、大腸、肝臓、胆嚢、膵臓の構造 永石歓和 医・解剖学

第二講座

消化器－ 腹腔、口腔、咽頭、食道、胃、小腸、大腸、肝臓、胆嚢、膵臓の構造 永石歓和 医・解剖学

第二講座

消化器－ 腹腔、口腔、咽頭、食道、胃、小腸、大腸、肝臓、胆嚢、膵臓の構造 永石歓和 医・解剖学

第二講座

消化器－ 腹腔、口腔、咽頭、食道、胃、小腸、大腸、肝臓、胆嚢、膵臓の構造 永石歓和 医・解剖学

第二講座

循環器－ 心臓、血管、リンパ系の構造 中野正子 医・解剖学

第二講座

循環器－ 心臓、血管、リンパ系の構造 中野正子 医・解剖学

第二講座

生殖器－ 男性生殖器、女性生殖器の構造－ 秋田恵一 医・解剖学

第二講座

非常勤

生殖器－ ・泌尿器 男性生殖器、女性生殖器の構造－

腎臓、膀胱の構造

北愛里紗 医・解剖学

第二講座

感覚器 嗅覚、味覚、視覚、聴覚 中野正子 医・解剖学

第二講座

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験成績が 未満の場合、再試験を 回行う。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前学習：各該当分野について、教科書を中心に予習してくる。

事後学習：講義で配布する資料および教科書・図譜等を用いて知識の体系化をはかる。講義で概説できる内容は限られるた

め、教科書の通読・精読は必須である。

出席確認方法 
◯ 固定式 カードリーダー 出席カード ◯ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 自己学習においては英語版の教科書を併用し、専門用語を英語で覚えるようにする。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 解剖学講義 第 版 伊藤隆、高野廣子 南山堂 年

教科書 ラングマン人体発生学 第 版 著

翻訳 安田峯生

山田重人

メディカルサイエ

ンスインターナシ

ョナル社

年

参考書 トートラ解剖学 第 版 著

監訳 小

澤 一史 他 名

丸善株式会社 年

参考書

他

名

年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

細胞・組織学１ 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 大﨑 雄樹 （解剖学第一講座）

【授業科目の学修教育目標】

［一般目標］

医学のあらゆる分野の基礎としての正常人体構造の把握をするために、細胞の構造および「組織」の概念を理解し、細胞と各組織の特徴を説明できるように

なる。

［到達目標］

形態学における、細胞・組織・器官の定義を説明できる。

細胞の構造を分子レベルから説明できる。

各組織の構成要素を列挙するとともに、その構築を機能と関連づけて説明できるようになる。

組織学各論における総論の存在意味を理解する。

【授業の概要および学修上の助言】

［概要］

自然が作り出した生命の素晴らしさを形態面から理解する第一歩として、形態学の中の組織学総論に触れる。細胞・組織学 では、細胞の構造、組織の定義、

種類とその構造、および組織学研究法 標本の作成法と染色法など を紹介する。

［助言］

細胞組織学の授業で説明したことはその形態を実際に観察しなければ身につき難い。教員も授業中に適宜、画像を呈示するが、それ以外の、教科書や参考書

などから関連する組織の画像を探し、習得した内容を確かめてもらいたい。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

組織学総論、細胞 組織学研究法の概要と細胞構造の概説 大﨑 雄樹 解剖

上皮組織 上皮組織の特徴と種類、腺組織 市川量一 解剖

結合組織 支持組織の分類、細胞間基質、線維、組織液、基質中の細胞、結合組織の種類 大﨑 雄樹 解剖

軟骨・骨組織 軟骨組織、骨組織、骨化 菊池 真 解剖

血液・リンパ 血液・リンパの概念、血球の発生と種類 和田亘弘 解剖

筋組織 平滑筋・骨格筋・心筋の形態と細胞結合様式、筋の神経支配 菊池 真 解剖

神経組織 中枢と末梢、構成する細胞、構造物、髄鞘 市川量一 解剖

組織学応用 組織学の病理学、臨床医学応用への基盤としての重要性を学ぶ 小島 隆 細胞科学

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

細胞組織のテストと講義出席状況などを総合的に判断して合否を決定する。

再試験は 回のみ。

なお、特段の理由が無く本試験もしくは本試験追試験を欠席した者は、再試験受験資格を喪失するものとする。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前：指定教科書の講義部分を事前に読んでおくこと。

事後：授業後、ノートと照らし合わせ、再度、教科書を読むこと。

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー ○ 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：対面受講時はカードリーダーを原則とし、必要に応じて課題提出を指示する。

受講時は各講師指定の課題提出。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 組織学 改訂 版 阿部和厚 牛木辰

男

南山堂
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参考書 標準組織学・総論 第 版 藤田尚男・藤田恒

夫

医学書院
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

分子生物学１ 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 鈴木 拓 （分子生物学講座）

【授業科目の学修教育目標】

遺伝子からタンパク質への流れにもとづいて生命現象を学び、遺伝子工学の手法と応用やヒトゲノムの解析を理解する。また、遺伝子多型や変異により起こ

る遺伝性疾患の基本的考え方を学ぶ。

【到達目標】

染色体や ・ の構造と機能を説明できる。

・ ・タンパク質を通した遺伝子の働きを説明できる。

遺伝子発現調節の仕組みを説明できる。

シグナル伝達や細胞周期の仕組みを説明できる。

分子生物学的解析法を理解し、説明できる。

分子生物学的異常と疾患との関わりを概説できる。

修復の分子メカニズムを理解し、疾患および治療との関連を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

発生・分化・維持などあらゆる生命現象はゲノム情報に基づいて行われており、ゲノムや遺伝子の知識は遺伝病の理解に必要なだけでなく、あらゆる疾患

の診断と治療に有用である。本講義では、遺伝子の機能を生化学的および分子生物学的に理解し、発生・老化・疾患そして再生などの生命現象を分子的視点

から考えるための基礎知識を身につけることを目標とする。そのために、 ・ ・タンパク質の基本構造および機能、転写因子や メチル化・ヒストン

修飾による遺伝子発現制御の分子機構、そしてそれらが細胞レベルおよび個体レベルの生命現象とどのようにつながっているかを正しく理解する。また、 ・

クローニング・ シークエンシングなどの遺伝子工学手法についても概説する。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

核酸の機能と構造 染色体と遺伝子の基本的な機能と形態 甲斐正広 分子生物

遺伝子の構成、複製、修復、転写 伝子の構成、 の複製と修復、 の合成と機能 甲斐正広 分子生物

タンパク質生合成 遺伝暗号、翻訳機構と翻訳後修飾 甲斐正広 分子生物

遺伝子発現制御とエピジェネティク

ス

伝子の発現を制御するメカニズムおよび疾患との関係 鈴木拓 分子生物

シグナル伝達と細胞周期 細胞増殖・シグナル伝達など細胞レベルの分子生物学 鈴木拓 分子生物

遺伝子工学とその応用 遺伝子解析法、クローニング、遺伝子診断など 鈴木拓 分子生物

総論 これまでのまとめ及び機能性 など最近の知見 鈴木拓 分子生物

損傷と修復 修復メカニズム及び放射線治療や疾患との関係 坂田耕一 放射医学

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験 につき、再試験を 回行います。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前準備として、ゲノム、染色体、遺伝子、細胞周期、バイオテクノロジーについての基本的知識を、高校教科書および第

学年前期で履修した講義から復習しておくことが望ましい 特に 大学入試で「生物」を選択しなかった学生 。講義後は、

配布した資料の内容について復習すること。また不明な点があれば、講義後でも積極的に担当教官に質問し、疑問を残さな

いこと。

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：固定式 カードリーダーによる出席確認を原則とする。ただし、小テストを実施した場合には、固定式 カー

ドリーダー＋小テスト提出の両方を満たすことで出席となる。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 プリント配布
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参考書 よくわかるゲノム医学 改訂第 版 服部成介 羊土社 年・ 円 税別

参考書 細胞の分子生物学 第 版 和訳版 ニュートンプレス 年

参考書 分子生物学イラストレイテッド 改訂第 版 田村隆明 羊土社 年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

免疫学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 一宮 慎吾 （フロンティア医学研究所免疫制御医学部門）

【授業科目の学修教育目標】

ヒト免疫システムの機構を組織・細胞・分子レベルで理解し、病原体や異物に対する免疫応答、主な免疫異常のメカニズムと免疫病態の関連を理解する。

【到達目標】

免疫システムによる生体防御の機構を説明できる。

免疫反応に関わる組織と細胞を説明できる。

自然免疫と適応免疫の違いを説明できる。

体液性と細胞性免疫応答を説明できる。

主要組織適合抗原複合体 クラス 分子とクラス 分子の基本構造、抗原提示経路の違いを説明できる。

免疫グロブリンと 細胞抗原受容体の構造と反応様式を説明できる。

免疫グロブリンと 細胞抗原受容体の遺伝子構造、遺伝子再構成に基づいて、多様性獲得の機構を説明できる。

自己と非自己の識別機序の確立と免疫学的寛容を概説できる。

抗原受容体からのシグナル調節機構 増強あるいは減弱 を概説できる。

代表的なサイトカインやケモカインの特徴を説明できる。

様々なヘルパー 細胞と細胞傷害性 細胞が担当する生体防御反応における機能的意義を説明できる。

感染症における免疫応答の特徴を説明できる。

アレルギーや自己免疫疾患の主な病態背景を説明できる。

主要な先天性及び後天性免疫不全症候群の特徴を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

【授業の概要】

免疫学の歴史は古く、医学・生命科学の先端分野として常に発展してきた。本講では免疫の歴史や概念、免疫の系統発生、個体発生をたどり、免疫学の理論

や考え方について概説する。免疫系を構成する組織や細胞ならびに機能分子の役割を理解した上で免疫認識や免疫応答のメカニズムを紐解き、免疫システム

の全体像とともに免疫病態を理解する基盤の修得を目指す。

【学修上の助言】

第 回ー第 回は免疫システムの基礎を学び、第 回ー第 回では免疫病態の基本的な考え方を学ぶ。学修内容に関連する内容について、基礎生命科学や

生物学などの既修科目の講義内容を事前に見直しておくとよい。また生理学や解剖学、生化学、分子生物学、病理学などの専門基礎科目の基礎知識も必要な

場合があるため、学修内容のキーワードについて事前学修しておくとより理解が深まる。自然免疫と適応免疫の本体と両者の関係、 分子の多様性の意義

や根拠、免疫グロブリンや 細胞抗原受容体の多様性の意義など生体防御の巧妙なメカニズムを正しく理解し、免疫異常が関係する疾患病態を理解するため

の素地を養ってほしい。

【非常勤講師】武川睦寛 東京大学医科学研究所 、宮崎忠昭 北海道大学遺伝子病制御研究所 、高岡晃教 北海道大学遺伝子病制御研究所

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

免疫学総論 免疫学の歴史と概念、免疫系の進化 一宮慎吾 フ研免疫

免疫組織と免疫細胞 急性炎症と慢性炎症、免疫系を構成する細胞組織、 分類 一宮慎吾 フ研免疫

免疫組織と免疫細胞 末梢性免疫組織 一宮慎吾 フ研免疫

免疫組織と免疫細胞 中枢性免疫組織 一宮慎吾 フ研免疫

自然免疫 上皮バリア、液性・細胞性自然免疫、自然リンパ球 亀倉隆太 フ研免疫

自然免疫 自然免疫センサー、 受容体、インフラマソーム 亀倉隆太 フ研免疫

適応免疫 細胞 細胞抗原受容体、分化活性化機構、可塑性 池上一平 フ研免疫

適応免疫 細胞 抗体の多様性、体細胞変異、体細胞超突然変異、クラススイッチ 塚原智英 病理

自然免疫と適応免疫の連関 抗原提示細胞、免疫シナプス 鈴木健史 生物

自然免疫と適応免疫の連関 主要組織適合抗原 の構造と機能 一宮慎吾 フ研免疫

免疫応答の調節機構 シグナル伝達機構 武川睦寛 フ研免疫 非常勤

免疫応答の調節機構 サイトカイン、ケモカイン 宮崎忠昭 フ研免疫 非常勤

免疫応答の調節機構 接着分子、補助受容体 宮崎忠昭 フ研免疫 非常勤
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免疫応答の調節機構 免疫記憶、免疫寛容、細胞死、制御性リンパ球 亀倉隆太 フ研免疫

免疫応答の調節機構 マイクロバイオームと免疫システム 亀倉隆太 フ研免疫

免疫病態の基礎 免疫病態の基本的な考え方 高岡晃教 フ研免疫 非常勤

免疫病態の基礎 細菌やウイルスに対する免疫応答 横田伸一 微生物

免疫病態の基礎 免疫アレルギー、自己免疫疾患 亀倉隆太 フ研免疫

免疫病態の基礎 腫瘍免疫、移植免疫 亀倉隆太 フ研免疫

免疫病態の基礎 免疫不全症候群 先天性免疫不全症、後天性免疫不全症 一宮慎吾 フ研免疫

免疫学的方法論、まとめ 免疫組織化学、フローサイトメトリー、 など 一宮慎吾 フ研免疫

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

成績は筆記試験の結果を 点満点で評価し、 点以上を合格とする。 点に満たない場合は筆記試験による再試験によ

って評価し、再試験の回数は 回とする。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前学修：講義の内容に関連した免疫組織や免疫細胞、また分子生物学的な事項を学習しておくとよい。

事後学修：教科書や配布されたプリントを参照して学修のポイントを整理し、免疫システム全体における位置づけを行って

みる。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 エッセンシャル免疫学 笹月 監訳 メディカルサイエ

ンスインターナシ

ョナル

最新版

参考書 最新版

参考書 最新版

参考書 最新版

参考書 最新版

参考書 最新版
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

免疫学実習 実習 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 一宮 慎吾 （フロンティア医学研究所免疫制御医学部門）

【授業科目の学修教育目標】

免疫学実習では、免疫学講義で学修した生体防御のメカニズムの理解をさらに深めることを目的としている。免疫組織の構造的特徴を顕微鏡下で観察し、ま

た少人数グループに別れて、医学研究の基本技術を学んで免疫細胞組織の解析を実際に行ってみる。実習内容の結果と考察を述べたレポートを各自で提出す

る。

【到達目標】

中枢性免疫組織と末梢性免疫組織の構造と機能の特徴を説明できる。

免疫の一次応答と二次応答について説明できる。

フローサイトメトリーと の原理、特性について説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

【実習の概要】

免疫組織の構造とともに免疫細胞の機能を理解するため、実習テキストを参照しながら以下の実習を進めてゆく。マウスモデルを用いた実習を通じて、細胞

表面抗原の意義や細胞同定の方法、抗原特異的な液性免疫応答の特性について学ぶ。

胸腺と脾臓の組織切片を顕微鏡下で観察し、中枢性免疫組織と末梢性免疫組織の構造的特徴をスケッチする。

胸腺と脾臓を構成する免疫細胞の種類をフローサイトメトリーにより解析する。

外来抗原で免疫したマウス血清に含まれている抗原特異的抗体を により測定する。

【学修上の助言】

フローサイトメトリーや は医学研究や臨床検査で日常的に用いられている技法で、その原理を学ぶことにより、免疫の働きそのものが免疫システムを

解析する方法論の開発を支えていることがわかる。こうした技術は医学生物学領域の研究や臨床医学に広く応用されており、本実習で免疫が持つ特異的な反

応性を確認し、背景にある免疫応答のメカニズムの整理に役立ててほしい。

【非常勤講師】 川田耕司 産業医科大学

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

オリエンテーション 免疫学実習のガイダンス

マウスの胸腺と脾臓の組織標本の観察とスケッチ

一宮、亀倉、

池上、川田

フ研免疫

細胞ポピュレーションの解析 フローサイトメトリーの原理と機器・ソフトウエアの使用説明

マウスの免疫細胞の解析

一宮、亀倉、

池上、川田

フ研免疫

特異抗体の解析 の原理と機器の使用説明

マウスの血清を用いた一次液性免疫応答と二次液性免疫応答の比較

一宮、亀倉、

池上、川田

フ研免疫

実習の総括 データのまとめ

実習の総括

一宮、亀倉、

池上、川田

フ研免疫

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

成績はレポートを 、授業準備・学修態度を として 点満点で総合的に評価し、到達目標を 点以上とする。

点に満たない場合は再レポートにより評価する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前学修：実習テキストの当該項目を予習してくること。

事後学修：実習後はレポートを書いて必ず提出すること。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：
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注意事項
白衣、筆記用具、色鉛筆、を各自持参すること。またフローサイトメトリーによる免疫細胞の解析や のデータ解析の

ため、パーソナル が必要となる できればウインドウズ、エクセルなどの表計算ソフト 。レポートは必ず提出すること。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

実習テキストを参照する。
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

国際医療 講義 ～ 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 杉村 政樹 （医療人育成センター 教育開発研究部門）

【授業科目の学修教育目標】

ねらい：世界の保健・医療問題、国際医療協力について学びます。学生の皆さんの視野を拡げ、またキャリア形成の一助となることを目指します。

学修目標：学生が、

世界の保健・医療問題のうち、母子保健、非感染性疾患 、 、保健システム 医療制

度 、保健関連 を概説できる。

国際医療協力にどのような形態・内容のものがあるかを概説でき、その幾つかの具体例について述べられる。

外国人医療 旅行者や在留外国人 の医療の現状について説明でき、実践に必要なスキルや仕組みについて述べられる。

★担当講師は状況により変更になる場合がある 履修者にはあらかじめ通知する

【授業の概要および学修上の助言】

学修主題に造詣の深い講師のお話を拝聴し、その場でレポートを提出してもらいます。自分が将来どんなことで貢献しうるかを考えながら受講し、また、そ

の後も関心を持ち続けることが望まれます。

該当する医学教育モデル・コア・カリキュラム： 地域医療への貢献、 国際医療への貢献、 国際保健

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

年

科目の概要説明、国際医療協力① 非

政府組織、難民医療支援活動

非政府組織による難民医療支援活動の例を、実際に活動している医師から学ぶ 猫塚義夫 教育開発 非常勤

年

国際医療協力② 非政府組織、滞在

型 、

非政府組織 による滞在型の国際医療協力の例

を、実際に活動している医師から学ぶ。保健関連 について学ぶ。

楢戸健次郎 教育開発 非常勤

年

国際医療協力③ 札幌医大の事例 広域災害に対する国際医療支援 沢本圭悟 救急医学

年

国際医療協力④ 赤十字の国際医療救

援

赤十字による国際医療救援活動 白土直樹 教育開発 非常勤

年

海外留学・海外での医療活動 海外での臨床について 幅田周太朗 産婦人科学

年

海外での医療活動 海外の医療機関で働く本学卒業生による、海外での臨床、医療事情 非常勤講師 教育開発 非常勤

年

国際医療協力⑤ 非政府組織、滞在型 非政府組織 による滞在型の国際医療協力の例

を、実際に活動している医師から学ぶ。

非常勤講師 教育開発 非常勤

年

国際医療協力⑥ 非政府組織、滞在型 非政府組織 による滞在型の国際医療協力の例

を、実際に活動している医師から学ぶ。

非常勤講師 教育開発 非常勤

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

単位認定は 年次に行いますが、各学年において授業出席及びレポートの提出を必須とします。欠席した場合及びレポート

提出がなされない場合は、原級留置となるのでくれぐれも注意して下さい。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

毎回のトピックについて、新聞、書籍、医学雑誌、インターネット等で予備知識を得ておくことによって、理解が深まりま

す。

出席確認方法 

〇 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

○ 移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：補足事項：提出物がない場合は カードで出席となっていても欠席扱いとします。欠席者は後日講義のアーカ

イブを視聴し、別課題のレポートを書くことになります。

注意事項
： ～ 年次は通年、 年次は前期となり、単位認定は 年次に行います。また、講師および講義日時については海外情勢

等により変更になる場合があります。 事前にお知らせします

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 なし
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教養教育科目 ★自由選択（特別枠学生は必修）

頁 単位 開講期
科目
区分

医学英語２ 後期 演習 佐々木　香織 （医療人C 英語）

基本的事項

医学概論・医療総論２ 通年 演習
辻󠄀󠄀　喜久
鵜飼　渉

（総合診療医学講座）
（医療人C 統合IR部門）

地域医療合同セミナー２ ★ 通年 演習 磯山　響子 （医療人C 教育開発研究）

医療行動科学２ 後期 講義
大西　浩文
加藤　有一

（公衆衛生学講座）
（医療人C 心理学）

医療統計学入門 後期 演習 樋之津　史郎 （医療統計・データ管理学）

基礎医学系

肉眼解剖学実習 前期 実習 永石　歓和 （解剖学第二講座）

細胞・組織学２ 前期 講義 大﨑　雄樹 （解剖学第一講座）

神経解剖学 前期 講義 大﨑　雄樹 （解剖学第一講座）

組織学・脳実習 前期 実習 大﨑　雄樹 （解剖学第一講座）

細胞・器官生理学 通年 講義 當瀬　規嗣 （細胞生理学講座）

神経生理学 後期 講義 臼井　桂子 （神経科学講座）

生化学 前期 講義 高橋　素子 （医化学講座）

分子生物学２ 前期 講義 鈴木　拓 （分子生物学講座）

薬理学 後期 講義 久野　篤史 （薬理学講座）

生理・薬理学実習 後期 実習 當瀬　規嗣 （細胞生理学講座）

生化学実習 後期 実習 鈴木　拓 （分子生物学講座）

病理学１ 後期 講義 鳥越　俊彦 （病理学第一講座）

病理学２ 後期 講義 小山内　誠 （病理学第二講座）

微生物学 通年 講義 横田　伸一 （微生物学講座）

基礎腫瘍学 後期 講義 小山内　誠 （病理学第二講座）

微生物学実習 後期 実習 横田　伸一 （微生物学講座）

臨床医学系

感染症学 後期 講義 千葉　弘文 （呼吸器・アレルギー内科学講座）

社会医学系

国際医療 通年 講義 杉村　政樹 （医療人C 教育開発研究）

科　目 科目コーディネーター（所属）

第第　　２２　　学学　　年年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医学英語２（ウィーラー） 演習 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 佐々木 香織 （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

【授業の概要および学修上の助言】

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

ウィーラー 英語

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験

「その他」は、一般的には、授業中の貢献や提出物の状態。やむを得ない欠席などがある場合、小テスト成果発表そして定

期試験、そして提出物など総合的に加味する。
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自己学修 事前・事後 の

内容と分量

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：※ カードリーダーでの出欠確認は英語関連科目では用いていません。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

  

  

― 106 ―



 

科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医学英語２（ホルスト） 演習 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 佐々木 香織 （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

・

・

in layman’s terms.

・

【授業の概要および学修上の助言】

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

ホルスト 英語 非常勤

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃
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〃 〃

〃 〃

〃 〃

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験

小テスト

その他 一般的には、授業中の貢献や提出物の状態。やむを得ない欠席などがある場合、小テスト成果発表そして定期試

験、そして提出物など総合的に加味する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

出席確認方法 

固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：

※ カードリーダーでの出欠確認は英語関連科目では用いていません。

注意事項

・Attendance is important for this class. If students miss more than 2 classes they can’t get a credit for the 

・非常勤講師のため普段は学内にいません。用事がある場合は講義の前後に申し出てください。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医学英語２（山口） 演習 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 佐々木 香織 （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

講義などの比較的長い英語が聞き取れるようになるにはどうすればいいかが理解できる。

などの科学・医療系のニュースが聞いて理解できるようになるにはどうすればいいかが理解できる。

自分が学習した素材から重要な単語・表現を見抜き、応用することができる。

【授業の概要および学修上の助言】

この授業は：

形式の医療や科学に関する講義形式の英語を聞き取る練習。

実際の科学・医療系の英語ニュースを用いて、リスニング能力を高める練習。

の 本柱で行います

授業は予習不要です。やる気を持ってきてください。授業でやったことを課題を通して復習し、英語の実力をつけてください。

外国語を習得するのは長い旅のようなものです。特に日本人にとって英語は習得しづらい言語です。ですから諦めずに努力を続け、授業以外にも図書館にあ

る音声教材やネットを利用して英語に触れる努力をして下さい。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

オリエンテーション 授業の進め方、評価方法。 山口和彦 英語

演習

演習

演習

演習

演習

演習

まとめ 習熟度チェック

※学習内容は進度や習熟度に応じて変更する場合があります

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

遅刻 回で欠席 回とします。再試験は 回だけ実施します。

「その他」は、一般的には、授業中の貢献や提出物の状態。やむを得ない欠席などがある場合、小テスト成果発表そして定

期試験、そして提出物など総合的に加味する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前・事後学習 図書館の音声教材やインターネットなどで、授業で学んだリスニング力を養成する方法を実践してくださ

い。

特に、音声を何回も聞く、何度も声に出して読む、スクリプト中の表現等を学習することを授業の内外を問わず実践して下

さい。

出席確認方法 

固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：※ カードリーダーでの出欠確認は英語関連科目では用いていません。

授業開始時に点呼による出欠確認をします。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 眞砂薫 田中博晃 成美堂 年 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医学英語２（北間） 演習 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 佐々木 香織 （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

医学、そして英語学習へのいざないとして医学英語 北間 では、医学英語 よりやや高いレベルで、英語を医学という題材を用いて学び、また、医学を英

語で学ぶことを目指します。担当教員は医療通訳者で、医療現場で必要な実践的な英語表現や、外国人患者との文化の違いやトラブルなどを中心に扱います。

また、医師として必要になる自主的な英語学習を、この講義を受講した後も将来に渡って継続できるよう、英語への関わり方について様々な面からアプロー

チしていきます。 回の講義でカバーできる範囲は限られるので、公的な機関や学会などが提供する外国語資料を紹介するので、学生が各自で自分に必要な

情報を選び、医学と英語の学習を同時に進められるようサポートしていきます。担当教員自身は医療者ではないため、専門的な医学の内容よりも、一般の人

向けの医療情報を用いる英語学習となることをご理解下さい。

コースの終わりには学生が

医学・医療に関する英語の文章や会話文、問題文等に抵抗感なく取り組み、辞書の力を借りながら読解し、発音することができるようになること

医学・医療に関する基本的な語彙のうち、基本と考えられるものについて英語から日本語を想起し、日本語から英語を想起し、かつ発音できるようになる

こと

医療や日常会話でよく用いられる会話表現を使えるようになること

さまざまな英語学習のリソースを述べられること

を目指します。

【授業の概要および学修上の助言】

●教員が作成した教材、あるいは学術雑誌などをもとに、読解、発音、会話を訓練します。必ず予習して来ること。

● 回目以降、対面講義の場合は、前回の学習内容と当日の予習内容を問う小テスト を行ないます。自己採点の後回収し、次回に返却します。遠隔講

義の場合は、 のチャット機能やメールに添付する形で課題を提出していただきます。

●講義の中で、医療に関する動画を扱います。遠隔講義の場合は での動画共有や を活用します。

●毎回、担当教員が経験した事例について紹介し、自分ならどのように対応するか考えていきます。

●毎回、医療に関する時事英語を学びます。

●対面講義の場合は、予習を前提にしたグループ学習を行います。遠隔講義の場合は各自での取り組みとなります。

●毎回、授業の終わりに無記名のフィードバックに記入してもらいます。

●最終回には、対面講義の場合は 回目から最終回の前の回までを出題範囲とする最終テストを冒頭に行ないます。遠隔講義の場合は、最終テストに準じる

課題を出します。

●語学の習得には多くの時間の自学自習を要します。大学での授業はそのきっかけづくりに過ぎません。大学での英語の履修をきっかけに、学生諸君が日々

英語を学習する習慣を身につけることを期待します。自学実習に役立つ教材やサイトも授業の中で紹介します。

●図書館にある多読教材や英字新聞 、英文学術雑誌、原書の教科書なども活用するとよいでしょう。

●以下の記載はあくまでも予定であり、学生のニーズやレベルを考慮して授業を組みます。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

導入 今後の授業の説明をします。必ず出席すること。英語の学習方法について学びます。

米国の医学生が解く科目修了時試験

や米国の医師免許試験 の問題を解いてみます。

北間 砂織 英語 非常勤

病歴を取る 病歴の取る際の質問の仕方に関する課題をやってきた上で、問診のロールプレイをし

ます。

〃 〃 〃

患者や家族と話す

語彙を増やす

前回与えられた診療の会話文を読んできて、ポイントを学習します。会話練習をしま

す。専門用語を学びます 薬理学 。

〃 〃 〃

読む

語彙を増やす

前回与えられた英文 論文、医学ニュース等 の英文を読んできて、ポイントを学習し

ます。専門用語を学びます 免疫学 。

〃 〃 〃

患者や家族と話す

語彙を増やす

前回与えられた診療の会話文を読んできて、ポイントを学習します。会話練習をしま

す。専門用語を学びます 微生物学 。

〃 〃 〃

書く

語彙を増やす

英語での入院記事 の書き方を学びます。 〃 〃 〃
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読む 前回与えられた英文 論文、医学ニュース等 の英文を読んできて、ポイントを学習し

ます。

〃 〃 〃

最終テスト まとめ 最終テストを行います － 回目をカバー 。今後の学習方法を学びます。 〃 〃 〃

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

評価の割合は、小テストが 、最終回に行うテストが とします。遠隔講義ではテストの代わりに課題の提出を評価対

象とします。「その他」は、一般的には、授業中の貢献や提出物の状態。やむを得ない欠席などがある場合、小テスト成果

発表そして定期試験、そして提出物など総合的に加味する。

再試験は 回とします。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

あらかじめ渡される教材について、わからない単語や表現を調べてきて下さい。また、予習・復習をして小テストに備えて

下さい。

出席確認方法 

固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：英語科目 医学英語 、医学英語 、英会話 や第二外国語科目では カードリーダーは用いません。 カ

ードでタッチしても出席にはなりません。

注意事項

・遅刻しないこと。遅刻 回で欠席 回とカウントします。

・授業開始後 分を超えてから来たり、途中から 分以上抜けると、欠席とみなします。

・非常勤講師のため普段は学内にいません。用事がある場合は講義の前後に申し出てください。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

その都度教材を配布します。
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医学概論・医療総論２ 演習 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 
 

准教授 

辻󠄀󠄀 喜久

鵜飼 渉

（総合診療医学講座）

（医療人育成センター統合 部門）

【授業科目の学修教育目標】

本科目は、 ：医師の倫理とプロフェッショナリズム、 ：医療制度・病院管理、 ：医の倫理と生命倫理、 ：多様化する医療専門職の役割の理解、 ：男女共

同参画社会の実現に向けて、これらに必要な基本的知識・態度を修得する。

本科目の学修到達目標 コンピテンシー は以下のとおりである。

：医師の倫理とプロフェッショナリズム

医師の倫理とプロフェッショナリズムを理解し、概説できる。

医師の倫理とプロフェッショナリズムについて、同僚との対話を通して自己の考えを深め、説明できる。

：病院管理

モデル症例の診療プロセス検証を通じて下記の能力を得る。

医療保険制度等の社会保障制度について理解することができる。

医師としての態度と基本的情報収集、診断手段、診療計画の立案の経過を概説できる。

診療記録の記載の実際を学び、 学年からの診療参加型臨床実習に活かすことができる。

およびピアレビュー制度を理解し、その概要が説明できる。

：医の倫理と生命倫理

医の倫理と生命倫理の概念を理解し、医療と社会との関係を説明できる。

患者の自己決定権の意義について説明できる。

インフォームドコンセントの意義と必要性を理解し、 学年で行われる「医療面接」に活かすことができる。

倫理について、同僚との対話を通して自己の考えを深める。

：多様化する医療専門職の役割の理解

診療に従事する多職種の業務のなかで、近年多様化が進む専門医療職の役割について理解することができる。

拡がる医療専門職の役割についてのワークショップを通して、理解をさらに進め、医師と他の医療職の医療におけ る役割や分担について概説できる。

：男女共同参画社会の実現に向けて

男女共同参画社会における医療職の働き方について理解し、説明できる。

同僚との対話を通し、特に、女性医師就労の課題と実現に向けた努力の重要性について理解し、概説できる。

【授業の概要および学修上の助言】

卒業後、医師として貢献するためには、医学的知識・技術を身につけるだけでは不十分であり、多角的な能力が求められる。本科目では、医療におけるプ

ロフェッショナリズムの概念ついで学び、理解を深める。さらに、臨床における倫理的・法的問題 医療制度・医療管理 、医療におけるヒューマニズムにつ

いて学び、グループ討議を通じて理解を深める。各学修主題の習得時には、同僚との対話を通して自己の考えを深めるとともに、医学生として新たな視点を

得ることが、最も重要な課題となる。

また医師には、患者の心理・社会的背景を踏まえながら患者および家族と良好な関係を築き、意思決定を支援する能力が求められる。本科目におけるグル

ープ討議では、多様な考えをもつ他者の意見を受け入れるとともに、相手を尊重しながら自己の考えを他者に伝えるスキルの向上を目指す。

演習として、様々な現代の医療場面における医師、または医療専門職の役割についてワークショップを設け、診療現場または映像学習・グループ学習を実

施する。ワークショップでは、 つのテーマを設け、実際の診療各場面に対して医師または各専門職の果たす役割を省察・概念化する作業を行い、今後医師

になるにあたり備えておくべき能力および自己の課題を明らかにする。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

心構え プロフェッショナリズム・専門職としての心構え 未定 未定

医療プロフェッショナリズム 医師の倫理とプロフェッショナリズム 辻󠄀󠄀喜久 総合診療医

学

医療制度と医療管理 病院を知る：医師の業務、診療情報と説明承諾、医療安全、医療保障制度

グループ学習：モデル症例の診療プロセス検証、グループ発表

土橋和文・

橋本暁佳

病院管理学

医の倫理と生命倫理 遺伝学検査における倫理社会的ジレンマ 石川亜貴 遺伝医学

専門職連携 ワークショップ 拡がる医療専門職の役割の理解 塚本容子 北海道医療 非常勤

― 112 ―



 

大学看護福

祉学

専門職連携 ワークショップ 拡がる医療専門職の役割の理解 田口裕紀子 保健医療学

部成人看護

学

男女共同参画社会の実現 医療職の男女共同参画 永石歓和 第二解剖学

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

【その他】授業・演習中の態度 出欠 遅刻を含む ： ％

※ での演習授業における評価については、討議で果たした役割、積極的な参加について評価を行う。

※ 「レポート」には 課題レポートの他に 授業で用いるワークシートならびにリフレクションシートも含まれます。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

授業中、学生サポートシステムからレポート課題などを提示する。

レポート ワークシートなどの提出物は、期日厳守で取り組むこと。

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 ○ その他（

補足事項：学内では カードおよびワークシートで出席を確認する。

授業では、投票機能等による確認と、グループセッションでの参加を確認する。各授業におけるグループセッショ

ン討議後に、各グループからの討議事項の発表を実施し、双方向性の授業の確保を図る。

注意事項

・本科目は、全ての講義・演習・実習に出席が必要である。

・欠席した場合は、講義に関するレポートを提出するなど、科目コーディネーターの指示に従う。

・各学修主題において課題レポートがある。指定の期日までに提出すること。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 医療倫理 トニー・ホープ

著 、 児玉 聡

訳 赤林 朗

訳

岩波書店 年

参考書 臨床倫理学―臨床医学における倫理的決定のための実践的なアプ

ローチ

ら

著 、 著 赤林

朗 訳 蔵田 伸

雄 訳 児玉 聡

訳

新興医学出版社 年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

地域医療合同セミナー２ 演習 年 通年
必修 特別枠

自由選択（その他）
単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

助教 磯山 響子 （医療人育成センター教育開発研究部門）

【授業科目の学修教育目標】

地域における健康課題の理解

①北海道遠隔地域の地域性にも関連付けて、住民の健康課題について説明できる

②北海道地域の保健医療システムを説明できる

生活習慣病予防を目的とした課題への対応

①地域の健康増進、疾病予防を目的とする活動を説明できる

②健康教育の目的を理解し、健康教育を計画できる

③共感的態度で、地域住民と接することができる

能動的な学修態度の獲得と多職種連携の理解

①学習を進めていく上で、および健康教育セミナー もしくはメディカルカフェ の準備の中で自身の課題に気づき、自分の力で解決する方法を見出せる

②多職種が有機的に連携し、問題解決をする事例について、自分の言葉で説明できる

【授業の概要および学修上の助言】

本科目は両学部合同カリキュラムである。地域医療合同セミナー では、北海道遠隔地域の住民の生活様式、医療事情等を学んだ。本科目は地域医療合同セ

ミナー に引き続く内容で、地域における健康課題に焦点を当て、一次予防を実践する。そのためにヘルスプロモーショの概念、ライフステージに関連した

健康問題について学修する。地域における健康課題を探り、健康推進のための方策を計画、準備し、地域住民 対象は、子供から高齢者 に対して、健康教育

を実施する。より能動的に地域に深くかかわることにつながる。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

オリエンテーション オリエンテーション

①教育内容、到達目標年間計画

②学生による健康教育セミナー もしくはメディカルフェ の概要説明

磯山響子 教育開発研

究部門

健康行動理論 健康行動理論に基づく健康教育について 未定 未定

日常生活と健康課題 内科的疾患 特に、高齢者に焦点を当てた健康問題について①

内科疾患の特徴

松永卓也 北辰病

院

非常勤

日常生活と健康課題 運動器の老化と

疾患

特に、高齢者に焦点を当てた健康問題について②

運動機能の老化の特徴

村上孝徳 リハビリテ

ーション医

学講座

日常生活と健康課題 老化と認知機能

低下

特に、高齢者に焦点を当てた健康問題について③

老化による認知機能低下と病的な低下

木島輝美 看護学第

講座

健康教室の実践① ヘルスプロモーション 理論と実践)①

小学生 児童 の生活と健康問題

未定 未定

健康教室の実践② ヘルスプロモーション 理論と実践)②

健康教室の実践例

尚和里子 法人ふ

まねっと副

理事長

非常勤

北海道地域における一次予防の実践

例①

北海道地域における一次予防の実践例①

道東における取組み

未定

地域保健師

未定 非常勤

北海道地域における一次予防の実践

例②

北海道地域における一次予防の実践例②

道北 留萌地区 における取組み

未定

地域保健師

未定 非常勤

北海道地域における一次予防の実践

例③

北海道地域における一次予防の実践例②

道北 利尻地区 における取組み

未定

地域保健師

未定 非常勤

実習準備 実習 学生による健康教育セミナーもしくはメディカルフ もしくはメディカルフ

ェ オリエンテーショオリエン

磯山響子 教育開発研

究部門

実習リハーサル グループごとにリハーサル実施 磯山響子 教育開発研

究部門

実習 健康教育セミナー メディカル 実習地での健康教育セミナー、メディカル・カフェの開催 磯山響子 教育開発研
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カフェの開催)① 究部門

実習 健康教育セミナー メディカル

カフェの開催)②

成果報告会の準備 磯山響子 教育開発研

究部門

報告会 成果発表 報告会にて実習の成果発表し、全体を振り返る 磯山響子 教育開発研

究部門

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

【その他】授業中やグループ活動： ％ 実習に取り組む姿勢 態度： ％ 実習の振り返り・自己評価：

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

地域医療合同セミナー 学年 からつながる内容であるが、地域医療合同セミナー を履修していなくても履修は可能であ

るが、地域医療合同セミナー の内容を自習で補う必要がある

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

○ 移動式 カードリーダー 点呼 ○ その他（

補足事項：

注意事項
「地域医療合同セミナー 」で地域医療基礎実習に参加していない学生も履修可能である。

「地域医療合同セミナー 」の地域密着型チーム医療実習につながる内容である。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 国試・改訂コアカリ対応 地域医療学入門 日本医学教育会

地域療教育委員

会・全国地域医療

教育協議合同編集

委員会 監修

診断と治療者

参考書 ヘルスリテラシー 健康教育の新しいキーワード 福田洋、江口泰正

編集

大修館書店

参考書 健康教育論 最新保健学講座 宮坂忠夫、吉田亨、

川智惠子 著

メヂカルフレンド

社
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医療行動科学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 
 

講師 

大西 浩文

加藤 有一

（公衆衛生学講座）

（医療人育成センター教養教育研究部門 心理学 ）

【授業科目の学修教育目標】

特定の疾患に関わる行動病理と健康行動を促す行動変容の基礎理論を概説できる。

ライフステージや個人差に応じた健康管理と環境・生活習慣改善 環境レベル、知識レベル、行動レベルと行動変容 を説明できる。

病気や治療に対する患者や家族の思いは、社会・文化的に多様であることを理解できる。

世界の医療には、人間社会に共通する普遍性と、文化や時代による多様性があることを説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

国際医学教育連盟の医学教育グローバルスタンダードに準拠した新しい医学教育においては、基礎医学、臨床医学と並ぶ新しい医学教育内容の柱の一つと

して「行動科学」「社会科学」が位置づけられています。これに応じて、「医療行動科学」は 年間に渡り、臨床医学と地域医療の実践に必要な「行動科学」・

「医療人類学」・「医療社会科学」の理解を深める軸となるよう行われます。人の行動が関わる疾病・健康が対象となるため、心理学、行動科学実習、公衆衛

生学や精神医学をはじめとする他の講義内容との関連も深く、より広範な知識と理解が必要となります。

医療行動科学 では 基礎医学・臨床医学・社会医学・地域医療の学習と、医師に求められる社会性の獲得につながる行動科学の基礎知識を習得することを

目的としています。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

行動医学 ：行動分析 行動病理の基礎理論 加藤有一 心理学

医療社会学 ：健康・病気・障害の

定義と医療化

社会学的な観点から、病気・障害、医療の問題について議論する 〃 〃

医療社会学 ：医療技術と社会 医療技術・医療機器 道具 がどのように用いられてきたか、また、それらの科学的適

用について学ぶ

〃 〃

行動医学 ：認知行動療法・行動療

法

行動病理と行動変容の基礎理論 〃 〃

行動経済学：認知行動療法・行動療法 行動経済学からみる行動変容理論 〃 〃

行動経済学：コミュニケーション理論 行動経済学からみる医療とコミュニケーション実践 〃 〃

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前学習なし。レポート作成のための事後学習は各自に任される 分量指定なし 。

出席確認方法 
◯ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 レポート 編程度の課題を総合して評価する。欠席回数に応じ総合評価を減じる。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 行動医学テキスト 日本行動医学会編

集

中外医学社 年

参考書 医療・保健スタッフのための 健康行動理論 実践編 松本千明 医歯薬出版 年

〃 医療心理学の新展開 鈴木伸一編著 北大路書房 年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医療統計学入門 演習 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 樋之津 史郎 （医療統計・データ管理学）

【授業科目の学修教育目標】

医療統計学の基礎を理解し、統計手法の適切な選択ができ、結果の説明ができる。

【到達目標】

記述統計と当家学的推論の違いを説明できる。

データの記述と要約 記述統計を含む ができる。

主要な確率分布を説明できる。

正規分布の母平均の信頼区間を計算できる。

基本的な仮説検定の構造を説明できる。

群間の平均値の差を検定できる。

パラメトリック検定とノンパラメトリック検定の違いを説明できる。

カイ 乗検定法を実施できる。

変量の散布図を描き、回帰と相関の違いを説明できる。

データの品質管理の考え方を説明できる

【授業の概要および学修上の助言】

研究結果をまとめ、その解釈をする際には医療統計学の知識が必須である。また、臨床疫学の理解を深め診療ガイドラインなどの記載を理解するためにも医

療統計学の手法の理解が必要である。本科目を通じて、医療統計学の理解に必要な基本的事項を理解し、ソフトウエアを使った解析方法について学ぶ。また

ソフトウエアが出力する解析結果について臨床的考察を加えて結果を解釈することができることを目指す。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

医療統計学概要 医療統計が統計学の一分野として発展してきた歴史と基本的な考え方を学ぶ 樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

データの要約 記述統計の手法と効果の指標、データの要約 樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

医療統計学で用いる確率分布 正規分布、超幾何分布、ポアソン分布、信頼区間 樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

仮説検定 帰無仮説、背理法、検定、有意水準、統計的有意と臨床的有意 樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

仮説検定 パラメトリック検定とノンパラメトリック検定、 検定と 検定 樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

相関と回帰 ピアソンの相関係数、スピアマンの相関係数、回帰分析 樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

データ管理と品質保証 データマネジメント、研究の信頼性確保 深瀧恭子 医療統計・

データ管理

学

医療統計学と臨床疫学 診療ガイドライン、効果の指標をまとめる手法、医学論文中の記載 樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

評価方法 
試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計
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備 考

毎回リフレクションシートを小テストとして活用する。レポートは学習した内容のまとめとして、自分自身が今後利用でき

るような形式とする。その他は、レポート等の締め切り遵守状況など学修に対する態度とする。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

教科書は特に指定しない。また事前学習も求めない。学習に参考となる他大学のホームページや、具体的なデータが掲載さ

れている厚生労働省のホームページを紹介するので、事後の自己学習に利用して欲しい。

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項： 講義の際には、途中で簡単な設問を用いて出席確認する場合がある。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

肉眼解剖学実習 実習 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 永石 歓和 （解剖学第二講座）

【授業科目の学修教育目標】

札幌医科大学白菊会会員から献体されたご遺体を用いて実習を行う。医学の発展を願って献体された崇高なご遺志に報いるために、実習の始めと終わりに

黙祷し、ご遺体を師と仰いで最大限の努力をする。実習では、人体内部の重要な構造を自らの手で剖出し同定するとともに、各構造の三次元的な配置を理解

する。

【学習目標】

運動器 筋骨格 系

骨・軟骨・関節・靱帯の構成と機能を説明できる。

頭頸部の構成を説明できる。

脊柱の構成と機能を説明できる。

四肢の骨格、主要筋群の運動と神経支配を説明できる。

骨盤の構成と性差を説明できる。

姿勢と体幹の運動にかかわる筋群を概説できる。

抗重力筋を説明できる。

循環器系

心臓の構造と分布する血管・神経、冠動脈の分布域を説明できる。

大動脈と主な分枝 頭頸部、上肢、胸部、腹部、下肢 と分布域を概説できる。

主な静脈を図示し、門脈系と上・下大静脈系を説明できる。

呼吸器系

鼻腔・喉頭・気管・気管支の構造、肺葉・肺区域と肺門の構造を説明できる。

肺循環と体循環の違いを説明できる。

縦隔と胸膜腔、横隔膜の構造を説明できる。

消化器系

各消化器官の位置、形態と関係する血管・神経を説明できる。

腹膜と臓器の関係を説明できる。

口腔・咽頭・食道・胃・小腸・大腸の基本構造と部位による違いを説明できる。

肝臓・胆嚢・膵臓の構造と機能を説明できる。

歯、舌、唾液腺の構造と機能を説明できる。

腎・尿路系・生殖器系

腎・尿路系の位置・形態と血管分布・神経支配を説明できる。

男性生殖器の形態と機能を説明できる。

女性生殖器の形態と機能を説明できる。

感覚器系

眼球と付属器の構造と機能を説明できる。

眼球運動のしくみを説明できる。

外耳・中耳・内耳の構造を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

【骨学実習】

学生 ～ 名につき 体の全身骨格標本を使用し、 回にわたって頭蓋、四肢骨、体幹骨の理解と主要な骨のスケッチを行う。骨形態の機能的意味を充分理
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解する。骨学実習の最終回に口頭試問を行う。

【肉眼解剖実習】

実習手順の指針となる札幌医科大学オリジナルの実習マニュアルを基本として実習を行う。予習は必須である。

各回の実習のはじめに、解剖手順の概要を提示する。

実習期間を通じて、学生 ～ 名につき 体のご遺体を解剖する。肉眼解剖実習の期間を通して計 回の口頭試問を行う。また、実習マニュアルと対応した

英語のノミナ試験を 回行う。

回の口頭試問 骨学 回、肉眼解剖実習 回 および 回のノミナ試験の合計点をもって成績判定を行う。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

骨学実習 四肢 四肢骨の解剖および機能的意義を理解する 永石歓和 医・解剖学

第二講座

骨学実習 体幹 体幹骨の解剖および機能的意義を理解する 齋藤悠城 医・解剖学

第二講座

骨学実習 頭部 頭蓋の解剖および機能的意義を理解する 松村博文 保・理学療

法学第二講

座

骨学口頭試問 骨学の理解の程度を口頭試問にて評価する 永石歓和 中

野正子

齋藤悠城

医・解剖学

第二講座

全身の皮下① 仰臥位で真皮を剥離し、皮膚・皮下組織の構造を理解する 松村博文 保・理学療

法学第二講

座

全身の皮下② 腹臥位で真皮を剥離し、皮膚・皮下組織の構造を理解する 菊池真 医・解剖学

第一講座

背部の上肢帯筋 背部上肢帯筋を剖出し機能を理解する 脊髄腔へ穿刺を行う 齋藤悠城 医・解剖学

第二講座

頚部浅層 腋窩 上腕屈側 頚部浅層・腋窩・上腕屈側の筋・血管・神経を剖出しその機能を理解する 齋藤悠城 医・解剖学

第二講座

頚部深層 上腕伸側 肩甲部 頚部深層・上腕伸側・肩甲部の筋・血管・神経を剖出しその機能を理解する 齋藤悠城 医・解剖学

第二講座

前腕・手 顔面 腹壁 前腕・手・顔面・腹壁の筋・血管・神経を剖出しその機能を理解する 松村博文 保・理学療

法学第二講

座

深背筋 臀部 脊髄 深背筋・臀部の筋・血管・神経および脊髄を剖出しその機能を理解する 菊池真 医・解剖学

第一講座

大腿前面 下腿前面 大腿前面・下腿前面の筋・血管・神経を剖出しその機能を理解する 齋藤悠城 医・解剖学

第二講座

大腿後面 下腿後面、ノミナ試験① 大腿後面・下腿後面の筋・血管・神経を剖出しその機能を理解する 齋藤悠城 医・解剖学

第二講座

足背部 足底部 足背部・足底部の筋・腱・血管・神経を剖出しその機能を理解する 菊池真 医・解剖学

第一講座

第 回口頭試問 第 回から第 回までの理解の程度を口頭試問にて評価する 永石歓和 中

野正子

齋藤悠城

医・解剖学

第二講座

胸腔 開胸し、各縦隔の位置及び含まれる臓器を理解する 永石歓和 医・解剖学

第二講座

胸膜と肺 心膜と心臓 肺および心臓を摘出し、外観の構造を理解する 中野正子 医・解剖学

第二講座

肺区域 冠動脈 肺区域を同定し、冠動脈や心臓内腔の解剖を理解する 中野正子 医・解剖学
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第二講座

腹膜 消化管内景 開腹し腹膜の構造を理解する 腹腔内臓器を同定する 永石歓和 医・解剖学

第二講座

胃 十二指腸 膵臓 胃・十二指腸の壁・栄養血管・内腔を観察・同定しその機能を理解する 永石歓和 医・解剖学

第二講座

小腸 大腸 小腸・大腸の壁・栄養血管・内腔を観察・同定しその機能を理解する 永石歓和 医・解剖学

第二講座

肝臓 肝区域 肝臓の概観の構造を理解し、肝区域を同定する 永石歓和 医・解剖学

第二講座

第 回口頭試問 第 回から第 回までの理解の程度を口頭試問にて評価する 永石歓和 中

野正子

齋藤悠城

医・解剖学

第二講座

後腹膜 骨盤内臓 後腹膜臓器および骨盤内臓を剖出しその機能を理解する 齋藤悠城 医・解剖学

第二講座

白菊会総会 白菊会総会に参加し、死の尊厳と命の尊さを再確認する 永石歓和 中

野正子

齋藤悠城 北

愛里紗

医・解剖学

第二講座

折半した骨盤内臓 骨盤を折半し骨盤内臓の詳細な同定およびその機能を理解する 永石歓和 医・解剖学

第二講座

骨盤底 骨盤壁 骨盤底および骨盤壁の筋・血管・神経を剖出しその機能を理解する 永石歓和 医・解剖学

第二講座

側頭下窩 側頭下窩の筋・血管・神経を剖出しその機能を理解する 中野正子 医・解剖学

第二講座

頭部離断 口腔 頭部離断し、口腔の構造物の剖出およびその機能を理解する 永石歓和 医・解剖学

第二講座

咽頭 喉頭 咽頭・喉頭の構造物を剖出しその機能を理解する 中野正子 医・解剖学

第二講座

鼻腔・翼口蓋窩 鼻腔を同定し、翼口蓋窩の血管・神経を剖出しその機能を理解する 中野正子 医・解剖学

第二講座

眼窩、ノミナ試験② 眼球の構造物や眼窩の筋・血管・神経を剖出しその機能を理解する 中野正子 医・解剖学

第二講座

耳 内耳・中耳・外耳の構造物を剖出しその機能を理解する 中野正子 医・解剖学

第二講座

第 回口頭試問 第 回から第 回までの理解の程度を口頭試問にて評価する 永石歓和 中

野正子

齋藤悠城

医・解剖学

第二講座

納棺・再試・掃除① 献体者への感謝をもって、納棺・掃除を行う

再試該当者は口頭試問再試を行う

永石歓和 中

野正子

齋藤悠城

北愛里紗

医・解剖学

第二講座

納棺・再試・掃除② 献体者への感謝をもって、納棺・掃除を行う

再試該当者は口頭試問再試を行う

永石歓和 中

野正子

齋藤悠城

北愛里紗

医・解剖学

第二講座

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考
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【試 験】 口頭試問 回 骨学 回、肉眼解剖学 回

【小テスト】ノミナ試験 回

上記各試験につき、試験成績が 未満の場合、再試験を 回行う。

【その他】実習態度、骨学スケッチの評価

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

札幌医科大学オリジナル実習マニュアルを中心に、 ネッター解剖学アトラス、プロメテウス解剖学アトラス

等の図譜を用いて、事前に十分な知識と解剖手順についての予習が必須である。また実習では、予習で得た肉眼解剖学的知

識を実際のご遺体で確認することが求められる。

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 ○ その他（ 出欠票の記入

補足事項：実習冒頭あるいは実習中に出欠票で出席を取る。

注意事項

＜一般的注意事項＞

・ 骨学実習および肉眼解剖学実習は、教育研究棟Ⅰ地下 階解剖実習室にて行う。

・ご遺体に対して常に敬虔な気持ちで接する。毎回、実習開始時と終了時に黙祷を行う。

・開始 分前には必ず着席すること。

・指定されたもの以外は解剖実習室内に持ち込まない。

・スマートフォン、携帯電話等の電子機器の実習室内への持ち込みは禁止する。

＜骨学実習・肉眼解剖学実習で持参するもの＞

解剖実習マニュアル

解剖学講義、 などの教科書および各種図譜

白衣、手袋、マスク、名札

※白衣、名札は着用してから入室すること。

解剖実習室専用のシューズ 靴底が淡色 白・黄色等 の靴

解剖実習道具 ピンセット、ハサミ、メス等

筆記用具 鉛筆、消しゴム

スケッチブック

※ は肉眼解剖実習時のみ、 は骨学実習時のみ

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 札幌医科大学オリジナル「解剖実習のマニュアル」 解剖学第二講座

理学療法学講座

解剖学第二講座

理学療法学講座

年

参考書 ネッター解剖学アトラス 原書第 版 著

訳

相磯貞和 今西宣

晶

南江堂 年

参考書

他 名

年

参考書 プロメテウス解剖学アトラス 第 版 坂井 建雄 医学書院 年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

細胞・組織学２ 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 大﨑 雄樹 （解剖学第一講座）

【授業科目の学修教育目標】

［一般目標］

正常人体の構造を把握するために、臓器固有の構造を組織学的見地から説明できるようになる。

［到達目標］

組織の構成を踏まえて、臓器の構造を説明できる。

臓器固有の組織の構成様式を臓器の機能と関連付けて説明できる。

臓器を構成する各組織の特徴を臓器の性質と関連させて説明できる。

組織を構成する細胞および細胞間質の特徴について臓器ごとに説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

［概要］

細胞・組織 では人体の各臓器の構造を、組織学的見地から紹介する。それによって臓器固有の機能発現に適した臓器の組織構築の特徴を説明できるように

なる。具体的には、脈管系、消化器系、免疫系、造血系、呼吸器系、内分泌系、外皮、感覚器系、泌尿器系、生殖器系を構成する臓器などを個別に紹介する。

［助言］

細胞・組織学 の知識は実際の組織構造を確認しないと身につき難い。組織実習にて臓器の組織標本を観察できるので、習得した学習内容を実際に確かめて

もらいたい。また、実習にて提供されなかった臓器の組織像についても、教科書、参考書、その他の書籍などに呈示された組織の画像を閲覧することで補い、

さらに理解を深めてもらいたい。

［非常勤講師］ 藤本豊士 順天堂大学大学院医学研究科 老人性疾患病態・治療研究センター

解剖学、組織学、組織学・脳実習で学習する知識が如何にして疾患の基盤を理解するのに役立つかを学ぶ。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

総論復習 上皮組織、結合組織、軟骨・骨組織、筋組織、神経組織、血液の復習 大﨑雄樹 解剖

脈管系 動脈・静脈・毛細血管、心臓、リンパ管 大﨑雄樹 解剖

消化器 消化管総論・管腔器官の一般的性質と構造 市川量一 解剖

消化器 口腔、歯、舌、唾液腺、食道、胃 市川量一 解剖

消化器 小腸、大腸 市川量一 解剖

消化器 肝臓、胆嚢、膵臓 市川量一 解剖

リンパ性組織 リンパ節、胸腺 大﨑雄樹 解剖

脾臓と骨髄 脾臓、骨髄 大﨑雄樹 解剖

呼吸器 鼻腔、喉頭、気管、気管支、肺 市川量一 解剖

内分泌 内分泌総論、視床下部、下垂体、松果体 市川量一 解剖

内分泌 甲状腺、上皮小体、副腎、膵臓 ラ氏島 、消化管内分泌、パラガングリオン 市川量一 解剖

外皮 皮膚、皮膚の付属器 大﨑雄樹 解剖

感覚器 視覚器 眼球、視神経、副眼器 大﨑雄樹 解剖

感覚器 平衡感覚器 外耳・中耳・内耳 、嗅覚器、味覚器 大﨑雄樹 解剖

泌尿器 腎臓 ネフロン、糸球体、尿細管、尿路 菊池 真 解剖

男性生殖器 精巣、精巣上体、精嚢、陰茎 菊池 真 解剖

女性生殖器 卵巣、卵管、子宮 菊池 真 解剖

女性生殖器 膣、外陰部、胎盤 菊池 真 解剖

解剖学・組織学は何の役に立つか 解剖学・組織学の知識で病気を理解するための特別講義 藤本豊士 順天堂大学 非常勤

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

― 123 ―



 

試験のほか、特別講義レポートなど指定する課題、そして各種臓器についての理解度とのバランスを総合的に判断して合否

を決定する。再試験は 回のみ。

なお、特段の理由が無く本試験もしくは本試験追試験を欠席した者は、再試験受験資格を喪失するものとする。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前：指定教科書の講義部分を事前に読んでおくこと。

事後：授業後、ノートと照らし合わせ、再度、教科書を読むこと。また対応する実習時に復習すること。

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー ○ 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：対面受講時は原則カードリーダー確認とし、必要に応じて課題提出を指示する。

特別講義は課題提出を必須とする。

受講時は各講師指定の課題提出。

注意事項 毎授業および特に特別講義における積極的な質問を望む。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 組織学 改訂 版 阿部和厚 牛木辰

男

南山堂

参考書 標準組織学・各論 第 版 藤田尚男・藤田恒

夫

医学書院
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

神経解剖学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 大﨑 雄樹 （解剖学第一講座）

【授業科目の学修教育目標】

［一般目標］

医師として必要な正常人体の機能発現の機序の把握を得るために、支持、保護する脈管、髄膜を含めた中枢神経の構造と中枢神経系内の神経回路を説明でき

るようになる。

［到達目標］

中枢神経の外部構造を末梢神経と関連付けて説明できる。

中枢神経にある神経核、神経束などの内部構造について説明できる。

髄膜と内部の脳室の構造を脳脊髄液の動態と関連させて説明できる。

中枢神経を栄養する動 静脈の走行を血液の流れとともに説明できる。

中枢神経内の神経回路を機能と関連させて説明できる。

神経学的機能障害において症状から障害部位の類推ができるようになる。

神経回路を細胞、分子レベルから理解し、中枢神経に対する分子の作用を説明できる。

高次機能を含めた機能発現をもたらす中枢神経の基本的な原理を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

［概説］

人体の神経系に対する知識を習得するために、脳の発生、脊髄、脳幹 延髄・橋・中脳 、脳神経と自律神経、小脳、間脳、大脳基底部、大脳皮質、運動性お

よび感覚性伝導路、髄膜、脳を栄養する脈管、脳室について紹介する。特に、脳では神経回路の説明が中心となる。一方、脳実習では脳 脳幹、小脳、間脳、

大脳 の表面や内面の観察を行うことで、脳とそれを取り巻く血管、髄膜と脳室などの立体構造を把握できる。組織実習では、脊髄と脳幹の神経核と神経束の

分布を観察し、中枢神経内でのそれらの位置関係を確かめることができる。以上のことから、講義と実習の両者に積極的に参加することで、中枢神経系の正

常構造の知識を習得し、それと同時にその機能発現を説明できるようになる。

［助言］

神経解剖学は、他の科目、特に、生理学、薬理学、神経学、精神科学を学ぶ上での基礎となっている。そのため、取り付き難いかもしれないが、ここでしっ

かりと学習しておけば上級学年で受ける講義の理解の一助となる。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

脳の発生・総論 脳の発生、構造 大﨑雄樹 解剖

脊髄と脊髄神経 脊髄の構造、脊髄反射 伸長反射と屈曲反射 、脊髄神経と皮節 大﨑雄樹 解剖

脳幹と脳神経 脳神経の種類、脳幹の構造、脳幹内神経核と神経束の位置 市川量一 解剖

脳幹と脳神経 脳幹内神経核を中心とした神経回路 市川量一 解剖

脳幹と脳神経 脳幹からみた脳神経と自律神経 市川量一 解剖

小脳と間脳 小脳の構造と神経回路、外部との連絡路、 間脳の区分、視床の構造と神経回路 視

床上部と視床上部の構造と機能

市川量一 解剖

大脳基底部と修飾系線維 内包の構造、大脳基底核と扁桃体の構造と神経回路、大脳古・旧皮質の構造と神経回

路、修飾性線維の分布

市川量一 解剖

大脳新皮質 大脳皮質の構造、局所神経回路と機能局在 市川量一 解剖

伝導路 下行性 運動性 伝導路 市川量一 解剖

伝導路 上行性 感覚性 伝導路 市川量一 解剖

神経解剖学まとめ 中枢神経を栄養する動 静脈、髄膜、脳室、脳実習へのオリエンテーション 市川量一 解剖

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

神経解剖のテストと脳実習の理解度とのバランスを総合的に判断して合否を決定する。

再試験は 回のみ。
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なお、特段の理由が無く本試験もしくは本試験追試験を欠席した者は、再試験受験資格を喪失するものとする。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前：指定教科書の講義部分を事前に読んでおくこと。

事後：授業後、ノートと照らし合わせ、再度、教科書を読むこと。

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー ○ 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：対面受講時は原則カードリーダーとし、課題提出が必要な場合は指示する。

受講時は各講師が指示する課題提出を必須とする。

注意事項
本講義の講義録を、総論と脊髄範囲については 回目の講義にて、脳幹以降の範囲については 回目の講義と、 回目の講

義に配布する。教科書とともに講義を理解するために活用してもらいたい。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 神経解剖学講義ノート 寺島俊雄 金芳堂

参考書

参考書 カンデル神経科学 第 版 単行本 上記の和訳本 金澤一郎、宮下保

司 監修

メディカルサイエ

ンスインターナシ

ョナル
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

組織学・脳実習 実習 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 大﨑 雄樹 （解剖学第一講座）

【授業科目の学修教育目標】

［一般目標］

組織実習では、実際の組織切片などの観察を通じて人体の微細構造に直接触れることにより、講義で学修した知識をより深く習得することができる。脳実習

では、脳の実物を観察することで中枢神経の構造を立体的に把握することができる。

［到達目標］

組織標本を構成する組織を区分できる。

組織形態を拡大像と全体像の両者から評価できる。

臓器を構成する各組織の特徴を臓器の性質と関連させて説明することができる。

組織標本内でみられる特異的な細胞、構造物を探索、同定できる。

個体を構成する臓器とその組織標本を対比できる。

電子顕微鏡からえられた画像でしめされた超微形態を説明できる。

中枢神経を取り巻く動 静脈を同定できる。

中枢神経から発する脳神経を同定できる。

脳室の立体的配置を説明できる。

脳内部にある神経核の立体的配置を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

［組織実習の概要と助言］

以下の学修主題について、配布する実習の手引き書に基づき進めていく。

超微形態画像については、電子顕微鏡から得た画像の写真を貸与する。

光学顕微鏡画像については永久標本約 枚一組を二人に対し貸与するので、それらを各自に割り振られた光学顕微鏡を用いて観察する。

観察する標本の中でスケッチが必要と思われる部分とそのスケッチ画像の拡大倍率を各回の冒頭で紹介する。紹介した課題のスケッチのすべての提出をもっ

て出席とする予定である。課題以外にも、必要と思われるならば率先してスケッチしてもらいたい。また、札幌医大では、正常の組織像のバーチャルスライ

ドを用意しているので積極的に活用すること。

［脳実習の概要と助言］

脳実習は、配布する実習の手引き書に基づき肉眼解剖実習室で 日の予定で行う。 人で班を構成し脳を観察、解剖する。必要な部位についてはスケッチ

の描画を予定している。実習は講義を理解していることを前提に進めていくので講義の復習をすることを勧める。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

細胞 細胞の各構造の理解 光顕と電顕 解剖 教員 解剖

血液 血液細胞の特徴の理解 血液塗抹標本 解剖 教員 解剖

上皮組織 単層扁平上皮、重層扁平上皮、単層立方上皮、単層円柱上皮、

多列上皮、重層円柱上皮、移行上皮

解剖 教員 解剖

軟骨・骨組織 硝子軟骨、弾性軟骨、線維軟骨、軟骨内骨化 胎児骨 、膜性骨化 頭蓋骨 、骨 解剖 教員 解剖

筋組織 平滑筋 消化管筋層 、骨格筋、心筋

電顕： 骨格筋 横紋構造

解剖 教員 解剖

神経組織 神経細胞 脳幹、脊髄神経節 、有髄線維 横断・縦断

髄鞘 オスミウム固定 電顕：シナプス、髄鞘

解剖 教員 解剖

血管系 毛細血管・小血管 クモ膜 、弾性型 大動脈 、筋型 動脈・静脈 解剖 教員 解剖

消化器 舌 糸状乳頭、茸状乳頭、葉状乳頭、有郭乳頭

耳下腺、顎下腺、舌下腺

解剖 教員 解剖

消化器 食道、胃 解剖 教員 解剖

消化器 十二指腸、空腸、回腸、虫垂、大腸 解剖 教員 解剖

消化器 肝臓、膵臓 解剖 教員 解剖
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リンパ組織・造血 リンパ節、脾臓、口蓋扁桃 解剖 教員 解剖

リンパ組織・造血 胸腺、骨髄 解剖 教員 解剖

呼吸器 気管、肺 解剖 教員 解剖

内分泌 松果体、下垂体、甲状腺、副腎 解剖 教員 解剖

皮膚 頭皮、足底、腋窩、手掌 解剖 教員 解剖

感覚器 眼瞼、眼球 前部・後部 、視神経 解剖 教員 解剖

感覚器 涙腺、内耳、味蕾 有郭乳頭 葉状乳頭 解剖 教員 解剖

泌尿器 腎臓、尿管、膀胱、尿道 解剖 教員 解剖

男性生殖器 精巣、精巣上体、精管、前立腺、陰茎 解剖 教員 解剖

女性生殖器 卵巣、卵管 解剖 教員 解剖

女性生殖器 子宮、膣、胎盤 解剖 教員 解剖

中枢神経 脊髄、脳幹、脈絡叢 解剖 教員 解剖

中枢神経 大脳皮質、小脳 解剖 教員 解剖

復習 各単元の復習 解剖 教員 解剖

試験 本試験 解剖 教員 解剖

脳実習 脳の外観、髄膜とクモ膜顆粒、脳の動脈、脳神経 解剖 教員 解剖

脳実習 大脳皮質 溝と回 、機能局在 解剖 教員 解剖

脳実習 大脳断面による内部構造、大脳の交連線維系と第三脳室、

脳幹と小脳、側脳室と脳底部

解剖 教員 解剖

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験のほか、脳標本、人体由来組織試料の尊厳を持った取り扱いや周囲の学生との協力学習などの実習に臨む態度、そして

各種臓器についての理解度とのバランスを総合的に判断して合否を決定する。 評価その他欄：スケッチ 。再試験は

回のみ。

なお、特段の理由が無く本試験もしくは本試験追試験を欠席した者は、再試験受験資格を喪失するものとする。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前：手引き書を事前に読み、学習内容に相当する教科書の部分に目を通す。

事後：スケッチに、足りなかったところを補い、名称や機能などを正しく記入しておくこと。

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 ○ その他（

補足事項：無断欠席を禁ずる。指定したスケッチ課題の期限までの提出を必須とする。

注意事項

教科書、アトラスを適宜引きつつ、自身の眼でよく観察し、周囲の学生同士で議論しながら構造の同定を行うこと。スケッ

チは美術的写生ではなく、各組織の特徴をとらえ、機能等の補足情報を書き込みノートとして作成し、高学年時にも参照で

きる財産としてほしい。脳実習については、各領域の三次元的な配置をよく理解すること。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 組織学 改訂 版 阿部和厚 牛木辰

男

南山堂

教科書 神経解剖学講義ノート 寺島俊雄 金芳堂

参考書 標準組織学・総論 第 版 藤田尚男・藤田恒

夫

医学書院

参考書 標準組織学・各論 第 版 藤田尚男・藤田恒

夫

医学書院

参考書 人体組織図譜 藤田恒夫 訳 南江堂

参考書 カラーアトラス 顕微鏡写真で見る細胞組織学 坂井建雄・石村和

敬 訳

メディカル・サイ

エンス・インター

ナショナル

参考書 訳本あり
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参考書 カンデル神経科学 第 版 単行本 上記の和訳本 金澤一郎、宮下保

司 監修

メディカルサイエ

ンスインターナシ

ョナル
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

細胞・器官生理学 講義 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 當瀬 規嗣 （細胞生理学講座）

【授業科目の学修教育目標】

正常の生体機能についての基本的理解を得ることと、それを運用して病態を理解してゆく思考力、推論力を身につけることを目標とする。

【到達目標】

細胞の意義と役割を理解できる

臓器の役割と相互関係を理解できる

電気生理学の基本を理解できる

筋肉の構造と機能を理解できる

心臓・循環系の機能を理解できる

呼吸器系の機能を理解できる

血液・リンパ系の正常機能を理解できる

消化器系の機能を理解できる

腎泌尿器系の機能を理解できる

内分泌系の機能を理解できる

栄養・代謝を生理学的観点から理解できる

生殖機能の基本概念を理解できる

体温とその維持機構の意義を理解できる

【授業の概要および学修上の助言】

生体の正常の機能、はたらきを研究する学問が生理学である。生理学を支える基本概念はホメオスターシス 恒常性 とキネティクス 動力学 である。本講で

は、この考えに基づきながら、まず前半で正常の細胞の機能を考えるため、電気生理学と筋生理学を含めた細胞生理学を講じる。そして、後半において、こ

れらの知識や考え方に基づいて器官臓器系統別に講義を展開する。ただし、神経系の生理学は他の講義で行なわれるため、神経系を除く器官臓器を対象とす

る。具体的には、血液循環系、呼吸器系、消化器系、腎尿路系、内分泌系、代謝系、生殖機能である。正常において観察される生体の機能・反応は、病的な

状態で見られる症候・病態を理解する基本となるものであり、つねに臨床を意識した形での講義展開を行なう。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

細胞生理学 イントロ、細胞生理、細胞膜、体液電解質 當瀨規嗣 細胞生理

細胞膜輸送 拡散、受動輸送、能動輸送、水チャネル 當瀨規嗣 細胞生理

膜電位 の式、膜電位の式 當瀨規嗣 細胞生理

活動電位 活動電位の特徴、膜電位固定法 當瀨規嗣 細胞生理

活動電位 理論の解説

活動電位の説明

當瀨規嗣 細胞生理

イオンチャネル総論 パッチクランプ法、電気特性 當瀬規嗣 細胞生理

イオンチャネル総論 構造と遺伝子、イオンチャネルの分類 當瀬規嗣 細胞生理

細胞機能維持と情報伝達 情報伝達の種類と機能、受容体 佐藤達也 細胞生理

細胞機能維持と情報伝達 細胞内シグナル伝達、核内受容体 佐藤達也 細胞生理

細胞機能維持と情報伝達 チロシンキナーゼ、 カスケード、ストレス応答 佐藤達也 細胞生理

骨格筋収縮機構 構造、収縮タンパク、滑走説、興奮収縮連関 當瀬規嗣 細胞生理

骨格筋収縮機構 収縮特性、疲労、運動生理

平滑筋収縮機構

當瀬規嗣 細胞生理

循環系 循環系の基本、心臓自動能、刺激伝導系 佐藤達也 細胞生理

循環系 心筋活動電位、静止膜電位、 チャネル 佐藤達也 細胞生理

循環系 心筋 チャネル、 チャネル、他 佐藤達也 細胞生理

循環系 ペースメーカー電位 佐藤達也 細胞生理

循環系 興奮伝導、心電図 佐藤達也 細胞生理

循環系 興奮収縮連関、変力変時作用 佐藤達也 細胞生理

循環系 心臓周期、血管機能、血圧、血流調節 佐藤達也 細胞生理
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循環系 静脈系、微小循環、リンパ管系 佐藤達也 細胞生理

循環系 循環調節中枢、神経性調節 佐藤達也 細胞生理

循環系 液性調節 佐藤達也 細胞生理

呼吸系 構造、換気力学 當瀬規嗣 細胞生理

呼吸系 肺血流、ガス交換、ガス輸送 當瀬規嗣 細胞生理

呼吸系 呼吸中枢、呼吸調節 當瀬規嗣 細胞生理

腎・泌尿器系 構造、クリアランス、腎血流 一瀬信敏 細胞生理

腎・泌尿器系 糸球体ろ過、電解質輸送、有機物輸送 一瀬信敏 細胞生理

腎・泌尿器系 塩基調節、尿濃縮希釈機構、排尿 一瀬信敏 細胞生理

消化器系 消化の概念、消化管運動、神経調節 當瀬規嗣 細胞生理

消化器系 咽頭、食道、胃 當瀬規嗣 細胞生理

消化器系 酸十二指腸、消化管ホルモン、栄養の吸収、大腸、排便 當瀬規嗣 細胞生理

中間代謝とエネルギー代謝、体温 中間代謝、膵島ホルモン、肝臓の役割

エネルギー代謝、体温調節

當瀬規嗣 細胞生理

内分泌 総論、視床下部 下垂体系、松果体 當瀬規嗣 細胞生理

内分泌 下垂体ホルモン、甲状腺ホルモン 當瀬規嗣 細胞生理

内分泌 副腎ホルモン 當瀬規嗣 細胞生理

内分泌 性ホルモン、性周期、乳腺ホルモン

カルシウム代謝のホルモン

當瀬規嗣 細胞生理

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

基本的には試験により全体を評価する。一部の授業では内容確認の小テストを行なう。 なお、定期試験後の再試験は

回まで行う。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習： 各講義内容に関する解剖・生化学の内容を確認しておくこと。

復習： 各講義内容は相互に密接に関連していることから、単に講義内容を確認するだけでなく、人体機能全体から見た、

各臓器器官の機能の位置づけを意識した復習をすること。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー ○ 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 生体機能学 當瀨規嗣 南山堂 年・ 円 税別

参考書 標準生理学 第 版 監修：小澤 瀞司

／福田 康一郎

医学書院 年・ 円 税

別

参考書 よくわかる生理学の基本としくみ 當瀨規嗣 秀和システム 年・ 円 税別

参考書 これならわかる 要点 生理学 當瀨規嗣 南山堂 年・ 円 税別
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

神経生理学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

講師 臼井 桂子 （神経科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

神経系の基礎生理について一貫した理解と基本的知識を獲得する。

【到達目標】

機能系としての神経系を他の系と比較しながら説明できる。

①神経系の構造と機能に関して神経系の一般特性を説明できる。

②中枢神経系と末梢神経系の構成を概説できる。

③脳の血管支配と血液脳関門を説明できる。

④主な脳内神経伝達物質 アセチルコリン、ドパミン、ノルアドレナリン とその作用を説明できる。

⑤髄膜・脳室系の構造と脳脊髄液の産生と循環を説明できる。

⑥脊髄の構造、機能局在と伝導路を説明できる。

⑦脊髄反射 伸張反射、屈筋反射 と筋の相反神経支配を説明できる。

神経による情報伝達の基礎を説明できる。

①神経機能の基礎となっている電気活動の基本を説明できる。

②電気活動が神経機能としてどのように働いているか説明できる。

③神経伝導について、神経細胞の興奮と活動電位の軸索内伝導と関連づけて説明できる。

④シナプス 神経筋接合部を含む の形態とシナプス伝達の機能 興奮性、抑制性 と可塑性を説明できる。

⑤軸索輸送、軸索の変性と再生を説明できる。

⑥反射を説明できる。

神経系をさらに機能で区分した運動系、感覚系、高次脳機能、自律神経系の機能を説明できる。

①大脳皮質の機能局在 運動野・感覚野・言語野 を説明できる。

②運動系について、随意運動の発現機構を錐体路を中心として概説できる。

③運動系について、小脳の構造と機能を概説できる。

④運動系について、大脳基底核 線条体、淡蒼球、黒質 の線維結合と機能を概説できる。

⑤感覚系の入力となる刺激に対する感覚受容の種類と機序を説明できる。

⑥痛覚、温度覚、触覚と深部感覚の受容機序と伝導路を説明できる。

⑦視覚、聴覚・平衡覚、嗅覚、味覚の受容機序と伝導路を概説できる。

⑧眼球と付属器の構造と機能を説明できる。

⑨視覚情報の受容のしくみと伝導路を説明できる。

⑩眼球運動のしくみを説明できる。

⑪味覚と嗅覚の受容のしくみと伝導路を説明できる。

⑫対光反射、輻輳反射、角膜反射の機能を説明できる。

⑬平衡感覚機構を眼球運動、姿勢制御と関連させて説明できる。

⑭高次脳機能について、記憶、学習の機序を辺縁系の構成と関連づけて概観できる。

⑮交感神経系と副交感神経系の中枢内局在、末梢分布、機能と伝達物質を概観できる。

⑯視床下部の構造と機能を内分泌および自律機能と関連づけて概観できる。

⑰ストレス反応と本能・情動行動の発現機序を概観できる。

神経機能検査法を理解し、異常検出の仕組みを説明できる。

①非侵襲的脳機能検査法で得られる情報を説明できる。

②神経系の電気生理学的検査で得られる情報を説明できる。

③脳波検査のしくみが理解できる。
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神経細胞傷害・変性と細胞死について説明できる。

①細胞傷害・変性と細胞死の多様性、病因と意義を説明できる。

②細胞傷害・変性と細胞死の細胞と組織の形態的変化の特徴を説明できる。

呼吸機能に関わる神経系の構造と機能を説明できる。

①呼吸筋と呼吸運動の機序を説明できる。

②呼吸中枢を介する呼吸調節の機序を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

体の働きのメカニズムを対象とする生理学の領域において、神経系の基礎生理について、細胞内、細胞間、機能系としての神経、個体の活動、という、ミク

ロからマクロのレベルまで、一貫した理解と基本的知識を獲得する。次に述べる各項目についてテーマを設定して講義を進める。

神経伝導の基礎

運動制御総論、各論

感覚系の総論、各論

自律神経系総論、各論

高次脳機能総論、各論

非侵襲的脳機能検査法

講義では重要なポイントのみの説明となるので、予習として教科書の該当部分に目を通し、講義後には配布された資料や参考書による重要事項の確認等の復

習が必要である。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

神経科学総論、神経細胞の構造と機能 神経科学の歴史、興奮伝導、シナプス伝達 教科書『標準生理学 第 版 』、第 章

第 章

石黒雅敬 神経科学

神経細胞群の活動 軸索輸送、受容器電位 第 章 第 章 第 章 石黒雅敬 神経科学

運動制御総論、大脳運動野 大脳皮質の機能解剖、大脳皮質運動野

第 章 第 章

佐々木祐典 フ研再生

運動制御、大脳基底核、小脳 大脳基底核による運動補助機能 第 章

小脳による運動補助機能 第 章

臼井桂子 神経科学

運動制御、アウトプット 骨格筋 運動単位 第 章 ～ 第 章 山本大輔 砂川市立病

院

非常勤

大脳連合野 大脳連合野の機能 第 章 篠崎 淳 神経科学

感覚総論 感覚の末梢機構、感覚情報の中枢処理 第 章 第 章 石黒雅敬 神経科学

体性感覚 体性感覚の受容と中枢処理 第 章 篠崎 淳 神経科学

聴覚 聴覚の受容と中枢処理 第 章 臼井桂子 神経科学

体性感覚 ・疼痛 侵害刺激の受容、痛覚抑制の神経機構 第 章 篠崎 淳 神経科学

反射 反射 第 章 第 章 第 章 石黒雅敬 神経科学

視覚 視覚の受容と視覚中枢 第 章 篠崎 淳 神経科学

視覚 高次視覚領野と視覚認知 第 章 篠崎 淳 神経科学

聴覚 言語 聴覚認知、音声認知、言語中枢 第 章、第 章 臼井桂子 神経科学

平衡感覚・味覚・嗅覚 味覚・嗅覚の受容と中枢処理 第 章

平衡感覚の神経機構 第 章

臼井桂子 神経科学

自律神経系 自律神経機能の概観、交感・副交感神経系 第 章 石黒雅敬 神経科学

本能、情動回路 視床下部、大脳辺縁系の神経機構 第 章 第 章 篠崎 淳 神経科学

自律神経系 自律神経系と循環、脳循環 第 章 第 章 第 章 石黒雅敬 神経科学

眼球運動・姿勢・歩行制御 眼球運動の機能 第 章

姿勢、歩行制御の神経機構 第 章 第 章

臼井桂子 神経科学

神経可塑性、系統発生・個体発生 神経細胞の発生と分化、神経可塑性 第 章 第 章 佐々木祐典 フ研再生

学習と記憶 学習と記憶機能 第 章 石黒雅敬 神経科学

呼吸中枢 呼吸中枢の神経機構、呼吸の神経調節 第 章 臼井桂子 神経科学
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意識と睡眠 睡眠・覚醒と意識 第 章 臼井桂子 神経科学

非侵襲的脳機能検査法 非侵襲的脳機能検査法 第 章 篠崎 淳 神経科学

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

全講義終了後の試験 分 で評価する。教科書の該当部分の内容、および、講義中に言及した事項から出題する。出題形

式は記述式、多項目選択式を併用する。

点以上を合格とする。合格基準に達しない受講者に対しては、試験後に再試験を 回のみ実施し、合否を判定する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：各講義内容に関連した部位の解剖学を確認しておくこと。予習事項に基づいて小テストを実施することがある。

復習：講義の内容、および、講義中に行った小テストの内容に関して、再度確認をしておくこと。機能障害がおこった場合

の症状を検討しておくこと。

出席確認方法 

〇 固定式 カードリーダー 出席カード 〇 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：出席については学生諸君の良識と、医療者となるために必要な倫理観に基づく行動を求める。

対面授業の場合は、固定式 での出席と小テストでの解答提出が揃った場合に、出席と認定する。記名のみの小テストは

出席と認めない。本人の筆跡と異なる小テストの提出が明らかになった場合は、試験の受験資格を失うことがある。

遠隔授業の場合は、講義中に実施する出席確認と小テストの解答提出がそろった場合に、出席と認定する。解答提出の方式

については、教員の指示に従うこと。

注意事項
各講義で講義前もしくは講義時に資料を配布する。講義後の配布は行わない。理由の如何に関わらず欠席した学生は、各自

の責任において講義の内容を自習すること。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 標準生理学 第 版 本間研一ほか 医学書院 年・ 円

参考書 ガイトン生理学 原著第 版

石川義弘ほか総監

訳

エルゼビア・ジャ

パン

年・ 円

参考書 ギャノング生理学 原書 版 岡田泰伸ほか 監

修

丸善出版 年刊行予定・

円

参考書 オックスフォード生理学 原書 版 ほ

か

丸善出版 年・ 円

参考書 カンデル神経科学 第 版 原書 版 ほ

か

メディカル・サイ

エンス・インター

ナショナル

年・ 円

参考書 年・ 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

生化学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 高橋 素子 （医化学講座）

【授業科目の学修教育目標】

生体を構成する分子の構造、代謝、およびその異常を学ぶことにより生命現象を分子レベルで理解し、疾患発症の機構を理解するための基礎知識を修得する。

【到達目標】

糖質の構造と機能、代謝を説明できる。

脂質の構造と機能、代謝を説明できる。

アミノ酸とタンパク質の構造と機能、代謝を説明できる。

ヘム・ポルフィリン代謝を説明できる。

ヌクレオチド合成・異化・再利用経路を説明できる。

酵素の機能と調節を説明できる。

情報伝達の種類と機能、機序を説明できる。

酸化ストレス フリーラジカル・活性酸素 の発生と作用を説明できる。

細胞接着の仕組みを説明できる。

糖質・タンパク質・脂質の代謝経路と相互作用を説明できる。

ビタミン・微量元素の種類と作用を説明できる。

エネルギー代謝 エネルギーの定義、食品中のエネルギー値、エネルギー消費量、推定エネルギー必要量 を理解し、空腹 飢餓 時、食後 過食時 と運動時

における代謝を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

生体を構成する物質の構造と機能、およびその代謝に異常が出現することにより、種々の疾患が発症する。生体物質の分子レベルの構造と性質、機能を研究

する学問である生化学を基礎に、物質の代謝の概要を修得することが本科目の主目的である。

特論として、接着因子、酸化ストレスと病態、糖代謝と病態についても学ぶ。生化学研究の発展はめざましく、限られた時間で年々蓄積する膨大な生化学の

知識を理解するには、講義とともに教科書を中心とした自主学習が必要である。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

糖質・脂質代謝とエネルギー学 解糖・クエン酸回路 高橋素子 医化学

糖質・脂質代謝とエネルギー学 電子伝達系・酸化的リン酸化 高橋素子 医化学

糖質・脂質代謝とエネルギー学 グリコーゲン代謝 高橋素子 医化学

糖質・脂質代謝とエネルギー学 糖新生・ペントースリン酸回路 高橋素子 医化学

糖質・脂質代謝とエネルギー学 脂溶性ビタミン・脂肪酸代謝 長谷川喜弘 医化学

糖質・脂質代謝とエネルギー学 リン脂質・糖脂質・エイコサノイド代謝 長谷川喜弘 医化学

糖質・脂質代謝とエネルギー学 コレステロール・リポタンパク質代謝 長谷川喜弘 医化学

タンパク質・アミノ酸代謝 アミノ酸代謝 有木茂 化学

タンパク質・アミノ酸代謝 アミノ酸代謝 有木茂 化学

タンパク質・アミノ酸代謝 ポルフィリン・ヘム代謝 藤谷直樹 医化学

ヌクレオチド代謝 プリンピリミジンヌクレオチド 藤谷直樹 医化学

タンパク質と酵素 タンパク質の構造と機能 高橋素子 医化学

タンパク質と酵素 酵素学 高橋素子 医化学

タンパク質と酵素 タンパク質の合成と分解・糖タンパク質 高橋素子 医化学

情報伝達の生化学 受容体とシグナル伝達 高橋素子 医化学

情報伝達の生化学 受容体とシグナル伝達 高橋素子 医化学

栄養と代謝 ビタミンと生体微量元素 上原康昭 医化学

栄養と代謝 エネルギー代謝と栄養 上原康昭 医化学

特論 細胞接着分子 谷口雅彦 フ研細胞

特論 酸化ストレス・糖代謝と病態 高橋素子 医化学

評価方法 
試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計
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備 考

試験 につき、再試験は 回実施し合否を判定する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：各講義内容について関連項目を学習すること。

復習：各講義内容について、復習すること。特に講義中に行った小テストの内容についてはよく学習すること。

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

○ 移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：固定式 カードリーダーによる出席確認を原則とする。ただし、小テストを実施した場合には、固定式 カー

ドリーダーと小テスト提出の両方を満たして出席となる。移動式 カードリーダーは適宜使用する。

注意事項
講義では重要事項のみの解説となるので、予習・復習が必要である。試験のほか、出席状況 授業態度も考慮して評価する。

教科書・参考書は例示したもの以外でもよいので、何か 冊は用意することを強く勧める。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 ミースフェルド 生化学 東京化学同人

教科書 イラストレイテッド ハーパー・生化学 丸善

参考書

参考書 ストライヤー 生化学 東京化学同人

参考書 リッピンコットシリーズ

イラストレイテッド 生化学

丸善

参考書 ベインズ・ドミニチャク 生化学 丸善

参考書 カラーイラストで学ぶ 集中講義

生化学

参考書 シンプル生化学 南江堂
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

分子生物学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 鈴木 拓 （分子生物学講座）

【授業科目の学修教育目標】

遺伝子からタンパク質への流れにもとづいて生命現象を学び、遺伝子工学の手法と応用やヒトゲノムの解析を理解する。また、遺伝子多型や変異により起こ

る遺伝性疾患の基本的考え方を学ぶ。

遺伝子と染色体の構造を説明できる。

ゲノムと遺伝子の関係を説明できる。

ゲノム解析にもとづく レベルの個人差を説明できる。

メンデル遺伝の つの様式を理解し、代表的な疾患を列挙できる。

染色体異常による疾患の中で主なものを挙げ、概説できる。

遺伝子頻度と遺伝子型頻度の違いを説明できる。

連鎖解析・関連解析の概念を理解し、説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

分子生物学の展開とともに古典的な遺伝学の応用も広まり、現代医学領域において基礎医学研究者のみならず臨床医にとっても分子レベルの遺伝学の知識

は必須のものとなっている。比較的最近まで、いわゆる遺伝病とはまれな疾患であり、特定の家系の人のみにかかわる特殊なものと考えられていた。しかし

ながら、ヒトゲノム解析を中心とした分子遺伝学が発達し、医学への応用が始まると、いかに多くの疾病に遺伝子が関与しているかがクローズアップされて

きた。たとえば、癌、高血圧、糖尿病から動脈硬化に至るまで、 が遺伝子に大きく影響されていることがわかってきた。その他、パーキンソ

ン病、アルツハイマー病など枚挙にいとまがない。「分子生物学 」では、医学における分子生物学・分子遺伝学の役割と意義の観点から発展させる。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

ヒトゲノム解析 ヒトゲノムの構造・ヒト染色体の構造と機能 時野隆至 フ研ゲ

ヒトの分子遺伝学 メンデル遺伝と家系 時野隆至 フ研ゲ

ヒトの分子遺伝学 遺伝子頻度と遺伝子型頻度 ハーディー・ワインベルグ分布 時野隆至 フ研ゲ

ヒトの分子遺伝学 ポジショナルクローニング・連鎖解析による疾患遺伝子の同定 時野隆至 フ研ゲ

ヒトの分子遺伝学 関連解析 ・大規模再配列決定による疾患関連遺伝子の同定 時野隆至 フ研ゲ

生命情報学 分子生物学における情報の意義、バイオインフォマティクス 井戸川雅史 フ研ゲ

疾患の分子生物学 がんの分子生物学 時野隆至 フ研ゲ

総論 まとめ 時野隆至 フ研ゲ

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験 につき、再試験を 回行います。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前準備として、ゲノム、染色体、遺伝子、細胞周期、バイオテクノロジーについての基本的知識を、高校教科書および第

学年で履修した講義から復習しておくことが望ましい 特に 大学入試で「生物」を選択しなかった学生 。講義後は、配

布した資料および小テストの内容について復習すること。また不明な点があれば、講義後でも積極的に担当教官に質問し、

疑問を残さないこと。

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：固定式 カードリーダーによる出席確認を原則とする。ただし、小テストを実施した場合には、固定式 カー

ドリーダー＋小テスト提出の両方を満たすことで出席となる。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 プリント配布

参考書 細胞の分子生物学【第 版】 ニュートンプレス 年・ 円

参考書 ヒトの分子遺伝学【第 版】 戸田達史 井上

聡 松本直通

翻訳

メディカルサイエ

ンスインターナシ

ョナル

年・ 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

薬理学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 久野 篤史 （薬理学講座）

【授業科目の学修教育目標】

薬理学についての基礎知識を習得する。

到達目標

薬物がどのように働くかを説明できる。

投与された薬物が生体内でどのようになるかを説明できる。

自律神経と薬物の関係について説明できる。

炎症と免疫調節に働く薬物を説明できる。

生理活性物質の作用を説明できる。

抗菌薬を説明できる。

抗癌薬を説明できる。

新薬の開発がどのように行われるか説明できる。

薬物副作用についての過去の薬害を説明できる。

循環器疾患、消化器疾患、呼吸器疾患、血液疾患、骨疾患、精神神経疾患、皮膚疾患の治療薬を概説できる。

ホルモンの作用を説明できる。

アミンを説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

薬理学では、前半で主に薬物の基本を講義し、後半では疾病の病態と治療薬という視点で薬物をとりあげます。

講義は原則としてプリントを配布します。試験はプリントおよび講義内容から出題します。

講義により小テストをおこなう場合があります。

薬物がどのように作用するのか、その作用機序を理解して下さい。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

薬理学総論 薬物がどのように働くかを説明し、概説できる。 久野篤史 薬理

薬理学総論 投与された薬物が体内でどのようになるかを概説できる。 久野篤史 薬理

抗炎症薬 免疫調薬 炎症や免疫の抑制に用いる薬物とそのメカニズムを説明し、治療を概説できる。 久野篤史 薬理

栄養の薬理 毒物と解毒薬 ビタミンについて知る 毒物と解毒薬を説明し、概説できる。 久野篤史 薬理

生体アミン ホルモン ステロイド

ホルモン

アミンとはどのようなものかを知り概説できる ステロイドホルモンを説明し、治療

を概説できる。

久野篤史 薬理

ホルモン 下垂体、甲状腺 下垂体と甲状腺のホルモンを説明し、治療を概説できる。下垂体と甲状腺に作用する

薬物を説明し、治療を概説できる。

久野篤史 薬理

自律神経 自律神経のうち交感神経の作用とそのメカニズムを説明し、治療薬を概説できる。 久野篤史 薬理

自律神経 自律神経のうち副交感神経の作用とそのメカニズムを説明し、治療薬を概説できる。 久野篤史 薬理

麻酔と筋弛緩薬 外科手術に用いる全身麻酔薬、局所麻酔薬、筋弛緩薬を説明し、概説できる。 久野篤史 薬理

ホルモン 膵臓ランゲルハンス島 膵臓ランゲルハンス島から分泌されるホルモンを説明し、治療応用を概説できる。 久野篤史 薬理

抗菌薬 抗菌薬とはどのようなものか、どのように作用するかを説明し、治療を概説できる。 久野篤史 薬理

抗ウイルス薬、

寄生虫治療薬

抗ウイルス薬とはどのようなものか、どのように作用するかを知る。駆虫薬を知り、

治療を概説できる。

久野篤史 薬理

抗癌薬 抗癌薬とは何か、どのように作用するかを説明し、治療および副作用を概説できる。

多剤併用療法を説明し、治療応用を概説できる。

久野篤史 薬理

抗癌薬 どのような抗癌剤があるかそれぞれの抗癌剤の特徴を説明し、治療応用を概説でき

る。

久野篤史 薬理

新薬と副作用 「薬害」についてその事例を知り、防止を考える。 久野篤史 薬理

高血圧の薬物療法 高血圧の病態生理を知り、その治療薬の作用、副作用、作用機序を説明し、治療を概

説できる。

久野篤史 薬理

心疾患の薬物療法 虚血性心疾患の薬物療法 病態生理を知り、その治療薬の作用、副作用、作用機序を 久野篤史 薬理
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説明し、治療を概説できる。

心疾患の薬物療法 不整脈の薬物療法 病態生理を知り、その治療薬の作用、副作用、作用機序を説明し、

治療を概説できる。

久野篤史 薬理

心疾患の薬物療法 心不全の病態生理を知り、その治療薬の作用、副作用、作用機序を説明し、治療を概

説できる。

久野篤史 薬理

精神神経薬理 パーキンソン病・アルツハイマー病・てんかんの薬物療法 病態と治療薬の作用、副

作用、作用機序を説明し、治療を概説できる。

岩原直敏 神経内科

精神神経薬理 麻薬と中毒 耽溺、嗜癖をおこす薬物、中枢機能との関連を説明し、治療を概説でき

る。

石井貴男 保健医療学

部作業療法

学科

精神神経薬理 精神疾患の病態と治療薬の作用、副作用、作用機序を説明し、治療を概説できる。 石井貴男 保健医療学

部作業療法

学科

骨粗鬆症の薬物療法 骨粗鬆症の治療薬を説明し、その治療薬の作用、副作用、作用機序を説明し、治療を

概説できる。

久野篤史 薬理

消化器疾患の薬物療法 胃潰瘍、下痢、便秘の病態と治療薬の作用、副作用、作用機序を説明し、治療を概説

できる。

久野篤史 薬理

呼吸器疾患の薬物療法 喘息・咳の治療薬、作用、副作用、作用機序を説明し、治療を概説できる。 久野篤史 薬理

血液疾患の薬物療法 血液の病態生理を知り、治療薬の作用、副作用、作用機序を説明し、治療を概説でき

る。

久野篤史 薬理

高脂血症の薬物療法 高脂血症の病態生理を知り、その治療薬の作用、副作用、作用機序を説明し、治療を

概説できる。

久野篤史 薬理

皮膚の薬物療法 皮膚疾患の病態と治療薬の作用、副作用、作用機序を説明し、治療を概説できる。 熊谷 皮膚

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験は 回までとする。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

講義テーマに関連すると考えられる、他の科目で学習した内容を講義前に見直しておく。

講義後にプリントを見直して、不明の点は担当教員に問うこと。

小テストの内容をあとでプリントと照合して確認しておく。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

○ 移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：固定式 の他、移動式 と時に小テストで出席を確認する。

注意事項 講義中に他の学生に迷惑になる行為をおこなった場合は試験受験を認めない。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 薬理学電子教科書 三木直正ら 電子教科書

参考書

参考書 イラストレイテッド薬理学 版 丸善

参考書 カッツング薬理学 版 丸善
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

生理・薬理学実習 実習 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 當瀬 規嗣 （細胞生理学講座）

【授業科目の学修教育目標】

腎機能および体液調節：腎臓の機能を理解し、尿検査を説明できること

心電図と血圧：心臓電気活動を理解し、心電図を読み解くことができること、また、血液循環を理解し、血圧の意義を説明できること

呼吸・運動機能：肺機能を理解し、肺機能検査を説明できること、また、骨格筋生理学的評価と運動耐用能評価ができること

中枢神経系に作用する薬物：モルヒネ、中枢抑制薬、抗痙攣薬のマウスへの作用を調べる

平滑筋と薬物：腸管に対する自律神経作動薬、拮抗薬の作用を理解する

二重盲検法：カフェイン入りまたはカフェインなしのコーヒを飲用することにより二重盲検法の方法と意義について理解する

【授業の概要および学修上の助言】

【生理学実習】

生理学は生命現象を理解する学問であるが、この理解には実際に生命現象を観察し、その現象を理解したり、実験という手法により積極的に生命現象と関

わることで、現象の本質を探っていく作業が不可欠である。もちろん、実験の準備、実験の実際、得られたデータの整理、結果の考察などを通じて科学的な

観察力や思考力を養うことは最重要課題であるが、実習全体を通じて“生命”とは何か、“生きる”とはどういうことか考え、医師に不可欠な生命倫理を陶冶

して頂きたい。

【薬理学実習】

薬理学は薬物の生体への作用とその機序を学ぶ学問である。薬物の作用と機序の基本を理解するには、自ら実験し、観察することが大切である。実習では、

薬物がどのように働くかを、動物および動物臓器を用いて観察する。また、なぜ、そのような作用が現れるかを、その薬物の作用機序をもとに考える。

※実習はグループに分かれて 日 種類を行い 日、ガイダンス 日、データの解析または予習を 日、合計 日とする。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

ガイダンス 実習書を配布し、実習に係る重要事項を説明する 一瀬信敏

久野篤史

細胞生理

薬理

腎機能および体液調節 腎の体液調節機構について実習する 一瀬信敏 細胞生理

心電図と血圧 心電図を記録し、その基礎知識を習得する

血圧測定を行い、その評価、考え方を習得

佐藤達也 細胞生理

呼吸・運動機能 肺活量など呼吸機能測定について実習する

骨格筋生理学的評価、運動耐用能評価を行う

房川祐頼 細胞生理

中枢神経系に作用する薬物 モルヒネ、中枢抑制薬、抗痙攣薬のマウスへの作用を調べる 岩原直敏 薬理

平滑筋と薬物 腸管を用いて薬物作用機序について解析する 細田隆介 薬理

二重盲検法 二重盲検法をコーヒーを用いて体験実習する 久野篤史 薬理

データ解析または予習 学生各自、実習前であれば予習を行い、実習後であれば実際に取得したデータを解析

する グループにより異なる

一瀬信敏

久野篤史

細胞生理

薬理

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

実習中の態度や、レポート提出期限を守ることなどを「その他」として評価に組み入れる。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

実習書を読み不明な点を講義プリント、参考書であらかじめ予習しておくこと。実習後はレポートを必ず期限までに提出す

ること。

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：実習は教科書を読んでも補うことはできない。必ず出席すること。

注意事項 白衣、ネームプレート、筆記用具、解剖用具、電卓、できれば教科書。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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教科書 配布する実習テキストおよびプリント

参考書 新・生理学実習書 日本生理学会編 南江堂 年

参考書 標準生理学 本郷他 医学書院 年

参考書 薬理学電子教科書 三木ら 電子教科書
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

生化学実習 実習 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 鈴木 拓 （分子生物学講座）

【授業科目の学修教育目標】

初歩的な生化学・分子生物学の解析方法・技術を体験し、修得することによって、高度な生命現象を理解するための洞察力と考察力を養う。

【到達目標】

・ ・タンパク質を通した遺伝子の働きを説明できる。

生化学・分子生物学的解析方法の基礎を理解し、説明できる。

生化学・分子生物学実験の基本的な手技を遂行することができる。

生化学・分子生物学実験の結果を考察・討論し、レポートとしてまとめることができる。

【授業の概要および学修上の助言】

医化学講座および分子生物学講座が担当する。

本実習では、午前・午後の全日を実習時間にあて、各自の主体性と協調性のもとで、少人数のグループで行う実験結果をもとに、考察・討論を行う。

実験に対するガイダンスおよび手順の説明を受けた後、小グループにわかれて実験を行う。実験終了後、各自、考察を加えて、レポートを提出する。

以下の学習主題にあるテーマについて実習する。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

テーマ 医化学

細胞分画法と酵素の局在

ラット肝臓の細胞分画を行って、ミトコンドリア、ミクロゾームおよびサイトゾル画

分を分離し、酵素活性を測定する。

有木茂

上原康昭

化学

医化学

テーマ 医化学

の分離と による 増幅

ラット臓器から を分離し、 を作成する。さらに、特定の を増幅するこ

とによって、臓器による遺伝子発現の違いを調べる。

高橋素子 医化学

テーマ 医化学

免疫グロブリンの精製と生物活性

アフィニティークロマトグラフィーにより免疫グロブリンを精製し、 酵素免疫

測定法 によりその生物活性を調べる。

長谷川喜弘

藤谷直樹

医化学

医化学

テーマ 分子生物

がん細胞からの ・ ・蛋白質抽

出

ヒトがん細胞株から ・ ・蛋白質を抽出し、濃度測定を行う。 甲斐正広 分子生物

テーマ 分子生物

がんゲノム における遺伝子の変

異解析

抽出した を 法で増幅し、遺伝子変異の解析を行う。 新沼猛 分子生物

テーマ 分子生物

がん細胞における遺伝子発現解析

抽出した および蛋白質から、遺伝子発現の解析を行う。 石黒一也

北嶋洋志

分子生物

分子生物

分子生物

データ整理、討論

各グループごとに得られたデータの整理と結果の解析を行う。 鈴木拓 分子生物

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

レポート 、実験態度 として評価します。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：各自必ず実習書に目を通しておく。

復習：実験の結果について考察し、レポートを作成する。

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：

注意事項
各自、白衣、筆記用具、定規、電卓、ノートを持参すること。

全出席を原則とし、実験態度、提出レポートを評価する。各テーマ毎にレポートを提出する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

医化学講座・分子生物学講座で作成した実習テキストを用いる。
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

病理学１ 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 鳥越 俊彦 （病理学第一講座）

【授業科目の学修教育目標】

主な炎症・免疫疾患等の分類・病態・病理所見を説明できる。

主な血行障害・凝固障害・ショック等の種類・病因・病態・病理所見を説明できる。

主な炎症性肺疾患・閉塞性肺疾患・梗塞性肺疾患・腫瘍性肺疾患・胸膜疾患等の種類・病因・病態・病理所見を説明できる。

主な虚血性心疾患・心膜心筋炎・心筋症・弁膜疾患・先天性心疾患等の種類・病因・病態・病理所見を説明できる。

主な血管障害・血管炎・高血圧症等の種類・病因・病態・病理所見を説明できる。

主な貧血・出血傾向・白血病・骨髄増殖性疾患・悪性リンパ腫等の種類・病因・病態・病理所見を説明できる。

主な皮膚の炎症性疾患・腫瘍性疾患等の種類・病因・病態・病理所見を説明できる。

主な糖代謝異常症・脂質代謝異常症等の種類・病因・病態・病理所見を説明できる。

主な男性生殖器疾患・女性生殖器疾患・絨毛性疾患・乳腺疾患等の種類・病因・病態・病理所見を説明できる。

主な寄生虫感染症の病原微生物と病態・病理所見を説明できる。

主な頭部外傷・脳血管障害・髄膜脳炎・中枢神経変性疾患・脳脊髄腫瘍・末梢神経疾患・筋疾患の分類・病因・病態・病理所見を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

肉眼的、光学顕微鏡的、電子顕微鏡的形態の変化と、実験病理学の知見から、疾病の原因、経過、転帰など原則的な理論を展開してもらう。単に静的な形態

所見だけでなく、実験病理学、生検などの知見を基礎として、臨床像との関連において、疾患の動的変化を体得し、分子機序を理解してほしい。正しい疾病

観、具体的な疾患のイメージを会得し、とくに最近飛躍的に進歩した分子病理学、遺伝子異常による疾患発生の機序、疾病の分子機構を学び、臨床医学およ

び実地臨床実習へ進む基礎作りを行う。

【非常勤講師】

八木欣平 北海道大学獣医学研究院 、守田玲菜 北海道医療大学 、高橋秀史 北海道大野記念病院 、田村保明

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

病理学概論 病理学とは 鳥越俊彦 病理

炎症の病態 急性炎症と慢性炎症 金関貴幸 病理

炎症の病態 自然免疫・獲得免疫の機序 金関貴幸 病理

炎症の病態 自己免疫疾患 塚原智英 病理

炎症の病態 自己免疫疾患 塚原智英 病理

炎症の病態 炎症・免疫とがん 廣橋良彦 病理

代謝疾患の病態 代謝異常と疾患 鳥越俊彦 病理

血管病態 動脈硬化症の病態と合併症 田村保明 病理 非常勤

血管病態 血管炎の病態 田村保明 病理 非常勤

血液・造血器・リンパ系 血液細胞の発生と分化、貧血総論、鉄欠乏症貧血、巨赤芽球性貧血、遺伝性貧血 廣橋良彦 病理

血液・造血器・リンパ系 白血病、骨髄異形性症候群、慢性骨髄増殖性疾患 守田玲菜 病理 非常勤

血液・造血器・リンパ系 悪性リンパ腫 廣橋良彦 病理

循環障害の病態 うっ血、浮腫、出血、凝固障害、血栓症、塞栓症、梗塞、 、ショック 塚原智英 病理

心臓疾患 心不全、虚血性心疾患 鳥越俊彦 病理

心臓疾患 心膜炎、心筋炎、心筋症 鳥越俊彦 病理

心臓疾患 弁膜疾患、先天性心疾患、症例検討 鳥越俊彦 病理

皮膚疾患 皮膚の炎症性疾患、腫瘍性疾患 廣橋良彦 病理

呼吸器疾患 呼吸不全、上気道疾患、炎症性疾患 塚原智英 病理

呼吸器疾患 閉塞性疾患、拘束性疾患 佐久間裕司 フ研分子

呼吸器疾患 腫瘍性疾患、胸膜疾患 佐久間裕司 フ研分子

男性性腺疾患の病態 精巣疾患の病理 田村保明 病理 非常勤

男性性腺疾患の病態 前立腺疾患の病理 田村保明 病理 非常勤

婦人科病理 外陰・膣・子宮頚部・子宮体部疾患の病態 高橋秀史 病理 非常勤
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婦人科病理 乳腺疾患の病態 高橋秀史 病理 非常勤

婦人科病理 卵巣・繊毛性疾患の病態 高橋秀史 病理 非常勤

寄生虫学 寄生虫病の発症と疫学 高橋秀史 病理 非常勤

寄生虫学 寄生虫病に対する感染防御など 高橋秀史 病理 非常勤

寄生虫学 寄生蠕虫の特徴と疾患 八木欣平 病理 非常勤

神経・筋疾患の病態 頭部外傷、脳血管障害、感染症、免疫疾患 鳥越俊彦 病理

神経・筋疾患の病態 神経変性疾患、神経系腫瘍 鳥越俊彦 病理

神経・筋疾患の病態 末梢神経疾患、筋疾患、代謝疾患 鳥越俊彦 病理

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

初回評価は、筆記試験 として評価し、 点以上を合格とする。筆記試験は概ね学修内容に応じた配点で行われる。

点に満たない場合は再試験により再評価する。再試験は筆記試験またはレポート 、その他 ％として評価し、 点以

上を合格とする。その他は授業への出席回数と出席態度に応じて 点満点で評価する。再試験は 回実施する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習；可及的に下記病理教科書の関連項目の学習をすること。

復習；ノートや配布された資料を参考に学習主題のポイントを整理し、教科書の関連項目を熟読すること。講義後不明点は

適宜、質問等にくること。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 全員、下記いずれかの教科書を購入すること。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 年

教科書 年

参考書 カラーアトラス病理組織の見方と鑑別診断 第 版 吉野他編 医歯薬出版 年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

病理学２ 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 小山内 誠 （病理学第二講座）

【授業科目の学修教育目標】

病理とは、病 やまい の理 ことわり である。したがって、病理学とは、「病気を理解する」、すなわち病気の原因や病気の成り立ちを解明する学問である。

『病理学 』では、病気を単に記憶するのではなく、病気が発症し、進展するメカニズムを理解することをめざす。

Ⅰ 教育目標

病気とはどのようなものかを理解する。

病気がどのような原因によって、どのようにおこり、どのように進行するかを理解する。

どのような種類の病態があるのかを理解する。

病気のメカニズムを追求する習慣を身につける。

Ⅱ 到達目標

病気を細胞レベルで考えるべき理由と必要性を説明できる。

細胞傷害や変性、細胞死の病因と、細胞・組織の変化を理解できる。

遺伝子・染色体異常を原因とする病気を理解できる。

環境がひきおこす病気を理解できる。

消化管の病気を理解できる。

肝・胆・膵の病気を理解できる。

腎・泌尿器の病気を理解できる。

骨・軟部の病気を理解できる。

内分泌疾患を理解できる。

老化の特徴とその過程を理解できる。

【授業の概要および学修上の助言】

『病理学 』では、病気の原因と、病気が発症し、進展するメカニズムを理解する。

人間の体はきわめて巧妙に作られており、 兆もの細胞が調和しながら個体の生命を維持している。しかし、体のなかに変化がおこると、ヒトは病気にな

る。病気の種類は、非常に多岐にわたる。しかし、基本的には、がん・炎症・循環障害・代謝障害など、病態を基盤とするパターンに分類できる。『病理学 』

では、病気がどのようなものかを理解し、どのようにしておこるかというメカニズムを考える力を身につけることをめざす。

【非常勤講師】

小山田正人 藤女子大学 、賀来亨 札幌診断病理学センター 、飛岡弘敏 北海道社会事業協会小樽病院 、池田健 函館五稜郭病院 、深澤雄一郎 札幌 病

理・細胞診センター

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

総論 病理学入門～細胞病理学の基本 小山内誠 病理

細胞・組織の傷害と反応Ⅰ 細胞増殖と病態 小島隆 フ研細胞

細胞・組織の傷害と反応Ⅱ 細胞傷害と適応 小野佑輔 病理

遺伝子疾患 発生異常 小山田正人 病理 非常勤

環境 環境 小山内誠 病理

組織再生 組織再生 三高俊広 フ研組織

消化器Ⅰ 上部消化管① 髙澤啓 病理

口腔 口腔 賀来亨 病理 非常勤

消化器Ⅱ 上部消化管② 髙澤啓 病理

肝・胆・膵Ⅰ 肝臓総論 及能大輔 病理

肝・胆・膵Ⅱ 肝臓各論① 及能大輔 病理

肝・胆・膵Ⅲ 肝臓各論②、肝外胆管・胆のう 及能大輔 病理

肝・胆・膵Ⅳ 膵 飛岡弘敏 病理 非常勤
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消化器Ⅲ 大腸 池田健 病理 非常勤

腎・尿路Ⅰ 腎・尿路① 深澤雄一郎 病理 非常勤

腎・尿路Ⅱ 腎・尿路② 深澤雄一郎 病理 非常勤

骨・軟部 骨・軟部 小山内誠 病理

物質代謝と内分泌異常 物質代謝障害・内分泌疾患 小山内誠 病理

老化 老化の病理 小山内誠 病理

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

講義全体の参加態度をもとに、本試験とレポートで評価する。本試験で、 ％相当、レポートで、 ％相当、その他として、

％相当とし、講義の出席状況や学修態度で評価する。総点で、 ％以上を合格とする。この場合、 ％以上を優、 ％以

上を良、 ％以上を可と分類し、 ％未満を不可とする。不合格の学生に対しては、本試験 ％につき、再試験を 回の

み実施する。講義の欠席がめだつ学生やレポートに対する評価の低い学生に対しては、追加で、レポート課題を課す。学修

態度の評価のため、適宜、講義時間内に、小テストを行うことがある 固定式 での出席記録の再確認のため、事前に通知

しない 。

感染症等の社会的制約や、非常勤講師が事情により来学できない等の理由で、対面形式の講義が不可能な場合は、オンライ

ンで講義を行う。この場合、学生と講師の双方向性の確保のため、ウェブ授業中に投票機能を活用することがあり、講義後

には、講義内容に関する課題を出し、レポートの提出を求める。それ以外の点に関しては、上記と同様である。

特殊な状況を除き、本試験は対面形式で行う予定である。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：シラバスに示す講義内容について、配布資料・教科書・参考書などに目を通しておくこと

復習：講義ノート、配布資料について整理しておくこと

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 ◯ その他（ 下記参照

補足事項： 出席に関して、不正行為を行った学生に対しては、厳正に処分する。

出席回数等の照会には一切応じない。

ウェブ授業では、投票機能を利用することがあり、講義後には、講義内容に関する課題を出し、レポートの提出を求める。

双方が揃って確認できる場合のみ、出席として取り扱う。

注意事項

自分の好きな成書を準備すること 回目の講義で紹介する

必ず、教科書で勉強すること すべての内容を講義時間内で学修することは不可能であるため

疑問を残さないようにすること

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 年

参考書 年

参考書 ロビンス基礎病理学 原書 版 日本語・英語版 丸善出版 年

参考書 ルービン病理学 臨床医学への基盤 改訂版 ルービン 他 西村書店 年

参考書 カラーアトラス 病理組織の見方と鑑別疾患 第 版 赤木忠厚 他 医歯薬出版 年

参考書 カラーイラストで学ぶ集中講義 病理学 改定 版 清水道生 他 年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

微生物学 講義 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 横田 伸一 （微生物学講座）

【授業科目の学修教育目標】

感染症の原因となる病原微生物 真菌、細菌、マイコプラズマ、リケッチア、クラミジア、ウイルス、プリオン等 の生物学的特徴を理解し、それらに立脚

して各々の病原微生物の示す特異的病原性を説明できる。また、抗菌、抗ウイルス療法に対する理解を深め、それらを概説できる。

【到達目標】

細菌 ウイルス 真菌の分類学上の位置づけと生物学的特徴を説明できる。

細菌の構造を理解し、形態と染色性により分類できる。

細菌の遺伝、特に遺伝子伝達について説明できる。

感染症の成立要因を列挙することができる。

外毒素と内毒素について説明できる。

細菌が疾病を起こす機序について、病原因子との関連を含めて説明できる。

抗菌薬の種類、作用機序、副作用、適用、耐性機構について説明できる。

ウイルスの構造と性状による分類ができる。

ウイルスの複製機構について説明できる。

ウイルス感染細胞に起こる変化を説明できる。

各ウイルスが起こす疾病とその特徴について説明できる。

抗ウイルス薬の種類、作用機構、耐性化について説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

医学に携わる者は言うまでもなく、一般社会生活においても感染症にかかわらないでいることはありえない。感染症を病原微生物、宿主の抵抗力、感染経

路という三要素から理解することは感染対策を含めて非常に重要なことである。本講義では、細菌やウイルスの生物学的な特徴を理解し、それらがどのよう

な機序で感染症を起こすのかについて学ぶ。

限られた講義時間であるので、多様な微生物のすべてを網羅することはできない。教科書は特に定めず、各教官が準備するプリント ハンドアウトを用いる

が、教官が紹介する参考書から自分に適していると思われるもの 冊は手元において、自主学習により講義の内容を補完すること。具体的には、講義で提示

されたキーワードについて教科書等で調べなおし、読むだけでなく自分なりの言葉でまとめてみる。

また、感染症は社会生活と大いに関わるので報道などの情報にも注意を向ける目をもち、日ごろから関心を持ってほしい。

【非常勤講師】西川武志 皮膚科医

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

細菌学総論 病原微生物の種類と生物学的特徴 横田伸一 微生物

細菌学総論 細菌の構造・代謝 白石宗 微生物

細菌学総論 細菌の病原性 毒素 横田伸一 微生物

細菌学総論 細菌の遺伝学 吉田 微生物

細菌学総論 化学療法 抗菌薬と耐性菌 横田伸一 微生物

感染症と起炎菌 感染症と炎症 敗血症 髄膜炎の症状と起炎菌の特徴 横田伸一 微生物

感染症と起炎菌 肺炎 食中毒の症状と起炎菌の特徴 横田伸一 微生物

ウイルス学総論 ウイルスの構造と形態・歴史・分類 小笠原徳子 微生物

皮膚感染症 皮膚感染症を例に感染症の病態、治療、予防を学ぶ 西川武志 微生物 非常勤

ウイルス学総論 ウイルスのライフサイクル 侵入・転写 小笠原徳子 微生物

ウイルス学総論 ウイルスのライフサイクル 複製・集合・放出 小笠原徳子 微生物

ウイルス学総論 ウイルスのライフサイクル 変異と進化 小笠原徳子 微生物

ウイルス学総論 ウイルス検出技術と宿主免疫機構 小笠原徳子 微生物

ウイルス学各論 呼吸器感染性ウイルス 小笠原徳子 微生物

細菌学各論 グラム陽性球菌 ブドウ球菌 レンサ球菌 横田伸一 微生物

ウイルス学各論 レトロウイルス 小笠原徳子 微生物

細菌学各論 グラム陰性桿菌 腸内細菌目 ビブリオ属 横田伸一 微生物

― 147 ―



 

ウイルス学各論 発がんとウイルス 小笠原徳子 微生物

細菌学各論 その他のグラム陰性菌 緑膿菌 ボルデテラ属 レジオネラ属 ナイセリア属 ヘモフィルス属 モラクセラ属な

ど

横田伸一 微生物

ウイルス学各論 公衆衛生学的に重要なウイルス 小笠原徳子 微生物

細菌学各論 その他のグラム陽性菌 バシラス属 リステリア属 コリネバクテリウム属など 横田伸一 微生物

ウイルス学各論 消化器感染性ウイルス 小笠原徳子 微生物

細菌学各論 偏性嫌気性菌 横田伸一 微生物

ウイルス学各論 ウイルス 山本聡 微生物

細菌学各論 抗酸菌 結核菌 非結核性抗酸菌 らい菌 横田伸一 微生物

ウイルス学各論 ウイルス 山本聡 微生物

細菌学各論 らせん菌群 スピロヘータ 横田伸一 微生物

ウイルス学各論 肝炎ウイルス 山本聡 微生物

細菌学各論 マイコプラズマ リケッチア クラミジア 横田伸一 微生物

真菌学各論 表在真菌症と深在性真菌症

カンジダ アスペルギルス クリプトコックス

横田伸一 微生物

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前：シラバス記載の学習内容や直前の授業で提示されたテーマについて、手持ちの教科書の該当箇所を通読しておく。

事後：講義で提示されたキーワードについて教科書等で調べなおし、読むだけでなく自分なりの言葉でまとめてみる。

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー 出席カード 〇 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：出席は基本的に固定式 のデータに従う。小テストやリフレクションシートの提出状況で出席を判断すること

がある。

注意事項

主に試験により評価するが、授業参加態度も考慮することがある。教官によっては小テスト、レポート課題の提出を実施す

る場合がある。

再試験は、本試験とレポート課題の 分に対して、期末の 回のみ実施する。

講義の順番は変更となることがある。変更は事前に連絡する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 特に定めないが、一般的な教科書の中から自分に適したものを一

冊持っておくことを強く勧める。

参考書 標準微生物学 第 版 平松啓一 中込治

編著

医学書院 年 ￥

参考書 図解 微生物学・感染症・化学療法 藤井暢弘 山本友

子 編著

南山堂 年 ￥

参考書 わかる！身につく！ 病原体・感染・免疫 改訂 版 藤本秀士 編著 南山堂 年 ￥

参考書 レビンソン 微生物学・免疫学 原著 版 吉開泰信 西山幸

廣 監訳

丸善出版 年 ￥

参考書 生命科学のためのウイルス学 下遠野邦忠 瀬谷

司 監訳

南江堂 年 ￥
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

基礎腫瘍学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 小山内 誠 （病理学第二講座）

【授業科目の学修教育目標】

「基礎腫瘍学」では、腫瘍の原因・病因・病理・病態・発生メカニズムに関する基礎的事項を学ぶことで、以下の学修教育目標を達成できることをめざす。

【到達目標】

腫瘍の定義を説明できる。

良性腫瘍と悪性腫瘍の違いを説明できる。

上皮性腫瘍と非上皮性腫瘍の違いを説明できる。

腫瘍細胞の異型性と多型性を説明できる。

腫瘍局所における腫瘍細胞の増殖・局所浸潤・転移を説明できる。

腫瘍発生に関わる遺伝的要因と外的因子を概説できる。

がんに関連する遺伝子 がん遺伝子とがん抑制遺伝子 の変化を概説できる。

がんでみられる異常のひとつである細胞接着の異常を説明できる。

がんと免疫、および、免疫治療の歴史と最新の治療法を説明できる。

多段階発がんとがん幹細胞の概念について理解できる。

ウィルス発がんの種類とメカニズムを概説できる。

【授業の概要および学修上の助言】

がんは遺伝子の病気である。一方で、がんも他の病気と同様に、遺伝因子と環境因子の相互作用がはたらいて発生することもわかってきた。さらに、同一

の細胞に続けて何度も遺伝子変異がおきること、遺伝子変異がおきなくとも、 のメチル化などのエピゲノムの異常により遺伝子発現が制御されることも、

がんの原因となり得る。本講では、がんを疫学から分子生物学まで概説し、がんとはどのようなものかを理解することをめざす。

医学部の高学年では、より実地臨床に対応するために腫瘍学を学ぶ。したがって、腫瘍 がん を基礎医学の立場から学ぶ機会は、医学部教育のなかで本講

義が最後である。腫瘍を扱う診療科は多岐にわたる。そのため、腫瘍の態度を学び、腫瘍に対する理解を深めることは、将来的に、腫瘍の診断や治療への応

用に直結すると確信する。

本講義を通して、腰を据えて腫瘍を見つめ直し、腫瘍に対する深い理解が得られるよう希望する。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

腫瘍学入門 がんとはどのようなものか 小山内誠 病理

がんの生物学Ⅰ 腫瘍の組織形態学 小山内誠 病理

がんの生物学Ⅱ がんの浸潤・転移 小山内誠 病理

がんの細胞社会学 がん細胞の接着装置 小島隆 フ研細胞

がんと宿主 がん微小環境と宿主免疫応答 廣橋良彦 病理

がんの分子生物学 がん遺伝子、がん抑制遺伝子の分子生物学 時野隆至 フ研ゲ

発がんの分子機構 多段階発がんの分子機構 時野隆至 フ研ゲ

がんとウイルス ウイルスによる発がんメカニズム 時野隆至 フ研ゲ

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

講義全体の参加態度をもとに、本試験とレポートで評価する。本試験で、 ％相当、レポートで、 ％相当とし、 ％以上

を合格とする。この場合、 ％以上を優、 ％以上を良、 ％以上を可と分類し、 ％未満を不可とする。不合格の学生に

対しては、本試験 ％につき、再試験を 回のみ実施する。講義の欠席がめだつ学生やレポートに対する評価の低い学生

に対しては、追加で、レポート課題を課す。学修態度の評価のため、適宜、講義時間内に、小テストを行うことがある 固

定式 での出席記録の再評価のため、事前に通知しない 。

感染症等の社会的制約で、対面形式の講義が不可能な場合は、オンラインで講義を行う。この場合、学生と講師の双方向性

の確保のため、ウェブ授業中に投票機能を活用することがあり、講義後には、講義内容に関する課題を出し、レポートの提

出を求める。それ以外の点に関しては、上記と同様である。
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特殊な状況を除き、本試験は対面形式で行う予定である。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：シラバスに示す講義内容について、配布資料・教科書・参考書などに目を通しておくこと

復習：講義ノート、配布資料について整理しておくこと

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（ 下記参照

補足事項：教科書や参考書は、日本語で記載さている多数の良書がある。一方で、「腫瘍学」は、多くの英文で書かれてい

る教科書があり、内容が理解しやすいばかりか、英語学習の教材としても最適である。興味のある学生は、英語版を一読す

ることをすすめる。

補足事項

自分の好きな成書を準備すること 回目の講義で紹介する

必ず、教科書で勉強すること すべての内容を講義時間内で学修することは不可能であるため

疑問を残さないようにすること

出席確認方法

出席に関して、不正行為を行った学生に対しては、厳正に処分する。

出席回数等の照会には一切応じない。

ウェブ授業では、投票機能を利用することがあり、講義後には、講義内容に関する課題を出し、レポートの提出を求める。

双方が揃って確認できる場合のみ、出席として取り扱う。

注意事項 出席に関して、不正行為を行った学生に対しては、厳正に処分する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 年

参考書 年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

微生物学実習 実習 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 横田 伸一 （微生物学講座）

【授業科目の学修教育目標】

病原微生物の分離培養、形態観察、生化学的同定法による細菌の同定、抗菌薬感受性試験の原理と方法を説明できる。また、病原微生物の取扱方法、無菌

操作を理解することにより、感染防止に対する意識を身につける。

【到達目標】

病原微生物の取り扱いの留意点を理解し、無菌操作ができる。

グラム染色の原理を理解し、染色と顕微鏡観察ができる。

検体 菌の混合液 から目的の菌を分離培養することができる。

菌種同定の原理を説明できる。

抗菌薬感受性試験の原理と方法を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

実習開始時の 回目に講義形式のオリエンテーションを実施する。 週目の ～ 回目と 週目の ～ 回目は、各々 日連続して行われる。

本実習では、臨床細菌学的な基本的手法の多くが網羅されている。

細菌の培養には、 日程度かかるので、ひとつの実習内容に連続した ～ 日を要する。従って、 日でも間を空けると実習内容が完結しないので、欠席は

しないこと。

病原体を扱っているという意識を常に持つこと。教官は万全な対応を心がけているが、実験室感染が ％起こらないということではない。万が一、汚染

等のトラブルが起きた場合には、直ちに教員に報告すること。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

オリエンテーション 病原微生物取扱いの基礎について学ぶ。 横田伸一

小笠原徳子

山本聡

白石宗

吉田圭太朗

微生物

細菌の染色と形態観察

ブドウ球菌、レンサ球菌、カンジダの

分離・同定

抗菌薬感受性試験

グラム陽性菌 グラム陰性菌のグラム染色を行う。検体の塗抹標本を用いた細菌の各

種染色法について学ぶ。

種類の微生物の混合液から個々を分離培養し、同定する。

抗菌薬感受性試験のひとつであるディスク拡散法を感受性菌、耐性菌を用いて行う。

横田伸一

小笠原徳子

山本聡

白石宗

吉田圭太朗

微生物

腸内細菌科細菌の分離と生化学性状

による同定

あらかじめ知らされていない 種類の腸内細菌の混合液から個々を分離培養し、生化

学性状を調べて、同定する。

横田伸一

小笠原徳子

山本聡

白石宗

吉田圭太朗

微生物

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

その他：実習参加態度 実験への取り組み、遅刻などの出席状況、後片付けなど を評価の対象とする。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前：実習テキストをよく読み、行われる作業とその原理を理解する。

事後：実習で取り扱った菌について教科書等で調べ、分離培養と菌種同定の原理について理解する。取り扱った抗菌薬の臨

床的な位置づけについて調べる。

出席確認方法 ○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート
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移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

白衣、ネームプレート、筆記用具を持参すること。

不測の事態 トラブル 菌の汚染など が起きた際は、直ちに教官に報告し、指示を仰ぐこと

出席、実習参加態度、レポート、口頭試問などを総合的に勘案し、評価する。

再試験、レポート再提出などの再評価は行わない。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 微生物学講座作成の実習テキストおよびプリントを使用する。

参考書 微生物学の講義で各自使用している教科書
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

感染症学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 千葉 弘文 （呼吸器・アレルギー内科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

前半では総論として、国際的・社会的に問題となる感染症に対する考え方、プライマリーケア、救急診療での対応、感染症の画像診断、ワクチン等の予防

策、抗菌薬の適性使用等を学ぶ。

後半では、各論として実臨床で必要となる多領域の感染症の知識を得る。到達目標を下記に挙げる。

各病原微生物、各感染臓器の診断手がかりとなる病歴と身体所見を説明できる。

感染症に対する救急医療の要点を概説できる。

主要な感染症に関する画像所見を説明できる。

薬剤耐性、菌交代現象、薬剤耐性菌を概説できる。

抗菌薬の適正使用を説明できる。

感染症診断における抗原検査、核酸増幅検査、血清抗体検査を説明できる。

予防接種について、適応と意義、種類とそれぞれの投与方法を説明できる。

新興・再興感染症、人獣共通感染症、バイオテロに関する感染症を列挙できる。

感染臓器ごとの診断および適切な抗微生物薬を説明できる。

小児領域の感染症を列挙できる。

医療器具関連感染症、術後感染症、手術部位感染症を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

ヒトに発生する感染症の歴史は人類誕生と同時に始まり、多種多様な感染症が人類の歴史を変化させる要因となった。さらに、交通手段の進歩は感染症の

グローバリゼーションを招いている。 パンデミックに代表される新興感染症の発来は、人類が今後も克服しなければならない課題である。発来時に

は、エビデンスに基づく医療は実行できない。医療者の応用力が試される。

前半の講義は、そのような応用力の下地を形成することを目標に構成されている。各自が実臨床でその舞台に立つことを想像し講義に臨むことを期待する。

後半の講義は、臓器・領域別に、特有の病態、診断、治療、予防法について学修する。

学年として、アドバンスな内容も含まれるが、その知識は医療者として極めて重要である。

常に臨床の舞台を意識し、積極的な態度で学修して欲しい。

非常勤講師； 松川雅則 滝川市立病院

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

総論：感染症の総論 感染症の総論 高橋聡 感染・検査

総論：感染症のプライマリケア 感染症を疑う患者 発熱患者 に対する診療の進め方。

各病原微生物と各感染臓器の診断の手がかりとなる病歴と身体所見。風邪の診療

神野敦 総合診療学

総論：感染症の画像診断 正常と感染症の画像 畠中正光 放射線診断

総論：感染症の救急診療 感染症の救急診療 文屋尚史 救急医学

総論：感染症の疫学と予防 疫学。予防接種の適応と意義、種類とそれぞれの投与方法。感染症法 富樫篤生 感染・検査

総論：国際的感染症 新興・再興感染症 中東呼吸器症候群・ジカ熱、劇症型 群連鎖球菌感染症等

人獣共通感染症、バイオテロに関連する感染症

小林宣道 衛生学

総論：抗菌薬の適正使用 市中感染症と院内感染。コロナイゼーションと感染症発症

薬剤耐性、菌交代現象・菌交代症、薬剤耐性菌。病原微生物及び感染臓器ごとの適切

な抗微生物薬

抗菌薬適正使用

藤谷好弘 感染・検査

総論：抗菌薬の適正使用 市中感染症と院内感染。コロナイゼーションと感染症発症

薬剤耐性、菌交代現象・菌交代症、薬剤耐性菌。病原微生物及び感染臓器ごとの適切

な抗微生物薬

抗菌薬適正使用

福土将秀 医療薬学

総論：行政の視点からみる感染症対策 新型コロナ感染症に対する行政の対応など。

行政と医療の連携。

石井安彦 呼吸内 非常勤
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各論：呼吸器領域の感染症 気管支炎、肺炎、肺膿瘍、胸膜炎など

インフルエンザ、結核症、非結核性抗酸菌症

肺炎球菌感染症、インフルエンザ菌感染症、 感染症

マイコプラズマ感染症、レジオネラ感染症、クラミジア感染症、ニューモシスチス肺

炎

黒沼幸治 呼吸内

各論：呼吸器領域の感染症 気管支炎、肺炎、肺膿瘍、胸膜炎など

インフルエンザ、結核症、非結核性抗酸菌症

肺炎球菌感染症、インフルエンザ菌感染症、 感染症

マイコプラズマ感染症、レジオネラ感染症、クラミジア感染症、ニューモシスチス肺

炎

錦織博貴 呼吸内

各論：消化器領域の感染症 胃腸炎、腹腔内感染症など。大腸菌感染症、 感染症。カンピ

ロバクター、サルモネラ、リステリア感染症。

主な寄生虫感染症 回虫症、アニサキス症、吸虫症 、アメーバ赤痢

仲瀬裕志 消化内

各論：泌尿器領域の感染症・性感染症 膀胱炎、腎盂腎炎、前立腺炎など。性感染症、梅毒、淋菌感染症、性器クラミジア、

性器ヘルペス、尖圭コンジローマ

松川雅則 泌尿 非常勤

各論：小児領域の感染症 麻疹、風疹、流行性耳下腺炎、水痘、帯状疱疹

伝染性紅斑、手足口病、突発性発疹、咽頭結膜熱、伝染性単核球症。

群β溶結性レンサ球菌感染症。トキソプラズマ症

平川賢史 小児科学

各論：血液領域の感染症 菌血症、発熱性好中球減少症、末梢・中心ライン感染症など

コンプロマイズドホストと日和見感染症、 感染症、 感染症、 感染症

黄色ブドウ球菌感染症、緑膿菌感染症、カンジダ症、クリプトコッカス症、アスペル

ギルス症

後藤亜香利 血液内科

各論：皮膚領域の感染症 蜂窩織炎、壊死性軟部組織感染症、皮膚真菌症、糖尿病性足壊疸、褥瘡など

単純ヘルペスウイルス感染症、リケッチア感染症

群β溶結性レンサ球菌感染症、黄色ブドウ球菌感染症

堀本浩平 皮膚科学

各論：外科・周術期感染症 医療器具関連感染症、術後感染症、手術部位感染症 秋月恵美 消化器外

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

成績は「筆記試験」 、「その他」を として評価し、 点以上を合格とする。「筆記試験」は概ね学習内容に応じた配

点で行われ、「その他」は授業への出席回数および学習態度により評価する。 点に満たない場合は、再試験により評価す

る。

再試験は 回のみ実施する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：基礎医学で学んだ各臓器の知識を事前に見直しておくと、これから学ぶ感染症の病態を深く理解することができる。

復習：講義で学んだ各疾患の診断と治療に関する知識について、配布資料等を参考に整理しておく。

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

○ 移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：固定式 カードリーダーによる出席確認を原則とする。移動式 カードリーダーは適宜使用するが、その場合

は固定式 カードリーダーと移動式 カードリーダーの両方のタッチ記録が確認できれば出席とする。

注意事項 講義では重要ポイントのみの説明になるので復習が必要である。授業態度も評価する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書

教科書 シュロスバーグの臨床感染症学 メディカルオンサ

イエンスインター

ナショナル

年

参考書 レジデントのための感染症診療マニュアル 第 版 医学書院 年
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教養教育科目       ★自由選択

頁 単位 開講期
科目
区分

医学英語３ 後期 演習 永石　歓和 （解剖学第二講座）

基本的事項

医学概論・医療総論３ 通年 実習 杉村　政樹 （医療人C 教育開発研究）

地域医療合同セミナー３ 前期 演習 杉村　政樹 （医療人C 教育開発研究）

医療行動科学３ 後期 講義
大西　浩文
加藤　有一

（公衆衛生学講座）
（医療人C 心理学）

医療統計学１ 後期 演習 樋之津　史郎 （医療統計・データ管理学）

基礎医学系

神経生理実習 前期 実習 臼井　桂子 （神経科学講座）

遺伝医学 後期 講義 櫻井　晃洋 （遺伝医学）

鳥越　俊彦 （病理学第一講座）

小山内　誠 （病理学第二講座）

長谷川　匡 （病理診断学）

研究室（基礎）配属 後期 演習 医学部長

臨床医学系

内分泌・代謝病学 前期 講義 古橋　眞人 （循環器・腎臓・代謝内分泌内科学講座）

血液学 後期 講義 小船　雅義 （血液内科学）

消化器内科学 前期 講義 仲瀬　裕志 （消化器内科学講座）

免疫・アレルギー疾患 前期 講義 高橋　裕樹 （免疫・リウマチ内科学）

呼吸器病学 前期 講義 千葉　弘文 （呼吸器・アレルギー内科学講座）

腎臓病学 前期 講義 古橋　眞人 （循環器・腎臓・代謝内分泌内科学講座）

神経内科学 前期 講義 久原　真 （神経内科学講座）

循環器内科学 前期 講義 古橋　眞人 （循環器・腎臓・代謝内分泌内科学講座）

臨床腫瘍学 前期 講義 宮西　浩嗣 （腫瘍内科学講座）

放射線診断・核医学 前期 講義 畠中　正光 （放射線診断学）

皮膚科学 後期 講義 宇原　久 （皮膚科学講座）

小児科学 後期 講義 津川　毅 （小児科学講座）

外科学総論 前期 講義 竹政　伊知朗 （消化器・総合、乳腺・内分泌外科学講座）

外科腫瘍学 前期 講義 竹政　伊知朗 （消化器・総合、乳腺・内分泌外科学講座）

消化器外科学 後期 講義 竹政　伊知朗 （消化器・総合、乳腺・内分泌外科学講座）

泌尿器科学 後期 講義 舛森　直哉 （泌尿器科学講座）

脳神経外科学 後期 講義 三國　信啓 （脳神経外科学講座）

循環器外科学 後期 講義 川原田　修義 （心臓血管外科学講座）

産科・婦人科学 後期 講義 齋藤　豪 （産婦人科学講座）

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 後期 講義 高野　賢一 （耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座）

整形外科学 後期 講義 寺本　篤史 （整形外科学講座）

口腔外科学 後期 講義 宮﨑　晃亘 （口腔外科学講座）

社会医学系

衛生学 前期 講義 小林　宣道 （衛生学講座）

公衆衛生学 通年 講義 大西　浩文 （公衆衛生学講座）

小林　宣道 （衛生学講座）

大西　浩文 （公衆衛生学講座）

国際医療 通年 講義 杉村　政樹 （医療人C 教育開発研究）

通年 実習社会医学実習

第第　　３３　　学学　　年年

病理学実習 通年 実習

科目コーディネーター（所属）科　目
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医学英語３ 演習 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 永石 歓和 （解剖学第二講座）

【授業科目の学修教育目標】

前半 回は、様々な医療分野における医学英語の重要性を学ぶ。また、国際学会での発表や国際学術論文の作成 外国人患者の医療面接や診療等に必要な知

識や情報について学ぶ。

後半 回は、少人数単位で基礎医学各講座、フロンティア医学研究所各部門に分かれ、基礎医学に関する医学英語の読解、リスニング、プレゼンテーショ

ンの基本を実習形式で習得する。

【授業の概要および学修上の助言】

前半 回の講義においては、医学英語やその教育に精通する講師に医学英語の重要性を講義していただく。

後半 回は、基礎医学各講座及びフロンティア医学研究所各部門が少人数制のグループワークを担当する。学生は少人数のグループに分かれ、各講座 部門

に配属される。医学英語学習のための題材、方法については各講座 部門 毎に独自のものを用いる。英文学術論文の読解を中心とする演習に加え、英語での

プレゼンテーションおよび質疑応答も演習の要素として取り入れる。医学英語においても、 の 技能は重要である。

基礎的な医学英単語の知識が必要であるほか、討論への積極的な参加の姿勢を持つことが重要である。

【非常勤講師】木村眞司 砂川市立病院 副院長

北間砂織

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

医学英語 講義 実用的な医学英語を学ぶ 木村眞司 医・解剖 非常勤

医学英語 講義 医療通訳の現場を学ぶ 北間砂織 医・解剖 非常勤

医学英語 講義 医療通訳の現場を学ぶ 北間砂織 医・解剖 非常勤

医学英語 講義 実用的な医学英語を学ぶ 齋藤悠城 医・解剖

医学英語 講義 実用的な医学英語を学ぶ 永石歓和 医・解剖

医学英語 演習 英語論文の読解、医療関連分野に関する英語でのプレゼンテーション、ディスカッシ

ョン グループ演習

各講座担当教

員

医・解剖

医・解剖

医・神経科

学

医・医化学

医・分子生

物学

医・病理

医・病理

医・微生物

学

医・衛生学

医・公衆衛

生学

医・法医学

フ研・細胞

科学

フ研・ゲノ

ム医科学

フ研・組織

再生学

フ研・神経

再生医療学

フ研・免疫
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制御医学

医学英語 演習 英語論文の読解、医療関連分野に関する英語でのプレゼンテーション、ディスカッシ

ョン グループ演習

各講座担当教

員

同上

医学英語 演習 英語論文の読解、医療関連分野に関する英語でのプレゼンテーション、ディスカッシ

ョン グループ演習

各講座担当教

員

同上

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

その他；出席状況、演習への参加態度を含む。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前学習：特になし。

事後学習：各自がグローバルスタンダードを目指して努力する。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 演習の担当講座は変更になる場合がある。演習の実施方法は、各担当講座からの指示に従う。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医学概論・医療総論３ 実習 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 杉村 政樹 （医療人育成センター 教育開発研究部門）

【授業科目の学修教育目標】

本科目の学修到達目標 コンピテンシー は以下のとおりである。

地域における健康に関する課題に対する介入方法を考案し提案できる。

保健・福祉・介護における制度の成り立ち、医療との関わり・課題等を、専門職とディスカッションしながら、自己の意見を述べることができる。

医療者として地域の保健・福祉・介護の現場に臨むための基本的知識や態度を身につけ、行動ができる。

地域社会・地域医療を取り巻く資源等についての概要を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

医療施設 地域の病院 では、医師の仕事を理解することを目的に実習を行う 例えば、一人の医師に学生一人が張り付き、火曜日午後と水曜日午前中、指

導を受けるなど 。

病院と連携している福祉施設 老人保健施設、介護医療院、特養老人ホーム等 で、入所者の生活や介護等の職員の仕事を理解する。医療と福祉の連携、

専門職連携を理解することを目的とする。

学生が企画、準備し、一次予防の実践を行う。 健康に関する講演を行う

※なお、オンライン授業になった場合、下記学修内容を踏襲するが一部変更になることがある。 その場合はあらかじめ通知する

※該当する医学教育モデル・コア・カリキュラム項目

コミュニケーション、 患者と医師の関係、 患者中心のチーム医療、 地域医療への貢献、 地域医療・地域保健、 地域医

療実習

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

心構え プロフェッショナリズム・専門職としての心構え 未定 未定

実習オリエンテーション 医学概論・医療総論 の教育目標の理解

実習先での行動、生活等の諸注意

実習内容の説明 コアカリ ～

杉村政樹

磯山響子

教育開発

地域滞在実習 医療施設 地域の病院等 における医療関連職の仕事を理解 実習先指導者 実習先施設

等

地域滞在実習 医療と福祉の連携、専門職連携の理解 実習先指導者 実習先施設

等

地域滞在実習 健康教育セミナー・多職種カンファレンス 実習先指導者 実習先施設

等

実習報告会 実習報告・質疑応答、全体討論 杉村政樹

磯山響子

教育開発

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

【評価規準】レポートは、誤字・脱字、指定文字数、独自性・新規性 引用文献の提示から自己の意見・主張まで 、論理性・

構成力 論理の飛躍の有無 を主体に達成度合に応じた配点 ルーブリック で行う。また、成果発表は担当教員による観察評

価で行い、テーマの明確性、発表時間、全体構成、十分な知識と理解、論理性、熱意、話し方、補助手段の利用有無、聞き

手への関心向上、十分な討論、について点数化するものとする。「その他」は、演習・実習中のチーム協同、表現力、社会

人としての基本的態度、自己省察について、指導教員および実習先担当者が達成度合に応じた評点を与えることとする。学

修到達目標ごとの比率は、 地域における健康に関する課題に対する介入方法 ％ 、 専門職とディスカッションしなが

ら、自己の意見を述べる ％ 、 地域の保健・福祉・介護の現場に臨むための基本的知識や態度 、 地域社会・地
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域医療を取り巻く資源等についての概要 とする。

【評価基準】満点を とした場合、 以上で合格とする。不合格の場合は、再レポート 地域医療に関する別課題を指示

を課す。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

・事前に実習を行う病院や地域の概要を文献やインターネット等で調べておくこと。

・実習における自分自身の目標や目的を文章にまとめ、明確にしておくこと。

・実習先で住民等への健康教育 プレゼンテーション の企画・運営を行うため、「グループ」での作業が中心となる。積極

性が求められる。

出席確認方法 

〇 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

○ 移動式 カードリーダー ○ 点呼 ○ その他（ レポート以外の提出物

補足事項：提出物がある場合は、学生証のタッチと提出物等の提出双方をもって出席とする。また、規定時間以上の遅刻は、

病気・交通機関等、やむを得ない理由によるものを除き、例外なく「欠席」扱いとする。 本科目は「実習」科目であり欠

席は認められていないので特に留意のこと

注意事項

外部への実習のため、「身だしなみ」については、厳しくチェックされる。髪色・髪型・服装には十分留意すること。また、

実習科目のため、「グループ」での作業が多いことから、特定の学生に負担にならないよう、常に積極的な態度で取り組む

こと。 「その他」評価で評価される

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 「定型的」なものは指定しないが、北海道保健福祉部ホームペー

ジ内の「北海道地域医療構想」のサイトを随時参照すること。ま

た参考資料は演習内で随時紹介する。

参考書 国民衛生の動向 厚生統計協会 厚生統計協会 最新号

参考書 地域医療テキスト 自治医科大学 監

修

医学書院 年

参考書 医師と患者のコミュニケーション論 里見 清一 新潮新書 年

参考書 医療プロフェッショナリズム

宮田靖志 翻訳

羊土社 年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

地域医療合同セミナー３ 演習 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 杉村 政樹 （医療人育成センター 教育開発研究部門）

【授業科目の学修教育目標】

学修到達目標 コンピテンシー は以下のとおりである。

「システムに基づいた地域医療を展開するために必要とされる基本的な知識・態度を習得し支援できる」

①北海道が抱える地域医療の課題を理解し、地域における健康課題に対し介入方法を考案できる。

②地域社会を健康の視点から捉える方法論を説明できる。

③地域で暮らす人々の健康を支える資源・システムの概要を説明できる。

④ヘルスプロモーションの理念および地域の健康を推進する方策を提示できる。

「パートナーシップを形成する基本的姿勢を習得し実践できる」

①他者と基本的な信頼関係を構築できる態度示すことができる。

②自己の専門性および他職種の役割を認識し、チーム医療の重要性を認識できる。

③地域で暮らす人々と対話するスキルを習得し、実践できる。

「能動的な学修態度を獲得し実践できる」

①小グループでの学習を通じて、チームメンバーと協調しながら自己の意見を述べることができる。

②課題に対して関心をもち、能動的に学ぶプロセスを体験し、自己主導型学習を実践することができる。

※なお、オンライン授業になった場合、下記学修内容を踏襲するが一部変更になることがある。 その場合はあらかじめ通知する

【授業の概要および学修上の助言】

※授業の概要

本科目は、保健医療学部との合同科目であり、 ・ 年次に開講された「地域医療合同セミナー ・ 」に続くものとなる。北海道の地域医療におけるシステ

ム理解と連携について学ぶと同時に「地域包括ケアシステム」「北海道地域医療構想」についても学修する。医学部の希望学生が参加する「地域密着型チーム

医療実習」では保健医療学部履修学生と混成チームを組み、モデル地域 根釧地区、留萌地区など に滞在し、実習を行う。また、地域に在住する住民をケー

スとして健康づくりにおける支援策を検討する。「地域密着型チーム医療実習」に参加しない学生は後期に「医学概論・医療総論 」で行われる地域滞在実習

に向け本科目内で準備を行う。

※該当する医学教育モデル・コア・カリキュラムの項目

コミュニケーション、 患者と医師の関係、 患者中心のチーム医療、 地域医療への貢献、 地域医療・地域保健、

保健・医療・福祉・介護の制度、 地域医療実習

非常勤講師 予定 ：寺田豊 北海道勤医協家庭医療センター 調整中

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

オリエンテーション オリエンテーション・地域医療総論 杉村政樹 教育開発

システムとしての地域医療 地域医療と行政、地域医療を構成する職種 コアカリ ・ ・ 杉村政樹 教育開発

システムとしての地域医療 医療計画・医療連携 コアカリ ・ ・ 杉村政樹 教育開発

システムとしての地域医療 保健制度概要、地域医療構想 コアカリ ・ ・ 杉村政樹 教育開発

システムとしての地域医療 地域包括ケアシステム コアカリ ・ ・ 杉村政樹 教育開発

地域の安心安全を守る医学 地域における予防医学 コアカリ ・ ・ 杉村政樹 教育開発

北海道の地域医療を学ぶ 北海道における地域医療 札幌 コアカリ ・ ・ 杉村政樹 教育開発

北海道の地域医療を学ぶ 北海道における地域医療 道北 コアカリ ・ ・ 杉村政樹 教育開発

北海道の地域医療を学ぶ 北海道における地域医療 道東 コアカリ ・ ・ 杉村政樹 教育開発

北海道の地域医療を学ぶ 北海道における地域医療 道南 コアカリ ・ ・ 杉村政樹 教育開発

患者との対話ワークショップ ・パラレルチャート コアカリ ・ ・ 寺田豊

杉村政樹

教育開発 非常勤

患者との対話ワークショップ ・パラレルチャート コアカリ ・ ・ 寺田豊

杉村政樹

教育開発 非常勤
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医療面接導入 医療面接と患者コミュニケーション コアカリ ・ ・ 杉村政樹 教育開発

地域医療ワークショップ 患者中心の医療と医療面接 コアカリ ・ ・ 杉村政樹 教育開発

地域医療ワークショップ 患者中心の医療と医療面接 コアカリ ・ ・ 杉村政樹 教育開発

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

【評価規準】レポート評価は、誤字・脱字、指定文字数、独自性・新規性 引用文献の提示から自己の意見・主張まで 、論

理性・構成力 論理の飛躍の有無 を主体に達成度合に応じた配点 ルーブリック で行う。また、成果発表は担当教員による

観察評価で行い、テーマの明確性、発表時間、全体構成、十分な知識と理解、論理性、熱意、話し方、補助手段の利用有無、

聞き手への関心向上、十分な討論、について点数化するものとする。項目ごとの 段階評価 その他は、演習・実習中のチ

ーム協同、表現力、社会人としての基本的態度、自己省察について、指導教員および実習先担当者が達成度合に応じた評点

を与えることとする。学修到達目標 コンピテンシー ごとの比率は、 システムに基づいた地域医療の展開に関する理解 約

％ 、 パートナーシップを形成する基本的姿勢 約 ％ 、 能動的な学習態度の獲得 約 ％ とする。

【評価基準】満点を とした場合、 以上で合格とする。なお、不合格となった場合は、「再試験」としての再レポート

地域医療に関する別の課題 を課す。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

履修における留意点

【予習】 学生サポートシステムより随時指示する

・地域において患者ケアに参加し得る医療資源と専門職を医療・看護・介護の面から調査すること。

・医療チームおける各職種の役割を理解すること。

【復習】 演習・ワークの区切りごとに復習を兼ねたレポートを課す場合がある

・実習で得られた知識・経験をまとめ、ふりかえりや報告会に反映させること。

【その他】

・「地域医療合同セミナー および 」を受講した学生は本科目の受講を勧める。

・実習の準備および実践は各学生各々が主体的に取り組むこと。 演習参加への姿勢・態度についての評価の比重が高いの

で留意すること

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 ○ その他（ レポート以外の提出物

補足事項：規定時間以上の遅刻は、病気・交通機関等、やむを得ない理由によるものを除き、例外なく「欠席」扱いとする。

注意事項 ・「地域密着型チーム医療実習」および「医学概論・医療総論 地域滞在実習 」の準備は本科目内で行う。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 「定型的」なものは指定しないが、北海道保健福祉部ホームペー

ジ内の「北海道地域医療構想」のサイトを随時参照すること。ま

た参考資料は演習内で随時紹介する。

参考書 次代を担う医療者のため地域実践読本 中根 晴幸 幻冬舎 年

参考書 地域医療テキスト 自治医科大学 監

修

医学書院 年

参考書 臨床コミュニケーション

坂本壮ほか 翻訳

羊土社 年

参考書 ヘルスコミュニケーション入門 石川ひろの 大修館書店 年

参考書 国民衛生の動向 厚生統計協会 厚生統計協会 最新号
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医療行動科学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 
 

講師 

大西 浩文

加藤 有一

（公衆衛生学講座）

（医療人育成センター教養教育部門 心理学 ）

【授業科目の学修教育目標】

地域保健や産業保健における行動変容に向けた介入の具体例とナッジの応用例について説明できる。

臨床医学の現場における心理・社会的要因や疾病特性も考慮した行動変容へ向けた取り組みについて説明できる

地域医療および臨床医学の現場で、住民や患者の行動変容を促すための医師としての役割と方法について説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

市町村が行う健康づくり対策の実際を紹介し、行動科学の理論や技法がどのように活用されているかを理解する。また、職域での多職種連携による仕事と

治療の両立支援の重要性について理解する。

実際の臨床で用いられている疾患ごとに異なる患者教育プログラムを供覧し、患者の行動変容へ向けた取り組みの一端を学ぶ

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

予防医学と行動経済学 地域における健康づくり対策と職域における仕事と治療の両立支援をテーマにナッ

ジの応用を考える。

大西浩文 公衆衛生

臨床における疾患の特異性に応じた

患者教育プログラムの実践

当院における心不全や腎不全、希少疾患へのチーム医療の実例から、疾患の特性のみ

ならず、患者特性にも配慮した行動変容へ向けた取り組みを学ぶ。

小山雅之 公衆衛生

地域における健康課題へのアプロー

チ

地域における住民の精神保健や、健康寿命にかかわる課題について地域自殺予防対策

に関する地域介入を例として行動科学的側面をふまえてそのアプローチを学ぶ

河西千秋 神経精神

臨床における行動科学的取り組み 臨床場面では、患者の心理や精神病理を踏まえた行動療法的介入など、さまざまな取

り組みが行われている。その理論と実践を学ぶ。

橋本恵理 神経精神

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

レポート 課題を総合して評価する。

レポート につき内容が不十分な場合は再レポート提出を 回まで課します。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前学習：医療行動科学 ・ の復習

事後学習：講義資料や下記参考書の該当ページの確認

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 行動医学テキスト 日本行動医学会

編

中外医学社 ・ 円 税込

参考書 精神医学テキスト 上島ら 編集 南江堂 ・ 円 税込
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医療統計学１ 演習 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 樋之津 史郎 （医療統計・データ管理学）

【授業科目の学修教育目標】

医療統計学の基礎を理解し、統計手法の適切な選択ができ、結果の説明ができる。

【到達目標】

記述統計と統計学的推論の違いを説明できる。

データの要約ができる。

正規分布の母平均の信頼区間を計算できる。

基本的な仮説検定 検定、カイ 乗検定 ができる。

基本的な生存時間解析の概念を説明できる。

パラメトリック検定とノンパラメトリック検定の違いを説明できる。

変量の散布図を描き、回帰と相関の違いを説明できる。

多変量解析の基本的な概念を説明できる。

データ管理の概念を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

研究結果をまとめ、その解釈をする際には医療統計学の知識が必須である。 学年で学んだ医療統計学の基礎を拡張していく形式で、本年度の学修をおこな

う。本科目を通じて、医療統計学の理解に必要な基本的事項を理解し、ソフトウエアを使った解析方法について学ぶ。またソフトウエアが出力する解析結果

について臨床的考察を加えて結果を解釈することができることを目指す。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

医療統計学概要 学年で学んだ内容の復習と、 学年で学ぶ内容の全体像を把握する 樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

データの要約 データの型にあわせたデータの要約方法を学び、医学論文で具体的にどのように使用

されているかも学ぶ。

樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

仮説検定 帰無仮説、検定、有意水準、統計的有意と臨床的有意、サンプルサイズ設計 樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

仮説検定 カイ 乗検定、 検定、 検定、ソフトウエアの出力結果解釈 樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

推定 信頼区間、統計的推定 樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

生存時間解析 カプラン・マイヤー法、イベント、打ち切り、ログランク検定、一般化ウイルコクソ

ン検定

樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

多変量解析 重回帰分析、ロジスティック回帰、 回帰 樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

データの品質管理 データマネジメント、解析データセット、データクリーニング 深瀧恭子 医療統計・

データ管理

学

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考
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その他は、レポート等の締め切り遵守状況など学修に対する態度とする。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

学年の講義の際に作成したリフレクションシートと、全体のレポートを今年度の参考書として活用する。

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：毎回リフレクションシートの課題を提出することで、出席の確認とする。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

神経生理実習 実習 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

講師 臼井 桂子 （神経科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

臨床で用いられている検査法を実際に用いて、生体の神経機能を理解し、説明できる。

神経活動に伴って発生している電気信号を理解し、説明できる。

電気信号と生体機能との関係を理解し、説明できる。

随意運動制御の解剖、機能制御の仕組みを理解し、説明できる。

反射経路の解剖、機能制御の仕組みを理解し、説明できる。

視覚、聴覚、体性感覚の解剖、機能制御の仕組みを理解し、説明できる。

高次脳機能と関連している生体信号を理解し、説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

講義で得た基本的知識をもとに、ヒトの神経機能に関する実験的実習を自ら行い、機器の使用法およびデータを得る基本的手法を学ぶ。データをよく考察し、

レポートを作成することにより基本的知識および考え方を修得する。

機器操作を行う関係上、小グループを編成し、 日の実習で一つの項目の実技を行う。お互いに被験者になることによって、被験者に対しての接し方、注意

点を学ぶとともに、正常値を体験する。レポート作成を行い、結果記載を含めた科学論文記載の基本を実践的に学ぶ。

対面授業を予定しているが、社会情勢により対面授業が困難な場合は、遠隔授業による実習を行う。内容は、対面授業に準じるが、一部変更となる可能性が

ある。

実習ガイダンス：電子配布する実習指針をもとに、各検査項目の概略を説明する。波形のみかた、記載の方法などを説明し、また、レポートの作成につい

て説明する。

小グループにわかれて以下の内容の実習を行う。

正常表面筋電図 誘発筋電図、神経伝導の記録：運動を司る筋肉上の電極より電気活動を運動系の指標として記録し、運動制御全般について考察する。制

御時に必要な感覚系、反射についても記録、検討する。

正常脳波の記録：安静閉眼時の脳波を記録することにより、刺激に対する脳の反応性、覚醒度などについて学ぶ。

誘発電位の記録：加算平均法をもとにした微弱な刺激誘発脳電位を記録し、それぞれの刺激に対する脳機能を学ぶとともに、その臨床意義を考察する。

視覚実習：視力、視野等の検査、あるいは、測定をもとに、ヒトの視覚機能を実体験する。

レポート作成：各検査の意義、原理、結果記載、考察などをまとめたレポートを作成する。

実習のまとめ・討論

実習担当教員： 臼井桂子 神経科学 、石黒雅敬 神経科学 、篠崎 淳 神経科学 、長峯 隆 非常勤

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

実習ガイダンス 実習全体およびレポートについての説明、全体での演習 臼井桂子ほか 神経科学

神経生理実習 ～ グループにわかれての実習 臼井桂子ほか 神経科学

神経生理実習 ～ グループにわかれての実習 臼井桂子ほか 神経科学

神経生理実習 ～ グループにわかれての実習 臼井桂子ほか 神経科学

神経生理実習 ～ グループにわかれての実習 臼井桂子ほか 神経科学

実習のまとめ・討論 実習全体についての総括、演習 臼井桂子ほか 神経科学

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

実習では、積極的、かつ、能動的な参加を評価する ％ 。

レポート ％ は、実習指針とガイダンスでの説明を遵守して作成すること。各実習項目について実習指針に定める提出

期限内に提出する。全レポートは第 回の「実習まとめ」で返却する。

レポートは、実習項目ごとに、 記述内容が正確であること、 内容に信頼性があること、 論理構成が的確である
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こと、 データについて自分自身で関連資料を検索し、それに基づいた考察ができていること、の つの観点で、合格基

準に達しているかを評価する。

①合格基準に達していないレポートは修正の上、再提出が必要である。

②再提出をもって、レポート の最終評価とする。

レポートについては、再提出時に全ての実習項目で合格基準に達することが必須である。合格基準に達しないレポートが

実習項目でもある時は、レポートの最終評価は 点以下となる。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：実習書に目を通し、実習内容を把握しておくこと。特に解剖学的事項については関連する事項を再度学習しておくこ

と。

復習：レポート作成を通じ、実習で得られた生体反応の解釈および臨床医学での意義について確認をしておくこと。被験者

に特有の反応を記載できるようになること。

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 〇 点呼 その他（

補足事項：実習遅刻は減点となる。 分以上の遅刻は当該実習欠席となる。

注意事項

白衣・ネームプレート・筆記用具など。

年の神経生理の講義の復習、ならびに電子配布資料を予習すること。

レポートおよび出席状況、授業態度などで総合的に評価する。

実習項目 項目 毎にレポートを作成する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 臨床脳波学 第 版 大熊輝雄、他 医学書院 年・ 円

参考書 臨床神経生理学 柳沢信夫、柴崎浩 医学書院 年・ 円

参考書 神経伝導検査と筋電図を学ぶ人のために 第 版 木村淳、幸原伸夫 医学書院 年・ 円

参考書 新訂 生理学実習書 日本生理学会教育

委員会

南江堂 年・ 円

参考書 ビジュアルガイド末梢神経と筋のみかた 原著第 版 日本語版 、幸原

伸夫訳

診断と治療社 年・ 円

参考書 モノグラフ 脳機能計測法を基礎から学ぶ人のために 日本臨床神経生理

学会 編

年・ 円

参考書 ここに気を付ける！誘発電位ナビ 飛松省三 南山堂 年・ 円

参考書 ここが知りたい！臨床神経生理 飛松省三 中外医学社 年・ 円

参考書 年 神経科学講座

会議室書架

参考書 臨床眼科学 第 版 中澤満、村上晶、

園田康平

医学書院 年・ 円

  

  

― 167 ―



 

科 目 名 科目区分 学年及び単位数

遺伝医学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 櫻井 晃洋 （遺伝医学）

【授業科目の学修教育目標】

一般学習目標 ：

あらゆる疾患の発症に関与する遺伝情報・ゲノム情報の特性を理解し 遺伝情報・ゲノム情報に基づいた診断と治療、未発症者を含む患者・家族の支援を学ぶ。

個別行動目標

ゲノムの多様性に基づく個体の多様性を説明できる。

単一遺伝子疾患の遺伝様式を説明し、代表的な疾患を列挙できる。

染色体異常による疾患の中で主なものを挙げ、概説できる。

ミトコンドリア遺伝子の変異による疾患を挙げ、概説できる。

エピゲノムの機序および関連する疾患を概説できる。

多因子疾患における遺伝要因と環境要因の関係を概説できる。

薬剤の有効性や安全性とゲノムの多様性との関係を概説できる。

集団遺伝学の基礎として の法則を概説できる。

家系図を作成、評価 の定理 リスク評価 できる。

生殖細胞系列変異と体細胞変異の違いを説明でき、遺伝学的検査の目的と意義を概説できる。

遺伝学的検査の特性 不変性 予見性 共有性 を説明できる。

遺伝カウンセリングの意義と方法を説明できる。

遺伝医療における倫理的・法的・社会的配慮について説明できる。

遺伝医学関連情報にアクセスすることができる。

遺伝情報に基づく適切な治療法について概説できる。

【授業の概要および学修上の助言】

講義は医学教育モデル・コア・カリキュラム平成 年度改訂版、 遺伝医療・ゲノム医療 に示された学修目標を習得できるよう構成します。

従来、臨床における「遺伝医学」は頻度の低い特殊な疾患が中心の領域でしたが、現在では遺伝子解析技術の進歩や疾患の分子機構の知見の集積によって、

あらゆる領域で遺伝医学的な知識が必要となり、将来はごく一般的な医療情報として、診療に不可欠なものとなっていきます。本科目は遺伝医学の中でも、

遺伝情報をどのように収集し、どう解釈し、どのように患者や血縁者の健康管理に役立てていくか、という「臨床遺伝学」について学びます。講義時間が限

られているため、基本的な知識は自学によって習得することが求められます。指定した教科書を通読していることを前提に講義を進めていきます。

講義では教師から学生への一方通行のレクチャーにならないよう、事例についてグループで検討したり、遺伝カウンセリングロールプレイを経験するなど、

演習型の学習を平行して行います。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

臨床遺伝学総論、遺伝情報へのアクセ

ス

これからの医療に必要な「遺伝学」の概要を学ぶ

家系図の書き方を学ぶ

種々の遺伝医学情報にアクセスする方法を学ぶ

櫻井晃洋 遺伝医学

集団遺伝学と多因子遺伝 集団遺伝学の基礎を学ぶ

の法則、 の定理を学ぶ

多因子遺伝による疾患・体質と遺伝情報の意味を学ぶ

櫻井晃洋 遺伝医学

メンデル遺伝、非メンデル遺伝 メンデル遺伝の つの様式を学ぶ

主要な非メンデル遺伝の機序を学ぶ

石川亜貴 遺伝医学

細胞遺伝学と染色体異常 染色体検査の方法、意義、染色体異常の発症機序を学ぶ 石川亜貴 遺伝医学

遺伝カウンセリングと遺伝学的検査 遺伝カウンセリングの意義や方法、遺伝学的検査について学ぶ 櫻井晃洋 遺伝医学

遺伝カウンセリング事例検討・ロール

プレイ

想定事例をもとに、グループごとに当事者の立場で求めることや、遺伝医療上の問題

点、対応法についてまとめる

櫻井晃洋

石川亜貴

宮﨑幸子

遺伝医学

遺伝カウンセリング事例検討・ロール

プレイ

遺伝カウンセリングロールプレイの発表 櫻井晃洋

石川亜貴

遺伝医学
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宮﨑幸子

遺伝カウンセリング事例検討・ロール

プレイ

遺伝カウンセリングロールプレイの発表と総括 櫻井晃洋

石川亜貴

宮﨑幸子

遺伝医学

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

臨床遺伝学に関する基本的な知識は講義ではなく、教科書を読んで自ら習得することが求められます。講義は教科書の内容

を補完するものです。

基本的に毎回の講義でレポート課題が提示されます。これらは復習を兼ねて教科書と講義内容を参照しながら作成し、次の

講義時間に提出します。

また、遺伝カウンセリング事例検討・ロールプレイではグループごとに担当する事例についてレポートを作成し、それを発

表するとともに提出します。すべてのグループが発表する時間はありませんが、提出されたものはすべて教員による評価を

受けます。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

後半の遺伝カウンセリング事例検討・ロールプレイは遺伝医療の現場を想定し、医療者役とクライエント 患者 役を自ら演

じながら遺伝医療について体験的に学ぶ手法です。私たちは医療面接の場面を想定すると、つい医療者側の視点に偏ってし

まい、クライエント 患者 が当事者としてどのような思いを抱くか、という視点がおろそかになりがちです。このグループ

ワークではクライエント 患者 の視点についての想像力が求められます。ロールプレイによる体験演習は、臨床遺伝学の研

修や医療面接の生涯研修など、実際に医師になってからの研修でも盛んに行われているものです。疑似体験によって得られ

るものは非常に多く、講義では決して得られないたくさんの気付きがあるはずです。またこうした学習で得ることは、

のような上級学年での学習は言うに及ばず、将来どの領域の医師になろうとも、必ず役立つものです。

講義時間に限りがあるため、指定教科書は必ず通読してください。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 コアカリ準拠 臨床遺伝学テキストノート 臨床遺伝学テキス

トノート編集委員

会

診断と治療社 年・ 円 税

参考書 診療・研究にダイレクトにつながる遺伝医学 渡邉 淳 羊土社 年・ 円 税

参考書 よくわかるゲノム医学 改訂第 版 菅野純夫 監修 羊土社 年・ 円 税

参考書 一目でわかる臨床遺伝学 第 版 古関明彦 監訳 年・ 円 税

参考書 いまさら聞けない「遺伝医学」 齋藤加代子 近藤

恵里 編集

メディカルドゥ 年・ 円＋税
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

病理学実習 実習 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 
 

教授 
 

教授 

鳥越 俊彦

小山内 誠

長谷川 匡

（病理学第一講座

病理学第二講座

病理診断学）

【授業科目の学修教育目標】

自分自身で実際の病理組織をみて、組織像に触れることにより、各疾患に特徴的な病理病態を理解することをめざす。受動的な講義、あるいは、示説からで

は伝わりにくい部分に関連し、疾患病態を考える過程を経験できる。さらに、本実習では病理病態を説明するうえで、学生自らが問題点を明らかにし、成書

等に戻り解決する姿勢を会得することができるため、医学研究に対する動機づけとなることも期待する。

Ⅰ 教育目標

病気とはどのようなものかを理解する。

病気がどのような原因によって、どのようにおこり、どのように進行するかを理解する。

どのような種類の病態があるのかを理解する。

病気のメカニズムを論理的に追求する習慣を身につける。

Ⅱ 到達目標

自ら進んで病態を理解する基本的な態度を身につけることができる。

組織解剖学の知識をもとに自ら組織像を観察することができる。

組織像の観察から得た情報をもとに、どのような病態が基盤にあるか考察し、それを文章で表現することが出来る。

病気の種類 例えば、炎症や腫瘍など を同定することができる。

病理組織学的な観察過程を通して、病理医の役割を理解できる。

将来、何科の臨床医になっても、病気の理解のために組織に戻る態度を身につけることができる。

疑問をもち、様々な手段で検索して、適切な情報を抽出することができる。

【授業の概要および学修上の助言】

各器官、臓器の代表的な病変の組織標本について、 および顕微鏡プロジェクターを用いて解説する。解説後、ヴァーチャルスライドを用いて検鏡実習す

る。病変部をミクロの視点で捉え、病気の特徴を理解する。病気の理解を前提に、顕微鏡像を模式的にスケッチする場合もある。さらに、各実習ごとに教員

から課題を準備する。課題に対する解答は論述形式を主とする。組織像を起点に、背景となる知識を統合し、自分の頭で論理的な思考を展開すること、さら

にそれを相手に理解出来るような文章で表現出来ることが求められる。正解が つになるとは限らない あるとも限らない 。知識の断片的な暗記では乗り切

れない。そのためには教科書の精読はやはり欠かせないものであることは論を俟たない。一方で、インターネット上にあふれる情報から、自らの知りたいこ

とを検索する力、そして信頼出来る情報を選択する力を身につけることは各人の将来においても有益となるであろう。教科書の記述が不正確であったり、古

い概念のままであったりすることもある。目の前の情報を妄信せず、 根拠をもって 疑うことも必要である。その時、組織像を詳らかに観察することが指針

となりえる。

病理学総論および各論の基礎知識の上に立って、各病変の実物をみて理解すること。実際の病理組織をみることによって教科書の記載を納得すること。逆

に、教科書の記載を実物の中にさがす態度を得ることができるようになることを期待する。

【非常勤講師】

辻脇光洋 小樽市立病院 、菊地智樹 旭川赤十字病院 、岩木宏之 砂川市立病院 、高橋秀史 北海道大野記念病院 、八木欣平 北海道大学獣医学研究院 、笠

井潔、池田健 函館五稜郭病院 、飛岡弘敏 北海道社会事業協会小樽病院 、岩崎沙理 北海道大学大学院医学研究院病理学講座分子病理学教室 、荻野次郎

札幌病院

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

総論 腫瘍 腫瘍と非腫瘍の鑑別

良性腫瘍と悪性腫瘍の鑑別

小山内誠 病理

総論 炎症 急性炎症と慢性炎症の鑑別 鳥越俊彦 病理

総論 病理診断法 病理診断の方法論；免疫組織染色

補助的病理診断法

長谷川匡 病理診断学
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循環器 循環器疾患の鏡検、鑑別

主な対象臓器：心臓、血管

金関貴幸 病理

呼吸器 非腫瘍性呼吸器疾患の鏡検、鑑別

主な対象臓器：肺、気管支

塚原智英 病理

呼吸器 腫瘍性呼吸器疾患の鏡検、鑑別

主な対象臓器：肺、気管支

辻脇光洋 病理 非常勤

リンパ系 リンパ系疾患の鏡検、鑑別

主な対象臓器：リンパ節、脾臓

菊地智樹 病理

男性生殖器 男性生殖器疾患の鏡検、鑑別

主な対象臓器：精巣、前立腺

廣橋良彦 病理

乳腺 乳腺疾患の鏡検、鑑別

主な対象臓器：乳腺

高橋秀史 病理 非常勤

女性生殖器 女性生殖器疾患の鏡検、鑑別

主な対象臓器：卵巣、子宮

高橋秀史 病理 非常勤

内分泌 内分泌臓器の疾患の鏡検、鑑別

主な対象臓器：下垂体、副腎、甲状腺、副甲状腺、膵臓

岩木宏之 病理 非常勤

寄生虫 寄生虫の鏡検 八木欣平 病理 非常勤

骨・軟部 骨・軟部疾患の鏡検、鑑別 杉田真太朗 病理診断学

上部消化管 上部消化管疾患の鏡検、鑑別

主な対象臓器：食道、胃、十二指腸

池田健 病理 非常勤

下部消化管 下部消化管疾患の鏡検、鑑別

主な対象臓器：小腸、大腸

髙澤啓 病理

中枢神経 中枢神経疾患の鏡検、鑑別

主な対象臓器：脳

笠井潔 病理 非常勤

肝臓 肝疾患の鏡検、鑑別

主な対象臓器：肝臓

菅原太郎 病理診断学

肝臓 肝疾患の鏡検、鑑別

主な対象臓器：肝臓

及能大輔 病理

胆道・膵臓 胆道および膵臓疾患の鏡検、鑑別

主な対象臓器：胆嚢、胆管、膵臓

飛岡弘敏 病理 非常勤

腎・尿路 腎・尿路疾患の鏡検、鑑別

主な対象臓器：腎臓・尿路

岩崎沙理 病理 非常勤

皮膚 皮膚疾患の鏡検、鑑別 荻野次郎 病理 非常勤

病理解剖 病理解剖の概要と実際 久保輝文 病理

実習試験 実習内容を筆記試験にて評価する 久保輝文 病理

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

毎回実習終了後 締切期日は別途伝達します に、レポート課題を教員に提出する レポート評価 。成績評価対象とするため、

記載は直筆のみとし、印刷物・写真など貼り付けは禁止する。また、最後に実習試験を行い評価する 試験評価 。実習態度

評価 その他 は 名以上の教員の合議で判定する。レポート評価と試験評価と実習態度評価を合計し、 ％以上を優、

以上を良、 以上を可、 未満を不可とする。 ％以上を合格とする。再試験は最大で 回のみ行う。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：シラバスに示す講義内容について、教科書・参考書などに目を通しておく。

復習：ヴァーチャルスライドを用いて、教科書やハンドアウトの内容を確認する。

出席確認方法 

固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 ○ その他（

補足事項：教員による解説時の着席 教員が確認 と終了時のレポート課題の提出の両方をもって出席とする。また、教員に

よる解説時に限度をこえる私語などの礼節をわきまえられないものには退出を命じることがある 欠席とする 。出席に関す
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る不正、およびレポート課題の作製・提出に関して、明らかな他人の書き写しなどの不正行為を行った学生に対しては、厳

正に処分する。実習という性格上、不正行為に対しては、いかなる理由も認めない。

注意事項

ヴァーチャルスライドを利用するため、インターネットに接続可能な端末 ノート型 ・タブレット・スマートフォン

等 を用意すること 用意出来ない場合は事前に相談して下さい 。実際の臨床検体を匿名化したもののため、希少標本が多

く十分数のガラス標本が準備出来ないため、顕微鏡を用いての鏡検は原則行わない。

スケッチには普通の鉛筆とともに色鉛筆を用いても良い 色程度で充分であるが、使う色数に関しては個人の自由と

します 。

成績は、課題レポートと実習試験により総合的に評価し、出席状況や実習態度も相応に考慮する。

感染症の流行などの社会情勢の理由によって、教員あるいは学生、およびその両方が などを用いた遠隔講義を行う

可能性がある。学生が遠隔で受講する際には解説時の出席確認は などへの接続を確認することで行う。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 組織病理アトラス 第 版 森谷卓也 他 文光堂 年

参考書 カラーアトラス病理組織の見方と鑑別診断 第 版 吉野 他 医歯薬出版 年

参考書 ロビンス基礎病理学 原書 版 日本語・英語版 丸善出版 年

参考書 ルービン病理学―臨床医学への基盤 改訂版 ルービン 他 西村書店 年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

研究室（基礎）配属 演習 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

医学部長 齋藤 豪 （産婦人科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

医師として求められる基本的な資質・能力の一つとして、科学的探究が含まれます。基礎医学研究室への配属は、学生が医学研究を遂行する意欲を育み、医

学研究の基礎的素養を身につける目的としており、以下の①～④を学修目標としています。

① 研究は、医学・医療の発展や患者の利益の増進を目的として行われるべきことを説明できる。

② 生命科学の講義・実習で得た知識に加えて、研究への参加を通して病態や医学・医療の問題が解析できる。

③ 教科書・論文等から最新の情報を検索・整理統合し、疾患の理解・診断・治療についての理解を深め、医学・医療の問題の解決につなげることができる。

④ 抽出した医学・医療情報から新たな仮説を設定し、解決に向けて科学的研究 臨床研究、疫学研究、生命科学研究等 に参加することができる。

【授業の概要および学修上の助言】

基礎配属はフロンティア研究所を含む基礎医学系講座等、研究室に学生が分かれて所属し、研究あるいは調査を行います。配属先の研究室の教員と十分に相

談して学修目標への到達のためのテーマと作業を確認するとともに、自己評価方法についても考えて下さい。配属終了時には自ら行った研究や調査について、

発表会形式で発表し、発表スライドを提出することが必要です。

配属講座の決定は、学生の希望調査の上で、調整、決定します。基礎配属に入る前には、研究倫理・個人情報保護・知財に関する講義の他に、各研究室が演

習内容についての説明を行いますが、それぞれの研究室のホームページからも研究活動についての情報を集めて配属先の希望を決めて下さい。

研究テーマの選択、仮説の設定、仮説を検証するための方法の立案、仮説の検証作業、研究論文の作成、といった基本的な研究の流れを具体的に理解するこ

とがこの演習で最も重要です。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

オリエンテーション

説明会で各講座毎に説明及び配布

研究倫理・個人情報保護・知財について理解する

説明会で各講座毎に説明及び資料配布

基礎医学部門

学科目基礎

フロンティア

医学研究所

基礎医学部

門

学科目基礎

フロンティ

ア医学研究

所

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

各配属講座等で評価内容は異なります。講座説明会で説明します。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

各配属講座等の担当教員から指示があります。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 ○ その他（

補足事項：各配属講座等から初回授業で説明します。

注意事項

研究に参加すると 週間の期間が極めて短いということがわかると思います。限られた時間を有効に使って、研究がどのよ

うなものかを知り、同時に、論理的な思考を行う力を涵養して下さい。医学が科学であることを再確認して下さい。学生が

研究を行うにあたり、各講座・部門及び教育研究機器センター等の施設・設備を、指導教員の下で使用することができます。

ただし動物実験施設、教育研究機器センター・ラジオアイソトープ部門 部門 の利用にあたっては、あらかじめ所定の

手続きを経て許可を受ける必要があります。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

各配属講座等の担当教員より指示します。
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

内分泌・代謝病学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 古橋 眞人 （循環器・腎臓・代謝内分泌内科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

内分泌・代謝系の構成と機能を理解し、主な内分泌・代謝疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。

到達目標

各種ホルモンの作用機序、分泌の調節機構を説明できる。

各内分泌器官の位置を図示し、そこから分泌されるホルモンを列挙できる。

視床下部ホルモン・下垂体ホルモンの名称、作用と相互関係を説明できる。

甲状腺と副甲状腺から分泌されるホルモンの作用と分泌調節機構を説明できる。

副腎の構造と分泌されるホルモンの作用と分泌調節機構を説明できる。

膵島から分泌されるホルモンの作用を説明できる。

ホルモンの過剰または欠乏がもたらす病態生理、症候と治療を説明できる。

三大栄養素、ビタミン、微量元素の消化吸収と栄養素の生物学的利用効率を説明できる。

糖質・タンパク質・脂質の代謝経路と相互作用を説明できる。

糖尿病、脂質代謝異常、高尿酸血症の病因と病態、治療を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

【授業の概要】

生体の恒常性維持のためには巧妙な調整機構、ホメオスターシスが存在し、その破綻により発症する内分泌および代謝疾患にについて学習する。

「内分泌器官」と「ホルモン」に関する総論を理解したうえで、内分泌疾患の原因、病態生理、診断、治療について、視床下部・下垂体、甲状腺、副甲状腺、

副腎、性腺など臓器別に学習する。

糖質、脂質、蛋白質を摂取することにより、生体各臓器の機能や構造の恒常性を保つ仕組みを代謝と呼び、糖質代謝、脂質代謝、蛋白代謝などにより構成さ

れる。これらの代謝異常である、糖尿病、脂質異常、痛風、血清蛋白異常症、アミロイド―シスなどの疾患について、原因、病態生理、診断、治療を学習す

る。

【助言】

内分泌学は基礎と臨床の距離が近い学問であるが、内分泌疾患は比較的頻度の少ないものが多いことから、的確な診断・治療には高い専門性が求められてい

ることを理解する。

一方、内臓脂肪型肥満を背景として発症する糖尿病、脂質異常症、メタボリックシンドロームなどは増加の一途を辿っており、これらの代謝疾患を背景に、

心筋梗塞や脳卒中などの動脈硬化性疾患が増加していることを理解する。

年前期 回

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

内分泌総論・下垂体内分泌疾患 総論 下垂体内分泌疾患の病態・診断・治療 (pp.Ⅳ170 古橋 眞人 循環内

糖尿病① 糖尿病 疫学・診断・合併症) (pp.Ⅳ366 矢野 俊之 循環内

糖尿病② 糖尿病 治療)(pp.Ⅳ366 矢野 俊之 循環内

副腎疾患 副腎疾患の病態・診断・治療(pp.Ⅳ250 古橋 眞人 循環内

甲状腺内分泌疾患 甲状腺疾患の病態・診断・治療 (pp.Ⅳ210 櫻井 晃洋 遺伝

副甲状腺疾患とカルシウム代謝 副甲状腺疾患の病態・診断・治療とカルシウム代謝(pp.Ⅳ231 櫻井 晃洋 遺伝

肥満・メタボリックシンドローム 肥 満 ・ メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の 病 態 ・ 診 断 ・ 治 療

(pp.Ⅰ40 162,Ⅳ442

古橋 眞人 循環内

尿酸・脂質代謝異常 痛 風 ・ 高 尿 酸 血 症 ・ 脂 質 代 謝 異 常 ・ 動 脈 硬 化 の 病 態 ・ 診 断

(pp.Ⅱ37 41,Ⅳ427

古橋 眞人 循環内

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験実施回数 回

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：各講義内容に関連した疾患について、教科書、参考書に目を通すこと。学修方法・学修内容には内科学 第 版 矢

崎義雄 総編集 朝倉書店 での、予習すべきページを記載している。改訂された場合は近似した項目を予習してお
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くこと。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 内科学 第 版 矢崎義雄、小室一

成 総編集

朝倉書店

参考書 内科学書 改訂第 版 南学正臣 総編集 中山書店

参考書 ハリソン内科学 第 版

参考書 他編集

参考書 最新内分泌代謝学 中尾一和 診断と治療社

参考書 内分泌代謝専門医ガイドブック 改訂第 版 成瀬光栄ら 診断と治療社

参考書 糖尿病専門医研修ガイドブック 改訂第 版 日本糖尿病学会 診断と治療社
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

血液学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 小船 雅義 （血液内科学）

【授業科目の学修教育目標】

貧血

①貧血を分類し、鑑別に有用な検査を列挙できる。

②鉄欠乏性貧血、二次性貧血の病因、病態、診断と治療を説明できる。

③再生不良性貧血・夜間発作性血色素尿症の病因、病態、診断、治療と予後を説明できる。

④溶血性貧血の病因、病態、診断と治療を説明できる。

⑤巨赤芽球性貧血の病因、病態、診断と治療を説明できる。

出血傾向

①出血傾向の病因、病態、症候と診断を説明できる。

②免疫性血小板減少性紫斑病 の病態、症候、診断と治療を説明できる。

③脾機能亢進症の病態、症候、診断と治療を説明できる。

④血友病の病態、症候、診断、治療と遺伝形式を説明できる。

⑤ビタミン 欠乏症による出血傾向の病態、症候、診断と治療を説明できる。

⑥播種性血管内凝固 の基礎疾患、病態、診断と治療を説明できる。

血栓傾向

①プロテイン およびアンチトロンビン欠乏症の病態、診断と治療を説明できる。

②抗リン脂質抗体症候群の病態、診断と治療を説明できる。

③溶血性尿毒症症候群 および血栓性血小板減少性紫斑病 の基礎疾患、病態、診断と治療を説明できる。

血液・造血器・リンパ系腫瘍

①急性白血病の病態、分類 、 分類 、症候、病理所見、治療と予後を説明できる。

②慢性骨髄性白血病の病態、症候、病理所見、治療と予後を説明できる。

③骨髄異形成症候群 の臨床像と病理所見、治療と予後を説明できる。

④成人 細胞白血病の病因、疫学、臨床所見、病理所見を説明できる。

⑤真性赤血球増加症 真性多血症 ・本態性血小板血症、骨髄線維症の病因、病態、診断と治療を説明できる。

⑥悪性リンパ腫の分類を概説し、病態、症候、病理所見、治療と予後を説明できる。

⑦多発性骨髄腫の病態、症候、診断、治療と予後を説明できる。

および

①造血細胞幹細胞移植・免疫細胞治療法の種類と適応を説明できる。

および

① 輸血療法の適正使用および輸血副反応を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

血液疾患は全身状態に影響がおよぶ貧血・凝固異常症といった臓器横断的領域と、造血器腫瘍といった血液学独自の領域に大別される。血液学領域の近年

の進歩は著しく、次世代シークエンサー、質量分析計および代謝経路の詳細な解析の結果から血液疾患の病態が深く理解され、それに伴い疾患分類、診断法

および標準治療法が大きく変わってきた。したがって本授業の概要は、まず、オーソドックスな血液学の知識の上に、血液疾患の病態、臨床現場で利用され

ている一般的な臨床検査、診断法および治療法の解説に加えて、遺伝子診断、分子標的療法、造血幹細胞移植およびキメラ抗原受容体 細胞療法など

の最近保険適用となった先端医療についても解説する。

本講義では比較的頻度が高い血液疾患について解説する。「貧血」では、貧血の鑑別診断に必要な検査を解説した後に、①鉄欠乏性貧血、②溶血性貧血、③

巨赤芽球性貧血、④再生不良性貧血の診断および治療に加え、⑤骨髄異形成症候群 の疾患概念について解説する。「白血病」では、①高リスク 、急

性白血病の病態および成人 細胞白血病の診断、予後および治療について解説する。「悪性リンパ腫」では、悪性リンパ腫の病態、分類および診断法を概説し

た後に、①ホジキンリンパ腫、②非ホジキンリンパ腫および③慢性リンパ性白血病・小リンパ球性リンパ腫の病期分類、予後因子および治療について解説す

る。「多発性骨髄腫」では、同疾患の病態、病期分類、予後因子および分子標的治療を解説する。また、類縁疾患である原発性マクログロブリン血症および

アミロイドーシスについて解説する。「骨髄増殖性疾患」では①慢性骨髄性白血病、②真性赤血球増多症 真性多血症 、③本態性血小板血症および④骨髄

線維症の成因、病態、診断と治療を解説する。「出血傾向・血栓傾向」では、出血性疾患および血栓性疾患の原因、病態、症候と診断法を概説した後に、①免

疫性血小板減少性紫斑病 、②播種性血管内凝固症候群 、③血栓性血小板減少性紫斑病 などの病態、診断と治療を解説する。「造血細胞幹細胞
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移植・がん免疫に関する治療法」では、①自家および同種造血幹細胞移植、血液疾患における免疫細胞治療法の適応と実際、②移植片対宿主病 の診断

と治療を解説する。「輸血療法」では、①輸血療法の適正使用、②自己血輸血および③輸血副反応を解説する。

学修上の助言として、血球細胞は顕微鏡でなければ見ることが出来ず、凝固因子関連タンパク質をみるためには蛍光顕微鏡、電子顕微鏡といった特殊機器

を用いなければ観察することができない。すなわち、血液学は病態生理を頭の中で整理して、イメージとして捉えることが必要な領域である。このためには

自己学修が重要であり、事前に図解あるいは血液像写真などが掲載された参考書やアトラスを紐解いて頂き、事後に文章でかかれた血液学の専門書を読んで

頂くのが良いと考えられる。また、授業においても出来るだけビジュアルに訴えかける内容とする予定である。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

貧血および特発性造血器障害 貧血の鑑別診断とそれぞれの疾患の診断・治療 の疾患概念 小船 雅義 血液内科学

造血器腫瘍

急性白血病

高リスク 急性骨髄性白血病 急性リンパ性白血病 成人 細胞白血病の診断およ

び治療

井山 諭 血液内科学

造血器腫瘍

悪性リンパ腫

ホジキンリンパ腫 非ホジキンリンパ腫 慢性リンパ性白血病・小リンパ球性リンパ腫

および血球貪食症候群

後藤 亜香利 血液内科学

造血器腫瘍

多発性骨髄腫

多発性骨髄腫 骨髄腫類縁疾患 アミロイドーシス 堀口 拓人 血液内科学

造血器腫瘍

骨髄増殖性疾患

慢性骨髄性白血病 真性多血症 本態性血小板血症 原発性骨髄線維症 小船 雅義 血液内科学

出血傾向・血栓傾向 血友病 フォンヴィレブランド病 など 小船 雅義 血液内科学

造血幹細胞移植・免疫細胞治療および

輸血療法

造血幹細胞移植および免疫細胞治療 の病態と制御 輸血療法の適応と副反応 井山 諭 血液内科学

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験 につき、再試験を 回行います。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

授業の内容はモデルコア・カリキュラムの中でも、血液疾患の中でも頻度が比較的高い疾患を主に解説する。モデルコア・

カリキュラムには、希少血液疾患が盛り込まれているが、授業のみで全ての疾患を理解することは困難と想定される。事前

の自己学習を行っておくことが、血液学を理解するためには望ましいと考えられる。主な血液疾患に関しては病期分類・予

後因子・染色体異常・治療などの実践的な知識が医師国家試験で出題されている。また、最近の医師国家試験では赤芽球癆、

サラセミア、血球貪食症候群、後天性血友病、フォンヴィレブランド病、脳原発悪性リンパ腫などの希少疾患が出題されて

いるため、講義中に触れる予定であるが、自己学修として教科書・参考書類を利用した事後の復習が必要である。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：出席確認方法は全ての授業において固定式 を用いて行う。

注意事項

講義前に上記の授業内容に該当する教科書の項目の自習が望ましい。血液学の教科書を読んで頂きたいが、専門用語が多く

しばしば理解するのに多大な労力が必要となる。このため、血液疾患の大まかな概念を短時間で把握するためには、内科学

教科書の他、特に貧血・出血傾向・血栓傾向においては図で解説された単行本を利用するのも良いと考える。さらに、骨髄

異形成症候群、白血病細胞およびリンパ腫細胞の読影には血液細胞アトラスがあった方が望ましい。推薦した単行本は非常

に親切に図説されており診断および治療も良く記載されている。学生、研修医さらに専門医においても利用できる良書であ

る。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 内科学 第 版 分冊版 矢﨑 義雄 監修

編集 赤司 浩一

編集 他

朝倉書店 年・ 円

単行本 臨床に直結する血栓止血学 改訂 版 朝倉 英策 著 中外医学社 年・ 円

単行本 血液細胞アトラス第 班 通山 薫 編集

張替 秀郎 編集

文光堂 年・ 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

消化器内科学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 仲瀬 裕志 （消化器内科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

食道・胃・十二指腸疾患 食道・胃静脈瘤、胃食道逆流症、 症候群、消化性潰瘍、 感染症、急性胃粘膜病変、急性胃腸

炎、慢性胃炎、胃ポリープ、機能性消化管障害など の病態、診断、治療について説明できる。

小腸・大腸疾患 炎症性腸疾患、過敏性腸症候群、腸管憩室症、薬物性腸炎、感染性腸炎、虚血性大腸炎、急性出血性直腸潰瘍、上腸間膜動脈閉塞症、消化

管ポリポーシス、消化管神経内分泌腫瘍、消化管間質腫瘍など の病態、診断、治療について説明できる。

胆道疾患 胆石症、胆嚢炎、胆管炎、胆嚢ポリープ、膵・胆管合流異常症など の病態、診断、治療について説明できる。

肝疾患 急性肝炎、慢性肝炎、急性肝不全、肝硬変、アルコール性肝障害、薬物性肝障害、肝膿瘍、原発性胆汁性胆管炎、原発性硬化性胆管炎、自己免疫性

肝炎、脂肪性肝疾患など の病態、診断、治療について説明できる。

膵臓疾患 急性膵炎、慢性膵炎、自己免疫性膵炎など の病態、診断、治療について説明できる。

消化器腫瘍性疾患 食道癌、胃癌、大腸癌、胆嚢・胆管癌・乳頭部癌、原発性肝癌、転移性肝癌、膵癌、嚢胞性膵腫瘍、腹膜中皮腫、消化管間質腫瘍 、

消化管神経内分泌腫瘍 の病態、診断、治療について説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

消化器疾患は日常診療において多く遭遇する頻度の高い疾患で、食道・胃・十二指腸・小腸・大腸の消化管疾患と肝・胆道・膵疾患が含まれる。本授業は、

消化器疾患をできるだけ網羅して、病因、病態、診断、および治療について解説する。分子生物学や細胞生物学の進歩により、遺伝子、分子レベルでの病態

が解明され、分子を標的とした分子標的治療薬や抗体医薬が消化器疾患の治療に用いられるようになっている。消化器疾患の病態を理解することは診断、治

療を行う上で重要であり、本授業を通じて消化器疾患の理解を深める。消化器疾患の診断においては、薬物治療と内視鏡治療、外科治療、

：放射線診断技術の治療的応用 があり、これらの治療法による消化器疾患の治療体系について学習し、理解を深める。近年、炎症性腸疾患領

域では様々な生物学的製剤、がん領域では免疫チェックポイント阻害剤を使用する頻度が増えてきている。それゆえ、消化管疾患における免疫学は必須であ

る。今回のカリキュラムでは消化器分野に置いて重要となる粘膜免疫学についての講義を行うことする。

【非常勤講師】 潟沼朗生 手稲渓仁会病院 奥田博介 恵佑会札幌病院

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

下部消化管腫瘍性疾患、内視鏡診断

学・治療

大腸・腹膜腫瘍 大腸ポリープ、大腸癌、腹膜中皮腫を含む の診断学、消化管疾患の

内視鏡診断学 画像強調観察技術を含めて ・治療

山野泰穂 消化内

上部消化管悪性疾患 食道、胃 食道・胃腫瘍 食道癌、胃癌、胃ポリープ、消化管間質腫瘍を含む の診断学 吉井新二 消化内

上部消化管良性疾患 食道、胃 逆流性食道炎・ 症候群・機能性胃腸症・胃炎

感染症を含む ・胃潰瘍を中心に

仲瀬裕志 消化内

下部消化管良性疾患Ⅰ クローン病・潰瘍性大腸炎の診断、治療を中心に 仲瀬裕志 消化内

下部消化管良性疾患Ⅱ 過敏性大腸症候群 虚血性大腸炎 薬物性腸炎 感染性腸炎 腸管憩室症 上腸間膜動脈

閉塞症 クローン病・潰瘍性大腸炎と鑑別を有する疾患 小腸疾患

仲瀬裕志 消化内

遺伝性消化管疾患 遺伝性消化管ポリポーシス、遺伝性非ポリポーシス大腸癌、消化管神経内分泌腫瘍 林優希 消化内

消化管腫瘍の化学療法 食道癌、胃癌、小腸・大腸腫瘍の化学療法 奥田博介 消化内 非

ウイルス性肝炎、自己免疫性肝疾患 急性肝炎、慢性肝炎、劇症肝炎の病態と治療、自己免疫性肝炎、原発性胆汁性胆管炎、

原発性硬化性胆管炎

佐々木茂 消化内

肝腫瘍―診断および遺伝性肝疾患 肝腫瘍 良性・悪性を含む の画像診断ならびに遺伝性肝疾患 ポルフィリン症、

病など を中心に

阿久津典之 消化内

代謝性肝疾患、薬剤性肝疾患、肝硬

変・肝不全

脂肪性肝疾患、アルコール性肝疾患、薬剤性肝障害の病態と治療、肝硬変の病態と合

併症 門脈圧亢進症、食道・胃静脈瘤を含む

佐々木茂 消化内

胆道良性疾患 胆石症、胆嚢炎・胆管炎、胆嚢ポリープ、膵・胆管合流異常症、肝膿瘍の病態と治療、

内視鏡的診断・治療手技

石上敬介 消化内

胆道悪性疾患 胆管癌、胆嚢癌、乳頭部癌の診断・化学療法 柾木喜晴 消化内

膵良性・悪性疾患 急性膵炎・慢性膵炎、自己免疫性膵炎の病態と治療、内視鏡的診断・治療手技、膵癌

の診断・化学療法、嚢胞性膵腫瘍

潟沼朗生 消化内 非

消化器免疫学 消化器疾患に関連する粘膜免疫学全般について講義する 仲瀬裕志 消化内

肝悪性腫瘍―治療 肝癌に対する内科的治療 を含む を中心に 阿久津典之 消化内
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評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

成績は「筆記試験」で 点以上を合格とする。 点に満たない場合は再試験により評価する。再試験は 回のみ実施する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：各講義内容に該当する項目について教科書および参考書にあたり、疾患・病態の概略について把握しておくこと。

復習：講義で使用したプリントや講義内で強調されたポイントを中心に、教科書および参考書で復習し理解をより深めてお

くこと。

出席確認方法 
◯ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

◯ 移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 各学習内容について、下記の教科書や参考書で予習をすること。試験のほか、出席状況、授業態度を考慮して評価する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 内科学 第 版 朝倉書店

教科書

教科書 内科学書 中山書店

参考書 癌取り扱い規約抜粋 金原出版

参考書 ハリソン内科学 第 版
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

免疫・アレルギー疾患 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 高橋 裕樹 （免疫・リウマチ内科学）

【授業科目の学修教育目標】

免疫系の異常により生じる多様な病態・疾患を理解する 特に自己成分に対して過剰な免疫反応が作動することで生じる自己免疫性疾患 全身性の臓器障害

を伴う膠原病など や 外来性の因子に対する過敏反応による各種アレルギー疾患を学習する

【到達目標】

膠原病に共通した症状や理学所見について説明できる

自己免疫異常を反映する自己抗体などの検査異常を説明できる

各膠原病の病態 臓器障害や病因を説明できる

皮膚免疫と病態生理を理解し 膠原病に特徴的な皮膚病変を説明できる

副腎皮質ステロイド薬や免疫抑制薬 生物学的製剤の特性・副作用を説明できる

アレルギーに関わる病態を理解し アレルギー疾患に共通した病因・病態を説明できる

各種アレルギー性疾患・アナフィラキシーの病態・症状・検査・治療を説明できる

【授業の概要および学修上の助言】

免疫系は自己・非自己を識別するため 非常に複雑かつ精密に作り上げられた生体内のシステムである 感染防御や腫瘍免疫にみられるように 生体にとって不

利益をもたらす外的・内的要因に対しては免疫系はこれを排除・破壊するように作動し 生体の維持に寄与する この免疫系の異常に起因する病態としては

先天性免疫異常や 続発性免疫不全 自己成分に対して過剰な免疫反応が作動することで生じる各種自己免疫性疾患 特に膠原病 また 外来性の因子 食餌性・

吸入性 薬物など に対する過敏反応を基盤にするアレルギー疾患がある このうち「免疫・アレルギー疾患」では まず膠原病・膠原病類縁疾患における共通

した症状や理学所見 各疾患に特有の症状や徴候について学習し また鑑別診断や重症度 臓器障害を検索するのに必要な各種検査を理解する 特に皮膚変化に

関しては皮膚の免疫学を基盤に病態を理解する 治療に関しては副腎皮質ステロイド剤や免疫抑制薬に加え 近年 積極的に使用されている生物学的製剤につ

いても理解を深める 次に アレルギー疾患を原因別、および臓器別に学習する。原因別としての薬物および食物によるアレルギーを対象に、その概念、臨床

像、また新しい診断、治療法についても概説される。また アレルギー性疾患の中で最も緊急性が高く重篤なアナフィラキシーショックについても学習する

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

膠原病総論 膠原病の概念 統計 臨床症状 臨床検査 治療 高橋裕樹 免リ内

抗リン脂質抗体症候群 概念 診断基準 自己抗体 検査 臓器障害 治療 神田真聡 免リ内

関節リウマチ 概念 診断基準 検査・画像 治療 生物学的製剤含む 高橋裕樹 免リ内

全身性強皮症 成人スチル病 概念・定義 診断基準 自己抗体 検査 臓器障害 治療 高橋裕樹 免リ内

血管炎 概念・定義 分類 各論 ・ ・ 治療 神田真聡 免リ内

筋炎 混合性結合組織病 概念・定義 診断基準 自己抗体 検査 臓器障害 治療 神田真聡 免リ内

シェーグレン症候群 関連疾患

ベーチェット病 脊椎関節炎

概念・定義 診断基準 自己抗体 検査 臓器障害 治療 高橋裕樹 免リ内

薬剤アレルギー 食物アレルギー ア

ナフィラキシーショック

薬剤・食物アレルギーの病因・病態 診断 治療 アナフィラキシーの原因 蜂毒・ラテ

ックスなど 治療 予防

小玉賢太郎 呼吸ア内

膠原病の皮膚病変 紅斑性狼瘡 皮膚筋炎 強皮症など 堀本浩平 皮膚

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験は 回まで

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：各講義内容に該当する項目について教科書 内科学書・朝倉書店 や参考書にあたり 疾患・病態について把握してお

く また前もって疑問点は整理しておく 復習：講義資料を参考に 講義中に強調されたポイントを中心に教科書・参考書

にあたり 理解を深めること

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

○ 移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 試験のほか 出席状況 授業態度を考慮して評価する

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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教科書 内科学 第 版 矢崎義雄 総編集 朝倉書店 年

円

参考書 リウマチ病学テキスト 改訂第 版 日本リウマチ学

会・日本リウマチ

財団 編集

南江堂 年

円

参考書 皮膚科学書 第 版 大塚藤男・藤本学

編集

金芳堂 年

円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

呼吸器病学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 千葉 弘文 （呼吸器・アレルギー内科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

呼吸器病学の授業は、医学教育モデル・コア・カリキュラム 平成 年度改訂版 の学修目標に準拠して行われる。

以下に、その抜粋を記載する。

呼吸器系の構造と機能、呼吸器領域の基本的な診察法、検査法について説明できる。

呼吸不全の定義、分類、病態生理と主な病因を説明できる。また異常呼吸を呈する疾患について概説できる。

間質性肺炎 特発性、膠原病及び血管炎関連性、薬剤性肺炎、じん肺症など の病態、診断、治療を説明できる。

肺悪性・良性腫瘍について疫学・危険因子、診断法、治療法、 抗がん化学療法、外科的治療、放射線治療 を理解し、説明できる。

気管支喘息、慢性閉塞性肺疾患 、気管支拡張症などの気道疾患について病因、診断、治療を説明できる。

過敏性肺炎、サルコイドーシス、好酸球性肺炎などの免疫学的機序による肺疾患について病因、症候、診断および治療を説明できる。

急性呼吸促 窮 迫症候群 、肺血栓塞栓症、肺高血圧などの肺循環障害について病因、症候、診断および治療を説明できる。。

胸膜炎、気胸、悪性胸膜中皮腫、縦隔腫瘍などの胸膜・縦隔疾患について病因、症候、診断および治療を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

全 回の授業は前半に総論を設け 既に学んできた呼吸器領域の生理学、生化学、解剖学、病理学をより臨床的な立場から復習し、またそれらの異常による

疾患、病態について解説する。後半の各論では、それぞれの呼吸器系疾患における基本的な病因、症候、診断および治療について、実際の症例を提示するな

どして理解し易く、実臨床に役立つ講義を行う。

肺は心、肝、腎、脳など多くの臓器と循環系、リンパ流、神経系を介して密接に関係しているため、他臓器へ影響を与えやすく、かつ影響を受けやすい。そ

のため、他臓器の機能や疾患について幅広い知識と結合することが肝要である。

加齢や喫煙などの生活習慣とも密接に関連しており「全身病としての呼吸器疾患」を意識して学習する。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

呼吸器病学・総論 呼吸器生理学 ・呼吸不全・異常呼吸 池田貴美之 呼吸内

呼吸器病学・総論 解剖学・呼吸器生理学 千葉弘文 呼吸内

呼吸器病学・総論 呼吸器の診断法・検査法 齋藤充史 呼吸内

間質性肺疾患 特発性間質性肺炎、じん肺症、サルコイドーシス 千葉弘文 呼吸内

肺腫瘍 肺腫瘍の診断 高橋守 呼吸内

閉塞性肺疾患・気道疾患 、 、気管支拡張症、肺リンパ脈管筋腫症 黒沼幸治 呼吸内

肺腫瘍 肺腫瘍の治療総論・化学療法 高橋守 呼吸内

肺腫瘍 肺癌の放射線治療 土屋高旭 放射医学

間質性肺疾患 膠原病肺、薬剤性肺炎、放射線肺炎、肺胞蛋白症 白鳥正典 病院管理

免疫学的機序による肺疾患 気管支喘息、過敏性肺炎、好酸球性肺炎 宮島さつき 呼吸内

、肺循環障害 急性呼吸窮迫症候群、肺性心、肺高血圧、肺血栓塞栓 森勇樹 呼吸内

肺腫瘍 肺腫瘍の外科的治療 渡辺敦 呼吸外

縦隔・胸膜疾患 縦隔腫瘍、中皮腫、胸膜疾患、胸水、気胸 宮島正博 呼吸外

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

成績は「筆記試験」 、「その他」を として評価し、 点以上を合格とする。「筆記試験」は概ね学習内容に応じた配

点で行われ、「その他」は授業への出席回数および学習態度により評価する。 点に満たない場合は、再試験により評価す

る。

再試験は 回のみ実施する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：基礎医学で学んだ呼吸器領域の知識を事前に見直しておくと、これから学ぶ疾患の病態を深く理解することができる。

復習：講義で学んだ各疾患の診断と治療に関する知識について、配布資料等を参考に整理しておく。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

○ 移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：固定式 カードリーダーによる出席確認を原則とする。移動式 カードリーダーは適宜使用するが、その場合
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は固定式 カードリーダーと移動式 カードリーダーの両方のタッチ記録が確認できれば出席とする。

注意事項 講義では重要ポイントのみの説明になるので復習が必要である。授業態度も評価する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 内科学書 改訂第 版 中山書店

教科書 内科学 第 版 朝倉書店

教科書 ハリソン内科学 第 版
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

腎臓病学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 古橋 眞人 （循環器・腎臓・代謝内分泌内科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

① 慢性腎臓病の疫学・原因疾患および腎代替療法について説明できる。

② 腎の機能の全体像やネフロン各部の構造と機能を概説できる。

③ 尿異常とその病的意義および腎生検の適応と禁忌を説明できる。

④ 水電解質、酸・塩基平衡の調節機構とその異常を概説できる。

⑤ 腎によるホルモン・ビタミンの調整とその異常および治療を説明できる。

⑥ 糸球体腎炎の病因、症候、診断、治療を説明できる。

⑦ 糖尿病性腎症および慢性腎臓病の集約的治療を説明できる。

⑧ 全身性疾患による二次性腎障害を概説できる。

⑨ 血圧異常をきたす疾患とその治療を概説できる。

【授業の概要および学修上の助言】

【授業の概要】末期腎不全は高齢化や高血圧・糖尿病患者の増加により 年には世界の死因の第 位となることが予想されている。わが国における

年末の維持透析患者数は約 万人まで増加しており、年間にかかる医療費の総額は約 兆円と推計され、医療保険制度を圧迫している。さらにそのベース

となる慢性腎臓病 の有病割合は成人の 人に 人を占め、いわゆる となっている。腎疾患は国民の健康に重大な影響を及ぼしており、

発症・進展予防対策を強化することは喫緊の課題である。

腎臓は水分・老廃物を排泄し必要なものを生体内に保持する臓器であるのみならず、造血や骨代謝・血管石灰化にも影響する内分泌器官でもあり、まさに生

体恒常性の維持を司る臓器であるといえる。それゆえ は末期腎不全への移行リスクであるばかりか心血管疾患および悪性腫瘍発生のリスクでもあり、血

圧・電解質異常を引き起こしやすい状態でもある。これらの背景から、腎臓病学は腎疾患のみならず、全ての医師が日常診療で遭遇する病態を学ぶ学問であ

るといえる。

講義では 腎疾患を理解するための基本的な腎生理および検査法 腎不全による種々の症状に対する治療 原発性腎疾患および全身疾患を合併する

腎疾患の診断・治療 生体恒常性の破綻の結果から起こる血圧・電解質異常への対応について解説する。学修上の助言として、腎生理とくにネフロン各部

の構造と機能について復習することが期待される。 年生前期 回

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

総論・慢性腎臓病 総論・ 腎疾患の検査・治療・慢性腎臓病 山下 智久 循環内

水・ナトリウムの異常と急性腎障害 浮腫、ナトリウム代謝異常 (pp.Ⅰ152 155, Ⅳ4 、急性腎障害の診断・治療

(pp.Ⅳ138

山下 智久 循環内

腎不全の症状と治療 高 カ リ ウ ム 血 症 ・ 酸 塩 基 平 衡 異 常 と 尿 細 管 性 ア シ ド ー シ ス

(pp.Ⅳ8 、慢性腎臓病に伴う骨ミネラル代謝異常と腎性貧血

(pp.Ⅳ290 、腎代替療法と透析合併症 (pp.Ⅳ19

山下 智久 循環内

糸球体疾患 原発性糸球体疾患・ネフローゼ症候群の原因・病態・治療 (pp.Ⅳ56 後町 結 循環内

全身性・間質性・遺伝性・嚢胞性腎疾

患

糖尿病性腎症含む全身疾患と腎障害 (pp.Ⅳ87 、間質性腎疾患 (pp.Ⅳ120 、

遺伝性・嚢胞性腎疾患(pp.Ⅳ84 の症候・診断・治療

後町 結 循環内

血圧異常と低カリウム血症 本態性高血圧症と二次性高血圧、低血圧症 (pp.Ⅱ290 、低カリウム血症と尿細

管疾患 、腎と血管障害 (pp.Ⅳ124

山下 智久 循環内

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験実施回数 回

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前：腎臓の構造と生理機能について教科書や参考書で確認すること。各論については内科学や腎臓病学の教科書や参考書

に目を通すこと。学修方法・学修内容には内科学 第 版 矢崎義雄 総編集 朝倉書店 での、予習すべきページを

記載している。

事後：講義の配付資料を確認し知識の整理をすること。関連する共用試験や国家試験問題を解くことも良い。日本腎臓学会

のホームページ に各疾患の「診療ガイドライン」を閲覧可能であるので、概念や要旨を参考にすると良

い。
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出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 内科学 第 版 矢崎義雄、小室一

成 総編集

朝倉書店

教科書 内科学書 改訂第 版 南学正臣 総編集 中山書店

教科書 ハリソン内科学 第 版

参考書 腎生検病理アトラス 日本腎臓学会編 東京医学社

参考書 エビデンスに基づく 診療ガイドライン 日本腎臓学会編 東京医学社

日本腎臓学会
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

神経内科学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 久原 真 （神経内科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

主な神経系疾患の病態生理、原因、症候、診断と治療を学ぶ。

【到達目標】

臨床神経学に必要な神経系の正常構造と機能を概説できる。

病巣の局在診断ができる。

主に病因論から分類された の疾患群 学習主題 に関して、その症候と診断の要点を説明できる。

症候や病態が類似した疾患の主な鑑別点を挙げることができる。

各疾患の初期治療を概説できる。

【授業の概要および学修上の助言】

入門編として「神経症候学」で、神経疾患の診断と検査の基本を概説する。その後、ガイドラインに示された内科系神経疾患を の疾患群 学習主題 に分

類し、診断と治療の概略を学ぶ。授業では、プリント、スライド、 などの動画を用いて、それぞれの疾患の特徴的な所見や治療法について理解を深める。

各講ではそれぞれの主題についてエッセンスを概説することになる。内科学 神経内科分野 を主とした講義内容と出題を行う予定で、充分な内容理解のため

にこれら教科書を中心とした予習・復習・自主学習が必要である。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

神経症候学 月 日 金 講目：病歴のとり方、主な神経症候を理解し、神経学的診察法を学ぶ。

局在診断を通して神経疾患の病態を理解し、診断に必要な過程を学ぶ。

久原 神経内

神経変性疾患Ⅰ 認知症 月 日 金 講目：アルツハイマー病、レビー小体型認知症、前頭側頭型認知症な

ど認知機能低下をきたす変性疾患の病態について理解し診断と治療法について学ぶ。

岩原 神経内

血管障害 月 日 金 講目：脳血管の解剖と生理、脳出血、脳梗塞、くも膜下出血、血管奇

形の症候と病態生理を理解して、診断と治療法を学ぶ。

齊藤 神経内 保

健医療学

筋疾患 月 日 月 講目：筋ジストロフィーなどの先天性・遺伝性筋患、各種ミオパチー

についての発症機序とそれらの治療法について学ぶ。

横川 神経内

変性疾患 Ⅱ(パーキンソン病、進行性

核上性麻痺他

月 日 月 講目：錐体外路障害を呈しパーキンソニズムをきたす疾患を理解し、

その診断と治療法について学ぶ。

鈴木 神経内

代謝性疾患・中毒性神経疾患・内科性

疾患にともなう神経障害

月 日 火 講目：先天性 後天性代謝異常、重金属、有機物質、薬物中毒と内科

疾患による神経障害の発症機序について理解するとともに治療法について学ぶ。

鈴木 神経内

末梢神経疾患・神経筋接合部疾患 月 日 金 講目：先天性ないし後天性の各種ニューロパチ、重症筋無力症、筋無

力症候群の病態について理解し、治療法を学ぶ。

山田 神経内

感染性・非感染性炎症性疾患 月 日 金 講目：髄膜炎、脳炎、脊髄炎、プリオン病、 感染症、 、肥厚

性硬膜炎などの発症機序を理解し治療法を学ぶ。

津田 神経内

脱髄疾患 月 日 金 講目：多発性硬化症、視神経脊髄炎、急性散在性脳脊髄炎、白質ジ

ストロフィーなど中枢神経脱髄疾患の病態生理について理解し治療法を学ぶ。

久原 神経内

変性疾患 Ⅲ(脊髄小脳変性症、運動ニ

ューロン病

月 日 金 講目：脊髄小脳変性症 運動ニューロン疾患の病態生理について理解

し、鑑別を含んだ診断と治療法を学ぶ。

齋藤 太 神経内

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験 につき再試験を 回行います。

その他 ％の評価事項は、授業態度など。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：神経疾患は多岐に渡るため、講義のみで理解することは困難であり、事前に各学習主題についての大まなか

理解が求められる。

復習：講義のスライドのハンドアウトに要点が示されているので、確認をすること。

また、系統的な理解のためにも神経内科学の教科書 下記参照 を通読することを強く勧める。
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出席確認方法 
◯ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 評価には、筆記試験のほかに出席状況や授業態度を考慮する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 内科学 神経系 第 版 矢崎義雄 他 朝倉書店

教科書 神経内科ハンドブック 第 版―鑑別診療と治療 水野美邦 他 医学書院
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

循環器内科学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 古橋 眞人 （循環器・腎臓・代謝内分泌内科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

到達目標

循環器 心血管 系の構造と機能を理解し、各科日常診療の基本となる一般的な循環器疾患の予防、病因、病態、生理、症候、診断と初期対応を中心とした

治療を学ぶ事ができる。

特発性心筋症と二次性心筋疾患の定義・概念と病態生理を説明できる。

安定労作性狭心症・冠攣縮性狭心症・急性冠症候群の病態、症候、診断、治療を説明できる。

主な徐脈性、頻脈性不整脈の原因、症候、心電図の特徴、治療を説明できる。

主な弁膜症の病因、病態生理、症候と診断を説明し、治療を説明できる。

心不全の定義と原因、病態生理を説明できる。

主な先天性心疾患の病態生理、症候と診断を説明し、治療を概説できる。

感染性心内膜炎、急性心膜炎、収縮性心膜炎の病態、症候、診断、治療、症候を説明できる。

急性大動脈解離、大動脈瘤の病態、症候、診断、治療を説明できる。

肺高血圧症、深部静脈血栓症、血栓性静脈炎の病態、症候、診断、治療を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

心疾患と脳血管障害を含めた血管障害を併せると、循環器疾患は世界における死亡原因の一位を占めており、生活の質 を低下させる原因

としても最も重要な疾患である。循環器疾患は、心臓・脈管の機能的形態的異常による循環障害、その結果生じる臓器の障害としてとらえることができる。

講義では、循環器系の機能・形態異常の原因となる遺伝子異常や危険因子、機能・形態異常と循環障害が関連する仕組み、循環障害を診断、評価するための

臨床的な方法論、病因・病態ならびに大規模臨床試験の結果に基づいた治療法を、それぞれの疾患について解説する。

講義では、循環器系の正常解剖と病理学的変化、循環生理 特に、血圧、心拍出量、臓器血流の調節機構 についての知識を前提としており、これらについて

復習しておくことが期待される。また、胸部 線写真、心臓・脈管系の画像診断 、 、エコー検査 、心電図診断については基本的な事項について教科書、

参考書で学習しておくことが望ましい。

年前期 回

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

循環器病総論 循環器病総論・心血管代謝と機能(pp.Ⅱ5 丹野 雅也 循環内

不整脈① 頻脈性不整脈の症候・診断・治療 (pp.Ⅰ180 182,Ⅱ62 望月 敦史 循環内

不整脈② 徐脈性不整脈の症候・診断・治療、突然死(pp.Ⅰ180 182,Ⅱ114 望月 敦史 循環内

心筋・心膜疾患 心膜炎の臨床、心筋症の臨床、心臓腫瘍の臨床(pp.Ⅱ60－ 矢野 俊之 循環内

虚血性心疾患① 虚血性心疾患の症候・診断(pp.Ⅰ174 175,Ⅱ67 國分 宣明 循環内

虚血性心疾患② 虚血性心疾患の治療・予防(pp.Ⅱ148 國分 宣明 循環内

弁膜症① 僧帽弁、三尖弁膜症の病因・病態・症候・診断(pp.Ⅱ213 村中 敦子 循環内

弁膜症② 大動脈弁、肺動脈弁膜症の病因・病態・症候・診断、感染性心内膜炎の病因・病態・

症候・診断(pp.Ⅱ213

村中 敦子 循環内

心不全① 左心不全・右心不全の病態生理と原因(pp.Ⅱ37 神津 英至 循環内

心不全② 急性心不全・慢性心不全の診断と治療(pp.Ⅰ257 261,Ⅱ37 神津 英至 循環内

動脈疾患 動脈瘤、大動脈解離の臨床(pp.Ⅱ257 、末梢動脈の臨床(pp.Ⅱ274 國分 宣明 循環内

肺高血圧・静脈疾患 肺高血圧症の診断と治療(pp.Ⅱ280 、肺血栓塞栓症・深部静脈血栓症の

診断と治療(pp.Ⅱ278

永野 伸卓 循環内

先天性心疾患 先天性心疾患の病態生理と症候・診断(pp.Ⅱ177 村中 敦子 循環内

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験実施回数 回

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：各講義内容に関連した疾患について、教科書、参考書に目を通すこと。学修方法・学修内容については内科学 第

版 矢崎義雄・小室一成 総編集 朝倉書店 での、予習すべきページを記載している。
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復習：内容を確認し知識を整理しておくこと。 関連する分野の共用試験や医師国家試験問題を解いて、理解度を自己評価

すること。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 内科学 第 版 矢崎義雄・小室一

成 総編集

朝倉書店

教科書 内科学書 改訂第 版 南学正臣 総編集 中山書店

参考書 ハリソン内科学 第 版
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

臨床腫瘍学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 宮西 浩嗣 （腫瘍内科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

「がんの病態」腫瘍の定義、病態、症候、分類、分化度、グレード、ステージを概説できる。用語を説明できる。

「がんの治療Ⅰ」 腫瘍の薬物療法 殺細胞性抗がん薬、免疫チェックポイント阻害薬 を概説できる。

「がんの治療 」 腫瘍の薬物療法 分子標的薬 を概説できる。腫瘍の生物学的療法を概説できる。

「がんの治療 」 腫瘍における支持療法を概説できる。

「放射線腫瘍学と生命倫理」腫瘍の放射線療法を概説できる。放射線治療の原理を説明し、主な放射線治療法を列挙できる。腫瘍の診療における生命倫理 バ

イオエシックス を概説できる。腫瘍性疾患をもつ患者の置かれている状況を深く認識できる。

「がんの臨床試験」研究デザイン 観察研究 記述研究、横断研究、症例対照研究、コホート研究 、介入研究 臨床研究、ランダム化比較試験 、システマティ

ックレビュー、メタ分析 メタアナリシス を概説できる。

「生活習慣とがん」予防医学 一次、二次、三次予防 と健康保持増進 健康管理の概念・方法・健康診断と事後指導 を概説できる。 生活習慣に起因するがん

の種類と対策を理解できる。栄養、食育、食生活を説明できる診療ガイドラインの推奨の強さについて違いを述べることができる。

【授業の概要および学修上の助言】

近年、悪性新生物の罹患率が増加してきており、本邦における罹患数は年間 万人、死亡数は 万人を超え、死因の第 位となっている。悪性新生物に

対しては、手術療法、放射線療法、化学療法などが組み合わされ、集学的な治療が行われる。手術療法の適応がある症例でも、その術前や術後に化学療法を

施行することがきわめて有用であると明らかになりつつある。手術療法の適応外とされた症例でも、化学療法の進歩に伴って、その予後は確実に延長されつ

つある。また、放射線療法に化学療法を組み合わせる治療法は、食道がん領域などでは標準治療になりつつある。さらに新規抗がん薬や分子標的薬の開発も

盛んである。このように、化学療法の重要性は益々高まっている背景をふまえ、本講義では、悪性新生物の診断・治療・診療において必要な基本的知識を習

得することを目的とする。

「がんの病態」ではがんの診断と症候を、「がんの治療Ⅰ、 」では、がんの治療に用いられる薬物を、「がんの治療 」では、抗がん薬の副作用と支持療

法を、「放射線腫瘍学と生命倫理」では、最近治療成績の向上が著しいがんの放射線治療の他、腫瘍の診療におけるバイオエシックスを、「がんの臨床試験」

では、がん薬物療法と臨床試験を、「生活習慣とがん」では、生活習慣に起因するがんの種類と対策を、それぞれ学習する。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

がんの病態 がんの診断と症候 大須賀崇裕 腫瘍内

がんの治療 がん治療に用いられる薬物 殺細胞性抗がん薬、免疫チェックポイント阻害薬等 高田弘一 腫瘍内

がんの治療 がん治療に用いられる薬物 分子標的薬 村瀬和幸 腫瘍内

がんの治療 抗がん薬の副作用と支持療法 吉田真誠 腫瘍内

放射線腫瘍学と生命倫理 がんの放射線治療

がん診療におけるバイオエシックス

坂田耕一

久保智洋

放射医学

腫瘍内

がんの臨床試験 がん薬物療法と臨床試験 大沼啓之 腫瘍内

生活習慣とがん 生活習慣に起因するがんの種類と対策 宮西浩嗣 腫瘍内

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

その他 ％は出席、学習態度により評価する。再試験実施回数； 回

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

授業の内容は臨床腫瘍学のうちの総論部分である。各論については臨床実習で扱う。また 試験・医師国家試験では実践

的な知識が要求されているため、これもその後の臨床実習で補足していく予定である。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 ○ その他（ 適時移動式 使用

補足事項：固定式 は全ての授業で使用し、適時、移動式 を講義中に使用する予定である。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 新臨床腫瘍学 南江堂

参考書 入門腫瘍内科学 篠原出版
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

放射線診断・核医学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 畠中 正光 （放射線診断学）

【授業科目の学修教育目標】

重要臓器の基本的解剖を理解する。

基本的な疾患の画像検査の適応や画像の特徴を理解する。

被曝や造影剤の副作用について理解する。

【授業の概要および学修上の助言】

放射線診断学は ・ ・ ・ ・ ・核医学検査などの画像に関する臨床医学全般を扱い、近年急速に発展している分野である。

癌を例にとると、画像検査により病変部位を同定しないことには治療は始まらない。次に、病変の大きさ・周囲臓器との関係 重要臓器に浸潤があると手術が

できない場合もある ・リンパ節転移の有無・遠隔転移の有無の評価が必要となるが、これらはすべて画像検査を基に評価・判断される。消化管に癌が存在し、

肝に結節が認められる場合、肝病変が消化管癌からの転移なのか別の病変なのかの判断は治療方針を大きく左右する。放射線診断学は癌の治療方針決定の中

心を担っている。治療後の経過観察においても再発病巣の同定は放射線診断に基づいて行われる。抗癌剤や放射線治療の効果を客観的に評価すること 癌が縮

小したのか・増大したのか・明らかな大きさの変化はないのか も放射線診断医の重要な責務である。特殊な画像パラメータに基づいて、抗癌剤や放射線治療

の効果を事前に予測する研究も非常に盛んになってきている。

癌以外の病変、例えば整形外科の脊椎や関節の疾患に関しても 検査による病変の評価は今や欠くことができない。心・血管系病変についても ・ に

よる病変同定、血管の狭窄度の評価は非常に有用であるし、核医学検査による機能評価も欠くことができない。最近では のみではなく ・ による心

機能評価も大きく進歩している。画像データを することにより通常観察不可能なイメージ 弁の開閉を俯瞰する画像など を作成し臨床に役立

てることも可能になってきている。

今、まさにあらゆる分野に応用されつつあるので、とても全てを紹介することはできないが、 年生の段階では画像に親しみ、臨床画像を評価する基本姿勢

を身に着けることを期待している。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

放射線診断学 放射線診断総論・上腹部・下腹部・消化管・乳腺・骨軟部 畠中 正光 放射線診断

放射線診断学 中枢神経・頭頸部 小野寺 耕一 放射線診断

放射線診断学 胸部・心臓・大血管 小野寺 麻希 放射線診断

核医学 核医学 山 直也 放射線診断

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

成績は、「筆記試験」 ％、「小テスト」 ％、「その他 授業態度、発表内容等 」 ％、として評価し、 点以上を合格と

する。 再試験は 回のみ実施する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

教科書等で ・ ・ 等の画像に慣れておくこと。

講義の際に特に強調した内容 プリント、小テスト に関し復習すること。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：固定式 カートリーダーによる出席確認を原則とするが、小テストの提出がない場合は欠席とすることもある。

注意事項 原則、講義中に小テスト スライドを使っての解説等を含む を実施する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 標準放射線医学 西谷 弘 医学書院

教科書 核医学テキスト 絹谷 清剛 中外医学社

参考書 画像診断コンパクトナビ 百島 祐貴 医学教育出版社

参考書 画像診断に絶対強くなるツボをおさえる 扇 和之 羊土社

参考書 核医学ノート 久保 敦司 金原出版
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

皮膚科学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 宇原 久 （皮膚科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

皮膚の構造と機能を学び 皮疹を正しく読み取れるよう発疹学の講義から始める。その上で様々な皮膚疾患の発症の要因と病態を理解し 診断と治療を学ぶ

ことを目標とする。全体的には 臨床写真を多用し臨場感のある講義を目指す。

【到達目標】

・皮膚の構造・機能と発疹との関係を理解する

・皮膚病理組織学 皮膚科検査 皮膚科治療を学ぶ

・湿疹・皮膚炎の病態 臨床症状 診断と治療を理解する

・紅斑・蕁麻疹と薬疹の病態 臨床症状 診断と治療を理解する

・血管炎 紫斑病 真皮と付属器疾患の病態 臨床症状 診断と治療を理解する

・水疱症 膿疱症の病態 臨床症状 診断と治療を理解する

・角化症の病態 臨床症状 診断と治療を理解する

・色素異常症 代謝異常症 デルマドロームの病態 臨床症状 診断と治療を理解する

・皮膚の上皮系および間質系腫瘍の臨床 病理診断 治療を理解する

・母斑 悪性黒色腫 皮膚リンパ腫の病態 臨床症状 診断と治療を理解する

【授業の概要および学修上の助言】

皮膚は体表面を被覆し生体機能を維持するきわめて重要な臓器である 皮膚は外界のさまざまな刺激に反応し 構造的あるいは免疫応答反応によって 生体

を防御する最前線として機能する 外界の刺激による湿疹・皮膚炎や微生物の感染による細菌性 ウイルス性あるいは真菌性皮膚感染症がみられる一方 紫

外線などの長期的な外的刺激によって皮膚が老化し 皮膚癌が発生する また 免疫系 内分泌系 内臓機能の障害によっても発疹が出現する すなわち

というコンセプトを踏まえて皮膚科学の講義を行う

まず 皮膚科学の基本である皮膚の構造と生理機能を講義し 次いで皮膚の病理組織学と皮膚疾患の基本的検査法を講義する。これら皮膚科学の基本を理解

した上で 頻度の高い湿疹・皮膚炎群 紅斑・蕁麻疹と薬疹 血管炎・紫斑病 水疱症 膿疱症 角化症 色素異常症 代謝異常症 皮膚の上皮系および間

質系腫瘍 母斑 悪性黒色腫 皮膚リンパ腫 皮膚外科の講義を行い 病態を把握し病因を踏まえた上で 臨床像と治療法を理解できるよう 臨床写真を多

用して講義する。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

皮膚の構造と機能、発疹学、爪と毛の

異常

皮膚の構造と機能、発疹学、爪と毛の異常 宇原 久 皮膚

皮膚科の検査と治療、皮膚病理 皮膚科検査、皮膚科治療 最新の薬物療法についても触れる 、皮膚病理学 佐藤さゆり 皮膚

湿疹・皮膚炎、じんましん、紅斑症 アトピー性皮膚炎などの湿疹・皮膚炎、じんましん、紅斑症 結節性紅斑 多形滲出

性紅斑 病

加藤潤史 皮膚

母斑、母斑症、血管腫、色素異常症、

良性腫瘍

母斑、母斑症、血管腫、色素異常症、良性腫瘍 神谷崇文 皮膚

皮膚の悪性腫瘍 皮膚の悪性腫瘍 悪性黒色腫 基底細胞癌 有棘細胞癌 細胞癌 乳房外

病 菌状息肉症 成人 細胞白血病・リンパ腫

加藤潤史 皮膚

水疱症、膿疱症 水疱症 自己免疫性と先天性 、膿疱症 肥田時征 皮膚

皮膚の感染症 皮膚の感染症 ウイルス、リケッチア、細菌、真菌、抗酸菌、軟部感染症 菅 裕司 皮膚

膠原病、血管炎、血栓症 膠原病、血管炎、血栓症 神谷崇文 皮膚

光線過敏症、薬疹、代謝異常症、真皮

の疾患

光線過敏症、薬疹、代謝異常症、真皮の疾患 環状肉芽腫、サルコイドーシス、エー

ラスダンロス症候群、弾性線維性仮性黄色腫

菅 裕司 皮膚

角化症、 瘡、発汗異常 角化症、 瘡、発汗異常 肥田時征 皮膚

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

その他：出席状況を考慮し決定する。

原則再試験は行わない
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自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習 講義内容に含まれる皮膚疾患の臨床写真に目を通しておくこと

復習 講義で取り上げた疾患の病態と臨床症状 検査と治療法について復習することが望ましい

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

○ 移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：固定式 カードリーダーによる出席確認を原則とする 移動式 カードリーダーを使用する場合があるが そ

の場合は固定式 カードリーダーと移動式 カードリーダーの両方のタッチ記録が確認できれば出席とする

注意事項 講義では最低限必要な重要疾患のみを取り上げるため予習復習が必要である

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

電子書籍 皮膚科への一歩 宇原 久 宇原 久 電子書籍 無料

教科書 あたらしい皮膚科学 第 版 清水 宏 中山書店 ・ 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

小児科学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 津川 毅 （小児科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

小児科学は、小児の健全育成を扱う小児保健学・育児学と、疾病の診断と治療を扱う小児病学・小児治療学という 本の柱により構成されている。小児保健

学・育児学は、小児の成長・発達を年齢的視点より明らかにし、その健全育成をはかるためのものである。実際には、健康児の発育、栄養、予防医学などを

理解し、心身ともに健康な成長をうながすために必要な基本的事項を学習する。一方、小児病学・小児治療学は、病気、異常の面から小児を眺め、対策を立

てるものである。小児期は、疾病の年齢的要因、体質・素質などによる発育の個人差が明瞭に認められる時期であるため、これらを踏まえて、小児の一般的

主訴または症状について、小児の各年齢の特性を理解し、それら問題解決にあたることができることを目標とする。その扱う疾患は、一般の急性・慢性の疾

患、新生児固有の疾患、先天性あるいは遺伝性疾患および身体諸機能の障害、心因性疾患・行動発達の障害である。

個別行動目標

胎児、新生児、乳児、小児期から思春期にかけての生理的成長・発達とその異常の特徴及び精神・社会的な問題を理解し概説できる。

新生児医療統計について概説できる。

胎児・新生児の循環・呼吸の生理的特徴と出生時の変化、その適応障害を説明できる。新生児特有の病態 新生児黄疸など を列挙し、概説できる。

予防接種に関わる法律をあげ、対象疾患について概説できる。

小児のアレルギー疾患、アトピー性皮膚炎、気管支喘息を説明し、概説できる。

小児の消化管疾患の病態生理、徴候と診断を説明し、治療を概説できる。原発性免疫不全の病態生理、徴候と診断を説明し、治療を概説できる。

小児に特有な感染症、特に細菌感染症に関し兆候、診断を説明し、治療を概説できる。

小児に特有な感染症、特にウィルス感染症に関し兆候、診断を説明し、治療を概説できる。

小児の糖尿病、肥満症の病態生理、徴候と診断を説明し、治療を概説できる。

新生児代謝異常マススクリーニング対象疾患を含め先天代謝異常の病態生理、徴候と診断を説明し、治療を概説できる。小児の代表的な染色体異常、遺

伝性疾患、先天奇形症候群を列挙し、概説できる。

小児の膠原病リウマチ性疾患の病態生理、徴候と診断を説明し、治療を概説できる。

小児の腎疾患総論、ネフローゼ、腎炎などの病態生理、徴候と診断を説明し治療を概説できる。腎・尿路系の構造と機能を理解し、小児期腎尿路感染症、

先天性尿路異常症の病態生理、症候と診断を説明し、治療を概説できる。

小児の内分泌疾患の病態生理、徴候と診断を説明し、治療を概説できる。

小児神経診察と発達の見方について概説できる。

先天性心疾患の病態生理、症候と診断を説明し、治療を概説できる。

小児の血液疾患 先天性、後天性 の病態生理、徴候と診断を説明し、治療を概説できる。

小児期発症の後天性心疾患の病態生理、症候と診断を説明し、治療を概説できる。

小児のてんかんの病態生理、徴候と診断を説明し、治療を概説できる。

小児の悪性疾患 白血病、固形腫瘍など の病態生理、徴候と診断を説明し、治療を概説できる。

乳幼児・学童の精神障害、特に発達障害、多動性障害を列挙し概説できる。

小児の筋・運動器疾患の病態生理、徴候と診断を説明し、治療を概説できる。

【授業の概要および学修上の助言】

単位 講からなる。イントロダクションの後、新生児、遺伝・染色体異常・先天奇形、内分泌・代謝、アレルギー、膠原病リウマチ性疾患、免疫不全症、

糖尿病、予防接種、感染症、消化器、循環器、腎・泌尿器、血液・腫瘍、神経、筋・運動器と、小児の内科の全てを網羅し、小児の精神疾患についても学ぶ。

臓器別に ～ 講が配されている。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

イントロダクション 含む栄養発達 小児科総論、小児科学の確立と歴史、小児医療の現状と未来について 津川 小児科

新生児 新生児医療総論・新生児仮死 坂井

新生児 新生児の適応障害 呼吸障害・循環障害 、新生児に特有の病態 新生児黄疸・新生児

感染症など

坂井

予防接種・消化器感染症 予防接種の由来、現状と未来、日本と世界の予防接種、小児の消化器感染症 津川 小児科

アレルギー、アトピー、喘息 小児のアレルギー疾患、アトピー性皮膚炎、気管支喘息 野上 小児科
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消化器疾患・免疫不全 小児の消化器疾患、原発性免疫不全 野上 小児科

感染症 感染症概論、細菌感染症を中心に 富樫 小児科・感

染制御部

感染症 ウィルス感染症を中心に 平川 小児科

小児の糖尿病、糖代謝異常症 小児の糖尿病、肥満症など 石井 小児科

先天性代謝異常症、遺伝、染色体異常、

先天奇形

小児の先天代謝異常症、染色体異常、遺伝性疾患、先天奇形 石井 小児科

小児膠原病・リウマチ性疾患 若年性特発性関節炎、全身性エリテマトーデス、若年性皮膚筋炎など小児膠原病 長岡 小児科

腎・泌尿器疾患 小児の腎疾患総論、小児のネフローゼと腎炎、尿路感染症、先天性腎尿路異常、尿細

管疾患、小児の腎不全

長岡 小児科

内分泌 小児の内分泌疾患 石井 小児科

神経疾患 小児神経診察と発達の見方 福村 小児科

循環器疾患 小児の先天性心疾患 和田 小児科

血液・腫瘍性疾患 小児の血液疾患 先天性・後天性 竹林 小児科

循環器疾患 小児の先天性心疾患 後天性心疾患 春日 小児科

神経疾患 小児のてんかん 福村 小児科

血液・腫瘍性疾患 小児の悪性疾患 白血病、固形腫瘍など 山本雅樹 小児科

精神疾患 乳幼児・学童の精神障害、特に発達障害、多動性障害など 國重 小児科

筋・運動器疾患 先天性筋ジストロフィーを始めとした小児の筋・運動器疾患 福村 小児科

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験 につき、再試験を 回行います。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：各講義内容に関連した疾患、病態について教科書に目を通すこと

復習：講義内容の資料を再確認し、知識を整理すること

出席確認方法 

〇 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：原則対面授業での固定式 により出席とする。やむを得ず遠隔授業となった場合、同時双方型においては点呼、

オンデマンド型においては課題やリフレクションシートなどを利用して出席とする。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 標準小児科学第 版 原寿郎 医学書院 年

教科書 ネルソン小児科学原著第 版 エルゼビア・ジャ

パン

年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

外科学総論 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 竹政 伊知朗 （消化器・総合、乳腺・内分泌外科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

外科総論では外科手術を見学または診療チームの一員として参加するための知識として、外科学の概念、消化管および実質臓器の解剖、臓器相関機能などに

ついて学習する。また、外科侵襲、周術期および術後の合併症発生時の管理について学習することは必須である。その理解のための基礎知識を習得する。

【到達目標】

外科および手術の概念、対象疾患ならびに基本的手術手技について説明できる。

外科侵襲および侵襲時の生態反応について説明できる。

術後の感染症の発生要因、予防、診断、治療法について説明できる。

周術期管理における輸液・栄養管理について説明できる。

消化管の発生・局所解剖・特性・機能について説明できる。

小児外科領域の良性疾患の診断・治療について説明できる。

内視鏡手術、ロボット手術などの消化器外科の最先端治療について説明できる。

腫瘍学の基本である発癌・病態および診断・治療について説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

外科学入門では外科学の概念、治療法、対象疾患、基本的手技、手術機器外科手術などの基本的知識を解説する。腫瘍学入門では定義から発癌のメカニズム

と診断・治療について講義する。消化管の発生および解剖 咽頭、食道、胃、十二指腸、大腸、肛門、肝、膵、胆道 について解説する。外科侵襲時の病態お

よび治療について理解し、外科感染症および周術期管理と合併症の予防と対策等について解説する。内視鏡手術・ロボット手術などの消化器外科の最新の治

療法について解説する。

小児外科総論では主に良性疾患の診断と治療について学習する。

非常勤講師 縫明大 北海道立子ども総合医療・療育センター 、信岡隆幸 医療法人東札幌病院

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

外科侵襲と生体反応 外科的侵襲時の病態および治療 木村康利 消化外

腫瘍学入門 定義、発癌、病態、性状、診断、治療 九冨五郎 消化外

周術期管理 感染・栄養管理 輸液・栄養管理、術前管理、術後合併症管理 感染症 信岡隆幸 消化外 非常勤

消化器の発生・解剖・生理 消化管、肝胆膵の発生および解剖について 沖田憲司 消化外

小児外科総論 小児外科領域の機能性あるいは炎症疾患、良性疾患の診断と治療 縫明大 消化外 非常勤

外科学入門 外科学の概念、外科的治療法、対象疾患、基本的手技、手術機器 竹政伊知朗 消化外

消化器外科学の最先端治療 内視鏡手術、ロボット手術、遠隔手術 奥谷浩一 消化外

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験 ％につき、再試験を 回行います。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

各講義内容に関連した部位の解剖と内容を教科書と参考書について目を通しておくこと。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 試験のほか、出席状況、授業態度を考慮して評価する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 標準外科学 第 版 北野 正剛 医学書院

教科書

参考書 癌取扱い規約抜粋 消化器癌・乳癌 第 版 金原出版
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参考書 消化器外科 へるす出版

参考書 イラストレイテッド外科手術 第 版 篠原 尚 医学書院

  

  

― 197 ―



 

科 目 名 科目区分 学年及び単位数

外科腫瘍学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 竹政 伊知朗 （消化器・総合、乳腺・内分泌外科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

乳腺・甲状腺疾患の診療頻度は高く、その内容を理解することは必須である。本カリキュラムでは乳腺・甲状腺疾患の診断・病態・治療について学習する。

また、小児外科では先天性消化管疾患に対する診断・治療について学習する。さらに、進行癌、転移性癌に対する治療方針について学習し、各疾患特性の把

握および今日的エビデンスを熟知し、一般診療上の基礎に修熟することを目標とする。

【到達目標】

乳腺疾患の診断・治療を説明できる。 甲状腺疾患・副甲状腺疾患の診断・治療を説明できる。

乳癌の外科治療の基本を説明できる。 乳癌の薬物療法の選択基準を説明できる。

乳癌の多発転移時の医学的対応を説明できる。 腫瘍免疫、がん免疫療法について説明できる。

新生児・小児外科疾患の診断・治療を説明できる。 肝移植、膵移植について説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

甲状腺および副甲状腺疾患で外科的処置を要する症例は甲状腺癌、濾胞腺腫、バセドウ病、副甲状腺腫など日常診療において少なくない。これら疾患に対す

る手術適応と手術の要点、術前・術後管理について正しい知識を学習する。乳腺良性疾患および乳腺悪性疾患 主に乳癌 について疫学、診断、治療 外科療法、

薬物療法 、乳癌検診、術後ケアについて学習する。 薬物療法の学習では術前治療、術後治療、再発治療の戦略、閉経前・後の月経状態に応じた治療、

治療薬の投与期間、効果など に基づいた治療法を紹介する。また、乳腺診療ガイドラインや な話題を提供する。小児外科では先天性消化管閉

鎖 食道閉鎖、十二指腸・小腸閉鎖、鎖肛 、ヒルシュスプルング病、腸重積症、横隔膜ヘルニアなどについて解説する。外科学における腫瘍免疫の基礎を理

解し、がん免疫療法などの新規治療法について学習する。また、移植・再生医学の適応や現況について解説する。

非常勤講師 浜田弘巳 北海道立子ども総合医療・療育センター

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

乳腺腫瘍と外科治療 乳腺良性腫瘍、乳癌の診断と手術適応 九冨五郎 消化外

乳癌における放射線治療 ・再発乳癌における治療 坂田耕一 放射医学

乳癌の薬物療法 ホルモン療法、化学療法、抗体療法、分子標的治療 九冨五郎 消化外

甲状腺・副甲状腺腫瘍と外科治療 甲状腺・副甲状腺腫瘍の診断・外科治療と合併症対策 島宏彰 消化外

移植・再生医学 肝移植・膵移植、移植時の周術期管理、移植合併症等 久木田和晴 消化外

外科と腫瘍免疫 腫瘍免疫・がん免疫療法 島宏彰 消化外

小児領域の腫瘍と外科治療 各種腫瘍の診断と外科治療 浜田弘巳 消化外 非常勤

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験 ％につき、再試験を 回行います。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

各講義内容に関連した部位の解剖と内容を教科書と参考書について目を通しておくこと。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 試験のほか、出席状況、授業態度を考慮して評価する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 標準外科学 第 版 北野 正剛 医学書院

教科書

参考書 癌取扱い規約抜粋 消化器癌・乳癌 第 版 金原出版

参考書 乳癌の臨床 篠原出版

参考書 乳腺腫瘍学 第 版 日本乳癌学会 金原出版

― 198 ―



 

科 目 名 科目区分 学年及び単位数

消化器外科学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 竹政 伊知朗 （消化器・総合、乳腺・内分泌外科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

消化器疾患は臨床の場で日常多く遭遇する疾患であり、その内容を理解することは重要である。本カリキュラムでは消化器疾患の診断、病態、外科治療法に

ついて学習し、各疾患の特性・主な術式について、基本的知識を習得する。

【到達目標】

食道疾患の診断・治療を説明できる。 胃・十二指腸疾患の診断・治療を説明できる。

小腸・大腸炎症性疾患の診断・治療を説明できる。 大腸疾患の診断・治療を説明できる。

直腸、肛門疾患の診断・治療を説明できる。 肝腫瘍の診断・治療を説明できる。

胆道悪性腫瘍の病態・治療を説明できる。 胆道の炎症性疾の病態・治療を説明できる。

肝胆膵外科手術後の病態・治療を説明できる。 門脈圧亢進症、脾症患の病態・治療を説明できる。

膵悪性腫瘍の病態・治療を説明できる。 膵良性腫瘍の病態・治療を説明できる。

ヘルニア、腹膜炎の病態・治療を説明できる。 急性腹症の診断・外科治療を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

消化器の構造と機能および食道・胃・十二指腸・小腸・大腸、肝・胆道・膵臓・脾臓の良・悪性疾患の病態生理、診断、治療ついて学習する。

消化器疾患において外科的立場から検査・診断について理解し、特に手術適応、手術療法、集学的治療、術後合併症、その予後について解説する。

さらにヘルニア、急性腹症などの腹部救急疾患についても理解を深める。

手術に伴う機能障害を理解し、その予防ための術式の工夫や鏡視下手術やロボット手術などの低侵襲手術など最新の知見を含めて解説し、個々の症例に適切

な外科治療を選択する思考力を育むことを目的とする。

〈非常勤講師〉信岡隆幸 医療法人東札幌病院

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

胆道の炎症性疾患と外科治療 胆嚢炎、急性胆管炎、肝膿瘍等に対する外科治療 今村将史 消化外

食道疾患の外科治療 アカラシア、機能異常、穿孔性疾患、損傷、食道良性腫瘍、悪性腫瘍に対するに対す

る外科治療

伊東竜哉 消化外

門脈・脾臓の外科治療 門脈圧亢進症、門脈閉塞、脾腫瘍、その他に対する外科治療 久木田和晴 消化外

膵良性疾患と外科治療 急性膵炎、慢性膵炎、膵胆管合流異常、膵良性腫瘍に対する外科治療 今村将史 消化外

胆道悪性腫瘍の外科治療 胆嚢癌、胆管癌、 乳頭癌に対する外科治療 木村康利 消化外

小腸・大腸炎症性疾患の外科治療 潰瘍性大腸炎、クローン病、血管閉塞性疾患に対する外科治療 三代雅明 消化外

肝腫瘍性病変の外科治療 肝良性腫瘍、悪性腫瘍に対する外科治療 久木田和晴 消化外

胃・十二指腸腫瘍 を含む の外

科治療

胃良性腫瘍、悪性腫瘍に対するに対する外科治療 信岡隆幸 消化外 非常勤

結腸、直腸・肛門悪性腫瘍の外科治療 下部消化管悪性腫瘍に対する外科治療 沖田憲司 消化外

横隔膜・腹膜・腹壁疾患 ヘルニア、腹膜炎に対する外科治療 奥谷浩一 消化外

膵悪性腫瘍の外科治療 膵癌、膵内分泌腫瘍等に対する外科治療 木村康利 消化外

結腸・直腸・肛門良性疾患の外科治療 その他の消化管腫瘍・肛門良性疾患の外科治療 秋月恵美 消化外

急性腹症の外科治療 腹痛の種類、診断、治療法・腹部救急疾患 原田敬介 救急

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験 ％につき、再試験を 回行います。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

各講義内容に関連した部位の解剖と内容を教科書と参考書について目を通しておくこと。

出席確認方法 ○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（
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補足事項：

注意事項 試験のほか、出席状況、授業態度を考慮して評価する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 標準外科学 第 版 北野 正剛 医学書院

教科書

参考書 がん取扱規約抜粋 消化器癌 第 版 金原出版

参考書 イラストレイテッド外科手術 第 版 篠原 尚 医学書院
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

泌尿器科学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 舛森 直哉 （泌尿器科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

副腎・腎・尿路および男性生殖器の形態と機能を理解し、泌尿器・男性生殖器疾患の診断と治療の基本を習得する。

【到達目標】

尿路の発生とその異常に対する診断と治療が理解できる。

性器の発生および性分化とこれらの異常に対する診断と治療が理解できる。

成人の腎移植の現況と問題点が理解できる。

下部尿路機能とその異常に対する診断と治療が理解できる。

前立腺肥大症の病態、診断および治療が理解できる。

前立腺癌の診断と治療が理解できる。

腎細胞癌とウイルムス腫瘍の診断と治療が理解できる。

尿路上皮癌の診断と治療 尿路変向の適応と術式の特徴が理解できる。

精巣腫瘍の診断と治療が理解できる。

尿路結石症の診断と適切な処置が理解できる。

尿路外傷の診断と適切な処置が理解できる。

泌尿器科における腹腔鏡手術およびロボット支援下手術の適応と特徴が理解できる。

精巣機能、性機能とその異常が理解できる。

【授業の概要および学修上の助言】

泌尿器科学は外科の 分野であり、後腹膜に位置する副腎、腎、尿管、膀胱および生殖器としての前立腺、精巣、精巣上体、陰茎の成人および小児の疾患を

対象とする。これらの疾患の主として外科的治療を担当する分野である。尿路・生殖器疾患の病態生理、外科的治療を中心に講義を進める。疾患の理解には、

これまでに学んだ基礎医学の知識が有用である。参考図書などで、泌尿器科関連の基礎医学の知識を再確認する必要がある。なお、尿路・性器感染症につい

てはこの「腎・尿路」以外のそれぞれに該当する授業で泌尿器科学教員が担当する。

【非常勤講師】西中一幸 北海道子ども総合医療・療育センター 、柳瀬雅裕 砂川市立病院 、高橋 敦 函館五稜郭病院 、福多史昌 製鉄記念室蘭病院 、宮尾

則臣 泌尿器科宮尾クリニック 、伊藤直樹 東日本札幌病院 、加藤隆一 市立室蘭総合病院

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

小児泌尿器科 性器の発生とその異常 尿路の発生とその異常 西中一幸 泌尿 非常勤

腎移植 成人の腎移植 柳瀬雅裕 泌尿 非常勤

下部尿路機能とその異常① 排尿機序 神経因性膀胱 尿失禁 舛森直哉 泌尿

下部尿路機能とその異常② 前立腺肥大症 舛森直哉 泌尿

尿路性器腫瘍① 前立腺癌 舛森直哉 泌尿

尿路性器腫瘍② 腎細胞癌 ウイルムス腫瘍 高橋 敦 泌尿 非常勤

尿路性器腫瘍③ 尿路上皮癌 上部尿路癌・膀胱癌 、尿路変向 田中俊明 泌尿

尿路性器腫瘍④ 尿路結石症 精巣腫瘍・陰茎癌 尿路結石症の診断と治療 福多史昌

西田幸代

泌尿 非常勤

尿路外傷 腹腔鏡手術 尿路外傷の診断と治療 腹腔鏡手術 副腎・腎・膀胱 ・ロボット支援下手術 前立腺・

腎

橋本浩平

舛森直哉

泌尿 常勤

精巣機能とその異常 精巣機能障害 男性不妊症 伊藤直樹 泌尿 非常勤

男性性機能とその異常 勃起機能障害 射精障害 加藤隆一 泌尿 非常勤

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

成績は、「筆記試験」を 、「その他」を として評価し、 点以上を合格とする。「その他」は授業への出席回数によ

り換算する 全講義への出席で 点 。 点に満たない場合は再試験により評価する。再試験は 回目は筆記試験、 回目

は口頭試問とする。

― 201 ―



 

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：授業前に札幌医科大学泌尿器科学講座ホームページ 内に掲載した「泌尿器科学」講

義ノートに目を通し、内容の概略を理解しておく。

復習：講義ノートと授業内容を復習する。

出席確認方法 

〇 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 〇 その他（ リフレクションシート

補足事項： 対面授業の場合：固定式 カードリーダーとリフレクションシートの提出の両方で出席が確認できなければ、

欠席とする。

リモート授業の場合：リフレクションシートの提出で出席とする。

ハイブリッド授業の場合：対面参加者は上記 に従う。リモート参加者は、授業中の点呼とリフレクションシートの提

出で出席とする。

＊リフレクションシートの提出が期日よりも遅れたり、リフレクションシートの内容が講義内容と著しく異なる場合は有効

とは見なさない。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 ベッドサイド泌尿器科学 吉田 修 南江堂 年・ 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

脳神経外科学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 三國 信啓 （脳神経外科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

脳神経外科学について、一貫した理解と基本知識を習得することが目標である。

【到達目標】

神経症候学の基本と神経画像診断について理解できる。

機能的脳神経外科に関して、病態・診断・治療法を習得できる。

脳卒中に関して、病態・診断・治療法を習得できる。

脳腫瘍について、病態・診断・治療法・病理を習得できる。

頭部外傷などの神経救急疾患の、病態・診断・治療法を習得できる。

脊椎・脊髄疾患の、病態・診断・治療法を習得できる。

小児脳神経外科疾患の病態・診断・治療法を習得できる。

【授業の概要および学修上の助言】

脳神経外科疾患は多岐におよぶ。授業の担当も多くの専門領域のエキスパートが担当する。全体としての学習内容の整合性を十分に考慮して、最終的には、

脳神経外科疾患に関する基本的な知識と理解が深まるようにプログラムが組まれている。学習者は、個々の授業をよく理解する必要があり、そうすることに

より、神経疾患の基本的な全貌が理解できるような授業となっており、一部でも欠けると理解が不十分になるので、その点を注意してほしい。内容としては、

脳・脊髄疾患についてその診断、治療などを学習する。

【非常勤講師】 原口浩一 函館新都市病院 、本間敏美 王子総合病院 、吉藤和久 北海道立子ども総合医療・療育センター

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

脳神経外科学 機能的脳神経外科 江夏 怜 脳外

脳神経外科学 脳血管障害 頭蓋内血管内治療 金 相年 脳外

脳神経外科学 脳血管障害 頭蓋外血管内治療 原口浩一 脳外 非常勤

脳神経外科学 脳神経外科手術と医療機器 本間敏美 脳外 非常勤

脳神経外科学 脳血管障害 手術治療 三上毅 脳外

脳神経外科学 脳腫瘍 脳実質外発生腫瘍 秋山幸功 脳外

脳神経外科学 脳腫瘍 脳実質内発生腫瘍 木村友亮 脳外

脳神経外科学 頭部外傷 小松克也 脳外

脳神経外科学 小児脳神経外科 吉藤和久 脳外 非常勤

脳神経外科学 脳神経外科学まとめ 三國信啓 脳外

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

成績は「筆記試験」 ％、「その他」を ％として評価し、 点以上を合格とする。

「筆記試験」は概ね学習内容に応じた配点で行われ、「その他」は授業への出席回数により換算する 全講義への出席で

点 。 点に満たない場合は再試験により評価する。

再試験は 回のみ実施する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

脳脊髄疾患を疾患別学ぶため、神経生理や神経解剖の学習を再確認して授業に臨むと理解が深まる。脳神経外科の臨床実習

特に手術見学を前提とした授業後の復習が必要である。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 各学習内容について下記の教科書や参考書で予習をすること。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 標準脳神経外科 監修 新井 一 医学書院

参考書 ベッドサイドの神経の診かた 田崎義昭 他 南山堂
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参考書 脳神経外科臨床マニュアル

改定第 版

編集 端 和夫

三國信啓

丸善

参考書 てんかん診療ガイドライン 編集 「てんかん

診療ガイドライ

ン」作成委員会

医学書院

参考書 脳卒中治療ガイドライン 編集 日本脳卒中

学会 脳卒中ガイ

ドライン委員会

協和企画

参考書 脳腫瘍 診療ガイドライン 年版 編集 特定非営利

活動法人日本脳腫

瘍学会

金原出版
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

循環器外科学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 川原田 修義 （心臓血管外科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

循環器外科学の手術治療が必要となる疾患について、解剖や生理を含めた心臓、血管に関した基礎知識の習得と他臓器との関連を探求し、心臓血管疾患の病

態と診断ならびに治療 外科手術 の基本を習得することが目標である。

【到達目標】

手術治療に必要な解剖、生理をふまえた画像診断を理解できる。

心臓・大血管手術に関する術前、術中管理を理解できる。

心臓・大血管手術に関する循環動態をふまえた術後管理を理解できる。

心筋保護法と人工心肺装置、ならびに補助人工心臓などの開発歴史とその原理と適応を理解できる。

虚血性心疾患の病態、診断、外科治療を理解できる。

弁膜症の病態、診断、外科治療を理解できる。

心臓腫瘍や不整脈に関しての病態、診断、外科治療を理解できる。

心不全の病態や補助人工心臓ならびに移植治療に関して理解できる。

先天性心疾患について発生レベルから病態を理解できる。

人工心肺を使用しない先天性心疾患の病態、診断、外科治療を理解できる。

人工心肺を使用する先天性心疾患の病態、診断、外科治療を理解できる。

胸部大動脈瘤 胸腹部大動脈瘤を含む の病態、診断、外科治療を理解できる。

腹部大動脈瘤の病態、診断、外科治療を理解できる。

末梢血管疾患の病態、診断、外科治療を理解できる。

【授業の概要および学修上の助言】

先天性心疾患から成人の循環器疾患 弁膜症、虚血性心疾患、大動脈疾患、末梢血管疾患 にいたる外科治療学を中心とし、病態学、外科治療に欠かせない体

外循環技術を含む人工臓器に関する基礎的知識のみならず、心臓血管外科学として新しい治療手技の開発や治療成績の解析など、多岐にわたるテーマを扱う。

また心臓血管外科手術の発展にはかかせない心筋保護の概念とその歴史、また心臓移植治療ならびに補助人工心臓などの心不全治療も学習する。単に臨床的

知見を学だけではなく、基礎科学と臨床医学がいかに強く連関しているかを理解し、循環器外科の臨床に必要な知識と思考力の獲得を目指す。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

先天性心疾患 先天性心疾患の病態・外科治療 高木伸之 心臓血管外

科

非常勤

先天性心疾患 先天性心疾患の病態・外科治療 高木伸之 心臓血管外

科

非常勤

先天性心疾患 先天性心疾患の病態・外科治療 高木伸之 心臓血管外

科

非常勤

人工心肺と心筋保護と心臓外科の歴

史

手術の歴史と心筋保護、補助循環、人工臓器 川原田修義 心臓血管外

科

循環器外科における循環管理 外科解剖と術前、術中、術後管理 川原田修義 心臓血管外

科

腫瘍・心膜・外傷などの治療 心臓腫瘍・心膜疾患・外傷などの外科治療 川原田修義 心臓血管外

科

胸部大動脈瘤 胸部・胸腹部大動脈瘤の病態と外科治療 伊庭 裕 心臓血管外

科

弁膜症 弁膜症の病態と外科治療 伊庭 裕 心臓血管外

科

虚血性心疾患 虚血性心疾患の病態と外科治療 中島智博 心臓血管外

科

心不全、移植・補助循環治療 心不全の病態と移植・補助循治療 中島智博 心臓血管外

科
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腹部大動脈瘤 腹部大動脈瘤の病態と外科治療 柴田 豪 心臓血管外

科

末梢血管疾患 閉塞性動脈硬化症と静脈疾患 柴田 豪 心臓血管外

科

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験実施回数は 回とする。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習 各講義内容に相当する既習の循環器内科学講義内容を再確認しておく。

復習 講義内容の要点は必ず当日のうちに完全に理解を深め、習得しておく。

講義中に指示した関連項目について、教科書で内容を確認し、次回講義までに各自習得しておく。

過去の試験問題は 上に学内公開している。あくまで学内の公開であり、ネットにアップロードしたり、学外への公

開を禁ずる。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項： 講義の場合には点呼により出席確認をおこなう。

注意事項 循環器解剖、生理を理解したうえで疾患を把握することが重要である。よって、講義前にそれらを復習することが望ましい。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 円

教科書 円

参考書 重要血管へのアプローチ 外科医のための局所解剖アトラス 第

版

鰐渕康彦 翻訳

安達秀雄 翻訳

メディカル・サイ

エンス・インター

ナショナル

円

参考書 新 心臓血管外科テキスト 安達 秀雄 編集 中外医学者 円

参考書 心筋保護法標準テキストブック 日本心臓血管外科

学会

文光堂 円

参考書 新心臓血管外科管理ハンドブック 国立循環器病研究

センター心臓血管

部門

南江堂 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

産科・婦人科学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 齋藤 豪 （産婦人科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

女性生殖器の解剖、機能そして疾患を学び、最終的に診断と治療を理解する。

【到達目標】

女性生殖器の構造と機能、疾患について理解できる。

女性内分泌の病態や生理について理解できる。

卵巣の構造と機能、疾患について理解できる。

絨毛性疾患の診断と治療について理解できる。

加齢に伴う女性生殖器疾患の診断と治療について理解できる。

正常妊娠の経過について理解できる。

正常分娩の経過について理解できる。

異常妊娠の病態について理解できる。

異常分娩の病態について理解できる。

遺伝子検査及び羊水検査法について理解できる。

妊娠に合併した内科疾患について理解できる。

【授業の概要および学修上の助言】

婦人科では女性性器の発生、各種疾患の病理・診断について系統的に学習することを目的とする。

まず初めに、受精から妊娠、分娩、産褥までを理解することを目的とする。受精卵が着床に至るまでの経時的な変化、人工授精における最近の知見につい

て、習慣流産の主な原因疾患とその治療について解説する。

前半は、女性の内分泌生理及び不妊症病理・診断・治療を中心に講義を進め、婦人性器における良性・悪性腫瘍や感染症などについて各部分に分けて解説

する。

後半は、正常妊娠・産褥における母体の生理的変化を把握する。その上で、様々な合併疾患が妊娠に及ぼす影響、あるいは妊娠が合併疾患に及ぼす影響を

理解する。特に、切迫流早産・合併疾患の病状を予測する上で必要な諸検査についても解説する。尚、出生前診断・妊娠高血圧症候群および対糖性異常妊娠

については独立して扱う。分娩の 要素と正常経腟分娩経過を理解した上で、異常分娩の病態および治療につき学習する。特に、帝王切開術が適応となる病

態を正しく把握し、産科救急疾患を正しく診断・治療する知識を習得する。

【非常勤講師】木谷保 エナ麻生 クリニック 、西川鑑 にしかわウイメンズヘルスクリニック 、水元久修 レディースクリニックぬまのはた 、明石祐史 札

幌白石産科婦人科病院

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

女性器の構造と内分泌 女性器の発生・解剖、女性の性機能、月経とその異常 秋元 産婦

不妊症 総論、不妊症の検査、診断、治療 を含む 木谷 産婦 非常勤

女性性器の異常と外陰疾患 性分化の異常と外陰・腟の疾患 岩崎 産婦

子宮頸部 子宮頸部の良性・悪性疾患 齋藤 産婦

子宮体部 子宮体部の良性・悪性疾患 西川 産婦 非常勤

卵巣・卵管 卵巣の良性・悪性疾患、卵管の炎症、卵管の腫瘍 松浦 産婦

胞状奇胎と性感染症 胞状奇胎、絨毛癌、骨盤内感染症、性感染症 水元 産婦 非常勤

加齢と疾患 加齢による性機能と性器の形態変化、更年期障害と子宮の位置異常 明石 産婦 非常勤

正常妊娠・異常妊娠 妊娠の成立と維持、胎児の発育胎児付着物、胎児 胎盤系の生理、母体の変化、妊娠

中の異常、習慣流産

森下 産婦

産科検査 出生前診断、産科診察と分娩監視、分娩の介助、ハイリスク分娩の管理 馬場 産婦

正常分娩 分娩の概念、陣痛発来機構、分娩の 要素、分娩機転、正常分娩の経過、産褥の生理 染谷 産婦

異常分娩 前期破水、陣痛の異常、産道の異常、体位の異常、胎児仮死など 石岡 産婦

合併症妊娠 妊娠高血圧症候群・糖尿病合併妊娠などの内科疾患を合併した妊娠について 小川 産婦

評価方法 試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計
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備 考

出席状況および授業態度を加味し、総合的に判断する。

試験 につき、再試験を 回行う。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

講義は試験の範囲をすべて網羅するものではないので、講義前にテキストに目を通しておくこと。試験前にはその範囲につ

いて十分復習することが重要である。

出席確認方法 

〇 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

〇 移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：固定式 カードリーダーによる出席確認を原則とする。移動式 カードリーダーは適宜使用するが、その際は

固定式 カードリーダーと移動式 カードリーダーの両方の記録が確認できれば出席とする。

注意事項 教科書を通読すること。試験その他出席状況および授業態度を加味し、総合的に判断する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 講義録 産科婦人科学 メジカルビュー社

教科書 標準産科婦人科学 第 版 医学書院

参考書

参考書

参考書 これならわかる産科学 改訂第 版 南山堂
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 高野 賢一 （耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

耳鼻咽喉科学が対象とするのは聴覚・嗅覚・味覚・平衡覚といった感覚機能や 発声・咀嚼・嚥下といった運動機能 頭頸部腫瘍 感染症 免疫アレルギー疾患

と 非常に幅広く 外科的および内科的要素を含有する。本講義ではこうした耳鼻咽喉科特有の疾患における病態生理・診断・治療を包括的に理解することを

目標とする。

【到達目標】

側頭骨の解剖、外耳から内耳、中枢に至る聴覚路を学び、難聴の病態、聴覚生理検査を説明できる。

小児期の滲出性中耳炎・急性中耳炎の病態と治療を理解する。

慢性中耳炎、真珠腫性中耳 炎の病態および治療法を説明できる。

先天性・後天性の高度難聴患者に対する補聴器装用、人工内耳埋め込み術の適応と効果について学び、難聴者の心理・社会的サポートの必要性を理解する。

めまいは前庭と眼、自律神経、脊髄反射とのバランスの破綻により生じる。日常診療でも高頻度に遭遇するめまいの病態 鑑別 検査、治療について説明で

きる。

鼻副鼻腔、口腔、咽頭、喉頭にわたる各器官の臨床解剖・生理を理解し、各臓 器別疾患の病態、診断に関して理解する。

小児期・成人期の副鼻腔炎の診断と治療、特に内視 鏡下の手術治療 について理解する。

国民病ともいえるアレルギー性鼻炎に関して 免疫学の基礎的知識を整理しながら 病態・診断・治療について説明できる。

扁桃は反復性炎症を起こすのみならず、病巣感染症の原因臓器となって、皮膚、関節、腎といった遠隔臓器への影響がみられる。その機序と治療について

理解する。

上気道狭窄は夜間のいびき、無呼吸障害を引き起こす。睡眠時無呼吸症候群の成因と病態治療を理解す る。

頭頚部腫瘍に関して 病因および診断と治療法 放射線、化学療法、手術的治療 の適応について理解する。

耳鼻咽喉科の救急疾患である鼻出血、食道・喉頭・気管異物の診断と治療を理解する。

緊急時の気管切開を必要とする疾患や適応を理解し 気道プライマリーケアにおける実践的対処法を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学は耳・鼻・口腔・咽頭・喉頭・頸部を対象とし その疾患も非常に多岐にわたる。さらに それぞれの病態の理解と治療において 外

科的および内科的の両知識を必要する。したがって 耳鼻咽喉科領域の 疾患を理解するためには 解剖学 病理学 生理学をはじめとする基礎医学の知識が非常

に重要となってくる。講師は各領域のエキスパートが 短時間で理解しやすいように解説を行う。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

めまい 末梢性めまいをきたす疾患 メニエール病・前庭神経炎・頭位性めまい等 高野賢一 耳鼻

鼻副鼻腔良性疾患 鼻出血の臨床、鼻副鼻腔良性疾患の診断と治療 大國 毅 耳鼻

鼻副鼻腔の悪性腫瘍および関連疾患 鼻腔・副鼻腔の悪性腫瘍の症状と診断、治療 坪田 大 耳鼻 非常勤

咽頭癌・喉頭癌 上・中・下咽頭・喉頭癌の診断と治療 小幡 和史 耳鼻

小児難聴、言語聴覚の臨床 言語聴覚障害の症状、検査、聴覚補償 才川悦子 耳鼻 非常勤

鼻疾患・鼻アレルギー アレルギー性鼻炎と関連疾患 白崎英明 耳鼻 非常勤

側頭骨の構造と疾患 側頭骨・聴覚路の解剖生理と臨床 新谷朋子 耳鼻

咽頭・扁桃の炎症性疾患 反復性扁桃炎、急性扁桃炎、病巣感染症、睡眠時無呼吸症候群 小笠原徳子 耳鼻 非常勤

音声・嚥下の臨床 音声・嚥下機能の評価、治療 黒瀬 誠 耳鼻

喉頭疾患・唾液腺疾患 喉頭の解剖と疾患、気管・食道の疾患、唾液腺疾患 近藤 敦

百島尚樹

耳鼻 非常勤

非常勤

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験実施回数は 回。再試験は試験 ％にて評価する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

疾患に関連した部位・臓器の解剖・生理・病理を復習しておくと、疾患病態が理解しやすく、知識も体系的に身に付けられ

る。
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出席確認方法 
◯ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

整形外科学 講義 年 後期 必須 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 寺本 篤史 （整形外科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

・関節、脊椎など運動器の基本的構造と機能について説明できる。骨格系の画像の読み方について説明できる。

・スポーツに伴う、四肢・脊柱のスポーツ外傷、障害の病態・診断・治療について説明できる。

・脊椎炎などの感染症の病態・診断・治療・脊髄損傷後の脊髄麻痺に対する再生医療について説明できる。

・良性及び悪性の骨軟部腫瘍について、疫学・病態・診断・治療について説明できる。

・手・手関節、肘関節及び肩関節に発生する疾患の病態・診断・治療について説明できる。

・膝関節に発生する変性疾患や関節炎などの病態・診断・治療、また外反母趾などの足部疾患の病態・診断・治療についても説明できる。

・腰部脊柱管狭窄症などの腰痛や下肢痛の原因となる腰椎疾患の病態・診断・治療について説明できる。

・骨粗鬆症、骨軟化症などの代謝性疾患の病態・診断・治療について説明できる。

・四肢・脊椎の先天異常、骨系統疾患、成長期の外傷・疾患など、小児整形外科疾患について説明できる。

・退行変性による疾患 変形性関節症など や関節炎などの病態・診断・治療について説明できる。

・四肢、脊椎に骨折・脱臼の診断・応急処置・治療について説明できる。

・末梢神経損傷、絞扼性神経障害などの病態・診断・治療について説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

整形外科は、「運動器」の疾患や傷害の病態解明や的確な治療と機能回復を目的とした臨床医学分野である。「運動器」とは骨、関節、脊椎、筋肉、靭帯およ

びこれらを支配する末梢神経、脊髄および高位の中枢をさす。運動器は、単に人間の移動や手足の動きをつかさどるだけでなく、人間の意志や精神活動の表

現の担い手であり、人間らしい豊かな を支えている。

本科目では、骨・関節、脊椎疾患や外傷などの運動器疾患について、その病態を学び、診断・最新治療を示すことで、臨床の実際についての理解を深めるこ

とを目的とする。外部講師も含め、各分野の第一線で活躍している講師陣による臨場感あふれる講義を目指す。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

整形外科とは、運動器の構造と画像読

影

整形外科とはどのような医学医療分野なのか。関節、脊椎など運動器の基本的構造と

機能について。骨格系の画像の読み方の基本とポイント

寺本篤史 整形

スポーツ整形外科 スポーツに伴う、四肢・脊柱のスポーツ外傷、障害の病態・診断・治療について解説

する。スポーツの現場におけるスポーツ・ドクターの活動についても紹介する。

神谷智昭 整形

脊椎・脊髄疾患と再生医療 脊椎炎などの感染症や脊髄損傷後の脊髄麻痺に対する再生医療に関して解説する。 廣田亮介 整形

手・肘・肩の外科 手・手関節、肘関節及び肩関節に発生する疾患と上肢の末梢神経障害の病態・診断・

治療について解説する。

杉 憲 整形

外傷と股関節疾患 外傷による血管損傷、末梢神経損傷の診断・治療及び股関節疾患について解説する。 小助川維摩 整形

膝関節・足部疾患 膝関節、足部疾患に発生する変性疾患や関節炎などの病態・診断・治療について解説

する。また外反母趾など足部疾患の病態・診断・治療についても解説する。

寺本篤史 整形

腰痛と腰椎疾患 腰痛や下肢痛の原因となる、種々の腰椎疾患の病態・診断・治療について解説する。 黄金勲矢 整形

骨粗鬆症と代謝性骨疾患 骨粗鬆症、骨軟化症などの代謝性疾患の病態・診断・治療について解説する。 射場浩介 抗加齢

小児整形外科 成長期の外傷・疾患など、小児の整形外科疾患について解説する。 清水淳也 整形

関節リウマチ・類縁疾患 関節リウマチ と 以外で関節炎を引き起こす膠原病・類縁疾患について、疫学・

病態・診断、外科治療も含めた治療について解説する。

岡田葉平 整形

骨軟部腫瘍 良性及び悪性の骨軟部腫瘍について、疫学・病態・診断・治療について解説する。 江森誠人 整形

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験は 回まで 初回評価：試験 ％

試験 ％につき、再試験を 回行います。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前：各講義の内容に関連した部位の解剖について予習しておくこと。

事後：講義で解説された疾患の病態、診断、治療についてまとめておくこと。
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出席確認方法 
〇 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：固定式 カードリーダーによる出席確認を原則とする。

注意事項 本試験のほか、出席状況、授業態度を考慮して評価する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 標準整形外科学 第 版 松野丈夫、中村利

孝ほか

医学書院

参考書 整形外科専攻ハンドブック 山下敏彦 編 中外医学社

参考書 図解 整形外科 改訂 版 久保俊一、山下敏

彦ほか

金芳堂
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

口腔外科学 講義 年 後期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 宮﨑 晃亘 （口腔外科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

鰓弓・鰓嚢の分化と顔面、口腔の形成過程を概説できる。

口腔、顎、顔面の構成を説明できる。

顔面、口腔の主な動脈を図示し、分布域を概説できる。

歯、舌、唾液腺の構造と機能を説明できる。

咀しゃくと嚥下の機能を説明できる。

口腔の構造を図示できる。

開口障害をきたす疾患を列挙し、その病態を説明できる。

歯科疾患 う蝕、歯周病等 とその全身への影響や口腔機能管理を概説できる。

唾液腺疾患を列挙できる。

口腔癌について、病因、病気分類、検査所見、画像所見、病理所見、治療法を説明できる。

口腔、顎、顔面外傷の症候と診断を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

口腔外科は咬合、咀嚼、嚥下および構音に関与する諸器官あるいは組織に発生する各種疾患を対象として、その病因、病態を明らかにするとともに、診断

と治療法を科学的に確立し、実践することを目的とした臨床科学である。

授業では口腔の発生、解剖と生理機能に関する基礎知識を整理した上で、顎・口腔に発生する各種疾患の病因、疫学、病態、診断と治療法、予後とリハビ

リテーションについて学習する。各種疾患の概要について習得し、さらに顎・口腔の症候診断、全身疾患に伴う口腔症状及び口腔機能管理、口腔疾患が原因

で全身性に症状が現れる疾患について体系的に理解することを目指す。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

口腔外科総論、先天異常・発育異常 口腔外科総論、診断・検査法、顎・口腔の先天異常・発育異常、咬合異常 宮﨑 晃亘 口腔外科学

講座

歯・歯周組織の疾患 う蝕・歯周病等、歯性感染症、歯の欠損と補綴、歯科インプラント 出張 裕也 口腔外科学

講座

口腔粘膜疾患、唾液腺疾患 口腔粘膜の診察法、口腔粘膜疾患、唾液腺疾患 荻 和弘 口腔外科学

講座

顎・口腔の腫瘍 顎・口腔の悪性腫瘍、口腔潜在的悪性疾患 宮﨑 晃亘 口腔外科学

講座

顎・口腔の腫瘍 、嚢胞性疾患 顎・口腔の良性腫瘍と腫瘍類似疾患、嚢胞性疾患 出張 裕也 口腔外科学

講座

顎・口腔の損傷、顎関節疾患、神経疾

患

歯の損傷、顎骨骨折、開・閉口障害をきたす疾患、神経疾患、口腔心身症 佐々木 敬則 口腔外科学

講座

症侯性に現れる口腔疾患、口腔機能管

理

全身疾患に起因する口腔症状、口腔疾患に起因する全身症状、薬剤関連顎骨壊死、周

術期等口腔機能管理

宮﨑 晃亘 口腔外科学

講座

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

成績は「筆記試験」 ％、その他に出席状況や受講態度等を ％として評価し、 点以上を合格とする。

点に満たない場合は再試験により評価する。

再試験を 回のみ実施する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：各講義内容に関連する解剖や生理について確認しておくこと。

復習：配布資料及び講義中に示す重要事項を再確認すること。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：
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注意事項 受験資格は学則に準じる。合否の判定には筆記試験の他、出席状況や受講態度も考慮する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 口の中がわかる ビジュアル 歯科口腔科学読本 全国医学部附属病

院歯科口腔外科科

長会議

クインテッセンス

出版

・

参考書 口腔外科学 第 版 白砂兼光、古郷幹

彦

医歯薬出版 ・

参考書 口腔外科 研修ハンドブック 公益社団法人日本

口腔外科学会

医歯薬出版 ・
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

衛生学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 小林 宣道 （衛生学講座）

【授業科目の学修教育目標】

人の健康に影響を与え、疾病の発生に関連する様々な環境要因を列挙できる。

各環境因子 リスク要因 の人体に対する有害性とその機序を説明できる。

リスク低減を目標とした疾病予防の考え方を説明できる。

予防医学的政策の根拠と現状を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

本授業では、個体および集団を取り巻く環境要因の種類を知り、その健康への影響、リスクを正しく理解することを目的とする。総論では主体 環境系、生態

系、環境と適応、地球環境等について講義し、各論として環境化学物質、物理的要因 放射線、騒音・振動、温熱、気圧 、食品保健、公衆栄養、産業保健、

環境保健、感染症対策、国際保健等の授業を行なう。これらの授業を通じて環境医学的、社会医学的観点から疾病を予防する考え方を習得する。そのため講

義では生化学、遺伝学、微生物学的事項から、グローバルな社会的問題に至るまでの幅広い話題が提示される。

「衛生学」で学ぶべき内容は広範囲にわたるが、授業回数は限られており、講義は最も重要なポイントを中心に行なわれることとなる。従って授業で十分に

解説できない点については、参考図書等を用いての自学自習が必要となる。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

環境保健 ・産業保健 環境保健・産業保健総論 小林宣道 衛生

環境保健 変異原性・発癌性物質 三瀬敬冶 医療人育成

センター

環境保健 化学物質・環境汚染物質のリスク評価・生体影響 漆原範子 衛生

環境保健 化学物質・環境汚染物質のリスク評価・生体影響 漆原範子 衛生

環境保健 化学物質・環境汚染物質の安全対策：法規と制度 漆原範子 衛生

環境保健 物理的要因 放射線、騒音等 の生体影響 小林宣道 衛生

食品保健 食中毒、食の安全と施策 石埜正穂 先端医療知

財

食品保健 食品保健総論 石埜正穂 先端医療知

財

公衆栄養 公衆栄養の概念、国民健康・栄養調査、食事摂取基準 川口谷充代 衛生

口腔保健 年代毎の口腔保健、口腔ケアと 大橋伸英 衛生

感染症対策 国際保健と感染症対策、感染症法 メイジ ソウ

アウン

衛生

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験 ％ につき、再試験を 回行う。その他の評価では、出席状況、受講態度等を勘案する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前：参考書等を用いて学習主題に該当する項目を検索し、その中で興味のある内容を読んでおく 分程度

事後：参考書等を用いて学習主題に関連する項目全般を読み、内容の要約を作成する 時間程度

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 講義や参考書による学習のほか、医療・健康問題に関する報道 新聞等 にも関心を払い、知識を蓄積することが望まれる。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 国民衛生の動向 厚生労働統計協会

参考書 予防医学・公衆衛生学＜改訂第 版＞ 岸玲子、古野純典、

大前和幸、小泉昭

夫

南江堂
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

公衆衛生学 講義 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 大西 浩文 （公衆衛生学講座）

【授業科目の学修教育目標】

前期一般目標：疫学の基礎とその応用、疾病の予防について学ぶ。

前期到達目標：

疫学の概要と疫学指標について説明できる

研究デザインについて、利点と欠点、選択方法について説明できる。

バイアスや交絡の制御方法について説明できる。

疫学に必要な統計手法について説明できる。

疫学研究における倫理指針や必要な配慮について説明できる。

サーベイランスと疾病登録の意義について説明できる。

疫学リテラシーについて説明できる。

がん・循環器疾患など各種疾患の疫学について説明できる。

身体活動と疾病との関連について説明できる。

後期一般目標：保健、医療、福祉と介護の制度について学ぶ。

後期到達目標：

公衆衛生の活動分野とその歴史を説明できる。

健康と疾病の概念、予防医学について概説できる。

日本における社会保障制度を説明できる。

医療保険と介護保険を説明できる。

高齢者医療・保健福祉の特徴を説明できる。

母子保健・学校保健・産業保健を概説できる。

医師法と医療法およびその他の医療関連法規を概説できる。

医療資源と医療サービスの価値形成を説明できる。

地域医療連携について説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

公衆衛生学は、医師法第 条の中で医師の役割の一つとして公衆衛生の向上および推進に寄与することが明記されているように、医療に従事する者にとって

必須の学習項目である。公衆衛生の領域は下記のように多岐に渡り、講義の中で全てをカバーすることは難しいこと、また卒業時や卒業後も制度改革や各種

法律の改正など情報は常にアップデートされていくことから、下記参考書や厚生労働省のホームページ を参考に自己学習が必要であ

る。講義を受講するに当たっても、前述の資料を参考に保健・医療・福祉の関連法規の概要をあらかじめ学習しておくことが望ましい。

【非常勤講師】

松家治道 北海道医師会 、小林幸太 さっぽろ産業医オフィス・アシスト 、人見嘉哲 北海道保健福祉部 、

針田 哲 国立国際医療研究センター

下記参考書を読み、疫学の概要をあらかじめ学習しておくことが望ましい。

厚生労働省のホームページ にも多くの統計情報がある。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

疫学総論 疾病の概念、疾病の測定 大西浩文 公衆衛生

疫学総論 関連性や影響の測定 大西浩文 公衆衛生

疫学総論 研究デザイン 樋室伸顕 公衆衛生

疫学総論 研究デザイン 樋室伸顕 公衆衛生

疫学総論 偏りと交絡の調整 樋室伸顕 公衆衛生

疫学総論 サーベイランスと疾病登録 大西浩文 公衆衛生

疫学各論 がんの疫学 大西浩文 公衆衛生
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疫学各論 循環器疾患の疫学 大西浩文 公衆衛生

疫学総論 疫学研究における倫理 樋室伸顕 公衆衛生

疫学各論 精神疾患の疫学 小林幸太 公衆衛生 非常勤

疫学各論 代謝性疾患の疫学 大西浩文 公衆衛生

疫学総論 疫学リテラシー 大浦麻絵 公衆衛生

疫学各論 身体活動の疫学 樋室伸顕 公衆衛生

中間試験 前期の内容を確認 大西浩文 公衆衛生

公衆衛生学総論 公衆衛生学の歴史と現状 大西浩文 公衆衛生

公衆衛生学総論 健康と疾病の概念、予防医学 大西浩文 公衆衛生

保健統計 人口静態統計、人口動態統計、国民健康・栄養調査、国民生活基礎調査、患者調査 樋室伸顕 公衆衛生

保健医療福祉の連携 医師会の活動 松家治道 公衆衛生 非常勤

母子保健・学校保健 母子保健、学校保健 大浦麻絵 公衆衛生

産業保健 労働衛生行政と法律、労働災害、労働安全衛生管理 小山雅之 公衆衛生

産業保健 労働者のメンタルヘルス 小林幸太 公衆衛生 非常勤

産業保健 職業病、健康管理 小山雅之 公衆衛生

社会保障制度 社会保障、医療行政 針田 哲 公衆衛生 非常勤

保健医療の制度 保健医療行政、関連法規 大西浩文 公衆衛生

社会保障制度 医療保険、介護保険、社会福祉 小山雅之 公衆衛生

保健医療福祉の連携 高齢者の健康増進と地域リハビリテーション 樋室伸顕 公衆衛生

医療の地域連携・難病対策 地域連携とクリティカルパス、難病対策 大西浩文 公衆衛生

地域医療と保健行政 保健所の役割 人見嘉哲 公衆衛生 非常勤

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

前期の最終講義時間に中間試験を行う。試験 につき再試験を 回行う。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前：

マスメディア 新聞など の保健、医療、福祉と介護の制度と関連する記事に関心を持ち、内容を把握するように努める。厚

生労働省 も参考にする。

年次に履修した数学、統計学を復習しておく。

事後：

個々の疾患と保健、医療、福祉と介護の制度 例えば、精神疾患であれば精神保健福祉法、など について整理する。

疫学指標や研究デザイン、疫学研究データの見方については臨床実習においても重要であり整理しておく。

出席確認方法 
〇 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 はじめて学ぶやさしい疫学 日本疫学会監修 南光堂 ・ 円

参考書 基礎から学ぶ楽しい疫学 第 版 中村好一 医学書院 ・ 円

参考書 国民衛生の動向 厚生統計協会 厚生統計協会 ・ 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

社会医学実習 実習 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 
 

教授 

小林 宣道

大西 浩文

（衛生学講座

公衆衛生学講座）

【授業科目の学修教育目標】

【一般目標】

実習を行うことを通して、社会医学の実際を学習する。

【到達目標】

現在の社会において、健康上、あるいは、疾病管理上、問題となっている社会的要因を検索できる。

検索された社会的要因とそれに関連する帰結の中から、研究テーマを絞り込むことができる。

絞り込まれた研究テーマについて、 、あるいは、 を選択し、実践できる。

、あるいは、 を行った結果を学習報告会で発表し、討議することができる。

学習発表会での発表と討議を盛り込んで、報告書を作成することができる。

【授業の概要および学修上の助言】

実習の内容は、アンケート調査や実験などに基づく研究を行なう と、学術論文を中心とする情報収集等をもとに調査し総括を行なう

に大別される。学生は小グループに分かれ、疾病・健康および広く社会医学に関連するテーマを自主的に選び、文献等による予備的な調査を行なっ

た後、アンケートや環境科学に関係する実験、その他の情報収集作業等に取り組む。それらの調査により得られたデータを解析し、文献的考察と合わせてレ

ポートにまとめ、また学習報告会で発表、討論を行なう。テーマは毎回、各実習グループが自主的に選ぶこととなっているが、調査の詳細については担当教

官との話し合いを経て決定される。以下は実習テーマの実例 令和 年度 である。

気象現象による体調変化 小児の健康と環境

気候変動と感染症について 新型コロナウイルス感染症の日本と諸外国に関する調査

コロナと睡眠 エナドリの功罪

貧困と肥満 コロナ禍におけるステイホーム 外出自粛 の精神・身体に与える影響

ブルーライトの影響 効率よく腹筋を割る方法

今から始める骨粗鬆症対策 歴史から学ぶ新型コロナウイルス

喫煙率を規定する因子とは何か 睡眠不足による悪影響

ビーガンと健康 紙たばこ・電子たばこにおける健康被害と今後の対策

コロナ禍における睡眠不足 スマホと人と健康と

ダイエットと食行動 広告のデタラメを解明する

自然派ママ プロテインを用いた健康問題への介入

睡眠と記憶・学習の関係

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

社会医学実習 オリエンテーション 全教員 衛生 公衆

社会医学実習 実習 全教員 衛生 公衆

社会医学実習 実習 全教員 衛生 公衆

社会医学実習 実習 全教員 衛生 公衆

社会医学実習 実習 全教員 衛生 公衆

社会医学実習 実習 全教員 衛生 公衆

社会医学実習 実習 全教員 衛生 公衆

社会医学実習 実習 全教員 衛生 公衆

社会医学実習 実習 全教員 衛生 公衆

社会医学実習 実習 全教員 衛生 公衆

社会医学実習 実習報告会 全教員 衛生 公衆

社会医学実習 実習報告会 全教員 衛生 公衆

評価方法 試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計
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備 考

その他の評価では、実習中の学習態度を勘案する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前：各実習グループで調査研究するテーマについて、文献やインターネットにより情報収集を行い、その内容をまとめて

おく。

事後：調査研究を実施した内容について、実習報告会の発表用資料 パワーポイントファイルなど と報告書用の文書にまと

める。

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 ○ その他（ 指導教員が実施

補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 なし

参考書 過去の実習報告書、他大学での同様の実習における報告書 いずれ

も衛生学講座、公衆衛生学講座にて閲覧可
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教養教育科目        ★自由選択 ☆自由選択（ATOP-M枠学生は必修）

頁 単位 開講期
科目
区分

医学英語４ ☆ 前期 演習 グレゴリー・ウィーラー （医療人C 英語）

基本的事項

医学概論・医療総論４ 通年 実習 医学部長

ＰＢＬチュートリアル 前期 演習 升田　好樹 （集中治療医学）

応用医療情報科学 前期 講義
大西　浩文
廣田　健一

（公衆衛生学講座）
（医療人C 応用情報科学）

地域医療合同セミナー４ ★ 前期 演習 杉村　政樹 （医療人C 教育開発研究）

医療統計学２ 前期 演習 樋之津　史郎 （医療統計・データ管理学）

臨床医学系

精神医学 前期 講義 河西　千秋 （神経精神医学講座）

IVR・放射線治療 前期 講義 坂田　耕一 （放射線医学講座）

医療薬学 前期 講義 福土　将秀 （医療薬学）

統合医療学 前期 講義 福土　将秀 （医療薬学）

総合診療入門 前期 講義 辻󠄀󠄀　喜久 （総合診療医学講座）

臨床検査医学 　 前期 講義 髙橋　聡 （感染制御・臨床検査医学講座）

リハビリテーション医学 　 前期 講義 村上　孝徳 （ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学講座）

臨床疫学 　 前期 講義 辻󠄀󠄀　喜久 （総合診療医学講座）

緩和医療学 前期 講義 河西　千秋 （神経精神医学講座）

症候診断学 前期 講義 久原　真 （神経内科学講座）

麻酔科学 前期 講義 山蔭　道明 （麻酔科学講座）

形成外科学 前期 講義 四ッ柳　高敏 （形成外科学講座）

救急災害医学 前期 講義 成松　英智 （救急医学講座）

集中治療医学 前期 講義 升田　好樹 （集中治療医学）

眼科学 前期 講義 大黒　浩 （眼科学講座）

臨床入門 通年 実習 千葉　弘文 （呼吸器・アレルギー内科学講座）

社会医学系

医療安全管理学 前期 講義 橋本　暁佳 （病院管理学）

法医学・医事法 前期 講義 渡邊　智 （法医学講座）

国際医療 前期 講義 杉村　政樹 （医療人C 教育開発研究）

臨床実習

臨床実習（第４～第６学年） 後期 実習  各講座、各部門

第第　　４４　　学学　　年年

科　目 科目コーディネーター（所属）
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医学英語４ 演習 年 前期
必修 枠

自由選択（その他）
単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 グレゴリー・ウィーラー （医療人育成センター教養教育研究部門 英語 ）

【授業科目の学修教育目標】

【授業の概要および学修上の助言】

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

グレゴリー・

ウィーラー

英語

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験 ロールプレイ
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自己学修 事前・事後 の

内容と分量

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医学概論・医療総論４ 実習 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

医学部長 齋藤 豪 （産婦人科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

本科目は、 診療参加型臨床実習の導入に必要な知識・態度の修得、 医療安全管理ワークショップの つの内容からなる

充実したクリニカルクラークシップを行うために必要な基本的知識と医学生としてのプロフェッショナリズムの再認識、それを実践できる能力を会得する

ことを目標とする。

医療安全管理についての知識を再確認し、クリニカルクラークシップではその知識・技能を発揮できることを目標とする。

学修到達目標 コンピテンシー は以下の通りである。

診療参加型臨床実習に必要な実践的態度・知識

① 病院における診療の仕組みを理解し、概説できる。

② 診療参加型臨床実習に必要な電子カルテの操作や、チームの一員として診療に参画する基本的な態度・技能を実践できる。

③ 臨床倫理の概念を理解し、自らの行動として実践できる。

④ 患者、病院と社会の関連を概説できる。

⑤ 医療行為が患者と医師の契約的な信頼関係に基づいていることを説明できる。

⑥ 患者のからの要望に対する対処の方法を概説できる。

⑦ 上記の内容について、自分の考えを述べ、同僚と議論することができる。

医療安全管理ワークショップ セーフティ・マネジメント

① 実際の臨床現場における医療安全対策について概説できる。

② 実際の臨床現場での初歩的な医療安全対策を立案できる。

該当する医学教育モデル・コア・カリキュラム 年度改訂版

医の倫理と生命倫理、 患者中心の視点、 医師としての責務と裁量権、 ～ 医療の質と安全の確保

【授業の概要および学修上の助言】

診療参加型臨床実習に必要な実践的知識の修得：

クリニカルクラークシップに先立って必要な基本的技術を確認するとともに、医療倫理、医療経済の学習をとおして、患者ならびに診療についての理解を深

め、プロフェッショナリズムをもったクリニカルクラークシップを行う準備をする。

医療安全管理・災害医療ワークショップ：

第 学年の「医療における安全の確保」で学修した医療安全の理論を、臨床場面のシナリオを利用したグループ学習を通じて模擬的に実践する。

具体的には、病院内のリスク管理における実際の問題の学習や、症例のシナリオを通じて学習することなどで、理論を実践に応用する。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

心構え・プロフェッショナリズム 改めて専門職としての心構え・プロフェッショナリズムを考える 未定 医学部

ガイダンス 病院情報システム・診療録の記載 医学部長、他 医学部

情報リテラシーの再考 情報化社会におけるシステムの理解と上手な活用法 廣田健一 応用情報科

学

医療倫理 医療倫理に関する事例検討 先端医療に求められる医療倫理とその問題 三浦哲嗣 医学部 非常勤

チーム医療の実践① チーム医療の現場から～心臓リハビリテーションチーム 担当教員 循環内

チーム医療の実践② チーム医療の現場から～緩和ケアチーム 担当教員 麻酔

～ 災害医療ワークショップ 災害医療ワークショップ 担当教員 救急

～ 医療安全管理ワークショップ① 医療機器・チ－ム医療・医療安全 橋本暁佳 病院管理

～ 医療安全管理ワークショップ② 薬害被害者による講演 増山ゆかり

特別講師

その他 非常勤

～ 医療安全管理ワークショップ③ 医薬品医療安全 福土将秀 薬剤

北海道の医療 北海道医療計画概説 特別講師 その他 非常勤

総括 まとめ 齋藤豪 医学部長
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評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験は行わない

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

臨床推論、臨床診断学について事前に復習しておき、診療録の記載、症例プレゼンテーションの理解に役立てること。医療

倫理、医療安全については、参考書などを参考に現代の問題を事前に整理しておくこと。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：特になし

注意事項

と を別々に評価する。それぞれについて合格基準をクリアすることが求められる。

臨床実習に必要な実践的知識の修得

・ 学生主題に応じた小テストを実施する。

医療安全管理ワークショップ

・ 第 学年「医療における安全確保」で配布された資料を閲覧可能な状態にしておくこと。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 臨床現場に臨む哲学 清水哲郎 勁草書房 第 刷

参考書 臨床現場に臨む哲学 ことばに与る私たち 清水哲郎 勁草書房

参考書 医療・介護のための死生学入門 清水哲郎、会田薫

子

東京大学出版会

参考書 医療安全管理テキスト 第 版 飯田修平 日本規格協会

参考サイト 日本医師会「医の倫理の基礎知識」サイト

ほか

日本医師会ホーム

ページ
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

チュートリアル 演習 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 升田 好樹 （集中治療医学）

【授業科目の学修教育目標】

【科目の目標】

生涯学習者としての能力 知識・学識、技能、態度・行動 を習得するために、少人数のグループ学習を通して、統合的自己学習能力を養成するとともに、

チーム医療に必要な協調性等の対人技能を身につける。

【科目のコンピテンシー】

少人数学習を通じて、学生個々の知識の習得と応用に対応する問題点を発見し、それに基づいた学習課題を立て、自発的に医学知識を学ぶことができる。

与えられた事例をグループで討議しながら、学修すべき項目を学生自ら述べることができる。

臨床推論を含めて、症例の問題点を指摘し、解決することができる。

プレゼンテーションと基本的コミュニケーションに基づいて、他者との対話や協働作業を行いながら、症例の問題解決を行うことができる。

自己学修について振り返りを行い、継続的に改善することができる。

※該当する医学教育モデル・コア・カリキュラム 改訂版 の項目

課題探求・解決能力、 学修の在り方、 コミュニケーション、 臨床推論

【授業の概要および学修上の助言】

、問題基盤型学習 とは事例の中から問題を見つけ出し、その問題を手掛かりに学習を進めてゆく学習方法である。チュートリア

ルとは、少人数 ～ 名 のグループがチューター陪席のもとに、自主的に学習を行うものであり、問題基盤型学習を少人数でチューターとともに行う学習方

法をいう。コアタイムでは、提示されたシナリオについてグループごとに議論し、問題点を見つけ出す。コアタイム終了後、その問題点について自己学習を

行い、次回のコアタイムにグループ内で発表、議論を行い、新たに提示されたシナリオをもとに、さらに学習を深めていく。

【 チュートリアル全般にわたる注意点】

少人数のグループ学習形式であるため、全員出席して討論に参加することが前提である。積極的な参加は評価の大きな対象となる。

理解できたこと、できなかったことを率直に話し合い、問題を明らかにしていくこと。

【 チュートリアルにおけるグループ討論とレポート作成】

抽出を行うときに心掛けること：

課題シートから論点を抽出する際には、何でも思い浮かんだ事項は口に出し、グループで討論してみる、くらいの積極性を持って臨み、最初から何について

学習すべきかを指定して狭い内容にしない。そして、色々な疑問点、問題点、あるいは論点を抽出する。課題シートについて十分に論議をつくした後、論点

を書き出し、次回の チュートリアルまでに何を明らかにし、そのために何を調べるべきか、自己学習の目的を具体的に把握する。

自己学習の内容を互いに発表し討論する：

文献などで学習した事項は必ずノートに整理して要点を把握し、自己学習した内容を積極的に他の人がよく理解できるように説明する。各人の意見は整理し

て、白・黒板に書きだす。意見に対立が生じた時は、事実と意見を区別して書き出し、それぞれの意見の根拠を明示して論議を進め、どのようにしたら問題

解決ができるかを検討しながら学習をまとめる。

課題終了後：各人が学習をまとめ、十分知識として習得できた内容をもとにしたレポートを作成し、翌週月曜日の ： までに学務課医学部教務係へ提出

する。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

オリエンテーション 月 日 金 升田好樹

杉村政樹

集中治療

教育開発

～ 第 クール 月 日 金 、 月 日 火 、 月 日 火 課題シナリオ

作成者

チューター教

員

各演習室

名

～ 第 クール 月 日 火 、 月 日 金 、 月 日 火 課題シナリオ

作成者

チューター教

各演習室

名
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員

～ 第 クール 月 日 火 、 月 日 金 、 月 日 火 課題シナリオ

作成者

チューター教

員

各演習室

名

～ 第 クール 月 日 火 、 月 日 金 、 月 日 火 課題シナリオ

作成者

チューター教

員

各演習室

名

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

シナリオから抽出された課題について、出典 国内外 を明らかにしながら自己学修するとともに、問題点を明確化して次回

の発表に備える。また、調査量について、少なくとも つ以上からの出典からとし、可能であればそれ以上が望ましい。

出席確認方法 
固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：

注意事項
チュートリアルの評価は、欠席・遅刻、チューターが回収する学生の自己評価、チューターによる学生の目標達成に関

する評価、レポート内容等から総合的に行う。満点を とした場合、 以上をもって合格 単位認定 とする。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 医学書・文献、インターネット検索等
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

応用医療情報科学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 
 

准教授 

大西浩文

廣田健一

（公衆衛生学講座

医療人育成センター応用情報科学部門）

【授業科目の学修教育目標】

【学習目標】

医療において をツールとして使うことができる。

医療における知的財産について説明できる。

個人情報保護、セキュリティについて説明できる。

による地域保健への応用について説明できる。

診療データの機械学習・深層学習について説明できる。

医療情報システムの開発・運用について説明できる。

医療情報システムの活用について説明できる。

医用画像・情報処理技術について説明できる。

総合情報センターのサービスを使うことができる。

医療研究支援ネットワークについて説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

情報技術 を活用するにあたり、その本質を十分に理解しなければ、 に振り回されてしまう。そのため、この科目においては についての理解を深め、

その活用方法を学ぶことで、より良い医学・医療の実践が可能となることを目標とする。また、医学・医療分野において今後必要となる 利活用を考えても

らう。

【非常勤講師】

明石浩史 済生会小樽病院 、木内貴弘 東京大学

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

情報の利活用 医療系コミュニケーションツールとしての“ICT” 大西浩文

新見隆彦

公衆衛生

解剖

知的財産 知的財産の種類、知財と医療との関係 石埜正穂 知財

情報倫理とリスク 医療のための個人情報保護法、セキュリティ 明石浩史 公衆衛生 非常勤

地域保健、医療、臨床研究と 地域保健事業における の活用、電子カルテシステムによる医療安全対策の実際、

医療分野における人工知能 研究

大西浩文 公衆衛生

診療データサイエンス 診療データを分析するための統計解析・機械学習・深層学習概論 石井良平 情報 兼医

療人

医療情報統合システム概論・実例 医療情報統合システムの開発・運用の実際、医療の質と安全及び医療データ 次利用

への応用

廣田健一 情報 兼医

療人

病院情報システム などについて 土橋和文 病院管理

医療画像・情報処理技術 規格、画像解析、画像診断支援 畠中正光 放射診断

総合情報センターのフル利活用 医学・医療データベース、ネットワーク利用 松本ゆかり 情報

医療研究支援ネットワーク 東京大学

より

の活用 遠隔 木内貴弘 公衆衛生 非常勤

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

成績は「試験」 、レポート「試験」 として評価し、それぞれ 以上を合格とする。 に満たない場合は再試験、

再レポートにより評価する。

なお、再試験は 回のみ実施する。
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自己学修 事前・事後 の

内容と分量

事前：教科書の内容について予習しておくこと。

事後：講義で解説された内容について簡潔にまとめておくこと。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー ○ 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 スライド、講義資料

参考書 医療情報 医学・医療編、医療情報システム編、情報処理技術編 医療情報学会 篠原出版新社
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

地域医療合同セミナー４ 演習 年 前期 自由選択 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 杉村 政樹 （医療人育成センター教育開発研究部門）

【授業科目の学修教育目標】

地域医療を展開するために必要とされる基本的な知識を獲得する。

①地域で健康課題を持つ人の生活について、課題を明らかにし説明し、対応策を検討できる。

②地域で暮らす人々の健康を支える資源の活用を説明できる。

③地域社会を健康の視点から捉え、現状の課題とあるべき姿を説明できる。

④北海道が抱える地域医療の課題とあるべき姿を説明できる。

パートナーシップを形成する基本的態度を獲得する。

①基本的信頼関係を構築し、コミュニケーションが取れる。

②自己の専門性および他職種の役割を理解したうえで、良好なコミュニケーションを取り、適切な連携ができる。

③医療者として必要な能力の上に地域住民と適切に対話できる。

④地域医療におけるパートナーシップのあり方について自己の意見がもてる。

能動的な学習態度を獲得する。

①チームメンバーと協働しながら積極的に自己の意見を述べることができる

②課題に対して関心をもって取組み、新たな自己の課題を発見できる。

該当する医学教育モデル・コア・カリキュラム 年度改訂版

コミュニケーション、 患者と医師の関係、 患者中心のチーム医療、 地域医療への貢献、 生涯学習への準備、

地域医療・地域保健

【授業の概要および学修上の助言】

本科目は、保健医療学部と医学部の合同カリキュラムで、 、 、 年次にそれぞれ開講された「地域医療合同セミナー 、 」の積み上げ科目である。前

年まで学んだ地域医療合同セミナー 地域滞在実習を含む での学習体験をまとめる。一般住民を対象に、自分の言葉でわかりやすく発表を行う機会を設ける。

地域医療課題に解決に向けた提言などが発表に含まれることを期待する。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

オリエンテーション オリエンテーション 地域医療合同セミナーの教育目的、地域医療合同セミナー の

進め方について

杉村政樹 教育開発

グループ作成と活動計画 グループ作成と活動計画 杉村政樹 教育開発

～ 成果発表の準備 成果発表の準備

・グループ単位で、地域医療合同セミナー ～ での学習体験を振返り、まとめる

・第三者 一般市民 に向けた発表の準備 テーマの選定、発表スライドの作成

・発表の予行練習

杉村政樹 教育開発

～ 成果発表 成果発表 学習体験を自身の言葉で第三者 一般市民 に対してわかりやすく説明す

る

杉村政樹 教育開発

振り返り 地域医療合同セミナー ～ の振り返り 杉村政樹 教育開発

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

・実習における自分自身の目標や目的が達成できたか文章にまとめ、明確にしておくこと。

・実習施設において体験したことや学んだことを振り返り、明確にしておくこと。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 ○ その他（ プレゼンテーション

補足事項：

注意事項 ・本科目は、原則、「地域医療合同セミナー 」 年次 、「医学概論・医療総論 地域密着型チーム医療実習 」 年
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次 を受講した学生が対象です。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 地域診断のすすめ方 水嶋春朔 医学書院

※演習内で都度紹介する
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医療統計学２ 演習 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 樋之津 史郎 （医療統計・データ管理学）

【授業科目の学修教育目標】

臨床研究の計画と実施について理解し、その中で使われる医療統計学の手法について理解した上で適切に選択して解析して、結果の説明ができる。

【到達目標】

研究デザインの違いについて説明できる。

ランダム化比較試験におけるランダム割付について説明できる。

介入研究のサンプルサイズ計算について説明できる。

臨床研究の背景因子の集計ができる。

主要評価項目の解析ができる。

有害事象の発生割合を集計できる。

変量の関係を、相関関係にあるか判断し、適切な解釈ができる。

感度、特異度を理解し、 曲線について説明できる。

多変量解析の変数選択ができる。

【授業の概要および学修上の助言】

臨床研究を計画し、実施する際に必要な医療統計の知識を 年、 年で学んだ内容を使って整理する。各種手法を理解した上で、データの型や性質にあわせ

て適切に選択する。 年で使った統計解析ソフトウエアを使って実際に解析を行い、得られた結果を理解して説明することができるように学修する。加えて、

臨床研究で得られる益に関する情報と害に関する情報をバランス良く評価し、臨床研究の結果を中立的立場で考察して結果を解釈することができることを目

指す。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

臨床研究概論 臨床研究の研究デザインの種類と、それらの特長、利点、実施の際の問題点について

理解する。

樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

臨床研究の計画 比較試験を例に臨床研究の計画について理解する。研究の背景、先行研究の調査、対

象の選択、エンドポイントの決定について理解する。

樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

サンプルサイズの計算とランダム割

付け

介入研究におけるサンプルサイズ計算について理解する。ランダム化比較試験におけ

るランダム化の手法について、最小化法と層別ブロック法について理解する。

樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

研究計画書の作成と研究実施までの

手順

研究計画書作成項目について観察研究の計画書ひながたを例に理解する。また、倫理

指針に書かれた研究計画書の記載項目、同意説明文書に記載するべき項目について理

解する。

樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

臨床研究開始からデータ取得までの

手順

研究開始後のモニタリングの重要性について理解する。データ取得までに必要な手順

について理解する。

樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

データマネジメントと品質管理、品質

保証

臨床研究におけるデータマネジメントの重要性について理解する。臨床研究の質を担

保するための品質管理、品質保証について理解する。

深瀧恭子 医療統計・

データ管理

学

データ解析 検証的解析、探索的解析 臨床研究におけるデータ解析について理解する。主要評価項目に対する検証的解析

と、副次評価項目などに対する探索的解析について理解する。

樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

結果の解釈とエビデンス評価 臨床研究で得られた結果の臨床的解釈について理解する。診断に関する感度、特異度

を理解し、 曲線の計算方法を理解する。研究デザインや様々なバイアスを考慮し

て行うエビデンスの評価方法について理解する。

樋之津史郎 医療統計・

データ管理

学

評価方法 
試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計
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備 考

その他は、レポート等の締め切り遵守状況など学修に対する態度とする。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

学年の講義の際に作成したリフレクションシーととのレポートを今年度の参考資料として活用する。

出席確認方法 
固定式 カードリーダー ○ 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：毎回リフレクションシート課題を提出することで、出席の確認とする。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

精神医学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 河西 千秋 （神経精神医学講座）

【授業科目の学修教育目標】

精神の健康の保持・増進 精神保健 と精神・行動の障害について、病因、病態、心理社会的背景、精神生物学的背景、診断、治療を学ぶ。また、精神医療の

基盤となる心理学、精神病理学、および精神科面接を学ぶ。

【学習目標】

・患者 医師の良好な信頼関係に基づく精神科面接の基本を説明できる。

・人の精神機能の基盤を理解し、心理学的観点、精神病理学的観点から説明できる。

・精神科診断分類法を説明できる。

・コンサルテーション・リエゾン精神医学を説明できる。

・精神科医療の法と倫理に関する必須項目 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律、心神喪失者等医療観察法、インフォームド・コンセント を説明でき

る。

・心理学的検査法 質問紙法、 テスト、簡易精神症状評価尺度 、 うつ病評価尺度、 のうつ

病自己評価尺度、状態特性不安検査 、 、改訂長谷川式簡易知能評価スケー

ル等 の種類と概要を説明できる。

・精神療法、精神科薬物療法、精神科リハビリテーションなどの精神科治療学を理解し、説明できる。

・児童、思春期・青年期、老年期などの世代とジェンダーごとの精神医学的課題・対応を理解し、説明できる。

・教育機関、産業、司法などの社会の各領域における精神医学的課題・対応を説明できる。

・地域精神保健の課題・対応を説明できる。

・不安・躁うつをきたす精神障害を列挙し、その鑑別診断を説明できる。

・意識障害、不眠、幻覚・妄想をきたす精神障害を列挙し、その鑑別診断を説明できる。

・ストレスなどの心理社会的要因が症候 息苦しさ、心窩部痛、頭痛、腹痛、疲労、痒み、慢性疼痛等 に密接に関与している代表的な疾患を列挙し、その鑑

別診断を説明できる。

・症状性精神障害の概念と診断を概説できる。

・認知症の診断と治療を説明できる。

・薬物使用に関連する精神障害やアルコール、ギャンブル等への依存の病態と症候を説明できる。

・統合失調症の症候と診断、救急治療を説明できる。

・うつ病の症候と診断を説明できる。

・双極性障害 躁うつ病 の症候と診断を説明できる。

・不安障害群と心的外傷及びストレス因関連障害群の症候と診断を説明できる。

・身体症状症及び関連症群、食行動障害及び摂食障害群の症候と診断を説明できる。

・解離性障害群の症候、診断と治療を説明できる。

・パーソナリティー障害群を概説できる。

・知的能力障害群と自閉症スペクトラム障害 を概説できる。

・注意欠陥・多動障害 と運動障害群を概説できる。

【授業の概要および学修上の助言】

精神は、人の高次脳機能の中でも最高次機能と位置づけられる。精神医学の究極の目標は、人の精神を脳科学の観点から理解することであるが、授業におい

ては、正常心理と異常心理 精神病理 の観点から、あるいは精神・行動の障害の観点から、多様な学習機会を提供する。また、疾病の縦割り的な各論講義だ

けでなく横断的な学習機会も提供する。学生には、精神科の、極めて精細なクリニカル・クラークシップや各種臨床実習を経験する前に、十分な精神医学的

知識を持つことが望まれる。

【非常勤講師】

池田官司 医療法人 北仁会 幹メンタルクリニック 、小林清樹 医療法人社団 心優会 中江病院 、館農勝 特定医療法人 さっぽろ悠心の郷 ときわ病院 、

中山秀紀 医療法人 北仁会 旭山病院

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

精神症候 診断分類 精神機能とその異常 診断分類法 橋本恵理 精神
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うつ病 うつ病 河西千秋 精神

双極性障害 双極性障害 橋本恵理 精神

統合失調症 統合失調症 河西千秋 精神

不安障害 ストレス関連障害 強迫

性障害 睡眠障害

不安症 適応障害 身体症状症 強迫性障害 睡眠障害 田所重紀 精神

解離性障害 パーソナリティ障害

性別違和

解離性障害 パーソナリティ障害 性別違和 池田官司 精神 非常勤

物質関連障害 嗜癖性障害 アルコール依存 薬物依存 ギャンブル障害 等 中山秀紀 精神 非常勤

児童・青年期精神疾患 摂食障害 発達障害 多動性障害 摂食障害 等 館農勝 精神 非常勤

認知症 認知症 小林清樹 精神 非常勤

器質性精神障害 症状性精神障害

周産期精神障害

器質性精神障害 症状性精神障害 周産期精神障害 柏木智則 精神

精神腫瘍学 リエゾン精神医学 精神腫瘍学 コンサルテーション・リエゾン精神医学 石田智隆 精神

精神科面接 精神療法 心理検査 精神科面接の基本 予診 精神療法 心理検査 田所重紀 精神

精神科薬物療法・身体療法・リハビリ

テーション

精神科薬物療法 身体療法 精神科リハビリテーション 橋本恵理 精神

精神医療の法と倫理 司法精神医学 精神保健福祉法 精神保健福祉活動 心神喪失者等医療観察法 司法精神医学 石橋竜太朗 精神

精神科救急 地域精神保健 産業精

神保健

精神科救急 地域精神保健 産業精神保健 河西千秋 精神

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験 、 点以上を合格とする。 点に満たない場合は再試験により評価する。再試験は 回のみ行う。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

各講義内容に関連する自己の知識 の有無、程度 について、事前に自分で確認しておくこと。事後の学修の目安としては、

各疾患について、どのようなものか自分でイメージできるかどうか確かめてみることを勧める。できないようであれば自己

学修にて不足分を補うこと。事前・事後を問わず、疑問は放置せずに、早い段階で自ら確認・対処する。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 講義の順番や担当者は変更となる可能性がある。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 精神医学テキスト 上島国利 他 編著 南江堂 年・ 円

参考書 標準精神医学 尾崎紀夫 編 医学書院 年・ 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

・放射線治療 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 坂田 耕一 （放射線医学講座）

【授業科目の学修教育目標】

【放射線治療】癌の 大治療の一つである放射線治療の特徴 低侵襲性、治療後の の良好性 及び最近の進歩 高精度放射線治療 について説明できる。

・神経系：脳・脊髄腫瘍、転移性脳腫瘍の放射線治療を説明できる。

・口腔・咽頭癌の治療法を説明できる。

・喉頭癌について、病因、病期分類、画像所見、治療法を説明できる。

・転移性肺腫瘍の診断と治療を説明できる。

・食道癌の症候、診断、治療と予後を説明できる。

・原発性肝癌の治療を説明できる。

・膀胱癌を含む尿路上皮癌の治療を説明できる。

・前立腺癌の症候、病理所見、診断、治療を説明できる。

・子宮頸癌・子宮体癌 子宮内膜癌 の診断、治療を説明できる。

・腫瘍の集学的治療を概説できる。

・腫瘍の放射線療法を概説できる。

・腫瘍の診療におけるチーム医療を概説できる。

・腫瘍性疾患をもつ患者の置かれている状況を深く認識できる。

・放射線治療の生物学的原理と、人体への急性影響と晩発影響を説明できる。

・放射線治療の原理を説明し、主な放射線治療法を列挙できる。

【インターベンショナルラジオロジー ；血管内治療 】基本的な疾患についての 治療の適応を説明できる・合併症について説明できる

・インターベンショナルラジオロジー 画像誘導下治療 を概説できる。

【授業の概要および学修上の助言】

放射線治療学は、放射線腫瘍学とも呼ばれ、放射線物理学、放射線生物学を基礎として、がん診療の一翼を担っている。放射線治療は、がんの根治治療、緩

和医療いずれの目的にも用いられ、高齢や合併症のため手術不能な患者にも適用可能な治療法である。放射線治療を理解するのみならず、他のがん治療 手術、

化学療法 の特徴と比較検討しながら、個々の患者に適した治療法の選択に必要な知識・考え方を取得する。

とは 画像誘導下低侵襲性治療 のことである。 では、術野を自分の「目」で確認するかわりに、超音波、 、 、血

管造影などの様々な画像診断装置を用いて患者の体の中を透見し、「手」で治療するかわりに、細部の治療を可能とするカテーテルや針など細い・小さい道具

を使用する。「目」や「手」の代わりにこれら機器を用いるのは、患者への負担を低減させる目的であり、最先端の医療機器の発達により、近年の発展が目覚

ましい比較的新しい治療分野である。

【到達目標】

放射線治療

代表的な悪性腫瘍の放射線治療の特性、適応、治療計画、患者管理、有害事象などを理解し説明できる。

各種がんに対する放射線治療法について説明できる。

放射線治療の生物学 物理学的背景について学ぶ。

治療効果に影響する因子とその機序を理解する。

放射線治療に必要とされる機器・線量測定について説明できる。

の種類と適応を理解する。

体部領域における具体的な 手技について学ぶ。

の臨床応用と今後の発展性について学ぶ。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

基本的手技、診断及び治療法 齊藤正人 放射医学

放射線治療学 放射線治療の総論 物理的及び生物学的基礎、治療法の適応と役割 坂田耕一 放射医学

放射線治療学 放射線治療の総論 癌治療における放射線治療医の役割、先端技術 坂田耕一 放射医学

放射線治療学 放射線治療各論 脳腫瘍、頭頸部癌、肺癌、乳癌 染谷正則 放射医学
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放射線治療学 放射線治療各論 食道癌、肝癌、胆道癌、膵臓癌、直腸癌、肛門癌 後町俊夫 放射医学

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

再試験実施可能回数： 回 試験 ％

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

放射線治療学：講義の際に配布した資料を良く理解し、疑問点は、教科書や参考書での検索、担当教官への質問などで解消

しておくこと。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：固定式 カードリーダーによる出席確認を原則とする。

注意事項 各講義ごとにプリントを配布する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 やさしくわかる放射線治療学 公益社団法人日本

放射線腫瘍学会

監修

学研メディカル秀

潤社

・ 円

マニュアル 第 版 栗林 幸夫 編集 医学書院 ・ 円

－手技 合併症とその対策 山田 章吾 編集 メジカルビュー社 ・ 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医療薬学 講義 年 前期 必須 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 福土 将秀 （医療薬学）

【授業科目の学修教育目標】

医療薬学では、薬物動態学／薬力学 および薬理ゲノミクス に関する知識、および医療現場で使用される医薬品の適正使用法等について教授する。

到達目標

主な医薬品の主作用・副作用について、例を挙げて説明できる。

年齢による医薬品投与の注意点を説明できる。

新薬開発と医薬品情報、薬理ゲノミクスについて理解している。

薬物動態学的／薬力学的相互作用について、例を挙げて説明できる。

食品と医薬品の相互作用について、例を挙げて説明できる。

処方上のルール、処方箋の書き方、オーダーリングシステム、服薬コンプライアンスとアドヒアランスを説明できる。

分子標的抗がん薬・バイオ医薬品の薬理作用と有害事象について、例を挙げて説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

本講義を通して医薬品の体内動態と薬理作用を理解し、薬物相互作用のメカニズムを学ぶ。また、遺伝子多型を考慮した医薬品の適正使用例や最新の研究事

例についても講義し、薬理ゲノム情報の臨床的意義についての理解を深める。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

創薬と育薬・医薬品情報 革新的な新薬開発、臨床研究倫理と利益相反、医薬品情報 福土将秀 医療薬学

薬物動態学的相互作用と遺伝子多型 吸収・分布・代謝・排泄、薬物血中濃度測定の意義、遺伝子多型、健康食品と医薬品

の相互作用

福土将秀 医療薬学

薬力学的相互作用 薬理作用の増強・減弱、副作用対策 支持療法 福土将秀 医療薬学

処方箋の書き方と医療情報総合シス

テム

処方上のルール 医師法、薬剤師法、薬機法 、処方箋の形式・書き方・注意事項、医

薬品安全管理

福土将秀 医療薬学

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

成績は「試験」 、「その他」 として評価し、 以上を合格とする。「試験」は概ね学修内容に応じた設問とし、「その

他」は出席回数による評価とする 全講義への出席で 点 。 点に満たない場合は再試験により評価する。再試験は 回

のみ実施する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：各講義内容に関連した事項について事前に目を通しておくこと。

復習：講義中教授した内容及び説明を加えた配布資料に関して、再度確認しておくこと。

出席確認方法 
〇 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：固定式 カードリーダーによる出席確認を原則とする。

注意事項 試験成績と出席回数で総合的に評価する 配分＝ 。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 特になし パワーポイントやプリント等使用予定

参考書 臨床薬理学 第 版 小林真一他編 医学書院

参考書 疾患からみた臨床薬理学 第 版 大橋京一、藤村昭

夫、渡邉裕司編

じほう

参考書 病態生理に基づく臨床薬理学 デービット・ ゴ

ーラン他編

メディカルサイエ

ンスインターナシ

ョナル
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

統合医療学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 福土 将秀 （医療薬学）

【授業科目の学修教育目標】

統合医療は、近代西洋医学以外の医療全般を指す代替医療と、西洋医学を組み合わせた医療を指す。代替医療には漢方などの漢方医学や薬草療法、温泉療

法、鍼灸治療などがある。健康保持や予防を重視し、自然治癒力の向上を目指すのが特徴である。

本授業科目では、先進国が重要視している統合医療について教授する。

一般目標

統合医療 いわゆる健康食品や温泉療法、漢方医学 について概説できる。

全人的視野を養い、漢方薬を含めた患者のための最良の治療指針を選択できる。

診療に必要な漢方治療の基本 漢方医学の基本的概念、診療方法、漢方処方の運用など を概説できる。

到達目標

統合医療の必要性や目指すものを理解している。

代替医療について説明できる。

漢方医学の特徴や基本的概念 気・水・陰陽・虚実・表裏・寒熱 を説明できる。

漢方医学の診断方法 四診 望診・聞診・問診・切診 を説明できる。

漢方方剤の構成、薬理作用、代表的副作用や使用上の注意事項、適応症を説明できる。

を理解する一方、エビデンスの限界を踏まえながら、集団に影響する意志決定を支援できる。

漢方治療症例の実際について、例を挙げて説明できる。

主な疫学の研究デザインとして、観察研究 記述研究、横断研究、症例対照研究、コホート研究 及び介入研究 ランダム化比較試験等 を理解している。

【授業の概要および学修上の助言】

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

統合医療総論 統合医療の必要性や目指すものを総括 非常勤講師 医療薬学 非常勤

漢方医学診断法 漢方医学の特徴や基本的概念、漢方医学の診断法 四診の理解と診断方法 非常勤講師 医療薬学 非常勤

生薬学 漢方と生薬学 福土将秀 医療薬学

漢方医学各論 漢方治療症例の実際―泌尿器疾患 非常勤講師 医療薬学

漢方医学各論 漢方治療症例の実際―消化器外科疾患 非常勤講師 医療薬学

漢方医学各論 漢方治療症例の実際―産科婦人科疾患 非常勤講師 医療薬学

薬剤疫学と の概念と臨床研究・疫学研究 メタ解析やコホート研究など の理解 福土将秀 医療薬学

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

成績は「試験」 、「その他」 として評価し、 以上を合格とする。「試験」は概ね学修内容に応じた設問とし、「その

他」は出席回数による評価とする 全講義への出席で 点 。 点に満たない場合は再試験により評価する。再試験は 回

のみ実施する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：各講義内容に関連した事項について事前に目を通しておくこと。

復習：講義中教授した内容及び説明を加えた配布資料に関して、再度確認しておくこと。

出席確認方法 
〇 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：固定式 カードリーダーによる出席確認を原則とする。

注意事項 図書館蔵書である統合医療 理論と実践の閲覧

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 特になし パワーポイントやプリント等使用予定
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参考書 基本がわかる 漢方医学講義 日本漢方医学教育

協議会／編

参考書 実践ちょいたし漢方 新見正則 週刊日本医事新報

月特集号

参考書 統合医療 理論と実践 理論編・実践編 日本統合医療学会

編集

参考書 漢方の第一歩 渡辺廣昭 南江堂

参考書 学生のための漢方医学テキスト 日本東洋医学会学

術教育委員会編集

南江堂
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

総合診療入門 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 辻󠄀󠄀 喜久 （総合診療医学講座）

【授業科目の学修教育目標】

この科目を履修したあとで学生が：

・総合診療・家庭医療の多様性を述べることができる。

・プライマリ・ケアの概略を述べることができる。

・総合診療・家庭医療の理論的基盤となるいくつかの概念について述べることができる。例えば、

について

について

・北海道内の医療体制や地域医療について、その現状、課題を述べることができる。

・診療所における総合診療について、その需要、業務内容、課題を述べることができる。

・地方の病院における総合診療について、その需要、業務内容、課題を述べることができる。

・都市部の病院における総合診療について、その需要、業務内容、課題を述べることができる。

・在宅医療について、その需要、制度、業務内容、課題を述べることができる。

・よくある急性疾患や生活習慣病について、疫学、診断、治療、アプローチ法を述べることができる。

【授業の概要および学修上の助言】

・授業は常勤教員と現場で総合診療を実践する非常勤講師により行います。

・医師・医学研究者になる皆さんにとって、プライマリ・ケア的考え方、総合診療的な考え方は、専門医療を目指す場合にも役立つものと信じます。興味を

持って授業に参加して下さい。

・課外に現場を見学に行くことも奨励します。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

地域医療・総合医療総論 総合診療・地域医療の概観 辻󠄀󠄀 喜久 総合診療医

学講座

常勤

総合診療・地域医療 総合診療・地域医療 山本和利 松前町立病

院

非常勤

地域包括医療の実践 地方病院における総合診療 木佐 健吾 倶知安厚生

病院

非常勤

北海道の地域医療 北海道の地域医療 石井 安彦 北海道道立

病院局

非常勤

北海道における家庭医療の実践 診療所における総合診療・家庭医療 小嶋 一 手稲家庭医

療クリニッ

ク

非常勤

病院における総合診療の実践 病院における総合診療 臺野 巧 勤医協中央

病院

非常勤

総合診療・地域医療 総合診療・地域医療 佐藤 健太 総合診療医

学講座

常勤

地域医療・総合医療 地域病院における救急 神野敦 総合診療医

学講座

常勤

地域 僻地でのコモンディジーズ コモンディジーズ よくある急性疾患 木村 眞司 砂川市立病

院

非常勤

地域医療・総合医療 在宅医療と地域の未来 日下 勝博 江別訪問診

療所

非常勤

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験 につき、再試験を 回行います。
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自己学修 事前・事後 の

内容と分量

特に事前の学習は必要としない。講義に出席して、講師の具体的な実践内容を傾聴し、講義終了後、積極的に講師に質問す

ることが望まれる。各テーマのポイントは、講義終了日に、配付資料を参照して知識を確実なものにしてほしい。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書

参考書 マクウィニー 家庭医療学 上下巻

の邦訳

版 上記原著は が最新版

葛西龍樹、草場鉄

周 訳

ぱーそん書房
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

臨床検査医学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 髙橋 聡 （感染制御・臨床検査医学講座）

【授業科目の学修教育目標】

各種検体および生体機能検査について学習し、臨床検査医学について理解する。輸血製剤と輸血療法についても基礎知識を得る。さらに、院内感染対策に必

要な分子疫学的検査法を理解する。

【到達目標】

基準値の設定法や意味を理解できる

検査の特性 感度、特異度、偽陽性、偽陰性、検査前確率・予測値、尤度比 を説明できる

生化学検査の種類と意義を説明できる

尿検査法の原理と沈査の種類を説明できる

便潜血検査法の原理と結果を理解できる

脳脊髄液検査の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる

末梢血一般検査の方法と結果を理解できる

出血・凝固線溶検査の種類と意義を説明できる

病原体検査の採取法・種類や結果を説明できる

感染症マーカーやアレルゲンなどの免疫・血清検査を理解できる

腫瘍マーカーや薬物検査の方法と結果を説明できる

経皮的酸素飽和度モニターおよび動脈血ガス分析の目的、適応と異常所見を説明し、結果を解釈できる

遺伝子検査の種類と解析法を説明できる

血液製剤の種類や輸血検査法を説明できる

遺伝子検査の結果について解析・解釈できる

心電図や心音図など循環器関連の生理機能検査を理解できる

超音波検査の原理と結果を説明できる

標準予防策を理解し説明できる

呼吸機能検査・神経学的検査など生体機能検査を理解できる

【授業の概要および学修上の助言】

近年、検体検査項目は著しい増加を示しているが、測定法や精度等の正しい理解と解釈が無ければ、結果 検査値 が診断上混乱を招くことも少なくない。

本授業科目では、各臨床検査について原理や基本を理解していただく。つまり、生化学検査、尿検査、便潜血検査、末梢血一般検査、出血・凝固線溶検査、

免疫・血清や遺伝子等の検体検査、超音波や脳波等の生理機能検査および、輸血関連検査の具体的手技や病態学的意義についての理解を深め、疾患等の講義

を受ける際の基本的な判断力の育成を図る。さらに、院内感染対策に必要な分子疫学的検査法を理解する。膨大な臨床検査項目を限られた時間で理解するた

めには、講義とともに、周辺知識の自主学習が必要である。

講師：

髙橋 聡、安田 満、田中信悟、神山直之、富樫篤生、藤谷好弘

非常勤講師：

湯田 聡 手稲渓仁会病院・循環器内科 、遠藤輝夫 北海道医療大学

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

生化学検査 生化学検査の基本および基準値の意味と結果の解釈を理解する 髙橋聡 感染・検査

生化学検査 生化学検査の基本および基準値の意味と結果の解釈を理解する 髙橋聡 感染・検査

尿検査、便潜血検査および脳脊髄液検

査

尿の一般検査法と沈渣および便潜血検査法の原理や結果の解釈について理解する 髙橋聡 感染・検査

①薬物検査

②臨床検査の特性

①薬物検査の方法と解釈について理解する

②検査の特性について理解する

髙橋聡 感染・検査

病原体検査 検体の種類とその採取法について理解する 藤谷好弘 感染・検査

血球検査および出血・凝固線溶検査 血球検査と出血・凝固線溶検査について理解し、播種性血管内凝固症候群の病態を理 田中信悟 感染・検査
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解する

病原体検査 院内感染対策としての検査法と解釈について理解する 安田満 感染・検査

免疫・血清検査・腫瘍マーカー・遺伝

子検査

感染症の診断に必要な免疫・血清検査について理解する、また、腫瘍マーカーの特性・

遺伝子検査の種類と解析方法について理解する

田中信悟 感染・検査

心電図・心音図検査 心電図・心音図検査の原理と結果の解釈について理解する 神山直之 感染・検査

超音波検査 腹部超音波検査の原理と所見について理解する 田中信悟 感染・検査

超音波検査 循環器領域の超音波検査と結果の解釈について理解する 湯田聡 手稲渓仁会

病院

非常勤

臨床検査の実際とパニック値 臨床検査の実際の場面を理解し、検査の必要性を認識する。また、パニック値につい

て理解し、パニック地との連絡を受けた際の対応を学ぶ

高橋聡 感染・検査

血液製剤と血液型検査 血液製剤の種類と適応および血液型・輸血検査について理解する 遠藤輝夫 北海道医療

大学

非常勤

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

出欠数は評価項目に加える

再試験実施回数は 回とする

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

各講義内容について、教科書や参考書等で予習しておくこと。終了後は、復習し不明な点があれば、担当教員に積極的に質

問すること。

出席確認方法 

〇 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：固定式 カードリーダーによる出席確認を原則とする。

各自、必ず、出席状況についてサポートシステムにて逐一確認をすること。機械の不調などにより誤って欠席となった場合

には、講義の翌日までに必ず申請をすること。申請がなければ、出席としない。

注意事項 試験の他、出席状況や授業態度を考慮して評価する。出欠席数に応じて、試験点数から加点・減点していく。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 標準臨床検査医学 第 版 高木 康、山田

俊幸

医学書院 年・ 円

教科書 異常値の出るメカニズム 第 版 山田俊幸、本田孝

行

医学書院 年・ 円

参考書 心エコーの 五島雄一郎、他 中山書店 年・ 円

参考書 輸血学テキスト 大坂顕通 中外医学社 年・ 円

参考文献 輸血用血液製剤 取り扱いマニュアル 用 日本赤十字社 年

参考文献 輸血療法マニュアル 改訂 版 日本赤十字社 年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

リハビリテーション医学 講義 年 前期 必須 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

講師 村上 孝徳 （リハビリテーション医学講座）

【授業科目の学修教育目標】

運動、認知、呼吸、循環をはじめとする「障害」の適切な診断・評価・治療を基盤として、障害の予防、最大限の機能回復、生活機能の向上と再構築、生活

の質の向上を図るリハビリテーション医学の基本を学ぶ。

【到達目標】

リハビリテーションの概念を理解できる。

リハビリテーション医療の役割を理解できる。

障害の診断・評価・治療の基本と流れを理解できる。

リハビリテーションのチームアプローチを理解できる。

日常生活動作の評価ができる。

脳卒中のリハビリテーションを説明できる。

運動器疾患のリハビリテーションを説明できる。

呼吸・循環器疾患のリハビリテーションを説明できる。

義肢・装具療法を説明できる。

制度と社会資源の活用について説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

疾病は病因を治療し、外傷は構造と生理機能を修復することが医学的に本質であることに間違いない。しかし、疾病や外傷の結果生じた心身の症状は、臓器

の治療だけでは良くならない。専門分化が進む臨床の中で、診療科を横断して心身の症状を全体的に診断・評価し 症状を治療し、生活機能の設計を行い、安

心した生活の維持に寄与するのがリハビリテーション医学であり、その基本を学ぶ。また、リハビリテーションは、障害発生の予防から、何らかの障害とと

もに暮らすまで、地域・社会生活と密接に結びついた領域であり、医師として社会資源を活用できる知識も身につけたい。

【非常勤講師】野坂利也 野坂義肢製作所 北海道科学大学保健医療学部義肢装具学科・教授

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

リハビリテーション医学概論 概念 国際生活機能分類 チーム医療 身障手順 身障手帳 自立支援法 村上孝徳 リハ

脊椎・脊髄疾患のリハ 脊髄損傷 脊髄症 村上孝徳 リハ

神経・筋疾患のリハ パーキンソン病 脊髄小脳変性症 末梢神経障害等 土岐 めぐみ リハ

脳卒中のリハ：高次脳機能障害外傷性

脳損傷 認知症のリハ

失語 失行 失認 半側空間無視 言語聴覚療法 高次脳機能障害者支援 認知症対応 青木昌弘 リハ

脳卒中のリハ：運動・ 障害 片麻痺 小脳失調 杖・装具療法 青木昌弘 リハ

小児疾患のリハ 脳性麻痺 精神運動発達遅滞 小塚直樹 理学療法学

科

電気生理学的検査／ 評価法 筋電図 神経伝導速度 ブロック療法／ 物理療法 土岐 めぐみ リハ

義肢装具療法 義肢 杖 歩行器 車椅子 装具 野坂利也 リハ 非常勤

呼吸・心大血管 癌のリハ 慢性閉塞性肺疾患 心筋梗塞 癌 野田政志 リハ

運動器リハ 関節リウマチ 骨折 切断 肩疾患 村上孝徳 リハ

理学療法と作業療法 理学療法概論 作業療法概説 柿澤雅史

太田久晶

リハ部

作業療法学

科

嚥下障害 廃用症候群のリハ 嚥下評価・治療 廃用予防・治療 野田政志 リハ

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

成績は「筆記試験」を ％として評価し 点以上を合格とする。

「筆記試験」は概ね学修内容に応じた配点で行われる。 点に満たない場合は再試験により評価する。再試験は 回のみ

実施する。
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自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：不要です。

復習：他科の講義の際に、リハビリテーションの意義を思い出してください。

出席確認方法 
◯ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：出席確認方法は、固定式 でのチェックのみです。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 入門リハビリテーション概論第 版 中村隆一・佐直信

彦 編／千田富義

ほか著

医歯薬出版 年・ 円

参考書 最新リハビリテーション医学第 版 江藤文夫・里宇明

元 監修／安保雅

博・上月正博・芳

賀信彦 編

医歯薬出版 年・ 円

参考書 現代リハビリテーション医学 第 版 千野 直一監修・椿

原彰夫・才藤栄

一・出江伸一・道

免和久編集

金原出版 年・ 円

参考書 高次脳機能障害学第 版 石合純夫著 医歯薬出版 年・ 円

  

  

― 247 ―



 

科 目 名 科目区分 学年及び単位数

臨床疫学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 辻󠄀󠄀 喜久 （総合診療医学講座）

【授業科目の学修教育目標】

を理解し実践することができる。

臨床上出会った疑問に対して を記載することができる。

検査前確率 有病率 と検査特性 感度、特異度 を用いて検査後確率を計算できる。

を用いて治療方針について説明できる。

診療ガイドラインの利用法を説明できる。

システマティックレビューおよびメタアナリシスについて説明できる。

大規模臨床研究の実際について説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

この授業科目では、臨床研究を科学的に行い、評価するための知識・方法論を提示することを目的とする。科学性のみならず患者の背景をも考慮する実践法

をまず学習する。はじめに科学と医療の関係を概括し、臨床の場で遭遇した問題を解決するための具体的な方法を学習する。

診断に関しては、特に検査前確率 有病率 と検査の切れ味 感度、特異度 を用いて検査後確率を計算する能力を身につけることに重点におく。治療に関して

は、臨床疫学での治療効果の指標となる を用いて患者に説明できる能力を身につける。その後、ガイドラインの理解に必須であるシステマディ

ックレビューの手順を知るために、文献検索の方法を知り、診療ガイドラインの利用の仕方を学習する。後半では複数の領域における大規模臨床試験の実際

や批判的吟味の方法について事例をもとに学ぶ。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

臨床疫学 意思決定のプロセスと疫学 辻󠄀󠄀 喜久 総合診療医

学講座

臨床疫学 疫学研究と臨床研究 大西浩文 公衆衛生

臨床疫学 臨床研究の実際 樋之津史郎 医療統計

臨床疫学 ガイドラインの作成と限界 神野敦 総合診療医

学講座

臨床疫学 システマティックレビューとメタアナリシス 三原弘 総合診療医

学講座

臨床疫学 成果発表、総括 三原弘 総合診療医

学講座

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

レポート につき、再レポート提出を課します。成果発表があった場合は加味します。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

講義・実習の開始までに、 とはどのような概念なのかを、参考書で簡単に概要を把握して

おくこと。 回目以降は、講義前に、前回の配付資料に目を通して講義に臨むこと。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 〇 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：カード式

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 医学的研究のデザイン 第 版 木原雅子・木原正

博
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

緩和医療学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 河西 千秋 （神経精神医学講座）

【授業科目の学修教育目標】

緩和医療の基本を学び、その実践のために必要な基礎知識を習得する。

【学習目標】

・緩和ケア 緩和ケアチーム、ホスピス、緩和ケア病棟、在宅緩和ケアを含む を概説できる。

・全人的苦痛を説明できる。

・緩和ケアにおいて頻度の高い身体的苦痛、心理社会的苦痛を列挙することができる。

・疼痛のアセスメント、疼痛緩和の薬物療法、癌疼痛治療法を説明できる。

・オピオイドの導入、副作用対策、オピオイドローテーションについて説明できる。

・がん患者の精神症状およびその対策について説明できる。

・緩和医療における患者・家族の心理を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

近年、緩和ケアの必要性、即ち、がんの治療だけではなく、がん患者の症状コントロールを柔術させることの必要性が重要視されている。がん対策基本法

の施行、および同法に基づいたがん対策推進基本計画の策定などが行われ、その中で緩和ケアは重点課題のひとつにあげられ、緩和医療の充実が求められて

いる。したがって、緩和ケアを専門とする者だけではなく、がん治療を行う医療者全てが、がん患者に併発する身体症状や精神症状に適切に対応できること

が望まれる。札幌医科大学附属病院には緩和ケアチームがあり、臨床現場で日々活動しており、緩和医療の理論と実践を学ぶ恵まれた環境にあるといえる。

本科目で学ぶ緩和医療に関する知識を理解するためには、これまでに学んだ関連領域の知識の理解が前提となる。よって特に、がん 疼痛 オピオイド 鎮

痛薬 抗うつ薬 抗不安薬 抗精神病薬 精神症状 特に不眠 せん妄 不安 抑うつ 更には放射線による疼痛を始めとした諸症状の緩和等に関する知識

の整理をしておくことが必要であろう。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

緩和医療概説 緩和医療概説、がん患者の痛み 岩崎創史 麻酔

癌性疼痛の治療 薬物療法 岩崎創史 麻酔

放射線治療、サイコオンコロジー、 放射線治療、緩和ケアチーム 等 坂田耕一

橋本恵理

放射医学

精神

緩和医療の実際 サイコオンコロジー 野呂孝徳 精神

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験 、 点以上を合格とする。 点に満たない場合は再試験により評価する。再試験は 回のみ行う。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

がん 疼痛 オピオイド 鎮痛薬 抗うつ薬 抗不安薬 抗精神病薬 精神症状 特に不眠 せん妄 不安 抑うつ 放射

線による疼痛を始めとした諸症状の緩和等に関する知識の整理を事前に十分にしておくこと。事後は、学習主題のポイント

を整理し、各自、課題や問題点を把握する。事前・事後を問わず、疑問は放置せずに早い段階で自ら確認・対処する。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 講義の順番や担当者は変更となる可能性がある。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 がん疼痛の薬物療法に関するガイドライン 年版 日本緩和医療学会

編

金原出版 年・ 円

参考書 精神腫瘍学クリニカルエッセンス 日本総合病院精神

医学会がん対策委

員会 監修

創造出版 年・ 円

参考書 がんの痛みからの解放 方式がん疼痛治療法 世界保健機関 金原出版 年・ 円

参考書 がん医療における 患者 医療者間の コミュニケーションガイド 日本サイコオンコ 金原出版 年・ 円
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ライン 年版 ロジー学会・日本

がんサポーティブ

ケア学会 編集
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

症候診断学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 久原 真 （神経内科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

主な症候・病態の原因、分類、診断と治療の概要を発達、成長、加齢ならびに性別と関連づけて学ぶ。

【到達目標】

学習主題にあげた の症候・病態を理解できる。

各症候・病態についての正しい診察法を理解できる。

各症候・病態について診断・鑑別診断の要点を列挙できる。

それぞれの病態における初期治療を概説できる。

【授業の概要および学修上の助言】

疾患はいろいろな症候を呈してくるが 疾患の診断にはその症候を理解し 背景となる病態を把握することが重要であり 正しい診断を確立することによって

適切な治療を選択することが可能となる 臨床診断学においては臓器別と症状別のアプローチを組み合わせて診断を行っていくが一般的であるが、本科目では

症候から のテーマを掲げ、それぞれについて症候と病態からの診断と鑑別診断について理解を深めることに主眼を置いている。一講の講義内容はそれぞれ

単一の症候あるいは相互に関連の深い症候に関して完結する構成になっている。

各講ではそれぞれの主題についてエッセンスを概説することになるため、充分な内容理解のためには教科書を中心とした自主学習が必要である。

【非常勤講師】松谷 済生会小樽病院 静川 札幌厚生病院

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

ばち指・チアノーゼ・ショック・心不

全徴候

火 講目 ショック・心不全に関連のある症候を理解し、病態から診断に至る

過程を学ぶ。

橋本 循環内

悪心・嘔吐・嚥下障害、吐血・下血 水 講目 悪心・嘔吐・嚥下障害・吐血・下血を理解し、病態から診断に至る

過程を学ぶ。

仲瀬 消化内

動悸・胸痛・胸部圧迫感 木 講目 動悸・胸痛・胸部圧迫感を理解し、病態から診断に至る過程を学ぶ。 土橋 病院管理

咳・痰・血痰・喀血 木 講目 咳嗽・喀痰異常・喀血を理解し、病態から鑑別を含んだ診断に至る

過程を学ぶ。

宮島 呼吸内

浮腫・乏尿・無尿・多尿・血尿 木 講目 浮腫や尿異常を理解し、病態から診断に至る過程を学ぶ。 山下 循環内

貧血・出血傾向 木 講目 貧血・出血傾向を理解し、病態から診断に至る過程を学ぶ。 堀口 血液内

意識障害・失神・頭痛 木 講目 障害・失神・頭痛の病態を理解し、症候の診断に至る過程を学ぶ。 静川 神経内 非常勤

黄疸・腹部膨隆・肝腫大・脾腫・腹水 金 講目 腹部異常の症候を理解して、病態から診断に至る過程を学ぶ。 佐々木 消化内

腹痛、便秘・下痢 水 講目 腹痛、便秘・下痢を理解し、病態病態から診断に至る過程を学ぶ。 吉井 消化内

発熱 木 講目 発熱が起こるメカニズムを理解し、鑑別診断と診断に至る過程を学

ぶ。

黒沼 呼吸内

リンパ節腫脹 火 講目 リンパ節腫脹が起こるメカニズムを理解し、病態から診断に至る過

程を学ぶ。

村瀬 腫瘍内

痙攣・不随意運動 水 講目 痙攣・不随意運動の病態を理解し、鑑別診断と診断に至る過程を学

ぶ。

松谷 神経内 非常勤

食欲不振・肥満・るいそう 水 講目 食欲不振・肥満・るいそうの症候を理解し、病態から診断に至る過

程を学ぶ。

大須賀 腫瘍内

呼吸困難・胸水 木 講目 呼吸困難・胸水を理解し、病態メカニズムから診断に至る過程を学

ぶ。

浅井 呼吸内

評価方法 試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計
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備 考

試験 につき再試験を 回行います。

その他 ％の評価事項は、授業態度など。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：本講義では、臨床の場で極めて頻繁に遭遇する症候について、診察から鑑別診断リストアップ、診断に必要な諸検査、

治療戦略へのプロセスを学ぶ。個々の病態についての病態機序・鑑別疾患などについて事前に予習することが望ましい。

復習：講義のスライドのハンドアウトに要点が示されているので、確認をすること。また、それぞれの症候について理解を

深めるためにも臨床診断学や鑑別診断学に関する成書を通読することを勧める。

出席確認方法 
◯ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

評価には、筆記試験のほかに出席状況や授業態度を考慮する。各学習主題に症候あるいは病態名が挙げられている講義では

その主題について下記の教科書や参考書で予習してくること。学習主題が大きなテーマである場合は、短時間の講義ですべ

てを網羅することは困難であるため講義で学んだエッセンスを核として復習すること。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 内科学 症候群 第 版 この他各担当教員より別途紹介 矢崎義雄 他 朝倉書店

参考書
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

麻酔科学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 山蔭 道明 （麻酔科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

【教育目標】

外科手術侵襲から生体を守る麻酔科学 いわゆる全身管理学の基本を学び実践することができる。

【到達目標】

麻酔の概念 とくに全身麻酔に必要な技術と麻酔薬の進歩を説明することができる。

吸入府習薬による麻酔管理を理解する。それに必要な気道・呼吸管理の基本手技を行うことができる。

静脈麻酔薬による麻酔管理を理解し それに必要な薬物動態学・薬力学を説明できる。

全身麻酔薬に必要な筋弛緩薬を理解する。その拮抗を説明することができる。

麻薬性鎮痛薬について理解する。

ペインクリニック 神経ブロックとその薬剤 局所麻酔薬 について説明できる。

周術期における循環管理を理解する。それに必要な血行動態と循環作動薬を理解し 診断と薬剤の選択ができる。

周術期 とくに手術中に必要なモニタリングと病態を説明できる。

術前の患者評価 術中から術後にかけての鎮痛法について説明できる。低血圧麻薬や低体温麻酔について説明できる。

無痛分娩や帝王切開術における麻酔管理 小児に特異的な麻酔管理について説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

麻酔科学は 外科侵襲に対する制御医学といっても過言ではない。

そのため 麻酔科医は鎮静薬 鎮痛薬 筋弛緩薬をはじめとする種々の薬物を利用して 外科侵襲から患者を守るように努める。授業では それら薬剤の作用と特

徴を説明する。とくに 臨床で頻用する静脈麻酔薬 吸入麻酔薬 局所麻酔薬 ならびに筋弛緩薬について理解することが重要となる。次に重要となるのは それ

ら薬剤を使用したときの生体反応を理解することである。そのため われわれ麻酔科医は 麻酔管理中に循環・呼吸管理を平行して行わなければならない。そ

の管理法を学ぶとともに 指標として大切なモニタリングの理解が必要となる。麻酔科医の仕事は 手術中の麻酔管理のみならず 術前の評価 さらには術後疼

痛の管理にも及ぶ。このような医療技術から 最近では 慢性疼痛・癌性疼痛に対するペインクリニック 緩和医療でも活躍している。以上 手術麻酔のみなら

ず 麻酔科医が関与する周辺領域に関しても理解を深めることが重要である。

これら麻酔科学の授業を十分に理解するためには 初回講義時に渡す「教育麻酔科講義ノート」で予習 復習することが重要となる。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

麻酔科学総論 吸入麻酔薬 気道管理 ア 全身麻酔の発展 技術の進歩について理解する。

イ 吸入麻酔薬 気道呼吸管理について理解する 分離肺換気含む 。

山蔭 道明 麻酔

静脈麻酔薬 筋弛緩薬 拮抗薬を含む ア 静脈麻酔薬について理解する。

イ 脱分極性筋弛緩薬と非脱分極性筋弛緩薬の相違を理解する。

ウ 筋弛緩拮抗について理解する。

早水 憲吾 麻酔

鎮痛薬 麻薬を含む ペインクリニッ

ク 神経ブロック

ア 麻薬性鎮痛薬について理解する。

イ ペインクリニックで利用している手技手法や局所麻酔薬について理解する。

澤田 敦史 麻酔

循環作動薬 循環管理 ア 周術期における循環管理 循環作動薬について理解する。 吉川 裕介 麻酔

モニタリング ア 周術期 とくに手術中に用いる各種モニターについて理解する 枝長 充隆 麻酔

周術期管理 特殊な麻酔 ア 術前評価 術後鎮痛法について理解する。

イ 低血圧麻酔 低体温麻酔について理解する。

立花 俊祐 麻酔

産科麻酔 小児麻酔 ア 妊婦の生理学的変化と帝王切開の麻酔 和通分娩について理解する。

イ 小児の生理学的特徴と小児麻酔特有の問題点を理解する。

茶木 友浩 麻酔

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

「教育麻酔科講義ノート」以外に参考図書もおおいに活用することが望まれる。

その他 ％は出席態度で評価し 再試験実施回数は 回とする。平均点はいずれも約 点とする。
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自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：各講義内容の講義ノートに目を通す。復習：授業講師から講義中に言われた 講義ノートに記載がされていない必要

事項を確認しておく。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項： 講義の際は 聴講記録ならびに課題提出をもって出席と見做す。

注意事項
最初の講義で配布する「教育麻酔科講義ノート」を予習してくることが望ましい。麻酔科学講座のホームページからも

ファイルでダウンロード可能である。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 教育麻酔科講義ノート 版 ページ 最初の講義開始時に配布

します。

参考書 標準麻酔科学第 版 古家 仁 監修 医学書院 年

参考書
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

形成外科学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 四ッ柳 高敏 （形成外科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

形成外科の概念、対象疾患の病態や疫学を理解し、組織移植の手技を説明できる。

創傷治癒、炎症、感染の機序と過程を理解し、臨床応用に向けた知識を習得できる。

顔面の基本的な解剖、顔面外傷の症候、診断を習得し、基本的な治療法を説明できる。

熱傷に関する初期管理、診断、治療法を理解し、保存的、および外科的治療法を説明できる。

創部処置、手術操作、縫合法、周術期管理など外科的治療法に関する基本を説明できる。

体表先天異常の発生過程を理解し、疾患の病態や治療法を説明できる。

体表の良性、悪性腫瘍、母斑、血管腫の診断と治療、再建方法を説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

形成外科は、主に体表の機能と形態の治療を行う外科系の一分野である。英語では と記載し、「形成・再建外科」と呼

称するのが正確であり、体表の先天異常等における欠損や変形を正常の状態に近づける「形成外科」と、体表の腫瘍や外傷の治療、またそれらの後遺症とし

て生じた欠損や変形の復元を行う「再建外科」の両方を担当する。形成外科は、心身のボディイメージの喪失により大きな心理的ダメージを負う患者に対し、

外科的手技によって回復を図ることができることから、しばしば「精神外科」とも言われる。

従来の、組織切除を主眼とした考え方に対し、形成・再建外科は、社会復帰を見据えた質の高い治療を行う 世紀の外科である。この独自の再建技術は、外

科系各科においても不可欠なものであり、関連各科と多数の共同手術を行うなど、臓器別にこだわらない横断的な外科としても特徴的である。

治療対象は頭から指先までと、全身を扱う科であり、皮膚、脂肪、筋、骨、軟骨、血管、神経など各種の組織移植の技術、マイクロサージャリーを含む最先

端の外科的技術を駆使し治療を行う。

本系統講義においては、概念 総論 、創傷治癒 創傷の治癒過程、難治性皮膚潰瘍 、組織移植 皮膚移植、軟骨移植、皮弁術、複合組織移植等 、外傷 顔面外

傷、熱傷 、再建外科 外傷・悪性腫瘍等の再建 、先天異常 口唇口蓋裂、小耳症を始めとする体表の各種先天異常等 を中心に授業を行う。

【非常勤講師】岡崎睦 東京大学 、大沼眞廣 砂川市立病院

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

総論 形成外科の歴史と概念、治療法、対象疾患 四ッ柳高敏 形成

総論 組織移植、創傷治癒 山下建 形成

再建学 顔面の再建 四ッ柳高敏 形成

再建学 頭頚部再建、眼窩の再建 山下建 形成

再建学 体幹の再建、乳房再建、四肢の再建 北田文華 形成

再建学 顔面神経麻痺 岡崎睦 形成 非常勤

先天性疾患 耳介の先天異常 四ッ柳高敏 形成

先天性疾患 唇顎口蓋裂、その他の先天異常 加藤慎二 形成

外傷学 顔面外傷、熱傷、難治性潰瘍 大沼眞廣 形成 非常勤

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

筆記試験を とし、その他を ％として 点以上を合格とする。その他は、感想カードの提出状況や出席回数により換
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算し、最大 点とする。 点に満たない場合は再試験により評価する。再試験は 回のみ実施する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習 次回講義に関連した教科書等による内容を事前に学習しておくことが望ましい。

復習 講義で渡された資料を復習し、理解したうえで参加していく必要がある。疑問点があれば、渡された感想用紙に記載

提出する。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 ○ その他（ 感想カード

補足事項：

注意事項 臨床スライドが多いため、授業中に目で見てメモを取りながら授業を聞くことが重要である。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 標準形成外科学 第 版 鈴木茂彦、岡崎睦 医学書院 年

教科書 形成外科学 第 版 中塚貴志、亀井譲 南山堂 年

参考書 形成外科治療手技全書Ⅳ 先天異常 朝戸裕貴、四ツ柳

高敏

克誠堂出版 年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

救急災害医学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 成松 英智 （救急医学講座）

【授業科目の学修教育目標】

救急医療の概要および医療体制について理解できる。

基本的診療能力に加え、救急医療における他職種との連携、情報収集・状況認知・問題解決・コミュニケーション能力、決断・実行・危機対応力、協調性、

等の医師・社会人としての基本を習得することができる。

主たる救急疾患の症状、診断、検査法、治療法を理解できる。

心停止：心停止の原因と病態生理を説明できる。心停止をきたす疾患を列挙し、診断の要点を説明できる。心停止患者の治療 の要点を説明し、専

門的治療 体外循環式心肺蘇生 が必要な状態を概説できる。

外傷総論：外傷における病院前診療体制と ならびに院内初期診療 アプローチ を説明できる。生命に関わる外傷の病態を列挙し、専門的治療が

必要な状態を概説できる。

胸腹部外傷：生命に関わる胸腹部外傷の徴候を理解する。ショックをきたす疾患を列挙し、診断の要点を説明できる、専門的治療が必要な状態を概説できる。

頭部外傷：生命に関わる頭部外傷の徴候を理解する。画像診断の要点を説明できる、専門的治療が必要な状態を概説できる。

四肢脊椎外傷：生命に関わる骨盤外傷の病態を理解する。専門的治療が必要な状態を概説できる。

中毒：一酸化炭素中毒、農薬中毒、医薬品中毒の治療方針を概説できる。

環境障害：高温寒冷による障害を説明できる。

メディカルコントロール：救急医療、災害医療における他職種との連携、情報収集・問題解決・コミュニケーション能力、決断・実行・危機対応力、協調性

を習得することができる。

【授業の概要および学修上の助言】

救急疾患の中で主たる疾患である下記項目につき理解する。

①救急医療と社会との関わりについての概説する。

②院外心肺停止の現状を把握するとともに、国際ガイドラインに従った蘇生治療につき概説する。体外循環式心肺蘇生の適応や手技、そして成績について概

説する。

③外傷概論と各種臓器別損傷の病態と診断、初期治療を理解することで、より高度な救命治療とは何かを概説する。

④頭部外傷ガイドラインについて概説する。脳死判定と臓器提供について概説する。

⑤メディカルコントロールの意義と医師以外の医療従事者との連携の重要性につき概説する。四肢・脊椎・骨盤外傷の専門的治療について概説する。

⑥災害医療の基本と現状について概説する。

⑦救急医療における終末期医療のあり方について概説する。

⑧中毒の基礎知識を習得するとともに、現在問題となっている新しい中毒物質についても概説する。【非常勤講師】喜屋武 玲子 埼玉医科大学附属病院救急科

⑨ヘリコプターや航空機による救急医療搬送の現状や課題について概説する。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

救急医療総論 救急医療と社会との関わりについての概略を説明することができる。 成松 英智 救急

・ ・体外循環式心肺蘇生 のガイドラインを理解できる。心停止の原因と病態生理を説明できる。

体外循環装置を用いた心肺蘇生 について説明できる。

文屋 尚史 救急

外傷総論と胸腹部外傷 外傷病院前救護ガイドライン ならびに 外傷初期診療ガイドライン の

概念と知識を理解する。外傷性ショックの原因で最も多い胸腹部外傷の診断と治療に

ついて理解できる。

原田 敬介 救急

頭部救急疾患 脳死と臓器提供 救急における頭部外傷の診断と治療について説明できる。 脳死判定と臓器移植に

関連する法律と院内整備について説明できる。

髙橋 康弘

葛西 毅彦

救急

メディカルコントロール 四肢、脊椎

骨盤外傷

病院前メディカルコントロールについて説明できる。医師の役割、他職種との連携

について説明することができる。 外傷のなかで診療する機会の多い四肢骨盤外傷の

診断と治療について理解できる。

沢本 圭悟

千葉 充将

救急

災害医療 災害医療における医療構築並びにトリアージについて説明できる。 水野 浩利 救急

救急集中治療における終末期医療と

倫理問題対応

救急集中治療診療における終末期医療の重要性、および現場で遭遇する倫理問題につ

いて症例提示を通して理解し、多職種チームによるその対応方法を説明できる。

井上 弘行 救急

中毒、環境障害と臨床推論 救急診療で遭遇する中毒物質と環境障害についての知識と対処法について理解で 喜屋武 玲子 救急 非常勤
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きる。 症例提示を行い、双方向性の議論を行う。

救急医療体制と航空医療 救急医療体制について説明できる。救急における航空医療とドクターヘリの役割につ

いて説明できる。

上村 修二 救急

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

成績は「筆記試験」 ％として評価して、 点以上を合格とする。 点に満たない場合は再試験により評価する。再試験

は 回のみ実施する。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：各講義内容に関連した疾患の病態・治療の基礎を復習しておくこと。 復習：講義資料等を活用し、救急医療の概念

を理解し、各疾患の救急治療について基礎的な知識を習得すること。また心肺蘇生法の基礎を理解し実践できるように、

教材を用いて学習すること。

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：補足事項：補足事項：固定式 カードリーダーによる出席確認を原則とする。出席状況については学生サポー

トシステムにおいて確認すること。

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 救急診療指針 へるす出版

参考書 外傷初期診療ガイドライン へるす出版
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

集中治療医学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 升田 好樹 （集中治療医学）

【授業科目の学修教育目標】

集中治療医学が対象とする臓器不全あるいは臓器不全へと進展するリスク患者の病態を組織 細胞 分子レベルで理解することができ 機序に応じ

た治療を選択できる

集中治療診療は集中治療室のみならず 集中治療室外の重症患者を早期に覚知し 対応することが生命予後を改善することを理解し 多職種での診

療が重要であることを説明できる

【到達目標】

集中治療医学で対象となる臓器障害について説明できる

集中治療診療体制を説明できる

生体に侵襲が加わることによる生体反応について説明できる

敗血症 感染症による臓器障害 の病態と急性期の治療を説明できる

心原性 心外閉塞・拘束性 循環血液減少性 血液分布異常性ショックの病態について説明できる

種々の侵襲に対する生体防御反応としての血液止血凝固線溶系の異常について説明できる

薬剤や感染症などで生じる脳症 肝不全 急性腎障害の病態と治療について説明できる

侵襲後に生じる体液分布異常とその是正について説明できる

重症患者の栄養管理について 投与カロリーや栄養成分などについて説明できる

臓器不全に対するモニタリングや機械補助 人工呼吸 循環補助 肝補助 腎補助 について説明できる

集中治療により生じる精神機能 認知機能 身体機能異常について理解し 説明できる

集中治療室外で発症する異常バイタルサインを有する急変患者の対応を説明できる

多職種から構成されるチーム医療について理解し 説明できる

【授業の概要および学修上の助言】

講義を通して集中治療医学について理解してもらう。集中治療の対象となる疾患・病態は多岐にわたるため、幅広い知識が求められる。また、どの診療科の

患者でも重症病態に発展する可能性があるため、集中治療を理解することは医師を目指す者として重要である。手術や感染症などの侵襲時に生じる生体反応

の成り立ちを理解し、過剰な免疫反応や免疫不応答の結果で臓器障害・臓器不全が惹起されることを学習する。循環不全、呼吸不全、腎障害などの各々の臓

器障害・臓器不全はバラバラに存在する病態ではなく、密接に関連しており、早期に診断し、適切な治療を適切なタイミングで行うことが、生命予後の改善

に繋がることを理解する。早期診断のツールとしての について学び、初期対応の重要性を認識する。また、集中治療室 で行われ

る人工呼吸器、 、血液浄化療法などの機械補助、薬物療法などの治療を理解する。さらに、重症患者に対する一連の治療としての栄養療法や早期リハビ

リテーションの意義と実際について学び、重症病態からの回復、合併症の回避、集中治療後症候群 や 入室に伴う筋力低下 の予防について

理解する。これらの治療に携わる医療スタッフの多職種連携とその重要性についても習得する。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

集中治療医学 総論 集中治療医学の概念と医療システムの中での関わりについて説明することができる 升田好樹 集中治療医

学

侵襲に対する生体反応 手術 感染 虚血再灌流などの生体侵襲に対する生体側の種々の反応について説明で

きる 特に 自然免疫・獲得免疫 臓器連関などについて説明できる

升田好樹 集中治療医

学

敗血症の病態と診断 治療 感染症による自然免疫の過剰な応答により生じた種々の臓器障害について診断 治療

について説明できる

升田好樹 集中治療医

学

ショックとその対応 心原性 心外閉塞・拘束性 循環血液量減少性 血液分布異常性ショックについて説明

できる つの分類に対するそれぞれの治療を含めた対応について説明できる

数馬 聡 集中治療医

学

急性呼吸不全の病態と治療 急性呼吸不全の病態を呼吸のメカニックスの面から説明できる 低酸素血症の原因を

説明できる 人工呼吸管理の適応とその維持について説明できる

黒田浩光 集中治療医

学

侵襲による血液凝固異常 感染症 産科 出血などの侵襲による血液凝固異常について理解できる 播種性血管内

凝固症候群 の診断ができる に対する補充療法や抗凝固療法について説明

できる

東口 隆 集中治療医

学

各臓器不全に対する治療 意識障害を中心とした中枢神経系の異常 急性肝障害 急性腎障害の原因や病態につ

いて説明できる

赤塚正幸 集中治療医

学
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重症患者の体液管理 侵襲に伴う体液分布の異常と回復の過程を説明できる 血管内容量の評価について重

要性とモニタリングを説明できる

数馬 聡 集中治療医

学

重症患者の栄養管理 侵襲時に生じるエネルギー消費バランスの変化を説明できる 糖質 脂質 蛋白質の必

要量について説明できる 栄養投与のルートとその管理について説明できる

巽 博臣 集中治療医

学

集中治療における機械補助 種々の臓器障害に対する臓器補助として種々の機械補助があることを説明できる 呼

吸不全 循環不全 肝不全 腎不全などの臓器不全に対する機械補助の適応と管理が説

明できる

吉田真一郎 集中治療医

学

集中治療後症候群 の病態と対

応

集中治療診療に伴い生じる 身体機能異常 精神機能障害 認知機能障害が であ

ることを理解できる 特に集中治療診療による筋力低下を と言いその病態と

予防を説明できる

赤塚正幸 集中治療医

学

院内急変とその対応 一般病棟で重症化する過程で異常バイタルサインが出現することを理解する この異

常バイタルサインに対し 介入する迅速対応システム の起動 対応が説明でき

る

巽 博臣 集中治療医

学

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

予習：講義に関連する学修主題について事前に参考書を元に学修しておくと理解が容易である

復習：配布された講義内容あるいはハンドアウトを資料とし 参考図書を参考として学習主題のポイントを整理し 課題や問

題点を把握する 講義の最後にまとめを提示するので 提示されたポイントを中心に知識の整理を行うと良い

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 集中治療医学 西田 修 他 日本集中治療医学

会 株 式 会 社

年発刊 円予

定

参考書 ブック第 版 メディカルサイエ

ンスインターナシ

ョナル 第 版
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

眼科学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 大黒 浩 （眼科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

眼球および視覚系に関する解剖および生理及び眼科特有の検査に関して理解する。

前眼部および水晶体疾患の病態治療に関して理解する。

全身疾患における眼兆候及び斜視・弱視の診断治療に関して理解する。

緑内障の診断治療に関して理解する。

神経眼科検査と関連疾患の病態治療に関して理解する。

眼窩・腫瘍疾患・眼外傷の診断治療に関して理解する。

網膜変性、網膜剥離の診断治療に関して理解する。

網膜血管障害の診断治療に関して理解する。

ぶどう膜炎の診断治療に関して理解する。

眼科学全般に関して理解する。

【授業の概要および学修上の助言】

眼科学がカバーする視覚情報処理、眼球運動に関する解剖、生理を学習と眼科特有の検査法の理解を深める。その後、斜視・弱視、神経眼科疾患、角膜水晶

体疾患、ぶどう膜疾患、網膜硝子体疾患、緑内障、眼窩疾患、腫瘍といった眼科学が臨床的にカバーする疾患についての病態と治療法について学習する。最

後にまとめとして全身疾患から見た眼兆候や眼疾患について学ぶ。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

眼科総論・眼科検査法 眼科学の総論および検査法の解説 日景史人 眼科

角膜・水晶体 角膜、水晶体疾患の診断治療 渡部恵 眼科

眼疾患・弱視・斜視 全身疾患に伴う眼疾患、斜視・弱視の診断治療 錦織奈美 眼科

緑内障 緑内障の診断治療 渡部恵 眼科

神経眼科 高次視覚中枢、眼球運動、瞳孔について 橋本雅人 眼科 非常勤

眼窩・腫瘍・外傷 眼窩・腫瘍疾患、眼外傷の診断治療 川田浩克 眼科 非常勤

網膜硝子体 網膜変性、網膜剥離の診断治療 日景史人 眼科

網膜硝子体 網膜血管障害の診断治療 日景史人 眼科

ぶどう膜 ぶどう膜炎の診断治療 日榮良介 眼科

総まとめ 眼科学のまとめ 大黒浩 眼科

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

講義内容より試験問題を出題しますのでそれについて復習する。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 試験のほか、出席状況、授業態度を考慮して評価する。再試験実施回数は 回を予定している。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 現代の眼科学 金原出版
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

臨床入門 実習 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 千葉 弘文 （呼吸器・アレルギー内科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

クリニカル・クラークシップにて病院外来・病棟で患者さんを診療するにあたっての基本的臨床知識・技能を修得する。

【科目のコンピテンシー】 詳細は実習要項に記載している

①医療面接：臨床実習において患者と接する際の基本的コミュニケーション技能を身につけ、実践できる。 精神科領域における医療面接を含む

②頭頸部診察：頭部、顔面、頸部の診察に加え、眼、耳、鼻腔、口腔の診察の基本を理解し、実践できる。

③胸部診察： 頸部血管の視診、聴診、触診ができる。 胸部の視診、触診、打診ができる。 呼吸音と副雑音の聴取ができる。 心音と心雑音の聴取がで

きる。

④バイタルサイン： の算出、栄養状態の評価ができる。 上腕で触診、聴診法で血圧を測定できる。 両側の橈骨動脈で脈拍を診察

できる。 呼吸数を測定し、呼吸の異常の有無を確認できる。 腋窩で体温を測定できる。 下肢の動脈の触診等、下腿の血圧測定 触診法 、大腿の血圧測

定 聴診法 を実施できる。 全身の外観 体型、栄養、姿勢、歩行、顔貌、皮膚、発声 評価できる。 誘導心電図を記録できる。

⑤神経診察：神経診察の基本的技能を習得し、臨床実習の際に神経診察を一通り行なうことができる。

⑥腹部診察：腹部診察の基本的技能を習得し、診察を独力で行いその所見をとることができる。病態における特徴的な身体所見について理解できる。

⑦骨格筋系・リハビリ：運動器 四肢と脊柱 に対する一般的診察手段を理解し、基本動作ができる。

⑧外科手技 縫合 ：縫合についての方法論を理解し、基本手技が実施できる。

⑨手術室手技： 手術や手技のための手洗いができる。 滅菌手袋の装着ができる。 手術室におけるガウンテクニック等ができる。

⑩救急手技： 緊急性の高い状況かどうかをある程度判断できるようになる。 一次救命処置を実施できる。

【授業の概要および学修上の助言】

■注意事項

開講前に実習要項が配布されるので、各単元ごとの学修目標等を熟読すること。

下記教科書の必要事項を必ず通読しておくこと。

共用試験実施評価機構提供の基本的臨床能力に関する動画及び 等で配信される講義を必ず視聴しておくこと。

公社 共用試験実施評価機構発行の「診療参加型臨床実習に参加する学生に必要とされる技能と態度に関する

学修・評価項目」の該当部分をあらかじめ通読しておくこと。

■実習形式の例

分 解説講義

分 各演習室で学生同士で実際に診察 及び指導教員による指導

■臨床実習開始前に必要な知識・技能の到達度を確認するため、本科目内で共用試験 および臨床実習前 を実施する。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

～ 医療面接① 理論講義 臨床実習において患者と接する際の基本的コミュニケーション技能について 杉村政樹 教育開発

～ 医療面接② 学生同士実習 臨床実習において患者と接する際の基本的コミュニケーション技能実習 学生同士 杉村政樹

磯山響子

教育開発

～ 医療面接③ 模擬患者実習 臨床実習において患者と接する際の基本的コミュニケーション技能実習 模擬患者 杉村政樹

各講座

教育開発

各講座

～ 身体診察① 頭頸部 頭頚部診察講義と実習 各講座 各講座

～ 身体診察② 胸部 胸部診察講義と実習 各講座 各講座

～ 身体診察③ 全身状態とバイタル・検

査手技

全身状態とバイタル、検査手技についての講義と実習 各講座 各講座

～ 身体診察④ 腹部 腹部診察講義と実習 各講座 各講座

～ 身体診察⑤ 神経 神経診察講義と実習 各講座 各講座

～ 身体診察⑥ 筋骨格系・リハビリ 運動器 四肢と脊柱 に対する基本的診察手段について講義と実習 各講座 各講座

～ 救急 救急蘇生、気道異物への対応、意識障害への対応実習 各講座 各講座
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～ 精神科医療面接 基礎的精神科医療面接講義とロールプレイ 神経精神医学

講座

精神

～ 臨床推論 臨床推論 総合診療医学

講座

総診

～ 臨床推論 臨床推論 各講座 各講座

～ 基本的臨床手技

手術室手技

手術時手洗い・ガウンテクニック等 各講座 各講座

感染予防対策 感染予防対策 各講座 各講座

～ 外科手技 縫合 縫合についての方法論と縫合実習 各講座 各講座

～ 基本的臨床手技

血圧測定・採血手技

シミュレーターを用いた血圧測定と採血手技実習 各講座 各講座

頭頸部 自己学習 学生同士練習 各講座 各講座

胸部・バイタル 自己学習 学生同士練習 各講座 各講座

腹部 自己学習 学生同士練習 各講座 各講座

神経 自己学習 学生同士練習 各講座 各講座

基本的臨床手技 自己学習 学生同士練習 各講座 各講座

救急 自己学習 学生同士練習 各講座 各講座

臨床実習前 オリエンテーション 臨床実習前 受験前の心得 千葉弘文

杉村政樹

呼吸内

教育開発

※ 共用試験臨床実習前 臨床実習開始前に必要な知識・技能の到達度確認

※ 共用試験 臨床実習に必要な知識の総合的な理解の程度を客観的に確認

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験 ％ および臨床実習前 につき、再試験をそれぞれ 回実施する。

及び臨床実習前 全課題 のそれぞれに合格することが、本科目の単位認定要件である。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

講義・実習の開始までに、動画及び参考書で概要を把握しておくこと。臨床実習前 に臨む前の の時間に、各手技

ができるように復習しておくこと。シミュレーター等の自己学習に際しては、所定の手続きを経てクリニカルシミュレーシ

ョンセンターを利用することができる。特に臨床実習前 については、公社 医療系大学間共用試験実施評価機構発行の

「共用試験ガイドブック」、「診療参加型臨床実習に参加する学生に必要とされる技能と態度に関する学修・評価項目 最新

版 」を熟読し、実践できるよう準備する必要がある。

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー ○ 点呼 その他（

補足事項：出欠は、固定式 カードリーダーによる出席確認を原則とする。固定式 カードリーダーの設置がない場所で

の授業は、担当教員の点呼により出欠確認し、担当教員からの出欠表の提出をもって出席とする。

注意事項
服装はケーシー・白靴・名札を着用し参加すること 講義回についてはこの限りではない 。白衣、聴診器、打腱器の購入は

各自で事前にすませておくこと。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

参考書 基本的臨床技能の学び方・教え方 日本医学教育学会 南山堂

参考書 考える身体診察 大滝純司 文光堂

参考書 はじめての医療面接 コミュニケーション技法とその学び方 斉藤清二 医学書院

参考書 臨床コミュニケーション

坂本壮ほか 翻訳

羊土社

参考書 論理的診察の技術 デヴィッド・ ・サ

イメル

日経
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参考書 に役立つ

医学生のための基本的臨床手技

車谷典男、古家

仁、山田高嗣、友

田恒一

診断と治療社
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

医療安全管理学 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

准教授 橋本 暁佳 （病院管理学）

【授業科目の学修教育目標】

医療事故について説明できる。

医療事故の原因分析法について説明できる。

医療事故の予防について説明できる。

医療安全を確保するための医療機関の体制について理解する。

医療事故の法的責任と紛争解決法について説明できる。

医薬品の安全管理について説明できる。

医療従事者の健康管理と院内感染対策について説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

この科目では、医療における安全確保について学習する。この科目は大きく次の三つの項目から成り立つ。

安全性の確保

医療上の事故等への対処と予防

医療従事者の健康と安全

については、医療上の事故等 インシデント ヒヤリハット 、医療過誤等を含む。 は日常的に起こる可能性があることを認識し、事故を防止して患者の安

全確保を最優先することにより、信頼される医療を提供しなければならないことを理解する。

については、医療上の事故等 インシデント ヒヤリハット 、医療過誤等を含む。 が発生した場合の対処の仕方を学ぶ。

については、医療従事者が遭遇する危険性 感染を含む について、基本的な予防・対処方法を学ぶ。これらの学習により、医療においてどのように安全を

確保するのかを理解し、クリニカルクラークシップ直前の医療安全管理実習へとつないでいく。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

総論

医療事故の原因分析と予防

講義の進め方、インシデント、医療事故、医療過誤とは

医療事故の原因分析と死亡時の死因究明と再発防止の在り方、医療上の事故等の基本

的対策とリスク管理

橋本暁佳 病院管理

医療従事者の安全管理と院内感染対

策

医療安全としての院内感染対策 高橋聡 感染・検査

医療安全と医療の質 医療の質と臨床指標、医療の質と医療安全、医療安全に有益なコミュニケーションス

キル、医療安全に資する組織構成

旗手俊彦 法学・社会

医療事故の法的責任・紛争とその解決 医師に課せられた社会的責任と罰則規定、医事紛争の事例と新たな解決法、医療事故

調査制度 医療法

渡邊智 法医

医薬品の安全管理・危機管理 患者安全を目指した医薬品の安全管理・危機管理上の方策 福土将秀 医療薬学

その他 医療機器管理

新規医療と未承認医療への対応

室橋高男

橋本暁佳

臨床工学

病院管理

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

下記参考書等を購入し、事前に関連箇所を読んでおくとよい。

出席確認方法 
○ 固定式 カードリーダー 出席カード 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：

注意事項 筆記試験

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格
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教科書 ヘルスケアリスクマネジメント 医学書院 円

教科書 メディカルクオリティ・アシュアランス 医学書院 円

教科書 医療事故から学ぶ 中央法規出版 円

教科書 感染対策実践マニュアル第 版 じほう 円

教科書 患者安全カリキュラムガイド メディカ出版 円

一般書 医療事故知っておきたい実情と問題点 祥伝社新書 円

一般書 人は誰でも間違える 日本評論社 円

一般書 医療崩壊立ち去り型サボタージュとは何か 新日新聞出版 円

一般書 明香ちゃんの心臓 講談社 円

一般書 死因不明社会 講談社文庫 円
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

法医学・医事法 講義 年 前期 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

教授 渡邊 智 （法医学講座）

【授業科目の学修教育目標】

死因とその種類について説明できる。

死体現象とその法医学的意義について説明できる。

内因性急死を来す疾患について所見と診断を説明できる。

損傷の法医学的診断法を理解し説明できる。

窒息について所見と診断を説明できる。

個人識別について説明できる。

中毒における所見、検査、診断について説明できる。

アルコールの法医学的諸問題、薬物依存について説明できる。

異常環境が及ぼす人体への影響と法医診断を説明できる。

嬰児殺・虐待における所見、診断について説明できる。

我が国における死体の取り扱いについて法律を挙げて説明できる。

死亡診断書・死体検案書を正しく記載できる。

医事法について法律を挙げて説明できる。

【授業の概要および学修上の助言】

この科目では、人の死および死に関わる法律や医事法について学習する。人の死を診断することは医師の専管事項であり、正しい死因を診断し、死亡診断書・

死体検案書を作成することは医師の重要な責務である。我が国では現在年間約 万人が死亡しているが、約 割は病院外で死亡している。この中の多くは

疾病に関わる死亡であるが、事故、自殺、他殺といった外因死が含まれているにも関わらず、状況のみから安易に病死と診断する医師がいることも事実であ

り、このことは我が国における死因統計に影響を与えるだけでなく犯罪の見逃しにも繋がる社会問題でもある。この授業では、人の死に際し正しい死因を診

断することの重要性を認識し、そのための知識や手法を身につけると共に、死に関わる法律および医事法を理解することを目的とする。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

総論・死因論 目次、法医学とは、死因とその種類、死体の取り扱い 渡邊智 法医

死体現象 死体現象と死後経過時間の推定 渡邊智 法医

窒息 窒息総論、頚部圧迫の所見と死の機序 渡邊智 法医

窒息 溺水の所見と診断、酸素欠乏、気道閉鎖の所見と診断 渡邊智 法医

損傷 総論：損傷の法医学的診断

鈍器損傷の所見と診断

渡邊智 法医

損傷 鋭器損傷、銃器損傷の所見と診断 渡邊智 法医

損傷 頭部損傷、交通損傷の所見と診断 渡邊智 法医

アルコールの法医学・薬物依存 アルコールに関わる法医学的諸問題、薬物依存 水尾圭祐 法医

中毒 総論：中毒機序、検査法 水尾圭祐 法医

中毒 各論：薬毒物による死の所見と診断 水尾圭祐 法医

内因性急死

死後画像診断

突然死をきたす疾患の所見と鑑別

乳幼児突然死症候群

死後画像診断の実際： 画像診断の基礎、画像に及ぼす死後変化、特異的所見と死

因、診断の限界

渡邊智 法医

個人識別 個人識別：硬組織鑑定、法歯学、血液型、 多型の理解 渡邊智 法医

異常環境 火焔・温熱による死とその所見、診断

寒冷による死とその所見、診断

渡邊智 法医

異常環境

嬰児殺

気圧・電気による死とその所見、診断

嬰児殺の診断 死因、成熟度、生産死産の別

渡邊智 法医

虐待・臨床法医学 虐待の法医学的診断

臨床法医学の理解

渡邊智 法医

医療資格・医療供給体制 医師法、医師法と他の医療資格法との関係、医療法、地域医療構想 旗手俊彦 法学・社会
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保健・衛生・福祉法規 健康保健関連法規、労働衛生法規、障害者総合支援法、生活保護法、介護保険法等高

齢者関連法規

旗手俊彦 法学・社会

医療倫理および医事法総合 リスボン宣言等医療倫理・研究倫理に関する各種宣言、医療情報に関する法令・指針、

医師業務のタスクシフト等医事法に関する近年の動向

旗手俊彦 法学・社会

死体検案

死亡診断書・死体検案書

死体検案の実際

死亡診断書 死体検案書 の意義と作成方法

渡邊智 法医

事例検討演習 事例検討 死亡診断書 死体検案書 作成演習 渡邊智 法医

事例検討演習 事例検討 死亡診断書 死体検案書 作成演習 渡邊智 法医

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

試験：中間試験・期末試験として 回実施する

その他：出席状況と学習態度により評価する

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

法医学の教科書を購入し事前に関連箇所を読んでおく。法医学の授業が開始されると法医解剖の見学が可能となるので、積

極的に解剖を見学することにより授業の復習を行えば効果的であろう。

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項： 固定式 チェックもしくは授業資料の期限内入手 オンラインの場合

小テストの答案あるいはレポートの提出

がそろって出席とする。

注意事項
授業では解剖写真等の資料が多く提示される。授業スライドの撮影 静止画・動画 はその内容によらず禁止とする。

他の重要な諸注意については、最初の授業において提示する。講義内容はレジメとして適宜プリント配布する。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

教科書 エッセンシャル法医学 第 版 高取健彦監修 医歯薬出版 年・ 円

教科書 法医学 第 版 福島弘文監修

舟山眞人・齊藤一

之編集

南山堂 年・ 円

参考書 死後画像読影ガイドライン 年版 第 版 厚生労働科研班 金原出版 年・ 円

教科書 ・ 円

参考書 令和 年度版死亡診断書 死体検案書 記入マニュアル 厚生労働省医政局 厚生労働省ホーム

ページ

配布・
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頁 単位 開講期
科目
区分

臨床実習（第５学年） 通年 実習 各講座、各部門

臨床実習（第６学年） 前期 実習 各講座、各部門

総合講義 通年 講義 医学部長

科　目 科目コーディネーター（所属）

第第　　５５　　・・　　６６　　学学　　年年
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科 目 名 科目区分 学年及び単位数

総合講義 講義 年 通年 必修 単位

科目コーディネーター （ 所 属 ）

医学部長 齋藤 豪 （産婦人科学講座）

【授業科目の学修教育目標】

卒業試験と臨床実習後 を実施し、臨床知識と臨床技能の到達度を判定する。また、診療参加型臨床実習において到達度が低い領域につい

ての重点講義を行い、初期臨床研修に必要な知識と技能を備えることを目標とする。

【授業の概要および学修上の助言】

診療参加型臨床実習 クリニカル・クラークシップ で到達不十分な科目について臨床知識と技能を再確認し、医師国家試験に備えるとともに卒業後の初期臨

床研修に対応できることを目的とする。

事後講義は卒業試験結果から、学年全体で知識が不足していると考えられる領域、分野について、講義を行う。

回数 学 修 主 題 学 修 内 容 教員氏名 所属 常 非

卒業試験 診療参加型臨床実習を踏まえた知識の到達度に関する中間試験

臨床推論・臨床技能 クリニカル・クラークシップで到達不十分な科目の重点講義 担当教員 各講座

臨床推論・臨床技能 クリニカル・クラークシップで到達不十分な科目の重点講義 担当教員 各講座

臨床推論・臨床技能 クリニカル・クラークシップで到達不十分な科目の重点講義 担当教員 各講座

臨床推論・臨床技能 クリニカル・クラークシップで到達不十分な科目の重点講義 担当教員 各講座

臨床技能の到達度の判定

ふりかえり講義 診療参加型臨床実習に必要とされる 技能と態度についての学修・評価項目 合冊版、

最新のもの について、ふりかえりを含めた講義

実施委員

長

実施委

員会

卒業試験 診療参加型臨床実習を踏まえた知識の到達度の判定

事後講義 臨床実習と卒業試験の総括講義 担当教員 各講座

事後講義 臨床実習と卒業試験の総括講義 担当教員 各講座

事後講義 臨床実習と卒業試験の総括講義 担当教員 各講座

事後講義 臨床実習と卒業試験の総括講義 担当教員 各講座

事後講義 臨床実習と卒業試験の総括講義 担当教員 各講座

評価方法 

試験 小テスト レポート 成果発表 その他 合 計

備 考

・卒業試験の配点比率は、卒業試験 ： 、卒業試験 ： とし、算出した評価点が 割に満たない者は再試験受験対象

者とする。

・卒業試験 は民間の医師国家試験対策模擬試験を活用する。

・試験 、卒業試験 につき、再試験をそれぞれ 回実施する。なお、卒業試験については卒業試験 終了後に

回実施とする。

自己学修 事前・事後 の

内容と分量

各講座等で行った臨床実習の内容を整理、確認した上で講義を受講すること。技能については、所定の手続きを経てクリニ

カルシミュレーションセンターを十分に活用し、反復練習を行っておくこと。

出席確認方法 

○ 固定式 カードリーダー ○ 出席カード ○ 小テスト・レポート

移動式 カードリーダー 点呼 その他（

補足事項：出欠は固定式 カードリーダーによる出席確認を原則とする。

事後講義については、固定式 カードリーダーによるタッチ記録または出席カードの提出と小テストの提出の両方をもっ

て出席とする。

注意事項

受験資格要件：卒業試験 ：第 学年科目「臨床実習」を習得していること。

臨床実習後 および卒業試験 第 学年科目「臨床実習」を修得していること。

単位認定要件：臨床実習後 および卒業試験に合格することが必要である。

教科書・参考書 書 名 著 者 名 発 行 所 発行年・価格

特に指定しないが、医師国家試験受験に向けた、参考書・問題集

を活用すること。 講義内で指定されることもある
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